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　　プロローグ







「魔術書ノートの力を引き出すために協力しろ。さもなきゃ死ね」




　突とつ然ぜん現れた薄うす紅べに色いろの髪かみの少女にそう言われた瞬しゆん間かん、その時より、世界は大きく変へん革かくした。

　現実と理り想そう。空くう想そうと幻げん想そう。それら一いつ切さい合がつ切さいが形を成し、具ぐ象しよう化かした。

　それまで、自分の書いた魔術書が世界を救うカギになるなど、考えたこともなかった。

　考えていたのは、妹の幸せ。自分の歩むべき未来。夕食の献こん立だて。

　そんな程てい度どの小さな世界で生きてきた。

　残りの人生を穏おだやかに過ごし、

　寿じゆ命みようが尽きるその時まで、

　新年にお年とし玉だまをねだってくる孫まごに、福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちをお見み舞まいするような未来を望んでいた。




　確かに世界を救いたいと考えていた時代はあった。

　焦こがれた虚きよ構こうの世界を現実のものとしたかった。

　魔ま導どう・魔ま術じゆつが飛び交う戦せん場じようを共に駆かけ抜けてくれる、パートナーが欲しかった。

　微笑ほほえましくも幼い、純じゆん粋すいな気持ちで────そう願っていた。




　だがこの世界は、空想も幻想も入る余よ地ちはなかった。

　現実という刃やいばがすべてを断ち切ってしまった。

　生きるために求められたのは、忍にん耐たいと諦てい観かん。だから必ひつ死しで生きてきた。

　生きるだけなら特別な力など必要なかった。




　生きることは容よう易いではなかった。

　死ぬことだって簡かん単たんではない。

　そんなことすら知らなかった自分。

　彼女がそれを教えてくれた。

　彼女もそれを望んでいたから。




　自らを魔ま女じよと称しようした桜の花のような髪かみの少女は、優しく手を差し伸べ、

　そして────僕を殺そうとした。













　　一章　過去から逃げようとしたら、特大の地じ雷らいを踏んだ







「さて、まずは寝室からやって……それからクローゼットルームかな」

　週末に一度、必ず両親の部屋を掃そう除じする。それは新しん堂どう真さね道みちが己おのれに課した義ぎ務むだった。

　掃除する部屋は二部屋だけだが、面積はそれなりに広い。掃除は中なか々なかに大変な作業ではあった。サイドボード、鏡きよう台だいの裏もきちんと掃はく。

　その日、たまには物ぶつ品ぴんの整理でもしようかと思い立ち、清せい掃そう後ご作業の手を伸ばした。

　整せい頓とん中ちゆう、クローゼットルームで小さなつづらを見つけた。片かた手てでも訳わけ無なく持てる大きさだ。

　なんだこれ、中に何が入っているんだろう？

　中なか身みに興きよう味みが湧わいた真道は、慎しん重ちようにフタをあけた。

　肩たたき券。便びん箋せん。折おり紙がみで作った手しゆ裏り剣けん。剣けんや盾たての形をしたダンボールなどが入っていた。どれも見み覚おぼえのある品だった。

　便箋に手を伸ばし内容を改める。拙つたない文字で〈おとうさんとおかあさんへ〉と書いてあるのを見て、若じやつ干かんのめまいを覚えた。どうやら幼い頃ころ両親に送った手紙のようだった。

　読むのは遠えん慮りよしたい。小さい頃の手紙というのは得えも言われぬ恥はずかしさと破は壊かい力りよくがある。だが、昔の自分がどんな子供だったのかを再さい確かく認にんしたい気持ちもあった。

　何度目めかの深しん呼こ吸きゆうの後、真道は意を決し、手紙を開いた。




『だいすきなおとうさんとおかあさん。いつもいそがしいのにあそんでくれたり、ごはんをつくってくれてありがとう。おおきくなったらぼくもいっぱいはたらいて、おいさらばえたふたりをやしない、まもってあげたいです。そのためのぶきもいまいっぱいつくってて────』




　真道は柏かしわ手でを打つかのようにパシーン！　と手紙を閉じ、つづらの中に放り込んだ。

　この手紙はなんだ。なんだこの箱は。新あら手てのミミックか。

「おおっふ……おおおっふ……」

　真道は羞しゆう恥ちに身をねじり、床を転げまわった。顔面が尋じん常じようではない熱を帯おび始めていた。顔面から火どころかビームが出そうだ。溶けてなくなってしまうかもしれない。

　真道は顔が冷れい却きやくされるまでしばらくうなり続け、落ち着きを取り戻すまで時間が経けい過かするのを待った。やがてふぅとため息をつき、震える手で暗あん黒こくつづらを元の場所に戻した。

　再さい封ふう印いん完かん了りよう。

　クローゼットルームを出て寝室の時計を確認する。昼の12時を少し過ぎていた。妹が昼食を用意してくれているはずだった。掃そう除じ用具一いつ式しきを手早く片付ける。

　リビングへ行くと、妹がテーブルの上に食事を配はい膳ぜんしているところだった。ミートソースのパスタが皿さらにこんもりと盛られている。

「あ、お兄にいちゃん。お掃そう除じ終わった？」

「終わったよ。昼ご飯はんの用意ありがとう。うまそうだな」

　礼れいを述べつつ真さね道みちは妹を椅い子すに座らせ、それを確かく認にんしたあと自分も席に着いた。

「お兄ちゃん。おかわりは？」

「いや、まだ見た目でしか味わってないんだけど……」

「それで足りる？」

「足りる足りる。これ以上量りよう増ふやしたら、後半鼻はなから出ちゃう」

「ちゃんと食べなきゃダメだよ。食欲を満たさずして性せい欲よく満つることなし。ご飯を食べないのは愚おろかの極きわみなんだからね！」

　向かいの椅子に座る５歳さい年の離れた妹──新しん堂どう吉よし乃のが、フォーク片手にそう言った。

「ん、そうだね。キツはいい子だね」

「お兄ちゃんの妹だもん」

　真道は笑顔を向けながら手を伸ばし、吉乃の頭を優しく撫なでた。えへへ、とはにかみながら可愛かわいらしくおさげを揺らす吉乃を見ていると、真道は自然、優しい気持ちになれた。
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　吉よし乃のは小学５年生になったばかりだが、家か事じに関しては一いつ家か言げんもっている。真さね道みちも一ひと通とおりこなせるが、最近では兄に迫る勢いで、特に料理が上じよう達たつしていた。

　もちろん、最初から上手じようずだったわけではない。

　初めて吉乃が作った味み噌そ汁しるにはダシが入っておらず、大量の味噌が投入されていた。大量の塩えん分ぶんで塩の柱はしらになりそうだった。スープにはダシが必要だという基本的なことが抜けていたのだ。

　真道はそれを残さずに飲み、ダシの存在を丁てい寧ねいに教えた。そして倒れた。

　吉乃は反省しつつもへこたれず、今度は豚ぶた肉にくのソテーなどを作ってみせた。少々不ぶ格かつ好こうだったが、付け合わせにキャベツの千せん切ぎりなども用意してみせた。真道もこれは美味うまそうだと期待し、ひと口くち食してみせた。

　完かん璧ぺきそうな見た目とは裏うら腹はらに、その豚肉の焼き加か減げんはレアだった。

　案あんの定じよう、真道は次の日腹ふく痛つうで寝込み、豚のように鳴きながらトイレにこもった。

　食事を作る度たびに体調を崩くずす兄の姿すがたを見て、吉乃は料理を諦あきらめようとしたことがあった。だが、真道は己おのれが犠ぎ牲せいになることを厭いとわなかった。

　──キツのためなら、いくらでもお腹なかを壊こわしてみせるよ。精神が砕くだけないかぎり。

　ある日、真道は吉乃にそう宣せん言げんした。吉乃は兄の本ほん気きの目を見て危き機き感かんを覚えたのか、それから目覚ましい成長をみせた。そうでないと、本当にどこまでも犠牲になりそうだったから。

　覚かく悟ごの甲斐かいあり、吉乃の料理の腕は上達した。嬉うれしかった。

　このまま吉乃が上達しなければどうしようかと内ない心しんドキドキしていたのは、真道だけの秘ひ密みつだ。これは墓はか場ばまで持っていく。

「そういえば、さっき言ってた性せい欲よくがなんたらってセリフ。一体どこで、誰だれに教わったの？」

「えっとね、学校の先生だよ。格かく言げんとして覚えておけって」

「そうなんだアハハ。今度その先生とぜひ教育について話がしたいなぁ。三さん者しや面めん談だんはいつ頃ごろかなぁ？　待ち切れなくて鬼保護者モンスターになっちゃいそうだよ」

　妹の正しい将来のため、教きよう師しとのディスカッションは必要不ふ可か欠けつだ。真道はそう信じている。

「お兄にいちゃん。急に包ほう丁ちよう研といだりしてどうしたの？」

「急に切れ味が気になったので」

「いつもピカピカのギラギラだよ？」

「そうだけど。……あ、目め出だし帽ぼうとかなかったっけ」

「目出し帽って、あの悪い人がよくかぶってる？」

「そうそう、四月とはいえまだ寒くてさ。防ぼう寒かん具ぐとして欲しいなって。他た意いはないよ」

「なまはげさんのお面めんならあったと思うけど」

「それでもいいや。よし、早さつ速そく探し出して……」

「もう、お兄ちゃん。そういうのはお昼食べてからにして。せっかく作ったのに、お料理が冷めちゃう。愚おろかの極きわみだよ」

　頰ほおを膨ふくらませて怒る吉よし乃の。真さね道みちはしまったと思った。感情が走り過ぎて、せっかく妹が用意してくれた食事をそっちのけにしてしまった。

「も、もちろん食べてからにするよ！　キツのミートソースを食べずに午後を過ごすなんて考えたこともないよアハハハ！」

　真道は失しつ態たいを誤ご魔ま化かすように勢い良くパスタにタバスコをかけ、続けて粉こなチーズをかけようとした。が、チーズはいくら振っても出てこなかった。

「粉チーズ、切れちゃった？」

「みたいだね。──今日きようは出かける用事があるから、ついでに買い物してくるよ」

「ホント？　ありがとうお兄にいちゃん。あとでお買い物メモ渡すね」

　真道は返事の代わりに微笑ほほえみを返す。本当は用事などないのだが、こう言わないと吉乃もついてきてしまう。吉乃にあまり負ふ担たんはかけたくない。食材の買出しくらい自分一人ひとりが頑がん張ばれば済む話なのだ。

「──ところでお兄ちゃん。愚かの極みって、どう言う意味なの？」

　さっきの言葉は知らないで使っていたのか。真道は少々呆あきれた。今後のためにも正しい知ち識しきを身につけてやらねばならない。これは兄としての義ぎ務むだ。

「キツの先生みたいな人のことだよ。なんていうか、どうしようもないほどに──」

「優しい人？」

　頭の上にハテナマークを浮かべながら小こ首くびを傾かしげる吉乃。どうやら吉乃の中では、担たん任にんの先生の評ひよう価かは高いようだ。少なくとも優しいと思われるほどには。実際に会ってみないと、なんともいえないが。ああ、三さん者しや面めん談だんが本当に楽しみだ。

「そ、そんな感じかな……。キツはその先生のこと好きなのかい？」

「うん、好き。先生ってすごく優しいんだよ。足がキレイだって褒めてくれたり、階段を昇のぼってるときに後ろから支えてくれたり、抱だっこしたりしてくれるんだよ」

「良くしてもらってるんだな。──ところで先生って、男だっけ？　女だっけ？」

「男の先生だよ」

　真道は残ざん像ぞうを描きながら滑すべるようにキッチンへ移動し、肉切り包ぼう丁ちようを砥と石いしで研とぎ始めた。

「お兄ちゃん、そんな勢いで研いだら包丁がアイスピックになっちゃうよ！」

　摩ま擦さつ熱ねつで発火しそうなほどのスピードで幅はば広ひろの包丁は限界まで削けずられ、細ほそ長ながくなった。切れ味を数すう値ちで表すと、＋10は上昇しただろう。

「この街の小学校に巣す食くう薄うす汚ぎたない寄き生せい虫ちゆうを排はい除じよするために必要なんだ。わかってくれキツ」

「虫むし退たい治じなら、新聞紙を丸めた棒で叩たたけばいいと思うけど……」

「新聞紙を丸めた棒じゃあ、寄生虫に付いている邪じや悪あくな棒を切り落とせないんだ。この包丁なら、きっと先生の《愚かの極み》を……ふふふ」

「お兄にいちゃん！　先生に何をするつもりなの!?　何を切り落とすつもりなの!?」

「ナニを切り落とすんだよ。先生は《愚おろかの極きわみ》という名の邪じや念ねんに憑つかれている。それを祓はらわないといつか間違いを起こすかもしれないんだ。止めるなよキツ。優しい先生を取り戻すために、僕はこの包ほう丁ちようで正しい行いをするよ」

「人に包丁向むけようとしてる時点で間違いだらけだよお兄ちゃん！」

　真さね道みちは包丁を携たずさえ、席に戻った。鈍い光こう沢たくを放つ刃やいばに魅み入いられたかのように、うっとりと眺ながめる。その様よう子すを見ていた吉よし乃のが胸の前で手を合わせ、真道に懇こん願がんする。

「先生に酷ひどいことしないでお兄ちゃん。先生は私に優しくしてくれただけだよ」

「僕はその優しさの裏に潜ひそんでいるものを切りたいだけだよ」

「ケンカはダメっ。お兄ちゃんと先生の争いなんか見たくないよ。どうしてもっていうんなら、私の《愚かの極み》を切って。ケンカの原因は私なんでしょ」

「キツにそんなもの付いてな……う、そんな目で見るなよ……」

　吉乃に聖せい女じよのような眼差まなざしを向けられ、真道の胸に罪ざい悪あく感かんが押し寄せた。吉乃を大だい事じに思うあまり、我を失っていたようだ。結果として吉乃に心しん労ろうを与えていては元も子もない。

　真道は素直に謝り、真実を述べることにした。包丁も手放し、居い住ずまいを正した。

「その、キツごめん……。さっきまでのは全部冗じよう談だんで……《愚かの極み》の意味もウソで……」

「？　じゃあ、本当はどういう意味なの？　邪念、とかじゃないんだよね」

「うん、愚かの極みっていうのは、見ちゃいられないほど考えが足りない様よう子すを指したり、ばかばかしいさまを示す言葉なんだ……。その、ごめん」

　真道は頭を下げながら、最後は消え入りそうな声で謝しや罪ざいした。

「えいっ」

「あいてっ」

　下げていた頭にポクっと軽い衝しよう撃げき。顔を上げると、吉乃が腕を懸けん命めいに伸ばしてチョップ、という体勢で頰ほおを膨ふくらませていた。

「お兄ちゃん、めっ！　ウソをつくなんて愚かの極みだよっ」

　かわいらしい眉まゆを吊つり上げた吉乃。そこに迫はく力りよくはなかったが、悪いことをしてしまったという気にさせるには十分過すぎるほどの効果があった。

　真道は実際、青ざめていた。

「……すいません、ごめんなさい、許してくれキツ嫌きらいにならないでくれオエエエ……」

「うん、いいよ。私こそごめんね。痛かった？」

　吉乃はそう言って、えずいている真道の頭を撫なでた。慈じ愛あいの手は揺り籠かごのようであった。ああ、なんて優しいんだキツ。お前は天てん使しだ。真道はほっこりとしながら食事を再開した。

　ウソをついた報いはすぐにやってきた。パスタを口の中に放り込んだ瞬しゆん間かん、

「ごぶぁ!?」

　かけ過ぎていたタバスコが真さね道みちの舌したに襲おそいかかった。口から噴ふん射しやしたパスタがダダ漏もれ、世にも奇き妙みような触しよく手しゆ人間が誕生した。

「お、お兄にいちゃんがイカさんみたいに!?」

「み、水ぅ──っ!!」

　フローリングの床をのたうち回っていると、吉よし乃のがコップにオレンジジュースを注ついで持ってきてくれた。

「はい、お兄ちゃん。飲んで飲んで！」

　ぐいぐいと口に押し付けてくる吉乃。慌あわてているのか、加か減げんがまったくできていない。

「じ、自分で飲めるからだいじょごぼぉ!?　せ、せめてゆっくり飲ませげばぁ!?」

　真道は口こう内ないにやけつく様ような痛みと、陸で溺おぼれるような苦しみを同時に味わった。

「大だい丈じよう夫ぶ、お兄ちゃん？」

「な、なんとか……。もう口の中が辛からくて甘くて、わけわかんないけど」

「ごめんねお兄ちゃん。……ゴハンどうする？　辛いなら食べるのやめた方が……」

「いやいや！　キツの料理は多た少しよう辛くなった程てい度どで揺らぎはしないよ」

　真道は皿さらを抱えて勢い良くミートソースパスタをすすってみせた。

「ほら、この通り。全ぜん然ぜん大丈夫じゃないガハァ!?」

「キャー！　お兄ちゃん、ジュース飲んで飲んで！」

「キ、キツ！　それジュースじゃなくてタバスコのビン──ブハァア!?」

　真道はそうして体からだ中じゆう様さま々ざまな汁しるにまみれながらも、時間をかけ、パスタをきちんと完かん食しよくした。

　自じ業ごうではあったが、吉乃の料理で一ひと悶もん着ちやくという感覚は懐なつかしくもあった。




　食事を終えた吉乃が手を合わせ「ごちそうさま」をした。真道もそれにならう。

　吉乃が立ち上がり洗い物をしようとする気け配はいを感じた。真道はすばやく吉乃の横に移動し、テーブルに立てかけてあった一本の松まつ葉ば杖づえを手渡す。

「ありがとう、お兄ちゃん」

「どういたしまして、食器運はこぶよ」

　真道はテーブルの上にある食器を手早く集め、キッチンに持っていく。洗い場に立った吉乃は松葉杖で器き用ように立ち位置を固定した。真道から皿を受け取り、洗い始める。二人とも慣なれた動どう作さだった。

　ふきんで食器の水気を拭ふき取りながら、真道は愛まな妹いもうとの動かなくなった右足をチラリと見た。

　吉乃の右足が不ふ自じ由ゆうなのは先せん天てん的なものではなく、事故によるものだ。治ち療りようはすでに完かん了りようしている。リハビリを続けていれば、いずれ元もと通どおり歩けるようになる。

　いや、もう動くはずなのだ。なのに、吉乃は二本の足で立つことができない。




「歩ける状態であるのにそれができないということは、心しん因いん性せい疾しつ患かん。つまり、心に受けた強いショックが原因で一歩踏ふみ出す勇気が持てないでいる……ということが考えられます」

　吉よし乃のの担たん当とう医いはそう言った。カウンセリングを行えば問もん題だい解決のきっかけになるかもしれないとも言われた。

「何か、心当たりは……ありますか？」と、その医者はごく静かな調子でたずねた。

　真さね道みちは答えた。

「…………僕のせいなんです」

　その言葉を聞いた医者は驚いたようだったが、深くは聞いてこなかった。こういった症しよう例れいには常にデリケートな問題がつきまとう。そのため病院側がわも気を遣つかわざるを得ないのだろう。

　そんな気き遣づかい、どうでもよかった。その場から一いつ刻こくも早く逃げ出したかった。

　カウンセリングを受ける気になったらいつでも来なさい、という医者の言葉を背中に受けながら、真道は医い務む室しつをあとにした。

　カウンセリングだって？　キツに？　それとも……僕に？　真道にはわからなかった。




　真道はかぶりを振り、渦うず巻まいていた暗い気持ちを追い払う。辛つらいことばかり考えていてもロクなことはない。これからずっと、自分が吉乃を守って行かなければならないのだから。

　これ以上なにかを失ってたまるものか。

　二度と愛するものを死なせたりするものか。

　──大切な人を守るためなら、たとえ世界とだって戦ってみせる。

　真道は手に持ったふきんを強く強く握り締しめた。

「どうしたの、お兄にいちゃん？　具ぐ合あいでも悪いの？」

「……いや、なんでもないよ。──キツの足はキレイだなって思ってただけ」

「ありがと、お兄ちゃん。もし法ほう律りつが変わったら、結婚してあげるね！」

　兄の服の袖そでをつまんで左右にブンブンと振る吉乃。奥ゆかしい表現だな、と真道は思った。

　仲良く食器を片付けた後、真道は吉乃から買い物メモを受け取った。

　やわらかな文字で必要最さい低てい限げんのものだけが記しるされており、お菓か子しなど嗜し好こう品ひんの類たぐいが一いつ切さい書かれていない。しっかりしていると言えば聞こえはいいが、10歳さいの女の子にしては少し味あじ気けない。

　真道は少しだけおやつを買ってこようと心に決めた。冷れい蔵ぞう庫こにはまだオレンジジュースがあったはず。それに合うようなお菓子があればいい。

「はいお兄ちゃん。これお財さい布ふね。無む駄だ遣づかいしちゃダメだよ」

　どちらが年とし上うえなのかわからなくなるような言葉に苦く笑しようしつつ、買出し用の財布を受け取る。中を確かく認にんすると、最低限の額しか入っていなかった。本当にしっかりしている。

「キツ、何か欲しい物はないか。食べたいおやつとか」

「ん～ん、大だい丈じよう夫ぶ。お兄にいちゃんにおまかせ！」

「遠えん慮りよしなくていいんだぞ」

「してないってば。それに、贅ぜい沢たくは敵だよ。少しでも倹けん約やくしないとね」

　真さね道みちは吉よし乃のの頭をひと撫なでした。財さい布ふをポケットにしまい込み、自じ室しつに向かった。支度したくをしたらすぐに買い物に向かうつもりだった。

　贅沢はいらないと吉乃は言っていたが、それでも真道は妹のためになにかしてやりたかった。財布の中なか身みは軽いが、特とく売ばい品ひんをうまくつかんでやりくりすれば予算が少し浮く。それで何か買ってあげることができるはずだ。

　とはいうものの、なにを用意したらいいだろうか。

　チョコは糖とう尿によう病びようになる恐れがある。スナック系けいは塩えん分ぶんの摂とり過ぎで高こう血けつ圧あつになるかもしれない。ガムを嚙かみ過ぎてヒップホッパーになられても困る。菓子パンはああ見えてカロリー激げき高だかだ。どれも吉乃の体に障さわる。どうしようか。

　真道は悩みながら階段を昇のぼり、自室のドアを開けた。

　開けた瞬しゆん間かん、真道の時間が止まった。

　部屋の中央に見み覚おぼえのない誰だれかが立っていた。

　背中を向けていたので顔は見えなかった。かろうじて確かく認にんできたのは、黒いマントに、黒いつば広の三さん角かく帽ぼう子し、そこから伸びる鮮あざやかな薄うす紅べに色いろの髪かみだけだった。

　真道はそっとドアを閉めた。

　──え？　なに…………誰ェ!?

　真道はドアノブに手をかけたまま心の中で叫びまくっていた。

　今の誰？　まさか泥どろ棒ぼうか？　コスプレ怪かい盗とう？　髪が長かったから多た分ぶん女の子。女おんな怪盗とか、ノリがわからない。

　……もう一度確認してみよう。見み間ま違ちがいの可能性せいもある。

　真道は呼吸を整え、震える腕でドアを開けた。

　部屋の中は荒らされていた。棚たなからは本が抜け落ち、机の引き出しはすべて開放バースト状態。クローゼットにかけられていたはずの服は床にぶちまけられていた。

　怪盗はベッドの上に寝ね転ころがってマンガを読んでいた。帽子を脱いでいたので今度は顔が見えた。女の子だった。時とき折おりゲラゲラと笑い声をあげながら、スカートの裾すそから伸びたむき出しのふとももをペチペチと叩たたいている。侵しん入にゆう者しやはとてもリラックスしているようだった。盗人ぬすつと猛たけ々だけし過ぎて悲ひ鳴めいも上げられない。

　真道は再びドアを閉めた。あごに手を当て考える。

　部屋に女の子がいる。顔は正面からハツキリと見たわけではないが、可愛かわいかったような気がした。綺き麗れいな足だった。だが、知らない子だ。

　──バ、バーチャルリアリティ？　最近のゲームはすごいな。でも、ウチには最新のゲーム機は置いてない。フリーステーション４なんて買った覚えがない。

　ということは、これは僕の妄もう想そう？　妙みように現実感かんがある空くう想そうだ。自じ室しつに小さくて可愛かわいい女の子が訪れるなんてシチュエーション、都市伝でん説せつだと思っていた。

　確かく認にんしてみよう。バーチャルなのか、リアルなのか。

　質しつ量りようを持った妄想だった場合、想そう像ぞうのおもむくままに行動していいのか決めておかなければならない。その結果、新しい生命が創そう造ぞうされてしまうかもしれないが。

　真さね道みちは期待と不安が半はん々はんに入り混じった気持ちを抱きつつ、前かがみになりながら入室した。

　……だれもいなかった。部屋の中にも、ベッドの上にも。荒らされていたはずの室内は綺き麗れいに整せい頓とんされ、チリ一つおちていない。かけ布ぶ団とんだけが若じやつ干かん乱れている他、なにも変わったところはない。やはり気のせいだったのだろうか。

　真道は静かに部屋の中に入った。そして落ち込んだ。部屋に女の子が現れる幻げん覚かくを見たという情なさけなさと、やはり幻まぼろしだったというガッカリ感。

　むなしい。欲求不ふ満まんなのだろうか。それともただ疲れているのだろうか。

　真道はハァ、とため息をついた。

「それにしても、やけにリアルな幻だっ──」

　た、と言おうとした瞬しゆん間かん。背中に強い衝しよう撃げきを受けた。たまらず前のめりに倒れ込んだ。遅れて、バァン！　という耳をつんざくような音が響ひびいた。ドアを乱らん暴ぼうに閉めたような、やかましい音だった。

　ドアの陰に何者かが潜ひそんでいてそれを実行したのだ、と真道は理解した。散らかった部屋を一いつ瞬しゆんで片付けられる掃そう除じスキルをもつ、稀け有うな襲しゆう撃げき者しやが。

　真道はすぐさま体の向きを変え起き上がろうとしたが、仰あお向むけになった瞬間、腹を踏みつけられ動きを封じられる。横おう隔かく膜まくを圧あつ迫ぱくされ、呻うめき声が漏もれた。まるで腹ふく部ぶをさらけ出すタイミングを図っていたかのようだ。相手はかなり手て馴なれている。身動きが取れない。

　真道は腹の痛みに耐えつつ、顔を上げ、襲撃者と向き合った。

　襲おそいかかってきたのは薄うす紅べに色いろの髪かみの少女だった。幻であったはずの女の子は実じつ在ざいしていた。

　少女の口くちの端はしからは笑えみがこぼれていた。笑みにも属ぞく性せいがある。光と闇やみだ。彼女は間違いなく後こう者しやだった。

　少女の見えないオーラに気け圧おされ真道は這はって後こう退たいしようとするが、腹を押さえつけている脚あしの力は尋じん常じようではなく、耐えるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「キ、キミは誰だれだ!?　なんで僕の部屋にいる……の？」

　真道は少女の全身を改めながらそう言ったが、その目め線せんは吸い込まれるようにむき出しの白いふとももに釘くぎ付づけになった。少女のスカートのラインはきわどく、しかも真道を踏みつけにしている。ともすれば、魔まの三さん角かく地帯が見えてしまいそうだ。

　すごい吸引力りよくだ。数多くの飛ひ行こう機きが落ちていくわけだ。

　神しん秘ぴに触れようとした真さね道みちの視し界かいをさえぎるように、何かが突きつけられた。

　薄うす紅べに色いろの髪かみの少女は言った。




「魔術書ノートの力を引き出すために協力しろ。さもなきゃ死ね」




　少女の鋭い刃は物もののような声が降り注そそいだ。その言葉に貫つらぬかれた真道は。

「……はい？」

　と、マヌケに聞き返すしかなかった。

　のどかな日曜──。真道は数分前まえまでそう思っていた。

　それなのになぜ今、仰あお向むけの四つん這ばい状態。腹ふつ筋きんを強きよう制せい的に鍛きたえられながら『協力しないなら死ね』なんて脅きよう迫はくを受けなければならないのか。

　少女は長なが物ものを構え直し、真道の喉のどにピタリと狙ねらいをつけた。

　冗じよう談だんだと思いたかったが、少女は本ほん気きのようだった。場の緊きん張ちよう感かんがそれを物語っている。

　ごくりと喉を鳴らすと、凶きよう器きのかさっとした妙みように乾いた感かん触しよくを感じた。真道の口こう内ないも突然の展開についていけず、カサカサになっていた。ビタミンが不足しがちな生活を送っていてもなかなかこうはならない。

　真道は大きく静かに深しん呼こ吸きゆうし、改めて目の前で仁に王おう立だちしている少女の姿すがたを見た。
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　黒いマント。黒い三角帽ぼう子し。黒いワンピース。そしてスカートから伸びる健康的な白いふとももが、鮮あざやかなコントラストを描く。

　綺き麗れいな薄うす紅べに色いろの髪かみは、穢けがれとは一いつ切さい無む縁えんなのではないかと思えるほどに柔やわらかく、サラリと肢し体たいのラインに沿って流れ、しなやかに少女を彩いろどっていた。切れ長の目の奥に強い意い志しを感じさせる光をたたえながらも、水に濡ぬれているように輝く瞳ひとみが特に印いん象しよう的てきで、じっと見つめているだけで吸い込まれそうな錯さつ覚かくを覚える。

　誰だれかが認にん識しきしていなければ儚はかなく消しよう失しつしてしまいそうな雰ふん囲い気きを纏まとった彼女は、街を歩けばどこにいても間違いなく人ひと目めを惹ひきつけるであろう。

　そう確信できるほどに、少女は美しかった。

　そんな子がなぜ、武ぶ器きを突きつけ脅おどしをかけてくるのか。何かの間違いだと思いたい。

　真さね道みちは震えるくちびるでなんとか言葉をつむぐ。

「ノート……って、何？」

「しゃべんな。黙だまってあたしに協力しろ。ついでにひざまずけ」

「踏みつけにするだけじゃ物足りないとおっしゃる？」

「全然足たりないなぁ。ホレ、犬みたいに媚こびへつらえ」

「誰がそんなことを──おほぉおっ!?」

　少女の足が真道の腹をグリグリとねぶり始めた。たまらず真道は声をあげた。

「ス、ストップ！　下か腹ふく部ぶをコレ以上刺し激げきしないで！」

「うりゃうりゃ」

　興きようが乗ったのか。少女はさらに強く重く、体重をかける。

「出ちゃう──っ！　さっき飲んだオレンジジュースが出ちゃうよ──っ！」

　真道は焦しよう燥そうした。このまま腹を踏まれ続けたら下腹部からジュースだけではなく、こくまろミルクまで搾しぼり取られるハメになってしまうのではないか。

「強ごう情じようなヤツだな。服ふく従じゆうしないなら撃うつぞコラ」

「撃つって言われても……どちらかというと僕が撃ちそうになってるんだけど──ふぐぅ!?」

　少女の持っている武器の先せん端たんが真道の頰ほお肉にくにめり込んだ。ひょっとこのような顔つきになる。真道はいたぶられながら、自分に向けられている凶きよう器きの形けい状じようをチラリと観察した。

　頰ほおの感かん触しよくから察するに、材質はおそらく木製。窓から差し込む陽ひの光に反射し、ぴかりと光る先せん端たんの玉は、水すい晶しようだろうか。まるで魔ま法ほう使つかいが扱う杖のようだ。

「問題だ。杖の先から何が出てくるでしょ～か」

「何って……。き、希望？」

「そういう答え方されると、絶望させてやりたくなるな」

「あまのじゃく!?　じゃあ、逆に絶望って答えたらどうなるの！」

「言葉通りのモノが出てくるに決まってんだろ」

「どうあがいても絶望じゃないか！　──うわわわっ」

　得え体たいのしれない力が杖つえの先に集まり、微び細さいな振しん動どうを起こしていた。甲かん高だかい音が鼓こ膜まくを震わせ脳のうにまで浸しん透とうする。三さん半はん規き管かんにまで影えい響きようしているのか、平へい衡こう感覚が若じやつ干かん怪あやしくなる。

　これから何が起こるのか真さね道みちにはわからなかったが、このままでは杖から何かが飛び出す前に股こ間かんからオレンジジュースが飛び出す可か能のう性せいが極めて高い。高校生にもなってそれは屈くつ辱じよく以外の何物でもない。もののはずみでミルクまで出たら、人じん生せい終了だ。

　膀ぼう胱こうが暴ぼう行こうを起こさないように下か半はん身しんから意い識しきをそらし、少女をなだめにかかる。

「と、とりあえず落ち着いて……。いきなり『協力しろ』なんて言われても困るよ……」

「黙だまって首を縦たてに振れ。鼻の穴に杖をぶち込まれたくなかったらな」

「いま謎なぞの鼻はな詰づまり起こしてるから無む理りだと思う……。キミのおかげで過か呼吸気ぎ味みだし……」

「コイツで風かぜ通とおしをよくしてやろう。呼吸が楽になるぞ」

「楽になるよね。苦しみから解放されるんだもんね」

「その通りだ。お望みなら、今すぐ叶かなえてやるぞ」

　少女はくん、と杖を少し持ち上げた。本ほん能のう的な恐きよう怖ふを感じ、真道は態度を改めた。

「気を遣つかってくれるのはありがたいけど……ほら！　よくわからないけど一応キミはお客さんなわけだし、僕がもてなす側だろ？　僕もてなすの大好きなんだ！　あー、久しぶりの来らい客きやくだから無む茶ちや苦く茶ちやチヤホヤして、飲み食いさせたいなぁ！」

　そうまくし立てると、少女は手に持った杖をわずかに揺らした。殴なぐられると思ったが、真道は少女の細い喉のどからゴクリ、という音が鳴るのを見み逃のがさなかった。

「そういえば、腹はら減へったな。ノドも渇かわいた」

「もしよければ、オレンジジュースとかあるんだけど──どう？」

　そう提てい案あんする真道を、少女は探るような目で見つめていた。

　やがて少女は、ゆっくりと杖を下ろした。先せん端たんに集しゆう束そくしていた謎の力も同時に霧む散さんした。

「くれ、ジュース。ちょー急ぎで」

「か、かしこまり……っ！」

「……言っとくが変なマネしたら、この家を壊こわす」

「は、はい。ヨロコンデー」

　注ちゆう文もんを受けた真道は自分でも信じられない速度で階段を駆かけ下り、リビングに突とつ入にゆうした。

「お兄にいちゃんどうしたの、そんなに興こう奮ふんして？」

　息せき切って現れた兄の姿すがたに戸と惑まどいながらも、心配する吉よし乃の。その手には謎の少女を静めるための供く物もつである、オレンジジュースの入ったコップが握られていた。

「な、なんでもないよキツ……ハァハァ」

「息が苦しいときは深しん呼こ吸きゆうだよ、お兄ちゃん」

「ハァハァ、キツ……大だい丈じよう夫ぶ……心配いらないよキツ……ハァハァ」

「落ち着いてお兄にいちゃん！　すごく危うげだよ！」

「ノープロブレムだキツ……フシュー……」

　吉よし乃のには申もうし訳わけなく思ったが、落ち着いているような時間はない。

　真さね道みちは冷れい蔵ぞう庫こを開け放った。が、ない。ジュースはなくなっていた。

　なんてことだ。真道は冷れい凍とうピラフよりも冷えて堅くなった。きっと吉乃の持っているジュースが最後の一いつ杯ぱいなのだ。この家の命めい運うんとジュースは今、吉乃が握っている。

　なんとしてもジュースを手に入れなければ、この家の未来はない。股こ間かんからジュースを出すという手もあったが、あいにく少女に飲いん尿にようさせるなんて特とく殊しゆな嗜し好こうは持ち合わせていない。

　吉乃にジュースを譲ゆずってもらうほか、選せん択たく肢しはないのだ。

「キ、キツ。悪いんだけどそのジュース、お兄ちゃんにハァハァ、くれないか……」

　真道は荒い息をつきながら、吉乃に懇こん願がんした。

「これ？　いいけど……ちょっと口つけちゃったよ？」

「それがいいんだ！　そのジュースが……キツのジュースが飲みたいんだ！」

「ええ!?　ちょ、ちょっとツバとか入っちゃったかも……だよ……？」

「そのくらい、なんの問題もないよ！　さぁ！」

「う、うう……お兄ちゃんがそこまで言うなら……」

　顔を赤らめながらおずおずとジュースを差し出す吉乃。

「私のジュース、お兄ちゃんが……飲んでいいよ……っ！」

　真道は厳おごそかにそれを受け取った。

「ごめんな。ちゃんと味わって飲むから！」

　吉乃にそう言い残し、真道は部屋に取って返した。なれない急ピッチで階段を駆かけ上がる。

　勢いあまってジュースをこぼしそうになった。焦あせるな。ジュースをこぼしたが最後、次にこぼれるのは自分の血けつ液えきだ。

　真道は酸さん素その欠けつ乏ぼうした体を引きずりながら、自じ室しつのドアを開けた。

「お、お待たせ、しまし、た」

「遅いぞ」

　少女はベッドにどかりと腰を下ろしながらひと言だけ文もん句くを垂れ、オレンジジュースを受け取った。少女はジュースをくい、と一ひと口くちで飲み干ほす。

「う～ん、なんかイマイチだな。もっとウマいオレンジジュースくれ」

「と、もうしますと？」

「そうだな……。この国で一番オレンジが採とれる場所のしぼりたてジュースが飲みたい。そこまで行って買ってこい」

　真道は考えた。みかんの生せい産さん一位ってどこだっけ。愛媛えひめ？　いや、違うな。え～と……。

「和わ歌か山やままで行けと!?　無む理りだっての！」

「採とってこられないって言うんなら、──ボン、だ」

「いま何が爆ばく発はつした!?」

　もう何がなんだかわからない。真さね道みちは摑つかみ切れない状況に混乱していた。相手に命を摑まれている状況以い外がいなにもかもがわからない。

「ちっ、使えないやつだな。もうジュースはいいから、座れ」

「まるで自分の部屋であるかのような振る舞いだね……」

「いいから、せーざ」

「……はい」

　真道はいつでも逃げ出せるようドアの近くに正せい座ざした。一体これから何をされるのかと、戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。拷ごう問もんでもされるのだろうか。首くび輪わをつけられたり、ロウソクを垂らされたり、踏まれたりするのだろうか。

　そんなことされても絶対に喜ん──屈くつしたりするものか。

　真道の予想に反し、少女は何をするでもなく、ただジロジロと観察しているようだった。一体どういうつもりだろう。座れと言っておいて放ほう置ちとは。

　背せ筋すじがなんだかゾクゾクする。得え体たいのしれない恐きよう怖ふに体が震えているようだ。

　このままではラチが明かない。真道は意を決し、少女に質問をしてみることにした。彼女の目的がわかればこの状況を打だ開かいできるかもしれない。

「ちょっと聞いてもいいかな」

「ん？　なんだ、言ってみろ」

「キミ、僕に協力して欲しいって言ってたよね。キミが何を求めているかは知らないけど、まずは事情を説明して欲しい。僕は普通の高校生でまだ子供だけど、無責任に首を縦たてに振るようなことはしたくないんだ」

「……」

「それに、ノート……って言ってたよね？　力を引き出すとか何とか。どういう意味なのかさっぱりわからない。僕になにかできるとは思えないよ」

「…………」

「まずはお互い話し合おう。僕はまだキミのことをなにも知らないんだからさ。キミだってそうだろ？　自己紹しよう介かいから始めて、それからゆっくり──」

「あ～うるさい！　ペラペラしゃべるなうっとうしい！」

「ひいぃ!?」

　少女は勢い良く立ち上がり、再び杖つえを真道の喉のど元もとに突きつけた。

「自己紹介からだと？　お前はなんだ、お見み合あいでもしてるつもりなのか。それが済んだら次は趣しゆ味みか？　その次は休日をどう過ごしてるのか教え合うってのか！」

「けけけ決してそんなつもりで言ったわけじゃ──っ！」

「じゃあ、どういうつもりだ。あたしとお前がお見み合あいなんて──お見合い……？」

　少女はその光こう景けいを想そう像ぞうしたのか、数すう瞬しゆんほど止まり──。

「ねぇーよ!!　なに想そう像ぞうしてんだこの愚おろかモンが！」

　ごわぁ、と少女の体を中心に強風が吹き荒れた。

「想像したのはキミだろ!?」

　真さね道みちは命いのち乞ごいしながら部屋の中を逃げ惑まどった。が、やがて少女に窓まど際ぎわまで追い詰められる。

　少女の杖つえが先せん刻こくよりも大きく振しん動どうしていた。少女の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れるか、真道の肛こう門もん括かつ約やく筋きんがゆるむのが先か、もはや時間の問題だった。

「よくもあたしを辱はずかしめてくれたな。どう落とし前つけてくれる」

「まず僕を落ち着かせてくれないと、どこにも落ちようがないよ！」

「落とし所はある。とりあえず殴なぐらせろ。意い識しきが落ちるまで」

「物理で決けつ着ちやくつけるなんて嫌いやだよそんなの！」

「いいからおとなしくしてろ。杖にスタンバイさせた《大火炎弾アトミック・バズーカ》がうっかり暴ぼう発はつしちまったらヤバいことに──」

　なる、と少女が言いかけた瞬しゆん間かん。木製の杖からとんでもない熱量をもった何かが撃うち出され、真道の頭の上をかすめた。

　何かが背後の窓まど枠わくに着ちやく弾だんした瞬間。部屋全ぜん体たいの空気が出口を求めるように膨ふくらみ、すべてを押し出しながら爆ばく発はつ四し散さんした。

「ギャアァァァ────ッ!?」

　爆ばく音おんが轟とどろいた。真道は風ふう圧あつで吹っ飛ばされ、上も下もわからなくなる。

　部屋には黒こく煙えんがもうもうと舞い上がっていた。真道は叫び、咳せき込みながら新しん鮮せんな空気を求めて煙の中を這はいずりまわった。空気の流れ出る方向に誘われるまま進むと、綺き麗れいな青空と白い雲が両手を広げて迎えてくれた。

　空気を入れ替え、明かりをとるだけだった小さな窓も、なんということでしょう。無む駄だに大きく風かぜ通とおしがよくなった窓からは春の陽ひ射ざしが映え、解かい放ほう感かんあふれる空間ができあがった。

　真道は放心した。緩かん慢まんな動どう作さで部屋の現状を確かく認にんし、ついでに漏ろう水すいしていないか股こ間かんもチェックした。かろうじてギリギリセーフだった。

　真道は黒煙の中から、消しよう失しつした壁の原因である少女を見つけた。悪びれた様よう子すもなく、「やっちった。マジヤベ～」などと気のないつぶやきを漏もらしていた。祖そ父ふの頭とう頂ちよう部ぶに生はえた一いつ本ぽん杉すぎを抜いてしまった無む邪じや気きな孫まごのような無責任さだ。

　少女は真道の方を向き、言った。

「おい、生きてるか？」

「死ぬわ!!」

　真道は裏うら返がえった声で抗こう議ぎした。

「なにコレ!?　窓ないよ!?　消えたよ!?　──クサっ!!　部屋が焦こげクサっ!!」

「うるせぇな。お前が騒ぐから暴ぼう発はつしちま──クサっ!!　部屋焦げクッサ!!」

「ぶへぇ！　ダメだ！　超ちようクサい！　ちょっとしたボヤっていうか火か事じだよ！　事件だよ！　事件は会議室で起きてないけど自じ室しつで起きてる！　自室のボヤ、阻そ止しできません！」

「うるさいんだよ！　部屋がちょっと焦げ臭くさくなったくらいなんだ！　元もと々もといろいろ臭かったから誤ご魔ま化かせてよかっただろ！」

「いい加か減げんなこと言うな！　臭くないし！　清せい浄じようだし！」

「あ、無む駄だに魔ま力りよく使ったから腹が減った。──おい、なんか食わせろ」

「猛たけ々だけしいなもう！　外の空気が美味おいしいからそれでも味わってなよ！」

「さっきもてなすとか言ってただろ。ウソつくのか。ウソで固めた人生か」

「土ど台だい固めてしっかり組み上げてきたのに、キミのせいで地じ盤ばんが緩ゆるんできたんだよ！」

「地面がシャバシャバになったんならお前が寝そべって足あし場ばになれ！　この無む責せき任にん男おとこ！」

　真さね道みちと少女は互いに唸うなり合いながら対たい峙じした。そこへ、

「お兄にいちゃん、すごい音がしたけど大だい丈じよう夫ぶ？」

　騒ぎを聞きつけたのか、部屋までやって来た吉よし乃のがドア越しにそう問いかけてきた。

　ヤバい。いまこの部屋にキツを入れるわけにはいかない。この抜ぬき身みの刃やいばのような女の子がキツと出会ったら何をしでかすか、考えるだけで気が変になりそうだ。

　慌あわてる真道を尻しり目めに、少女は無む造ぞう作さにドアを開けた。

「ちょ、何して、キツ、逃げろ！」

「けほけほ、なんかすごいケムリ……。あれ？」

　吉乃と少女が邂かい逅こうする。吉乃は知らない人間がいたことに少々驚いたようだったが、

「え～と、はじめまして。新しん堂どう吉乃といいます。お姉ねえちゃんはどなた？」

　ごく常じよう識しき的に対応した。兄の部屋に大おお穴あなが開いていてもなんのその、といった感じだ。

　少女もそんな吉乃の姿すがたを見て、面めん食くらったようだった。

「お、おう……。……お前、礼れい儀ぎ正しいな。よしよし、良い子は好きだぞ」

　少女はそう言うと吉乃の頭を撫なでた。今度は真道が面食らった。少女がまるで家族であるかのように、自然に妹と触れ合っているのだから。頭を撫でられている当の吉乃もまんざらではなさそうにされるがままになっている。

「名乗られたならこっちも返さなきゃな。……と、なんかうるさいのが来たぞ」

　少女の言う通り、緊きん急きゆう車しや両りようのけたたましいサイレンが近づいてきていた。音の低さで消しよう防ぼう車しやだとわかった。近所でなにかあったのだろうか。どんどん近づいてくる。

　──いや、違う。あれはもしかして、ウチを目め指ざしてるんじゃないか!?

　真道の予よ感かんは的てき中ちゆうした。消防車の到とう着ちやく地点はまさに新堂家けだったのだ。おそらく黒こく煙えんを上げる新堂家の惨さん状じようを目もく撃げきしたご近きん所じよさんが通つう報ほうしたのだろう。

　本当の危き機きなら素早い対応に舌したを巻くところだが、今日きように限ってはありがた迷めい惑わくだ。

「出しゆつ火かの原因は？」

「はい、魔ま術じゆつです」

「え？　魔術？」

「はい、家に大ダメージを与えます」

　そんな説明をすれば消しよう防ぼう隊たい員いんにバカだと思われ、終しまいにはこっぴどく叱しかられるだろう。

「こ、このままじゃ大おお騒さわぎになる……どうしよう!?　消防士になんて言えばいいんだ！」

　少女が肩をすくめ、言った。

「自じ作さくの爆ばく弾だんが爆ばく発はつしました、で大だい丈じよう夫ぶだろ」

「別の問題が発生してハラハラするわ！　元はといえばキミが原因だろ！」

「うるさいやつめ。壊こわれたら直せばいいだろうが。──ちょっとどいてろ」

　少女はそう言って真さね道みちを押しやり、大穴の開いた箇か所しよに向けて杖つえを構えた。

「──形ある物いつか壊れ──やがて土に──万ばん物ぶつは流る転てんし──再さい生せいの地へ──」

　少女が言葉をつむぎ始めると、木の杖の先せん端たんに埋め込まれた水すい晶しようが柔やわらかく光り始めた。

「──《復元再構成レストレーシヨン》」

　杖に集まっていた光は粒りゆう子しへと変じ、部屋のあちこちに飛び始めた。

　集しゆう積せきした粒子は、折りたたまれた紙がパタパタと開いていくように面積を増やしていき、部屋の大まかな輪りん郭かくを作り上げていった。黒こく煙えんは晴れ、壁が、窓が、元もと通どおりになっていく。

　10秒ほども経たつと、真道の部屋のすべてが元通りになっていた。

　玄げん関かんチャイムが鳴らされていた。真道が正しよう気きに戻ったのは、それが20を超える頃ころだった。




　　　　　＊　＊　＊




「あたしの名前はオウカ・ローザ。オウカ様と呼ばせてやる。ありがたく思え」

「……新しん堂どう真道。せっかくだけど、様さま付づけは遠えん慮りよさせてもらうよ」

「遠慮も過ぎると反はん感かんを買うぞ、シンドー」

「キミはもっと遠慮したほうがいいと思うな」

　場所をダイニングに移し、ギスギスとしながらもお互いの自己紹しよう介かいを終えた。

　不ふ可か思し議ぎな力で部屋が修しゆう復ふくされた後、やかましく鳴り続けるチャイムにはやし立てられ玄関へと向かった。案あんの定じよう、ドアの向こうには耐たい火か服ふくに身を包んだ消防士が立っていた。

　通つう報ほうを受けました。火元はわかりますか、と尋たずねられた。いえ、何もありませんよ。ご近きん所じよさんが勘かん違ちがいなされたのでは？　ですが、お宅たくが燃えているのを見たと……おや？

　そんな風ふうにやり取りし、実際に何も起きていないのを確かく認にんしてもらった。

　火か事じでなくてよかった。ですが、あまり誤ご解かいを受けるような騒ぎは起こさないように。と、お叱しかりを受けた。自分のせいじゃないのにと思いながらも、おとなしくそれを聞いた。

　消しよう防ぼう士しが帰ったあと、さらにご近きん所じよさんからの追い打ち。

　ちょっと大だい丈じよう夫ぶ？　火か事じじゃなくてよかったわね。心配したわよ。妹さんと二人で大変でしょう。なにかあったら言ってね。

　真さね道みちは適当に相あい槌づちを打ちながら「ありがとうございます」と答え、ようやく家に戻ることができた。これで落ち着ける。

「おいシンドー。そろそろあたしをチヤホヤしろ。メシ食わせろ」

　落ち着けなかった。家になぜか破は壊かい神しんが生せい息そくしていた。世の中おかしい。

「庭に草が生はえてるから、どうぞ」

「なめてんのかドマヌケ。草を食べるとか、あたしは猫ねこか。体調整ととのえろってか」

「あんな騒ぎ起こしておいて食事まで要求するとかあり得ないから」

「なんでだよ！　お腹なかいっぱいになるまで絶対にここを動かないからな！」

「座り込みとかやめてよ！　そんなことしたってあげないからね！」

「うごごご……」

　最初の頃ころの勢いはどこへやら。オウカは地じ鳴なりのようなうなり声をあげながら、テーブルに突つっ伏ぷしていた。腹はらの虫も似たようなもので、本ほん気きで地じ割われでも起きてるんじゃないかと、思わず確かく認にんしてしまうほどだった。

　真道はそれを見て少しだけかわいそうな気持ちになった。いや、ダメだダメだ。元気を取り戻したが最後、オウカはまた暴あばれ始めるかもしれない。放っておくが吉きちなのだ。

「そ、そんな風ふうに苦しんでみせてもダメだからな……っ！」

「ねぇ、お兄にいちゃん。イジワルしないで食べさせてあげようよ。かわいそうだよ」

　吉よし乃のがそでをツンツンと引っ張りながらそう言った。

「べ、別にイジワルしてるわけじゃ……」

「女の子を兵ひよう糧ろう攻ぜめするお兄ちゃんなんかキライっ」

「うべらっ!?」

　真道は腰が抜けた。吉乃に嫌きらわれたらもう生きていけない。世界に価か値ちがなくなる。

「そそそ、そんなこと言ってもなキツ……。食べるものだってそんなに残ってなかっただろ？」

「お昼のミートソースまだ大量にあるよ」

「大量にあるのか。舞台が整っちゃったな」

「……じ～」

　オウカが顔を上げ、目を大きく見み開ひらいて兄妹を凝ぎよう視ししていた。

「うわ、すごい見てる！　オウカがメッチャこっち見てる！」

「ほら、お兄ちゃん。期待に応こたえてあげなきゃ。お姉ねえちゃんがメッチャこっち見てるよ！」

「アタマカラ、マルカジリ……」

「こっちをガン見みしながら怖こわいこと言ってるんだけど!?　僕たちが食しよく材ざいに見えてきてるんじゃないか!?」

「お兄にいちゃん、急いで！　私たちがミートソースの具ぐ材ざいになる前に！」

「ああ、もう！　わかったよ！　こうなったら胃いもたれ起こすくらいのパスタを茹ゆでてやる！」

　真さね道みちは腕まくりをし、急いで調ちよう理りを開始した。パスタが茹で上がるまでの間、オウカの危険な視線をずっと浴び続けていた。ライオンの檻おりにぶら下げられた肉のような心しん境きようだ。

　パスタが完成する頃ころ、オウカは獣けものめいた雰ふん囲い気きを纏まとっていた。これは危険だ。

「ミ、ミートソースお待たせ！」

　真道は手を嚙かまれないように、慎しん重ちようにてんこ盛りのミートソースパスタを置いた。

「──イタダキマス！」

　オウカはフォークを摑つかみ、パスタをぐるんぐるんと巻きつけて口の中に放り込み始めた。音を立てて啜すすったりしない分、まだ理り性せいが残っていたようだ。

「これ、ミートソースっていうのか？　むちゃくちゃ美味うまいな！」

「ソースはキツが作ったものだけどね」

「妹は天てん才さいか」

「妹は天才だよ。──水飲む？」

「くるしゅーないぞ」

　吉よし乃のを褒ほめられてつい気を良くした真道は、オウカに水をサービスした。

　真道はしばらくオウカの食事を眺ながめていた。そして、我に返った。

　なぜ僕は家を壊こわした人物に食事を与えているのだろう。腹を減らしている姿すがたをかわいそうだと思ったことは本当だが、元気を取り戻したオウカが何をし始めるのか、知れたものではない。せめて食事と引き換えに暴あばれないことを約束させるべきだった。

「オウカお姉ねえちゃん、おいし？」吉乃が感想を聞く。

「うん、美味い。いくらでも入るぞ。底なし沼ぬまに沈むが如ごとしだ」

「例たとえが下手へたってレベルじゃないんだけど……」真道は言った。

「上手うまいこと言えばいいってもんでもないだろうが」

　リスのように頰ほおを膨ふくらませながら答えるオウカ。本当にどこまでもいくんじゃないかと思わせる食べっぷりだった。案あん外がい、底なし沼で合っているかもしれない。

「……どうでもいいけど、そんなに食べたら太るよ」

「問題ない。魔ま術じゆつってのはエネルギー消しよう費ひが激しくてな。このくらいすぐに消しよう化かする」

　真道の嫌いや味みを、オウカは怒るでもなくさらりとかわした。何よりも食事が優ゆう先せんのようだ。

「魔術っていうのは、さっき使ったアレのこと？」

「そう、アレだ。お前ら目の前で見てたろ。どう思った？」

「すごかった！」

　吉よし乃のが興こう奮ふんした面おも持もちで身を乗り出す。

「お兄にいちゃんさっき言ってた用事って、オウカお姉ねえちゃんと会うことだったの？」

「断じて違う」

　真さね道みちはきっぱりとそう言った。

「どこで知り合ったの？」

「ついさっき、としか言えない」

「お姉ちゃんってマホウ使いなんだね！」

「正しくは、魔ま女じよな」

　オウカが吉乃の間違いをやんわりと訂てい正せいする。どっちも似たようなものじゃないかと真道は思ったが、野や暮ぼなことは言わない。

「マホウってすごいね！　かっこいい！」

「キツ、落ち着いて。マホウなんて本当にあるわけないだろ」

「お兄ちゃんも一いつ緒しよに見てたのに……。オウカお姉ちゃんの杖つえがパッて光って、部屋がキラキラって」

「見たけども……あまりにも現実離れしてるっていうか……突とつ拍ぴよう子しもないというか。これはアレだ。きっと幻まぼろしを見てるんだ。リアルな幻だなぁアハハハ」

　ちゃりん、という金きん属ぞく音おん。そちらを見ると、オウカが手を合わせ、「ご馳ち走そうさま」をしていた。どうやらフォークを皿さらに置いた音だったらしい。

　オウカが目を開き、言った。

「虚きよ構こうが現実を超えることだってあるんだぞ──シンドー」

　オウカの射い抜ぬくような視線に、真道は若じやつ干かん気け圧おされた。

「自分の目で見たことも信じられないようじゃ、何も信じられないぞ」

「……あんなもの、信じられるわけないだろ」

「信じなくて結けつ構こう。ただ認めろ。あたしが魔女だということ」

「……魔女」

「そう、──そして、ノートの魔ま術じゆつは本ほん物ものだってことをだ」

「それがわからないんだよ。ノートってなんなのさ」

　たじろいでばかりもいられないと、真道はそう質問した。意い味み不ふ明めいな単たん語ごをそのままにしておけない。ノートの魔術というのも妙みように気になる。

　オウカがマントの内側に手を回し、一冊さつのノートを取り出した。オウカはそれを真道に向けて見せた。

　表ひよう紙しの中央に紋もん章しようが彫ほり込まれた、妙なノートだった。

　……どこかで見たような？

　そんな気がしたが、思い出せない。真さね道みちはあごに手を当て、記き憶おくを呼び覚まそうとする。

　なぜか手のひらに汗あせをかいていた。背中が濡ぬれていて気持ち悪かった。

　オウカは突き出していたノートを手て元もとに寄せ、ノートを開いた。

「──〈レヴィンストール・Ｃ・ヴォーグバッハ。地ち底ていの国の王おう子じで、剣の腕うで前まえは超ちよう一流。黒い甲かつ冑ちゆうを身につけている〉」

「あはは、なんだいそれは。オウカなりの冗じよう談だん？　よくできてるね」

　なぜか心しん臓ぞうが跳はね、どくどくと脈みやく打うち始めていた。あれ、どうしてだろう。

　オウカはなおも続ける。

「〈普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやくで、味み方かたにも冷たい態度をとっているが、仲間がピンチになると颯さつ爽そうと駆かけつけ助けに行くという熱い一面も持っている〉」

「あ、あれ、おかしいな？　手が段だん々だん震えてきたたたた。なぜぜぜ」

　真道は過か呼こ吸きゆうを引き起こしかけていた。とても苦しい。

　オウカの薄うすい唇くちびるが奏かなでる単たん語ごの数々が、耳に飛び込んでくる。フレーズになんとなく覚えがあるような気がした。……本当に気のせいだろうか。頭の中で警けい鐘しようが鳴り響ひびき、ガンガンと脳のう内ないをゆさぶる。

　薄うす紅べに色いろの髪かみの魔ま女じよは容よう赦しやせず、追つい撃げきを加える。

「──〈王おうの命めい令れいで地上の国を侵しん略りやくしようとするが、敵てき国こくの王おう女じよと恋に落ち、戦争を止めるために祖そ国こくを裏うら切ぎり、王女と共に第三の勢せい力りよくとして動くことになる〉」

「……ま、まさか──、それって──っ！」

　そこまで読み上げられて、真道は思い当たった。思い当たってしまった。幼い頃ころの記き憶おくが否いや応おうなしに蘇よみがえってくる。

「うっ──頭が──っ！　読むなぁあ！　それ以上読ムノハヤメテクレェエエエ──っ！」

　真道はオウカに警けい告こくするが、聞こえていないようだった。

　オウカが最後の行を無む慈じ悲ひに読み上げた。

「必殺技は《死星襲来剣ブラツクスター・フオールダウン》」

「あばばばばばば────っ!?」

　必ひつ殺さつ技わざを食らった真道は口から泡あわを噴ふいた。10数秒に渡りそれは続き、真道はどこまでもバブル光線を吐き続けた。ある意味、精神が肉体を凌りよう駕がした瞬しゆん間かんだった。

　泡は空気にはじけて混ざり、ダイニングを虹にじ色いろに染そめ上げた。

　キャラ背景と必殺技の朗ろう読どく。呼吸器きが反はん作用を起こしそうだった。背中から変な汗が滝たきのように吹き出してくる。脱だつ水すい症状になりそうだ。真道はこのまま死ぬんじゃないかと思った。

「お兄にいちゃん!?　カニさんみたいに泡を吹いてどうしたの！　カニさんリスペクトなの!?」

　吉乃は豹ひよう変へんした兄を見ても余よ裕ゆうがありそうだった。

　真さね道みちの反応に満足したオウカは口くち端はを持ち上げながら、低く静かな声こわ色いろで言った。

「これ、お前のだろ。覚えがあるはずだ」

　オウカが持つノート。それは間違いなく、真道のノートだった。数年に渡りため続けてきた、己おのれの深い闇やみの象しよう徴ちようだった。

　かつてヒーローという存在に憧あこがれ、生み出してしまった負の遺い産さん。持ち主の理り想そうや幻げん想そうを一いつ緒しよくたにして編み上げられた究きゆう極きよくの魔術書ノート。今よりも幼かった真道が、かつて書き記しるした秘ひ技ぎの数々がそこに載のっている。

　この神しん話わ級きゆうアイテムは人ひと目めに触れることすら許されない。万まんが一いちページをめくられ読まれてしまった場合、死んでしまうだろう。書いた本ほん人にんが。

　真道はその場から一時的に離れるため、空あいたパスタの皿さらをシンクへと持っていく。皿の上に置かれたフォークがカチャカチャと音を鳴らした。平へい静せいを装よそおおうとしたがダメだった。これでは動どう揺ようを悟さとられてしまう。

「どうした、顔かお色いろが悪いぞシンドー。風邪かぜか？」

「た、単なるチアノーゼだよ。全ぜん然ぜん問題ない。いつもこんなんだし！」

「ぷっ、必ひつ死しだな。カッコワル～。なんで息してんの？　風邪ひけよお前」

　真道は魔ま女じよの桜さくら色いろの頭にミートソースをぶっかけたくなった。鍋なべはすでに空からだった。

「まぁとにかく、泡あわのおかげでノートがお前のものだったってことが証しよう明めいされたな」

「ぜ、全然……。僕はそんなノート、シリマセンヨー？」

「まだ認めないって言うんならもう一つくらい読もうか。え～と……無む象ぞうを切り裂さく爪そう牙がは恐きよう怖ふの象徴──空を縫ぬい飛ぶ大たい翼よくは王おう者じやの……」

「呪じゆ文もん詠えい唱しようハヤメロオォォォォォオオオオオ──────っ!!」

　真道は頭ず痛つうめまい貧ひん血けつを併へい発はつし、全身痙けい攣れんをおこしながらダイナミックにエビ返った。かろうじて意い識しきは保っていたが、失しつ神しん寸すん前ぜんだ。

「お兄にいちゃんが今度は天てん守しゆ閣かくのシャチホコに!?」

　千せん変ぺん万ばん化かの兄を的てき確かくな言葉で表現する吉よし乃の。真道の天守閣はすでに炎えん上じようし、ズタボロだった。それでも気力を振り絞しぼり、スキを見てオウカの手からノートを取り返そうとする。

「おっと危ない」

　オウカはそれをひらりとかわし、真道の眉み間けんに杖つえを押し付けた。

「なんだよもう！　それが僕のノートだってことは認めるよ！　だから返せ！」

「ヤだね。誰だれが返すか」

「なんでだよ！　そんなのちょっと変わった造りのノートでしかないだろ！」

「──あたしにとってはただのノートじゃない」

　そのときオウカは浮かべていた笑えみを伏せ、真剣な声色でそう言った。

「……簡かん単たんに言うとだな、あたしはこのノートに記き載さいされている術じゆつや技を実際に魔ま術じゆつとして行こう使しすることができるんだ。最後のページ以外はもう全部埋うまっているから、かなりの系けい統とうを使いこなせるぞ」

「……え？」

「例えば四よん大だい元げん素そを司つかさどる精せい霊れい魔ま術じゆつ。神や悪あく魔まの力を借りる奇き跡せきの技。契けい約やくした生物を呼び出す召しよう喚かん術じゆつ、と。一ひと言ことで魔術っていってもこんだけあるが、とにかくこのノートに載のってさえいれば、空からカネを降らせたり、人の心を意のままに操あやつったり、かなり魔ま力りよくと時間を食われるが、異い世界へのトビラを開いたりもできるって寸すん法ぽうだ」

　真さね道みちは開いた口が塞ふさがらなかった。驚くこと以外、どうリアクションしろというのか。

　他た人にんに見られたら悶もん絶ぜつ必死、門もん外がい不ふ出しゆつの空くう想そう魔術を用い、あらゆる奇跡を起こすなんて、一体どんなシステムで成り立っているのだろうか。到とう底てい信じられない。たとえ部屋を壊こわし、直した瞬しゆん間かんを目もく撃げきしていたとしてもだ。

「まだ信じられないって顔してるな。……よーし、じゃあ今度こそお前の固い頭に純じゆん然ぜんたる真しん実じつってヤツを叩たたき込んでやる」

「じゅ、純然たる真実？」

「ああ、今ここに黒くろ騎き士しレヴィンを召しよう喚かんしてやる」

「こ、ここでやるの!?　キツもいるのにマズいよ!!」

「見たーい！」

「キツは黙だまってなさい！　ていうか見ないで聞かないでお願いします……」

　真道は吉よし乃のの耳を塞ふさいだまま抗こう議ぎの声を上げる。オウカはそれを無む視しして目を閉じ、右手に木製の杖つえを、左手にノートを持ち、集しゆう中ちゆうし始めた。

　ページがぱらららと風で煽あおられるように勢い良くめくれ、ある一点でぴたりと止まった。行こう使しする術じゆつの選択を終えたのだ。オウカの杖の先せん端たんが光り始めた。

　オウカの体を中心に魔ま法ほう円えんが形けい成せいされ、そこからザワワ、と不ふ可か思し議ぎな力が流れていくのが真道にもわかった。

　リビングに柔やわらかな風が吹き始めた。明らかに人の為なす技ではない現げん象しように真道はなぜか、わずかに心が踊っていた。

　もし、本当にオウカが魔ま女じよで、自分が過去に思い描いていたような奇跡を具ぐ象しよう化かすることができるのならば……。それはとても素す敵てきなことなのではないか。

　だが、真道は忘れていた。術を行使するために必要な、ある行こう程ていのことを。一度見みているはずなのに失しつ念ねんしていた。

　オウカは杖を掲かかげ、高らかに唱となえた。

「──剣けん聖せい、拳けん神しん、賢けん者じや召しよう臨りん──天を統すべるは人ならざるもの──地を馳はせるは無から生まれし土くれ──人じんの道を極めるは天地の領りよう界かいを超えし者──無むから有ゆうへと証あかしを立てよ──」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようである。

「うわー！　やめろー！　ヤメテクレー！　無とは一体…………ウゴゴゴ!!」

　恥はずかしさの限界を超えた真さね道みちは腹の底から呻うめいた。吉よし乃のの耳を塞ふさぐのも忘れ、フローリングの上を転げまわる。真道は自分のヒットポイントがもりもりと減っていくのを感じた。ステータス異常（羞しゆう恥ち）によるスリップダメージは、徐じよ々じよに精神を磨すり減らしていく。

　──し、死ぬ！　アレが他人に読み上げられている！　死ぬゥウウー！

　真道が全身のバネを利用してソファの上をのたうち回る。その間にも、詠えい唱しようは続く。

「黒の鎧よろいを身にまといし者よ──いまここに来きたるべし──いまここに降り立つべし──その力と技を存ぞん分ぶんに振るい──邪じや悪あくなるものを打ち砕くだかん──」

　詠えい唱しようを完かん了りようさせたオウカが杖つえを振り下ろし、叫んだ。

「──《強敵たちの絆ミステイツク・コネクシヨン》──!!」

　ぶわっと白はく煙えんが巻き起こり、新しん堂どう家けのリビングは白しろ一いつ色しよくに包まれた。

「ゲホッ！　なんだこれ!?　……キツ、どこだ!?」

「お兄にいちゃん！　ここだよ！」

　テナガエビのように跳ね回っていた真道は我に返り、声を頼りに白煙の中から吉乃を探し当てた。兄妹は寄り添い合い、煙が晴れるのを待った。徐々に視し界かいが開けてくる。

　オウカが姿すがたを現した。杖を振り下ろした格かつ好こうのままだ。

「ど、どうなったの？」

　真道がそう尋たずねるとオウカは姿し勢せいを正し、まだ煙っている方向を顎あごでしゃくった。そちらを見ろ、ということだろうか。

　煙の向こう。何かが動く、かすかな気け配はいがした。

「まさか、本当に……？」

　真道は期待と不安を胸に抱きながら注意深ぶかく目をこらし、煙の中を凝ぎよう視しする。恥ずかしさよりも今は好こう奇き心しんが勝まさった。自分が想そう像ぞうし、創そう造ぞうした、黒くろ騎き士しが動く瞬しゆん間かんを確かめたかった。

　輪りん郭かくが次し第だいにはっきりとし始め、そして……。

「ハッ！　私の名前はレヴィンだ！　よろしく！　なっ！」

　日焼けした体をヌメヌメのオイルでテラテラと光らせた、ブーメランパンツ一いつ丁ちようのムサいオッサンが現れ、元気いっぱいに挨あい拶さつをした。

「誰だれぇえええええええエエエエエエエエ────────────ッ!?」

　真道はショックのあまり叫んだ。精神崩ほう壊かいを起こしそうだった。

「見ればわかるだろ。黒騎士レヴィンストールだ。見事に成功したろ」

　オウカが一ひと仕事終おえたいい顔を浮かべ、リビングのソファでくつろぎ始めた。

「どう見ても失敗だろこれ！　なんだよこのベタベタした液えき体たい！　なんなのこの筋きん肉にく！　なんなんだよこのオッサンは!!」

　狂きよう乱らんする真道をよそに、吉乃が興きよう味み津しん々しんといった様よう子すでレヴィンを眺ながめていた。

「キツ、危ないから近寄っちゃダメだ！　トレーニングに誘われるぞ！」

「お兄にいちゃん、すごい筋きん肉にくだよ！　積み上げてきた努力と歴史が浮き上がってくるみたい！」

「コイツの存在そのものが浮きまくってるよ！　すごい笑顔浮うかべてるし、なんだコイツ！」

「あの光ってる黄き色いろい液えき体たいはなんだろう！　オレンジジュースかな？」

「あれはただ肉にく体たいをよく見せるためのオイルだ！　飲んだら帰らぬ人になるぞ！」

「わわ、すごいパンツだね。寒くないのかな？」

「ある意味そこは最も危険だ！　とんでもない熱ねつ量りようをもった兵へい器きを格かく納のうしてる！　近寄ると暴ぼう発はつするかもしれない！　気をつけろ！」

「もう、お兄ちゃんの考えたお友達なのに、そんなふうに言ったらかわいそうだよ」

「友達じゃないって！」

「そうさっ！　フッ！　私たちはマブダチさ！　見よ、このキレッキレの筋肉を！」

　レヴィン（？）が大だい胸きよう筋きんをピクピクとさせながら親しげに近寄ってきた。むん、とした熱気が頰ほおをなでる。

「初しよ対たい面めんだろ！　うわっ、なんかアブラが飛んだ！」

「それは青春汁じる。ねばねばのオイルと嫌いやになるほどの汗あせが混ざり合ってできる、漢おとこの液体だ」

「表現がキメェ！」

「まったくもってキモくない。この上じよう腕わん二に頭とう筋きんを見ても同じことが言えるかな？」

「目の前にかざすな。満まん面めんの笑えみで肩を組むな。とんでもなくキモい」

「この背中の僧そう帽ぼう筋きんはどうだ。じっと見てると、段だん々だん顔に見えてこないか？」

「その前に僕の嫌がってる顔を見てよ」

「ハハッ！　素直じゃないなサネミチどの！」

　レヴィンに肩をバシバシと叩たたかれる。当然アブラも飛ぶ。真道はもう汁まみれになっていた。

「今の気き分ぶんはどうだシンドー。最高だろ」

　オウカはなぜか得意げにそう言った。

「最悪だよ！　妹にムサいオッサンの友達考かんがえてたって誤ご解かいされて最高の気分になんかならないよ！　そもそも、コレのどこが黒くろ騎き士しレヴィンなんだよ！」

「ちゃんと黒いだろ」

「日焼けだよ！　小こ麦むぎ色いろに焼けてるだけだよ！」

「鎧よろいだって着てるだろ」

「こんなテカテカの鎧着きた騎士がどこにいるんだよ！」

「打だ撃げき攻こう撃げきを受け流したりできるぞ？」

「塗りたくったワセリンで滑すべらせてるだけだろ！　打撃以い外がいの防ぼう御ぎよ力りよくゼロじゃん！」

「それだけじゃない。驚くなよ？　パンツの中に武ぶ器きだって隠かくしてるんだぜ」

「そんな『実は……』みたいなテンションで告げられてもまったく驚かないよ！　僕がさっき言げん及きゆうしてただろ！　制せい御ぎよ不可能な棒ぼうがあるってさ！」

「それもそうか、お前が考えたキャラクターだもんな」

「キミが召しよう喚かんしたモンスターだよ！」

　真さね道みちとオウカが丁ちよう々ちよう発はつ止しとしたやりとりをするなか、吉よし乃のとレヴィンは互いに挨あい拶さつを交わし、会話に興きようじていた。

「ごあいさつが遅れました。新しん堂どう吉乃といいます。よろしくねレヴィンさん」

「むふん！　これはこれはご丁てい寧ねいにヨシノどの！　ヨロシク！　ハッ！」

「レヴィンさんって、ボディビルダーさんなの？」

「否いな。私は黒くろ騎き士しである！　ハッ！」

「黒騎士？　どんなお仕事なの？」

　レヴィンは騎士っぽく胸に手を当て、テノール歌手のような音おん程ていで誓ちかいを謳うたった。

「この筋きん肉にくがしぼみ、尽き果てるまで、主あるじの筋肉を守り抜くことである！　むむん！」

「そうなんだ！　お兄にいちゃんも守ってくれる？」

「当然である！　サネミチどのの筋肉の平和は私が守る！」

「筋肉ステキ──っ！　ねえねえお兄ちゃん！」

　吉乃に服のすそを引っ張られる。真道は振り向いた。

「な、なんだいキツ？　今ちょっと取り込み中なんだけど」

[image: ]

「レヴィンさんがお買い物一いつ緒しよに行ってくれるって。よかったね！」

「いや、来なくていいよ！　何を一緒に買いに行くつもりだ！　プロテインか!?」

「はいお兄にいちゃんこれ、追加のお金。今日きようはオウカお姉ねえちゃんとレヴィンさんの歓かん迎げい会かいだよ」

「歓迎する気なんかないよ！」

「さあ！　行こうか！」

　レヴィンが胸の筋きん肉にくを動かしながら、ハッスルしていた。付いてくる気マンマンだ。

「僕はどうすればいいんだ！　コイツラ残してキツを一人にできないし、付いてこられても困るし、完全に詰つんでる！」

「大だい丈じよう夫ぶだから。ホラ、早く行かないとお外そと暗くなっちゃうよ？」

「うぐぐぐ……」

　真さね道みちは呻うめきながら考える。オウカとキツを家に残しておくのは非常に不安だ。僕に協力を頼みにきたというオウカの言葉を信じるならば、印いん象しようを悪くするようなことはしないはずだが、そんなものは希望的観かん測そくに過ぎない。どうしてくれよう。あえてキツの提てい案あんを聞き入れオウカたちに食事を与え、落ち着いたあとゆっくり追い出す算さん段だんを整えればいいのか？

　いずれにせよ、買い物は行かなければならない。真道は苦く渋じゆうの決けつ断だんを下した。

「……わかった。すぐに戻ってくるからな！」

　真道は吉乃にそう言い残し、ついてこようとしているレヴィンを振り切るため全ぜん力りよくで駆かけ出した。あんなものが隣となりにいたら買い物どころじゃない。

　真道は必ひつ死しに走り、公園を目め指ざした。新しん堂どう家けとスーパーの間には大きな公園がある。幼い頃ころから道は知り尽くしている。園えん内ないを横切った方が断だん然ぜん早い。

　日曜日の公園は賑にぎやかだった。広い芝生しばふにシートを敷しいてひなたぼっこをする家族連づれ。発声練れん習しゆうをする集団。噴ふん水すいのプールを眺ながめながら歩くカップルなど。

　噴水の周辺に敷かれているタイルは大だい理り石せきで作られていて、雨などで濡ぬれていると滑りやすくなるのを真道は知っていた。転んだことがあるのは秘ひ密みつだ。

　芝生広場と噴水のちょうど中間に、10メートル級の異い様ように大きなモニュメント時計が立っている。モチーフを一ひと言ことで表すと、裸はだかにネクタイをつけたマッスルボディの紳しん士し。モデルは市長だ。

　時計とはいっても、実際のところ木偶でく人形に等しい。肝かん心じんの時じ刻こくを示す長ちよう針しんと短たん針しんはなぜか市長のパンツを中心に回っていた。ちなみに針はりは小さい。モノはデカいのに時計は小さい。

　明らかに景けい観かんを損そこねている。当然、市し民みんにも不ふ評ひようだ。

　モニュメント時計から離れると、仲良くボール遊びをしている親おや子こ連れが目に入った。真道はさっと目をそらした。家族連れを見るのは少し辛つらかった。

　突とつ如じよ公園のあちこちから悲ひ鳴めいがあがった。真道は何事かと周囲を見回す。皆なぜか、真道の背後に注ちゆう目もくしていた。

　真道が振り返った視線の先には、全力で走り寄ってくるレヴィンがいた。

「うわ、追いつかれたぁ!?」

「サネミチどのぉ！　待て待てぇ──っ！」

　真さね道みちは公園内ないを逃げ惑まどった。レヴィンが顔に笑顔を張り付かせたまま追いすがってくる。遠とお巻まきに見ているギャラリーの冷ややかな視線が、背中の発はつ汗かんを加か速そくさせた。

　どこまでも続くかと思われた遁とん走そう劇げきだったが、急にレヴィンがモニュメント時計の前で両足ブレーキをかけ、走るのを止めた。マッスル市し長ちように思うところがあるのだろうか。

　何をしているのかとしばらく様よう子すを見ていると、

「おのれ！　これみよがしに筋きん肉にく自じ慢まんなどしおって！　うらやまけしからん！」

　と言って、モニュメント時計の台だい座ざに頭を打ちつけ始めた。鈍にぶい音が響ひびくたび、石の破は片へんが辺りに飛び散った。

「ちょちょちょ、何してんのレヴィン!?」

　さすがにマズいと止めに入る真道だったが、レヴィンの公こう共きよう物ぶつ破は損そんは止まらない。公園にいる人々のヒソヒソ声も止まらない。真道は止めるのをやめたくなった。

　本ほん気きでレヴィンを見み捨すてようかと迷い始めた頃ころ、レヴィンが吼ほえた。

「これで勝ったと思うな。私は修しゆ行ぎようして強くなり、必ず貴き様さまを超えてみせる！　それまで上じよう腕わん二に頭とう筋きんを洗って待っていろ！」

「落ち着いてレヴィン！　それは単なる自己満まん足ぞくと見み栄えの象しよう徴ちようだ！」

「なおのこと許せぬ！　自分の肉体を市し井せいの者たちにひけらかすなどと！」

「キミが言っても説せつ得とく力りよくゼロだよ！」

「私だって自分の像ぞうを立てたいのに！」

「本ほん音ねはそれか！　完全に同レベルじゃないか！」

　真道はやがて周囲の目が自分に集まっていることに気づく。当然だ。レヴィンの知り合いだと思われているのだから。これはマズイ。

「ほらレヴィン、とにかく買い物行くよ！」

　バツが悪くなった真道はレヴィンをともない、なるべく顔を見られないように公園の出口へと走り始めた。

　道どう中ちゆう。真道は奇き異いの視線に晒さらされ続けた。もういいや、どうにでもなれ。




　　　　　＊　＊　＊




　スーパーで買い物を終える頃ころ。すでに夕暮れが現れ始めていた。暖かくなってきたとはいえ、日が落ちれば四月の風はまだ肌はだ寒さむい。それゆえ早く帰りたかったが、今日きようはもう公園を使いたくなかった。多少遠とお回まわりになるが、別の道を行く。

「サネミチどの。来た道を戻った方が早いのではないか？」

「……僕はしばらくあそこを通らないと心に決めたんだ……」

「トレーニングが足りないのではないか？」

「キミのおつむが足りないんだよ」

「むふぅん。サネミチどのはいけずだな。鍛きたえれば良き肉にく体たいになりそうなのに」

「はいはい、プロテインプロテイン」

　真さね道みちはまともに取り合うのをやめた。買い物中ちゆうもずっとこの調子だったのだ。




「サネミチどの！　肉を買うならば鳥とり肉にくがオススメだぞ！」

「いや、今日きようは鳥肉の予定はないんだけど。なんで鳥肉？」

「鳥肉は牛や豚ぶたよりもタンパク質が豊富なのだ！　筋きん肉にくをつけるならこれで決まりだ！」

「決めないけどね」

「余よ談だんだが、女性の乳ち房ぶさ発達にも鳥肉がいいとされている。これでヨシノどのの発はつ育いくも──」

「妹を変な目で見たら、その筋肉の命はないと思え」

　レヴィンはおとなしくなった。……一いち応おう、鳥肉は買っておいた。




　真道がスーパーの一件で得たもの──肉の豆まめ知ち識しき＋[image: α]。

　失ったもの──ご近きん所じよさんの信しん頼らい。プライスレス。

　それにしても、真道は思った。鳥肉か、そういえば僕は肉にく類るいの中では鳥肉が一番好すきだ。今度から鳥肉をメインに買うようにしよう。たまには体を鍛えるというのも悪くない。僕はそのためだけに鳥肉を買うのだ。決して他た意いはない。他にどんな意味があるというのだ。

「お、ようやく帰ってきたな」

　今後のメイン食しよく材ざいを考えながら我が家にたどり着き、ホッとしたのも束つかの間ま。

　本ほん日じつの狂きよう騒そうすべての元げん凶きよう。オウカ・ローザが玄げん関かん口ぐちで待ち構えていた。なにやらソワソワと落ち着かない様よう子すで真道を見つめていた。

「何してんのオウカ。キツはどうした？」

「アイツなら家の中にいるぞ。ちなみに言っておくが、何もしてないからな」

「……ウソだったら、ゴハン抜ぬきにするからな」

「そう言うと思ったから何もしなかったんだ」

「殊しゆ勝しような心がけだね。──で、キミはここで何を？」

「別になんでもいいだろ。ただ、お前らの帰りがあまりにも遅いからお出迎えしてやっただけだ。感かん激げきしてもいいんだぞ」

　吉よし乃のにヒドイ事をしていないという点になら感激してもいい。

「……歓かん迎げい会かいを開くための買い物がつい多くなってね。キミたちのおかげで今日はものすごく美味おいしくていいものが食べられそうだよ」

「マジか。肉とか出てきたら天てん国ごくだな」

「肉だけど」

「何してるシンドー。早くするんだ。早く夕ゆうメシの支度したくをするんだ」

　真さね道みちはようやく得とく心しんがいった。ようするにアレだ。お腹なかがすいて待っていただけなのだ。

「一いち応おう聞いておくけど。少しは遠えん慮りよしようとかいう心は……」

「あるわけないだろ。バーカバーカ」

　真道はよほど買ってきた特とく売ばいの卵を投げつけてやろうかと思ったが、グッとこらえた。

「食事が終わったら、風ふ呂ろを沸わかしてくれ。寝ね床どこの用意も頼むな」

　オウカがさらりと、とんでもないことを言い出した。

「ん？　ちょっと待って……。キミ、ここに住むつもりなの!?」

「よろしくっ」

「よろしくできないよ！　ヒトの家半はん壊かいさせるようなヤツ受け入れられるか！」

「いいだろ別に。レヴィンは消すからさ」

「そういう問題じゃないっての！」

「そうだぞご主しゆ人じん！　ひどいぞ！」レヴィンが抗こう議ぎする。

「キミはいいかげん服を着ろ！」

　真道は盛せい大だいにため息をついた。

「……悪いけど居い候そうろうするなら他を当たってよ。また家を壊こわされちゃかなわないし、妹に悪あく影えい響きよう与えたくない」

「まぁ待て。あたしもタダで居候させてもらおうなんて思っちゃいない。家のことについてもちゃんと役に立てるぞ」

「……たとえばどんな？」

　真道は眉み間けんに皺しわを寄せながらそう言った。

「昼間に使った《復元再構成レストレーシヨン》てやつな、アレは直すだけじゃなくて簡かん単たんな改かい造ぞうもできるんだ。それで家にガタがきてた箇か所しよをリフォームしておいた。お前が喜ぶと思ってな」

「キミにもそんな心こころ遣づかいができたんだ。……正直意い外がいだな。見直したよ」

「そうだろそうだろ。試しに玄げん関かん開けてみろ。キレイになってるぞ」

「そうなの？　じゃ、じゃあ、開けるよ」

　オウカに促うながされ、内ない心しんドキドキしながら真道は玄関のドアを開けた。

　トイレだった。

「うわーこりゃすごいや。お腹なかの調子が悪いときは帰ってすぐに用を足たせるね。どれ、早さつ速そく便べん座ざの座り心地ごこちを確かめてみようかな────って、バカぁ！」

　ベルトを外はずしてズボンを下ろしかけたところでツッコんだ。

「なんなのこれ!?　玄関開あけたら２秒でトイレ！　下げ足そく場ばどこいった!?」

「気に入ったか？」

「気に入るか！　改かい悪あくってレベルじゃないよ！」

「なんだ、お気に召めさなかったのか」

「お気に召す召さないの問題じゃないよ！　天に召されそうだよ！」

　わがままな奴やつめ、とお手上げのジェスチャーをするオウカ。真さね道みちは憤ふん死ししそうだった。

「というか、これじゃ家の中に入れないじゃないか」

「何なに言ってんだ。裏うら口ぐちでも庭からでも侵しん入にゆうできるところはたくさんあるだろ」

「〝侵入する〟っておかしいよね？　ここ僕の家だから！」

　釈しやく然ぜんとしないまま庭に回り、縁えん側がわをのぞき込む。不ふ本ほん意いだが、ここから出入りするしかない。真道は靴くつを脱ぎ、障しよう子じを開いた。

　トイレが仲良く二つ並んでいた。

「何でまたトイレがあるんだよ!?」

「すごいだろ？　ウォシュレットも付いてるし便べん座ざも温かいぞ。やったな」

「やっちゃったな！　自じ宅たくのトイレがカップルシートとか、もう欠けつ陥かん住宅ってレベルじゃないよ！　しかもよく見たら二つとも女子のマーク付いてんですけど!?」

「スリルと背はい徳とく感かんを楽しめるようにしておいた。人間ってそういうの好きなんだろ？」

「僕は違う！　そんなフェチシズム持ち合わせてないから！」

「試しに開けてみろよ。妹が中にいるかもしれないぞ」

「僕が妹のトイレのぞいて興こう奮ふんするような変へん態たいに見えるのか！」

「違うのか？」

「ちげーよ！」

　もうイヤだ。家が滅め茶ちや苦く茶ちやだ。今この家には一体何なん個このトイレがあるんだ。

　真道はうんざりしながら裏口にまわった。玄げん関かんと縁側が使えないならもうそこからしか入れない。真道は裏口のドアを開いた。

　トイレだった。

「ノォォォォオオオオオオ────っ!?」

　閑かん静せいな住宅街がいに絶ぜつ叫きようがこだまする。真道は口からビームが出そうなほど叫んだあと、膝ひざから崩くずれ落ちた。かたくなに家や主ぬしを拒こばむ障しよう害がいの数々に、心が折れかけていた。

「諦あきらめんなよシンドー。まだ二階の窓があるぞ」

　真道の後ろからついてきていたオウカはそう言うと、音もなく空に浮き上がり、二階にある窓に取り付いた。得とく意いげな顔で「早く来いよ」などとのたまっている。

「空も飛べるのか……なんでもありだな」

　あっけにとられる真道を尻しり目めに、横にいたレヴィンが大きくジャンプした。びよ～んと飛び上がり、彼もまた二階に上がっていった。

「ホントなんでもアリか！　ていうか、どうせなら僕も連れてけよ！」

　もういい、いちいち相手にするのも疲れる。ガレージから脚きや立たつを持ってこよう。

　真さね道みちは力の抜けた体をなんとか起こそうとした。──そのとき、

「キャーッ！」

　家の中から耳をつんざくような悲ひ鳴めいが聞こえた。

「この声は……キツ！」

　二階の窓を見上げる。すでに家の中に入ってしまったのか、オウカの姿すがたはなかった。

　──まさか、キツの身に何か!?

　脱だつ力りよくしていた体に力がみなぎる。真道は最さい愛あいの妹の危き機きに反応し、跳ねるようなスピードでガレージに飛び込み脚立を担かつぎ出し、一気に二階の窓に飛び移った。

　真道は家の中に入ると、吉よし乃のの気け配はいを全力で探った。騒そう音おんが階下から聞こえてくる。階段を滑すべるように駆かけ降りる。

　リビングの方から格かく闘とう音。中から再び悲鳴。

「キツ！　今いま助けるぞ！」

　もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。真道はリビングに突とつ入にゆうした。

　そして絶望した。

「キャーッ！　ヌルヌル床おもしろーい！　ヌメヌメすごーい！」

「ハッハッハッ！　ヌメヌメすごいだろう！」

　吉乃とレヴィンがリビングの床を舞台に、ペンギンよろしく腹はら這ばいで滑っていた。

「何してんの!?」

　ある意味泥どろ棒ぼうや怪かい物ぶつよりタチの悪い人物が、吉乃におかしな遊びを教えていた。

「うむ！　いいぬめりとテカリだ！　そうは思わんかねサネミチどの！」

　レヴィンがゆっくりと立ち上がり、腰に手を当て、自らの肉にく体たいを見せつけるように仁に王おう立だちした。口くち端はからのぞく白い歯が光っていて、真道はひどくむかっ腹が立った。

「いちいちポーズとるなうっとうしい。──こら、キツ！　滑るのをやめなさい！」

　ヘッドスライディングをしていた吉乃がハーイと返事をし、滑るのをやめた。ひざをついて立ち上がろうとしていたが、アブラにまみれた床のせいでうまくいかないようだった。

　真道は吉乃の両りよう脇わきに手を差し入れ、自分の体に引き寄せるようにして立たせた。

「ありがとう、お兄にいちゃん。おかえり」

　吉乃がにへ、と笑いながらおさげを揺らし、お迎えの言葉をかけてくれた。

「ただいまキツ。あ～もう、全身ヌメヌメじゃないか」

「ごめんね。お兄ちゃんのことを考えながらしてたら、こんなに濡ぬれちゃった」

　微び妙みようなニュアンスに真道は驚きよう愕がくし、目を見み開ひらいた。

「僕のことを考えながらしてただって!?　──いつそんなことを覚えたんだ！」

「お兄にいちゃんが帰ってくる前に、オウカお姉ねえちゃんから教わったの」

「オウカに教わった!?　そんなことが現実にあり得るの!?」

「うん、思ったよりも簡単だったよ」

「難しくないかもしれないけど！　キツにはまだ早過ぎるよ！」

「そんなことないよ。床にこすりつけるようにしたり、花びらみたいに回転するだけだもん」

「なんだよその奇き跡せきのカーニバル！　とんでもないことしてくれたなオウカ！」

「レヴィンさんのオイルで床を滑ることの、どこが奇跡なの？」

「え？」

「え？」

　真さね道みちと吉よし乃のは首を傾かしげ合った。何かがおかしい。真道は言った。

「僕のことを考えてたら、そんなになったんだよな？」

「そうだよ。なかなか帰ってこないお兄ちゃんのことを心配しながら、リビングに残ってたレヴィンさんのオイルで遊んでたの。オウカお姉ちゃんにアドバイスしてもらいながらね」

　どうやら勘かん違ちがいしていたようだ。真道はホッと息を吐いた。吉乃がオウカから変なことを教わったという幻げん想そうは、どうやらハイファンタジーだったらしい。

「あ、あ～そっちか！　そっちの方か！　お兄ちゃんすごい勘違いしてたよ。そっちね！」

「変なお兄ちゃん」

　真道の体を支えに、吉乃は壁に立てかけてあった松まつ葉ば杖づえを手にとった。

「あ、そうだ。お兄ちゃんが出かけた後、オウカお姉ちゃんが今日きようからここに住むって言ってたけど、聞いた？」

「聞いたけど……キツはなんて答えたんだ？」

「いいよっ、て」

　兄妹といえども、たまに吉乃がわからなくなることがある。

「お姉ちゃんたち泊とまるところないんだって。放り出すなんてかわいそうだよ。お外で寝たら体にカビ生はえちゃうよ」

「カビは生えないと思うな。一人ヌメヌメしてるもの」

「お兄ちゃんは女の子に野の宿じゆくさせるつもり？　許しがたい愚ぐ行こうだよ」

「耐たえ難がたい悪あく行ぎようの数々を受けた僕の意い思しは一体どこへ？」

　真道は眉み間けんに手をやった。玄げん関かん、縁えん側がわ、裏うら口ぐちがトイレに変えられたのは百ひやつ歩ぽ譲ゆずってよしとする。しかし、このままオウカとレヴィンを住まわせるというのは、果たしてどうだろうか。

「シンドー、とりあえずメシにしてくれよ～。細かい話は腹がいっぱいになってからでいいだろ～」

　いつからいたのか。ダイニングのテーブルにオウカが座っていた。提てい案あんと要求を同時にこなすとは、まったく恐れ入る。真道は何を言っても無む駄だと判はん断だんした。

「……もう、わかったよ。キツに免めんじて今日きようは泊とめてあげる。すき焼きもご馳ち走そうする。それでいいだろ」

「すき焼き」オウカが首を傾かしげる。「なんだそれ？」

「知らないのお姉ねえちゃん？　家族と一いつ緒しよに食べるとおいしい料理だよ」

「あたしは別に家族じゃないけど、ウマい料理なら歓かん迎げいだぞ」

「ハッ！　私の分も頂ちよう戴だいしてよろしいか！」

　レヴィンまで食事を要求してきた。

「猛たけ々だけしいなホント！　キツが歓迎したいって言うから用意したけど、少しは遠えん慮りよしたら──」

「お兄にいちゃん。もし嫌いやなら、私が作るよ」

「い、嫌じゃないから。キツは安全なところに行って座ってなさい」

「はーい」

　安全なところ、と聞いて吉よし乃のが選んだ場所は、オウカの隣となりだった。この世で最も危険なところで休むとは、冒ぼう険けん家かが見たら自信をなくして公こう務む員いんになるレベルだ。

　真さね道みちはキッチンに移動し夕ゆう飯はんの支度したくを始めた。時とき折おり、オウカと吉乃の様よう子すを盗ぬすみ見る。

　オウカはなぜか吉乃には優しいらしかった。体をペタペタ触さわられても、質問されても丁てい寧ねいに受け答えている。その姿すがたに邪じや気きは一いつ切さい感じられない。吉乃も本ほん能のう的に頼れる人と認にん識しきしているのか、臆おくすることなく接している。

「ねえ、オウカお姉ちゃん。私のことキツって呼んで」

「ヨシノでいいだろ」

「キツって呼んでもよかですよ？」

「ヨシノだな。けって～」

「キツって呼んでもよかですよ？」

「ヨシノでいいって言ってるだろ。このやろこのやろ」

「ほっぺ引っ張るのいや～。ご飯はん食べる前にほっぺた落ちる～」

　オウカは吉乃をこねくり回して遊んでいた。

「なんであんなに懐なついてるんだか……」

　真道は呆あきれながらも二人を一いつ瞬しゆん、まるで本当の姉妹のようだと思った。もしオウカが本当の家族で、吉乃の姉という関係であったなら……。

　真道は願がん望ぼうまみれの虚きよ妄もうを振り払った。あんなのが家族だなんて認められない。吉乃に優しくしてくれるのは嬉うれしいが、家族というのはもっと深いところでつながっているものだ。

　カセットコンロと鍋なべを用意する。ダイニングから笑い声が聞こえる。久しい感覚だった。

　真道は自分の心が何かで埋まっていくのを感じた。

　今だけはこの状況を楽しんでいいのかもしれない。吉乃が笑顔でいてくれる。それが一いち番ばん重要なことだ。いっそオウカにはこのまま居てもらっても……。

　いや、感かん傷しよう的に過ぎる。こんなのは今日きようだけだ。今日だけ──。

　真さね道みちは心の中で様さま々ざまな言い訳わけを浮かべながら、食しよく材ざいを刻み始めた。




「すき焼きがウマ過ぎて箸はしが止まんねえ」

　オウカの箸が目にも止まらぬ速さで肉をかっさらっていく。描いた軌き跡せきは残ざん像ぞうとなり、鍋の上を踊り続けた。それは見るものすべてを魅み了りようする、戦せん舞ぶのようであった。

　魅了された結果、一つも肉を獲かく得とくできなくなるという事じ案あんが発はつ生せいしていた。真道だけが。

「オウカお姉ねえちゃんってすごい食べるね、お兄にいちゃん」吉よし乃のが言った。

「ホントだね。すごい速さだ。おかげでこっちの箸は止まりっぱなしだよ」

　これでは吉乃に肉が回らないのではないか。真道はそう危き惧ぐし、オウカの隣となりに座る吉乃をうかがった。

　吉乃の器うつわには、肉が山やま盛もりになっていた。よく見ると、オウカが少しずつ分けてあげているようだった。そんな優しさがあるのなら、こちらにも分けて欲しい。真道はそう思った。

「む～ん！」

　真道の横よこ合あいから、レヴィンがフローリングの上をスライドしながら鍋に近寄り、肉を摑つかんだ。器に肉を収めると、レヴィンは再び滑すべりながら、リビングの方へと去っていった。

「なんなんだよ今のは！　すごくウザい！」

「アイツのことは放っとけシンドー。肉がなくなるぞ」

「……そうするよ。あ、それもらおうかな」

　真道はちょうど頃ころ合あいになった肉をとらえ、箸を伸ばした。

　が、取ろうとした瞬しゆん間かん。オウカが肉をさらっていってしまった。目もく標ひようを失った真道の箸が行き着いた先は、春しゆん菊ぎくだった。真道は黙だまってそれをもしゃもしゃと嚙かみ続けた。

「肉うま～」

　幸せそうな顔で肉を頰ほお張ばるオウカを恨うらめしげに見つめた。今のは、わざとか？

　いや、忘れよう。真道は鍋なべに新たな肉を投とう入にゆうした。

「……今度こそ──っ」

　最高の状態に仕上がった肉を発見した真道は、ウイニングロードを歩もうとした。

「ほいっと」

　またしてもオウカの妨ぼう害がい。勝利への道は、底なし沼へと変じた。

　真道はしいたけを手に入れた。表面に刻まれたバツ印じるしは、負けを表しているようであった。

「……オウカ、わざとかい？　いや、絶対にそうだ。そうに決まってる」

「気のせいだろ。たまたま同じ肉を狙ねらったために起きた、悲しい事件だ」

　くそ、確かにそういうこともあるかもしれない。真道は歯嚙みした。ええい、次だ次。

　目を皿さらのようにして鍋の中の肉を探す。発見。またしても最高の逸いつ材ざい。垂すい涎ぜんの至し宝ほう。

「ウマイなヨシノ」

「美味おいしいね、オウカお姉ねえちゃん」

　オウカは吉よし乃のと談だん笑しようしている。真さね道みちはしいたけを食べるフリをしつつ、徐じよ々じよに鍋なべへと近づいた。箸はしを構えてチャンスを待つ。

「──今だ！」

「させるか！」

　吉乃と話していたはずのオウカの箸が、真道の箸を受け止めた。

「……また偶ぐう然ぜんが重なっちまったみたいだな……」

「いま『させるか！』って言ったよね！　どうみても確信してただろ！」

「なんだよ、お前ももう十分食くったろ」

「野や菜さいだけはもう十二分にね！　肉は１枚も食べてないっての！」

　ギリギリと箸でつばぜり合う真道とオウカ。それを見かねた吉乃が、

「お兄にいちゃん。はい、あ～ん」

　自らの器うつわに盛られていた肉を１枚差さし出してくれた。真道は戸と惑まどいつつも、オウカとの争いをやめ、口を開けた。

「ほらよ」

「熱ぅうううううう────いっ!?」

　オウカの手により、マグマのように煮えたぎった厚あつ揚あげ豆どう腐ふが真道の口こう内ないに放り込まれた。

「殺す気か!?」

　床の上で悶もん絶ぜつする真道。その横を再びレヴィンが滑すべりながら現れ、肉を取り、また去っていった。

「お前は一いつ体たい何がしたいんだよ！」

　真道はオウカの健けん啖たんぶりと、レヴィンの奇き行こうに呆あきれ返るほかなかった。

「ちくしょう！　僕にも肉を食わせろ！」

「メシっていうのは戦いなんだ。力のない奴やつが吠ほえても──無む意い味みだ」

　オウカが神しん妙みような顔つきでそう言った。無意味に。

「すき焼きで人生語かたられても響ひびかないよ！」

「楽しいね、お兄ちゃん！」

「楽しいだろうね！　僕以い外がいは！」

　結けつ局きよく真道は肉にありつけず、１キロ以上用意していた肉はあっという間になくなった。オウカは大おお盛もりご飯はんを５杯はい、締しめのうどんを３玉たま平らげた。真道は歯ぎしりした。

　オウカの背せ丈たけは真道よりも低い。だというのに、真道の倍ばい以上食しよくし、なおも余よ裕ゆうがありそうだった。魔ま術じゆつを使うと腹が減ると本人は言っていたが、それにしても燃ねん費ぴが悪い。

「シンドー、ジュース。ヨシノの分もな」

「……かしこまり」

　オウカがリビングのソファに移動し、食後のオレンジジュースを要求してきた。新たに買ってきたジュースが冷れい蔵ぞう庫こにしまわれるところを見み逃のがさなかったようだ。他人に冷蔵庫の中なか身みを把は握あくされるというのは内ない臓ぞうをわし摑づかみされているようで気き分ぶんが悪い。

「ヨシノもこっち来いよ」

「は～い」

　吉よし乃のは松まつ葉ば杖づえをかつ、と鳴らしながら吸い込まれるようにオウカの隣となりへ座った。吉乃がテレビのリモコンを操そう作さする。オウカはテレビが珍めずらしいらしく、時とき折おり吉乃に質問したり、興こう奮ふんしたりしていた。

　素そ行こうにかなりの問題はあるが、オウカの器き量りようの良さだけは疑いようはない。吉乃に対しての態度も良りよう好こうだ。そこだけはほんの少し、ほんの少しだが評ひよう価かできる。

　──これでもう少しおとなしければ完かん璧ぺきなのにな……。

　ある種の熱と願がん望ぼうを込め、真さね道みちはオウカを見つめていた。

「ふっ！　ふっ！　ふっ！」

　食事を終えたレヴィンが、ダイニングでスクワットを始めていた。せっかく綺き麗れいにした床がまたテラテラになっていた。外でやってくれ、と真道は思った。

　真道はレヴィンを迂う回かいしながら、オレンジジュースを注つぎ、オウカと吉乃に手て渡わたした。

「お兄ちゃんも一いつ緒しよにテレビ見よ？」

　ジュースを受け取った吉乃が隣の空間をぽんぽんと叩たたく。

「いや、洗い物あるから。キツはゆっくりしてなよ」

　場を去ろうとした真道はふと、オウカの視線に気づいた。眉まゆ根ねを寄せ、不ふ快かいそうな顔をしている。何か気に入らないことでもあったのだろうか。何か言いたいことでもあるのだろうか。

　少し待ってみたが、オウカは結局何なにも言わなかった。真道はキッチンへ戻った。後ろ髪がみを引かれるような感覚が残っている。オウカの目は何かを訴え、探っていた。

　まるで暗くら闇やみに潜ひそむ悪あつ鬼きを糾きゆう弾だんするような、そんな瞳ひとみだった。

　──なんだろう……？　なにか……責められているような……。

　気のせいだと思うほど胸の中のもやは大きくなり、臓ぞう腑ふごと侵しん食しよくされそうになる。真道は無む心しんに食器を洗った。そうしないと内側から滲にじみ出してくる負の感情に耐えられなくなる。

　リビングから聞こえてくるテレビの誘い笑いが、うそ寒いものに感じられた。




　しばらくして、ジュースを飲み終えた吉乃が松葉杖を支えに立ち上がった。真道はそれを見て時じ刻こくを確かく認にんし、これから何をするのかを察した。吉乃の補ほ助じよをしながら、ある和わ室しつへと向かう。

　六畳じよう一ひと間まの和室。真道と吉乃は仏ぶつ間まの前に並んで座った。

　そこには、両親の仏ぶつ壇だんがあった。

　位い牌はいの隣となりには、家族四人で写った写真が飾られていた。遊ゆう園えん地ちで撮とられたものだ。

　両親は子供たちの傍かたわらに寄り添い、微笑ほほえんでいた。

　吉よし乃のは、風ふう船せん片手に、満まん面めんの笑えみを浮かべていた。

　真さね道みちは、園えん内ない地ち図ずと思おぼしきブックレットを抱え、吉乃の手を握っていた。




　吉乃が写真立たてを手に取りひとしきり眺ながめたあと、線せん香こうを焚たき、二度、鈴りんを鳴らした。

　二人は手を合わせて目を閉じ、両親を想おもった。

　──父とうさん、母かあさん。僕たちは元気でやってます。あと今、家に変な子がいます。可愛かわいいけど、すごく暴ぼう力りよく的てきです。ヘルプミー。

　真道は両親にそう報告した。目を開けると吉乃の手が膝ひざに置かれた。真道はその上に手を重ね、軽く握った。

　背後に気け配はいを感じた。真道は座ったまま振り返った。

　オウカがふすまに寄りかかりながら、仏壇を見つめていた。

「お前らのトーチャンと、カーチャンか」

「……うん」

「親が死ぬってのは──辛つらいよな」

　真道は黙だまって首しゆ肯こうした。膝に添えられた吉乃の手がぎゅっと固くなるのを感じた。

「名前はなんていうんだ」

「父さんが道みち久ひさで、母さんは花か乃の子こ」

「ミチヒサと、カノコ」

　オウカは嚙かみ締しめるようにそうつぶやいたあと、仏壇に近寄り写真立てを手にとった。それから思し案あん顔がおで、穴が開くのではないかというほど見つめ続けた。

　六畳じよう間まに静せい謐ひつな時が流れ始める。オウカは何を想っているのだろうか。

　真道は吉乃をちらりと見た。吉乃は穏おだやかに微笑みながら、オウカを見つめていた。

　やがてオウカはゆっくりと動き出し、写真を仏壇に戻した。

「オウカお姉ねえちゃん。お菓か子し食べる？」

　吉乃がそれを待っていたかのように松まつ葉ば杖づえを支えに立ち上がり、そう言った。

「お菓子、くれ。お茶も。紅こう茶ちやがいい」

「うん、わかった」

「あ、いいよキツ。僕が──」

「ううん、私がやる。お兄にいちゃんは座ってて」

「でも」

「お兄ちゃんはお夕ゆう飯はん作ってくれたんだから、いいの」

　吉よし乃のはそう言って、部屋から出ていった。

　部屋にオウカと二人きり。何か話すべきだろうか。

「そういえばアイツの足どうなってるんだ」

「え？」

「ヨシノ杖つえついてるだろ──なんでだ？」

　遠えん慮りよのないストレートな質問だ。思ったことを素直に口に出すというのは、彼女の美び徳とくなのだろう。真さね道みちは新しん鮮せん味みを感じ、少しずつ話し始めた。

「……事故の後こう遺い症しようで、ちょっとね……」

「いつからだ」

「５年前まえ。……父とうさんと母かあさんもそのときに……。僕は無む傷きずだったけど、キツはそのとき負った怪け我がが原因で……いまも……」

「なんで治なおらないんだ。この世界にも医い者しやはいるんだろ」

「怪我自体は、もう完かん治ちしてる。医者にだってお墨すみ付つきをもらってる。でも……歩けないのは……キツの心の問題だって……」

　最後は搾しぼり出すような、小さな声しか出なかった。

「ヨシノには『もう歩ける』って言ったのか？」

「もちろん言ったさ。だからってすぐ元もと通どおりにはならない。さっきも言ったけど、そんな簡かん単たんな問題じゃないんだよ。キツが歩く勇気を持たないと……」

「ヨシノが、歩く勇気を、ねぇ……」

　オウカの含むような言いい草ぐさが、何かひっかかった。

「……なんだよその言い方。なにか気に入らないことでもあるの」

「いや、なんつうかさ、そういうのってお前の役やく目めなんじゃねえの？」

「──っ」

「お前がヨシノを元気づけて、励はげましてやんないと、そりゃ歩けるモンも歩けないじゃないか」

「そんなこと……わかってる……」

「お前、妹と正面から向き合うのが怖こわいんだろ？　なんか妙みように遠えん慮りよしてるっていうか、気を遣つかってるって感じだもんな」

　オウカの一ひと言こと一言が、真道の肺はい腑ふに突き刺さる。心しん臓ぞうを小さくなるまで握りつぶされ、体がしぼんでいく様ような錯さつ覚かくを起こす。

「情なさけねえ兄あに貴きだなぁ。何がかわいそうって、お前みたいな奴やつを兄にもったヨシノが一番かわいそうだ。ホレ、なんとか言ってみろよ。憐あわれダメ兄貴」

「……言えるわけないじゃないか……。────なんだぞ」

「あ？　なんつった」

「僕のせいなんだぞ！　父さんと母さんが死んだのも！　キツの怪我も！　僕があのとき……遊ゆう園えん地ちに行きたいなんて言わなければ……あんな事じ故こ……起こらずに済んだんだ……」

「……」

「５年前。いつも忙いそがしい父とうさんが休日にどこか行こうって……僕は遊園地に行きたいって言ったんだ……。キツもそれに賛成してくれた」

「……」

　オウカは口を挟まずに静かに聞いてくれていた。その沈ちん黙もくはまるで、続けろと言っているようだった。

　頭のどこか冷静な部分がもう喋しやべるのをやめてしまえと訴えていた。だが、動き出した口は止まらなかった。

「……遊園地は最高だったよ。時間の許す限りアトラクションを回った。母かあさんがお弁べん当とうを作って来てくれて、家族皆みんなで食べた。そこに置いてある写真は、その時撮とったものだよ……」

　先ほどまでオウカが見ていた写真立たてを見やる。家族は微笑ほほえんでいた。

「……その帰りだった。車で高こう速そく道路を走ってて……大きな玉たま突つき事じ故こに巻き込まれた」

「……」

「……気がついたときにはもう病院だった。……父さんと母さんが死んだって聞かされて……わけがわからなくて……。キツの足も……後こう遺い症しようが残るかもって……」

　未いまだ事故の大おお元もとの原因はわかっていない。突然の自動車事故が新しん堂どう家けに襲おそいかかり、すべてが反はん転てんした。それだけが真しん実じつだった。

「僕のせいで父さんと母さんが死んだ」

　真さね道みちの中にある、もう一つの真実だった。

「そんな僕が、どうしてキツに『頑がん張ばれ』なんて言えるんだ……。『勇気を持て』なんて言えるんだ……。言えるわけがない。僕が……原因なんだから……」

　慟どう哭こくが六畳じようの小さな部屋に響ひびき渡る。吐き出すつもりなどなかったのに、何ゆえそこまで胸のうちを暴ばく露ろしてしまったのか、真道にもよくわからなかった。

「僕が代わりに──死ねばよかったんだ」

　他の誰だれにも打ち明けたことのない想おもいを、なぜ今日きよう会ったばかりの少女に？　自分が考えた空くう想そうの魔ま術じゆつを操あやつるでたらめな魔ま女じよになぜ？

　吉よし乃のを歩かせるのはお前の役やく目めだと、オウカはそう言っただけなのに。

　うつむく真道の前に、オウカが片かた膝ひざをついた。

　なんのつもりだろうか、頭に手が置かれた。

　小さな手だった。かきむしるように指が動く。オウカなりになぐさめているつもりだろうか。髪かみの毛がくしゃくしゃにされる。母親が子供を慰なぐさめているかのような安心を、真道は感じていた。不ふ思し議ぎな感覚だった。

　真道はおとなしくされるがままに体を委ゆだねた。

　すると突然。髪かみの毛をわし摑づかみにされ、タタミに思い切り顔面を叩たたきつけられた。

「ヴェエエ──っ!?」

　真さね道みちの喉のどからカエルの潰つぶれるような声が出た。タタミに顔がめり込んだ。あまりの衝しよう撃げきに、星が見えた。

「ちょ、なにして、やめ」

「──死ねばよかっただと？」

　え？　と間ま抜ぬけに聞き返すが、また髪が引っ張られる。目の前にオウカの顔があった。

「ウジウジと鬱うつ陶とうしいんだよ、この愚おろかモンがぁ！」

　オウカが叫び、再び真道の頭をタタミに打ちつけ始めた。

「おぼふっ！　やめごふっ！　死ぶぅ！」

「どうしたシンドー。お前が望んだことだろぉ？　死にたいんだろぉ？　嫌いやなら歯ぁ食いしばって耐えて見せろよ！」

「へなぶ！　へやがぅ！　壊こわれびゅ！」

「部屋のことは心配すんな。壊れても《復元再構成レストレーシヨン》で直してやっからよぉ！」

　何度も何度もタタミに穿うがたれ、幾いく度ど目めか。真道の顔面をかたどった奇き妙みような穴が六畳じよう間まに刻こく印いんされる頃ころ、ようやく折せつ檻かんは終わりを告げた。

　真道は痛みでひりつく頰ほおを触ろうとしたが、オウカに髪の毛を引っ張られた。

「何が全部僕のせいだ、だ。うぬぼれんな。テメェがどう世界に関わっていようが、親が死んだ事故と責任はお前にはねえよ」

「そんなこと、誰だれにわかるんだよ……」

「わからないからこそわかることもある。お前の言い分はこうだろ。『僕が遊ゆう園えん地ちに行きたいと言ったせいで両親は死んで、妹は怪け我がをした』。これはただの結果だ。どこにお前の責任がある。事故は偶ぐう然ぜんに起きたものだろうが」

「違う……僕のせいだ……。僕が──っ！」

「事故はお前のせいじゃない」

　頭に置かれたオウカの手がさらりと流れる。

「お前のせいじゃない。いいかシンドー。お前は事故から生き残った。それにはきっと『生きる理由』があるからだ」

「……生きる、理由？」

「そうだ、お前にはあるはずだ」

「──キツ……」

　事故から共に生き残り、右足に後こう遺い症しようを残した、大だい事じな妹。

　──たった一人残された、僕の家族……。

「ヨシノを救ってやれ。この世であいつを助けてやれるのは、兄あに貴きであるお前しかいないんだぞ。お前が逃げたら、ヨシノは一生あのままなんだぞ」

　次々に繰り出される言葉は厳きびしくも優しかった。真さね道みちはうつむいてはいたが、打ちひしがれてはいなかった。オウカの言葉を反はん芻すうし、乱れかけていた自分の心を整理していた。

　吉よし乃のを救えるのは自分だけ。罪つみと、過去と、向き合う時がきたのだろうか。

　真道は顔を上げた。目の前には真剣な表情をしたオウカがいた。

「……そうだね、キミの言う通りだよオウカ。……キツのためにも、頑がん張ばって生き続けるよ」

「──ふん、もう二度と死にたいなんて言うなよ」

「両親の名にかけて、誓ちかうよ」

　上じよう等とう、と頷うなずいたオウカが木もく製せいの杖つえを取り、何かを唱となえた。

「──我が癒いやしの手により──奮ふるい立て戦せん士したち──《簡易治癒レストヒール》」

　魔ま術じゆつだ。怖気おぞけの走る詠えい唱しようも、今だけは平へい気きだった。

　真道は体に変化が起きるのを感じた。ひりつく顔面の痛みがウソのように引いていったのだ。

　ペタペタとスキンケアよろしく顔を触る。タマゴのようなツルツルの頰ほおがあるだけだった。

「腫はれた顔じゃ格好かつこつかないからな。妹の前じゃシャンとしとけ」

　そう言ってオウカは人ひと差さし指ゆびをピッと差す。少し格好良いと思ってしまった。

「あ、ありがとう、オウカ……」

「感謝しろよ」
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「うん。──あの、オウカ。キミってがさつで乱らん暴ぼうで大おお飯めし喰らいで適当でどうしようもないヤツだと思っていたけど、本当はいいヤ」

「なんだとこのやろーっ!!」

「おばふっ!?」

　オウカの杖つえの先せん端たんが真さね道みちの頭にめり込んだ。真道は首がムチ打ちになりかけた。それだけでは気が収まらなかったのか、オウカは腹いせに六畳じよう間まの入口にあるふすまを蹴け飛とばした。レールから外れたふすまはなんという偶ぐう然ぜんか、真道の頭目め掛がけて倒れ込んできた。

　真道は立ち上がりふすまを回かい避ひしようとしたが、

「あ、足が、痺しびれて……」

　長ちよう時間の正せい座ざにより、状態異い常じようを引き起こしてしまったらしい。回かい避ひできる道どう理りはなかった。

「ぺごっ」

　ふすまは頭を突き破り、真道はエリマキトカゲのようになった。なんとも例えがたい鳴き声を発した真道は、自分の顔面が刻まれたマットの上に沈んだ。

「おお、なんてむごい死しに様ざまなんだ……。こうはなりたくないな」

　オウカはそう言い残してその場を去ろうとしていたが、すぐにその歩みを止めた。

「ヨシノ」

　オウカの口から出た名前に反応し、真道は頭にふすまが突き刺さった状態で起き上がった。

　六畳間の入口の陰。そこに隠かくれるようにして、吉よし乃のが立っていた。

　──いつから、そこに立っていたんだ？　キツ……。

　聞いて欲しくなかったことばかり喋しやべっていた。これまで誰だれにも打ち明けず、溜ため込んできた思いの数々を。心の整理がつくまで、知らないでいて欲しかった。

　いや、と真道は思い直す。聞いていなかった可能性せいもある。

「ヨシノ。お菓か子しと紅こう茶ちやの用意はできたのか？」

　オウカがさぐりを入れてくれた。彼女にそんなつもりはなかったのかもしれない。結果的にそうなっただけの話だ。真道は固唾かたずを飲み、吉乃の様よう子すをうかがった。

「あ、うん。淹いれようと思ったんだけど、その前にお風ふ呂ろ先さきにどうかなって思って。もちろん紅茶は淹れたよ。うん、ちゃんとへそで沸わかしたよ」

　相変わらずウソが下手へただな。真道は苦く笑しようし、そして、落らく胆たんした。

　──聞かれた。全部聞きかれた。どうする？　聞かれたならいっそのこと……。ダメだ、心の準備ができていない。だが、この機き会かいを逃のがせば次いつチャンスが訪れるか……。

　言え。言ってしまえ。言うんだ。

　真道は頭からふすまを取り外して立ち上がり、吉乃の愛らしい瞳ひとみを真まっ直すぐに見み据すえた。

「あのなキツ……お兄にいちゃんな……」

「……うん」

　顔が強こわ張ばっているのが自分でもわかった。吉よし乃のも同どう様ようだった。

　真さね道みちにもわかっている。想おもいは言葉にしなければ意味がない。自分がひと握りの勇気を振り絞しぼれば、吉乃と新しい一歩目めを踏み出せるはずなのだ。

　……だが、

「……いや、なんでもない。……先にお風ふ呂ろ入りなよ」

「……うん。そうするね」

　言えなかった。わかっていても、たった一ひと言ことがどうしても出ない。事故のことが頭にチラついて離れない。オウカに後あと押おしされておいて、なんてザマだ。

　吉乃はオウカを風呂に誘った。オウカはそれを快かい諾だくし、二人は部屋を出て行こうとする。

　オウカと目が合う。彼女は責めるでもなく、ただ見ていた。真道にはそれが辛つらかった。いっそ罵ののしってくれた方がマシだった。

　やがてオウカはふいっと目を逸そらし、部屋を出て行った。

　──くそ、なんで言わなかった。……僕の、バカ野や郎ろう。

　真道はタタミに突つっ伏ぷした。自分がこれほどどうしようもないヤツだとは思わなかった。吉乃が何よりも大切だと思っていながら、土ど壇たん場ばで自分が傷つくことを恐れてしまった。救いようのない臆おく病びよう者ものだ。偽ぎ善ぜん者しやだ。

　真道は体を丸め、頭を抱え、ただ時が過ぎるのを待った。

　少年の嗚咽おえつは、後こう悔かいの残ざん滓しだった。













　　二章　過去と向き合い、家族愛あいにいい意味で狂くるう兄







　目め覚ざまし時計の音に急せかされ、真さね道みちの意い識しきは覚かく醒せいした。目覚めは最さい悪あくだった。

　昨夜、両親の仏ぶつ壇だんの前で散さん々ざん嘆なげいた後、ふらつきながら自じ室しつに戻った。力なくベッドに倒れ込み、泥どろのように眠った。服は昨日きのうのまま。風ふ呂ろに入るのも忘れてしまった。

　鉛なまりのような体をゆっくり起き上がらせ軽く伸びをする。砂すな袋ぶくろを背負っているかのようだった。

　もう一いち度ど伸びをする。どこかの骨がぽきりと鳴り、真道は小さく悲ひ鳴めいを上げた。

　カレンダーを確かく認にんする。今日きようは月曜日。学校のある日だ。

「……学校、行かなきゃな……」

　真道は高校に入学したばかりだった。体はダルいがそれだけの理由で学校を休んで、教きよう師しから目をつけられたくはない。元よりサボるなどという選せん択たく肢しはない。

　時計を確認し、まだまだ余よ裕ゆうがあることを確認する。ボサボサ髪がみのまま登とう校こうするのはさすがに抵てい抗こうがあるので、まずはシャワーを浴びることにした。暗くなった気持ちも洗い流してしまえればいいのに。

　階段を下り、脱だつ衣い室しつのドアを開けた。すると──、

「あ、お兄にいちゃん。おはよう」

　洗せん面めん台だいで朝の身だしなみを整えていた吉よし乃のとばったり出くわしてしまった。

「お、お、おはよう……キツ」

　真道はぎこちなく朝の挨あい拶さつを交わしながら、吉乃の様よう子すをうかがう。いつも通りに見える。

「あ、お兄ちゃん。お風呂使う？」

「うん。昨日入れなかったから……シャワーだけ……」

『昨日』というワードを口にした瞬しゆん間かん、しまったと思った。自らの手で穴あな掘ほって埋まるが如ごとし愚ぐ行こうを犯おかした。できることなら本当に埋まってしまいたかった。

　真道と吉乃はそれきり黙だまった。気まずい空気が流れ始めた。

　吉乃はおさげの髪をくるくると指で回し、もじもじとし始めた。この場から去りたいような留とどまっていたいような、そんな風ふうに葛かつ藤とうしながら何か考えているようだった。

　真道は空気を変えようと思し考こうを回転させた。浮き出てきた言葉を、あーでもないこーでもないと脳のう内ないで戦わせる。そして、何も残らなかった。適当な言葉はないということか。

　なんでもいいから話題。このさい天気の話でもいい。この淀よどんだ空気が晴れるなら。

　「「……あの」」

　兄妹の声が見事にハモった。正しよう体たい不ふ明めいの罪ざい悪あく感かんが両者にのしかかる。お互い出で鼻ばなをくじかれた形になってしまい、遠えん慮りよがちになる。

「あ、その、キツから先に言っていいよ」

「う、ううん。お兄にいちゃん、どうぞ」

　譲ゆずり合いの精せい神しんをいかんなく発はつ揮きし、真さね道みちと吉よし乃のは再び無む言ごんのまま向かい合う。そこへ、

「邪じや魔ま」

　オウカが心しん底そこ眠そうな声を発しながら脱だつ衣い室しつに現れ、入口に突っ立っていた真道の背中を乱らん暴ぼうに蹴け飛とばした。真道は前のめりに倒れ、四よつん這ばいになった。

「イタタ、なにすぶぎゅうっ!?」

　真道はオウカに尻しり、背中、頭と順に踏みつけられた。オウカはそのまま洗せん面めん台だいに向かった。

「あ～あのベッド柔やわらか過ぎるわ。なんか終しゆう始しフワフワしてて、なかなか寝つけなかった。お前らんとこの親はどんだけフワフワしてたんだよ」

　オウカはクマが描かれたパジャマを着ていた。自分の手で肩や腰を軽く揉もみながら、文もん句くを垂れていた。バッシャバッシャと水を飛び散らせながら洗せん顔がんを始める。

「ごめんねオウカお姉ねえちゃん。お父とうさんとお母かあさんの部屋にしか、使えるベッドがなかったの」

　その言葉を聞いた真道は、油の切れた機き械かいのような動きで起き上がった。

「オウカ。キミ、父さんと母さんの部屋で寝たの？」

　吉乃があっ、と小さな声を上げた。

「ごめんねお兄ちゃん。勝かつ手てなことして……」

　叱しかられた子供のように縮こまった吉乃を見て、真道は慌あわてた。責めるつもりなど毛もう頭とうない。

「あ、いや、昨日きのう部屋は掃そう除じしたし、僕も同じようにしただろうからいいんだ。オウカの部屋はあそこでいいよ。ごめん……」

　謝あやまったり謝られたり、どうにもうまくいかなかった。いつも通りに振る舞おうとしても空から回まわってしまう。何百何千繰くり返してきた日々の履り行こうが、どうしてできないのか。

「おい、腹はらが減ってきた。朝メシはどうなってる？」

　顔を洗って多た少しよう目が覚めたのか、オウカのお腹なかがくぅ～と鳴った。

　真道はハッとした。そうだ。寝ね起おきからリフレッシュしたら朝メシだ。ファインプレイだオウカ。が、どうしよう。その前にシャワーを浴びたい。浴びていたら朝メシが作れない。

　真道がどちらを優ゆう先せんすべきか迷っていると、

「私が朝ご飯作る。あとちょっとだけ待っててね、オウカお姉ちゃん」

　吉乃が朝食の用意を買って出てくれた。それならば自分はシャワーを浴びられる。一度さわやかな朝シャワーで気分をサッパリさせ、このぎくしゃくとした朝をやり直すのだ。

　吉乃は松まつ葉ば杖づえをつきながら脱衣室をあとにした。荒い身み支度じたくを終えたオウカもそれに続いた。

　真道は二人が出て行った後、素早く服を脱ぎ、サッとシャワーを浴びた。

　シャワーの効果はイマイチだった。熱い湯を浴びてキレイになったのは体だけで、心の方は依い然ぜんとして曇ったまま。当てが外れたとまでは思わないが、もう少しなんとかならないのだろうか。

　真さね道みちは体を拭ふいた後、自じ室しつに戻り制せい服ふくに着替えた。通学カバンを抱えて階下に降り、リビングへと向かう。

　テーブルの方を見やると食事はすでにできあがっており、温かな湯ゆ気げを立てていた。オウカは待ち切れなかったのか、もう食べ始めていた。食しよく欲よく旺おう盛せいなようで羨うらやましかった。

「あれ、レヴィンは？　ジムにでも出かけた？」

　オウカが召しよう喚かんした黒い筋きん肉にくがどこにもいない。いたらいたで困るが。

「なんかずっと筋トレしてたから、鬱うつ陶とうしくて消した」

「ひどいな。鬱陶しいのは同どう感かんだけど……」

　真道はオウカに同どう調ちようしながら席に着いた。向かいの席にはすでに吉よし乃のが座っていた。兄が食しよく卓たくに着いたのを確かく認にんした後、「いただきます」と言い、箸はしを持った。

　食事の時間はいつもより長く感じられた。少なくとも真道はそう思った。吉乃はどうだろうか。表情からは何も読み取れなかった。

「おかわり」

　あっという間にご飯はんを平らげたオウカが茶ちや碗わんを突き出した。真道はそれを黙だまって受け取りご飯をよそい、オウカに渡した。

「さんきゅー。……なんだお前ら、食しよく細ほそいな。それに静かだし」

「……いつもと変わらないよ」

　真道はウソをついた。いまだかつて、こんなにも食卓が静かだったことはない。オウカが来る以前だって、吉乃と多少の会話くらいしていた。今日きようはそれすらない。

「昨日きのうのすき焼きのときは騒いでたじゃん」

「……たまたまだよ」

「お前が一番うるさかったもんな」

「……メインが食べられなかったからね……」

　どうにも調子が出ない。出ようはずもない。昨夜のことを思えば。

　真道は目め玉だま焼やきに醬しよう油ゆをかけようと、手を伸ばした。

　そのとき、同じタイミングで手を伸ばした吉乃と手が重なりあった。互いにババッと腕を引っ込める。

「あ、ご、ごめんキツ……先に使えよ……」

「ううん、お兄にいちゃんが先に……」

「いやいや、キツが」

「いやいや、お兄ちゃんが」

　譲ゆずり合う兄妹にオウカが空気も読まず、

「先にあたしの方へまわせ」と言った。

「まぁ……いいけど」

　真さね道みちはそう言って、オウカに醬しよう油ゆを寄こした。彼女が使った後、流れで隣となりに座る吉よし乃のに醬油が渡る。最後は真道だ。

「……お兄にいちゃん……はい」

「ああ、ありが──」

　差し出された醬油差しを取ろうとして、またしても手が触れ合った。驚いた吉乃の手から醬油が離れ、テーブルの上に盛大にぶちまけられた。

「ああ！　ご、ごめんなさい……」

「いや、いいんだキツ！　僕が片付けるから座ってて！」

　真道は台だい所どころからふきんを取り、テーブルの上の醬油を拭ふき取った。

　吉乃と手が触れるだけでこの調子だ。まるで互いに意い識しきし合う男女のようなやりとりだ。

　本当に調子が出ない。




　重い空気のまま食事は終わった。ひとり元気だったオウカは食べ終わると、どこかに引っ込んでいってしまった。

　食後しばらくすると、吉乃が急に慌あわてた様よう子すでぐっと立ち上がり、玄げん関かんに向かった。

「そ、そろそろ学校いくね！」

「あ、待てよキツ！　僕も行く！」

　真道は吉乃にそう言って、出かける準備をした。妹を一人で学校に行かせる訳わけにはいかない。

　真道は己おのれにいくつかの義ぎ務むを課していた。週しゆう末まつに両親の部屋を掃そう除じすることもそのひとつだが、それよりも重要な仕事があった。

　それは足の不ふ自由な吉乃と一いつ緒しよに登とう下げ校こうすることだった。過か保ほ護ごだといわれれば否定はできないが、世の中なか何が起こるかわからない。いまのように互いの空気が悪くなっていても、これだけは怠おこたれない。

「お前ら、一緒に学校行ってんのか？」

　着替え終えたオウカがリビングに戻ってきた。黒いマントにワンピース。三さん角かく帽ぼう子しを傍かたわらに携たずさえていた。

「……そうだよ。キツ一人じゃ危険だからね……」

「かもな。片足が不自由な子供なんて、絶ぜつ好こうの的まとだからな」

　オウカと二人きりのリビング。彼女だけは昨日と同じ態度で接してくれている。そのせいか、本心が見えない。オウカは昨夜の失しつ態たいについて、どう思っているのだろうか。真道は思い切って聞いてみることにした。

「……昨日きのうのこと、怒ってるの？」

「なんのことだ」

「昨夜の……キツと話し合えなかったことだよ……」

「別に。お前が言うべき時じゃないと判はん断だんしたのなら、あたしが口を出すことじゃない」

「……」

「ただ、お前がどうにかしない限り、ヨシノの足は動かないけどな」

「──っ……わかってるよ……」

　本当にわかっているのか？　真さね道みちは自じ問もんした。わかっているのなら、昨夜のうちに言えたはずだ。だが、できなかった。吉よし乃のとの関係にもヒビが入ってしまった。

　よほど暗い顔をしていたのか。見かねたオウカが一つの提てい案あんをする。

「しょーがねーな。シンドー、お前は独ひとり寂しく登とう校こうしろ。あたしがヨシノと一いつ緒しよに行ってやる。迎えもあたしがやる。別に構わないだろ」

「え、でも……」

「要するにヨシノのボディガードをすればいいんだろ。ラクショーだよ」

　真道は迷った。いつもなら「自分が行く！」と言えるはずだった。だが、今の状態で吉乃と一緒に登校することが果たして最さい善ぜんなのだろうか。

「……わかった。……オウカに、頼むよ……」

「へいへい。りょーかい」

　そう言うとオウカはリビングから退たい室しつし、吉乃の待つ玄げん関かんへと向かった。真道もそれに続く。

「あれ、オウカお姉ねえちゃんもお出かけ？」

　下げ足そく場ばで待たい機きしていた吉乃が首を傾かしげる。オウカがそれに答える。

「ああ、喜べヨシノ。今日きようはあたしが一緒に行ってやるぞ」

「あ、そ、そうなんだ……」

「そうだ。喜べ、笑え」

「わ、わはー」

　真道は吉乃の様よう子すを窺うかがった。吉乃と目が合う。かすかな笑えみを浮かべていた。その笑みにどんな意味が込められているのか、己おのれに課した義ぎ務むまで放ほう棄きした兄の姿すがたを見て、吉乃は何を思うのか。予よ測そくするのが怖こわい。想そう像ぞうするのが怖い。

「……じゃあ、行こうぜヨシノ」

　オウカが三さん角かく帽ぼう子しをかぶり、吉乃を促うながした。

「あ、うん。……お兄にいちゃんは？」

「……先に行ってくれ。──いってらっしゃい、キツ……」

「……うん。いってきます……お兄ちゃん……」

　兄妹はぎこちなくおでかけの挨あい拶さつを交わした。

　オウカが吉よし乃のの手を取り、玄げん関かんドアを開ける。きちんと吉乃のペースに合わせ、見事にエスコートしてみせる。杖つえを振り回して暴あばれている姿すがたからは想そう像ぞうもつかない繊せん細さいさだ。その姿を見て真さね道みちは少し、悔くやしくなった。

　玄関ドアが閉じる。耳に痛いほどの静せい寂じやくが訪れる。

　かつてこれほど寂しい気持ちになったことはない。隣となりに吉乃がいない。

　今日きようは一人。……独ひとりなんだ。




　　　　　＊　＊　＊




　昼休みのチャイムが鳴った。

　真道は机に突つっ伏ぷしたまま、山のような不ふ動どうを決め込んでいた。寝ているわけではない。兄としての不ふ甲斐がいなさを呪のろい、懊おう悩のうとしているだけだ。

　いいかげん起き上がろうと腹に力を込めるが、犬いぬのような唸うなり声しか出なかった。

「おいシン。なに野や犬けんみたいな唸り声出してんだ。昼メシの時間だぞ」

　真道のことをシンと呼ぶ、赤いバンダナを目ま深ぶかに巻いた男。名を早さ蕨わらび大だい斗とという。

　真道とは対たい照しよう的てきな荒い性格の持ち主で、身長も頭一つ分ぶん高く、体格もイイ。実じつ家かは鍛たん刀とう場じようを営んでいる。見た目も相まっていかにもといった感じだ。

　一見つながりなどなさそうに見えるが、二人は小学生の頃ころからの友人だった。

「……大斗。先に食べてていいよ。僕あんまりお腹なかすいてない。……お弁べん当とう作るの忘れたし」

「めずらしいこともあるもんだな、お前が弁当忘わすれるなんて。キッちゃんとケンカでもしたか」

　図ず星ぼしを突かれ、真道はビクッと痙けい攣れんした。

「……おいおい、マジかよ。早く謝あやまっとけ。原因はなんなんだ？」

　大斗は近くにあった椅い子すを引いてきた。パンは後あと回まわしにし、話を聞く態たい勢せいを作った。

　大斗は新しん堂どう家けの家か庭てい事じ情じようは知っている。兄妹に何かあれば気を配り、よく助けた。真道が穏おだやかな学校生活を送ってこられたのも、このいかつい友人に依よるところが大きい。それは大斗が暴ぼう力りよくで解決してきたという意味ではない。

　新堂真道を傷つければ、早蕨大斗が報ほう復ふくに来る。周囲の人間が勝かつ手てにそうウワサし、それが抑よく止し力りよくとなっただけの話だ。実際、真道の身に何かが起きれば、大斗はそのウワサ通りに行動するつもりだった。

「ケンカの原因は僕……。……といっても、今朝けさはちょっと会話もした。でも、どこかよそよそしくて、どう謝ったらいいかわからなくて……」

「そうだな……。わからないならなおさら、お前がどうにかしないとな。兄あに貴きなんだし」

「……大斗も同じようなことを言うんだね……」

「ん？　どういう意味だ？」

「なんでもないよ。……う～う～」

　謝あやまれなかった時のことを想そう像ぞうした真さね道みちは気分が悪くなり、唸うなった。

「二人ともどうしたの？　……新しん堂どうくんがケダモノみたいになってるけど……」

　前の席から鈴すずの鳴るような声。クラス委員長の有あり里さと由ゆ梨りが、心配そうに声をかけた。

　真道はギギギと首を前に向けた。

　スッキリとした眉まゆ。アンダーリムのメガネ。その奥に光る、意い志しの強さを感じさせるぱっちりとした活動的な目は、彼女自じ身しんの性格の表れだった。腰まで伸ばされた濡ぬれ羽ば色いろの長い髪かみは清せい楚そなお嬢じよう様さまといったイメージだが、実際は見た目より気が強く、バイタリティに溢あふれている。

　由梨が二人に声をかけたのは委員長としての責せき務むからではない。彼女も小学生の頃ころからの友人なのだ。もちろん、新しん堂どう家けの事情も知っている。

　由梨にも相談してみようか。真道がそう思っていると、大だい斗とが対たい応おうしてくれた。

「有里。コイツは元々ケダモノだぞ」

「そうなの？　新堂くんって、ケダモノ属ぞく性せいなの？」

「……はは、そうだね。ケダモノ通り越していまは闇やみ属性だよ……」

「なんか、キッちゃんとケンカしたらしくてさ」

「吉よし乃のちゃんとケンカ？　……まさか、実の妹相あい手てにリアルケダモノになったんじゃ……」

「そんなことしないよ。……僕はケダモノ以下、闇にも嫌きらわれるほど真まっ黒くろなんだから……」

「仲直りしたくても、どう謝ったらいいかわかんねえってさ」

「謝る前に、まず責任をちゃんととれるかどうかが問題じゃない？」

「黒い絵の具がすべてを塗りつぶしてしまうように、僕も闇ニトケテシマエバイイノニ……」

「おい有里、やめようぜ！　シンの闇がどんどん深くなってきたぞ！」

「ご、ごめんなさい新堂くん。私たちも協力するから帰ってきて！」

　黒いオーラに飲み込まれそうになっていた真道を必ひつ死しに励はげます大斗と由梨。真道を正常な状態に戻すのに、友人二人はしばし悪あく戦せん苦く闘とうした。

「……ごめん二人とも。もう少しでアッチ側に精神をもっていかれるところだったよ」

「気にすんなシン。これぐらいなんともねえよ。アッチがどっちなのかわかんねえけど」

「新堂くんが困っているのに黙だまって見み過すごせないわ。アッチがなんなのかわからないけど」

　アッチもコッチもわかっていないようだったので、真道は例えを出す。

「昔むかし大斗と殴なぐり合いのケンカして、それから仲良くなった事件あっただろ。あれがいわゆるコッチ側。さわやかで清せい涼りよう感かんあふれるヤツ」

「ああ、アレな。教室でとっくみ合いして先生に怒られたっけ。ていうか有里の前でその話はちょっと……」

「そうよねぇ。二人がケンカした原因って、早さ蕨わらびくんが地じ味みで暗い私のこといじめてて、見かねた新しん堂どうくんが助けに入ってくれたからなのよね。早蕨くんにはよく泣かされたわ。『本ばっか読んで暗いヤツだな！』ってね」

「そ、それは……だな」

「いいのよ早蕨くん。小さい頃ころの話じゃない。気にしてなんかいないわ。本ばかり読んでいた地味で暗い私が悪いんですもの」

　じわりと滲にじむような口く調ちようで大だい斗とをなじる由ゆ梨り。口くちの端はしを持ち上げて楽しんでいる様よう子すをみるに、多分演えん技ぎでそうしているのだ。おそらく演技だ。演技に決まっている。

　由梨から不ふ穏おんな空気を感じ取った真さね道みちは、話を進めることにした。

「そ、それでそのあと！　理科の授業中にアルコールランプが出てきて──」

「あ、ああ！　シンが給きゆう食しよくに出てきた果物くだものの汁しるであぶり出しをして……っておい、だんだん思い出してきたぞ。確かそんとき書いた文字って『先生、浮うわ気き中ちゆう』だったよな？」

「そうそう。ウソだったのに大斗がそれ見て『マジかよ!?　スクープじゃん！』って騒ぎ出して、先生にそれ見られてまた怒られて、一日に何回叱しかられてんだよって思ったら、笑えてきて──」

「それで二人が仲良くなったあと、早蕨くんが私に謝あやまりにきてくれたのよね」

　由梨の言葉に男二人ふたりはそうそう、と首を縦たてに振る。

　思い出話ばなしをしているうちに記き憶おくが蘇よみがえってきたのか、由梨はこう続けた。

「ちなみに、先生が浮気してたのは本当らしいわよ。子供にまでバレてるのかって慌あわてた結果奥さんにもバレて、結局離り婚こん。愛あい人じんにも見み捨すてられたらしいわよ」

　真道と大斗は顔を見合わせた。

「「マジかよ。スクープじゃん」」

「スキャンダルよ。新堂くんのウソが真まことになった瞬しゆん間かんね」

　大斗は腕を組みう～ん、と喉のどを鳴らした。

「あのときの先生、急に転てん勤きんしたから変だと思ってたけど、そういう裏があったのか」

「それって……危ういバランスで成り立ってた関係を、僕が崩くずしたってことなのかな……」

　真道は愕がく然ぜんとしていたが、由梨がフォローするように付け足した。

「新堂くんが何もしなくても、いずれバレてたわよ。ギリギリの関係なんて崩れて当然。先生がアッチ側に行ったのは自じ業ごう自じ得とくよ」

「……厳きびしいね、有あり里さとさん」

「私、下か半はん身しんがだらしない人、嫌きらいなの」

　そう言って由梨は鼻を鳴らした。その後、自分の弁べん当とう箱ばこを真道の机の上に広げて、食べ始めた。クラスの目があるけど大だい丈じよう夫ぶかな、と真道は危き惧ぐしたが、彼女にとっては男おとこ友達に混じって昼食を囲むことなどなんともないらしい。もちろん真道と大斗が幼おさな馴な染じみだからだろうが。

　それにしても、と真さね道みちは先ほどの由ゆ梨りの言葉を頭の中で反はん芻すうする。

『ギリギリの関係なんて崩くずれて当然』。どこか退たい廃はい的で、心に残るフレーズだった。

　まるで、僕とキツの関係を暗あん示じしているみたいだ。

　真道は思う。このまま何もせず嵐あらしが過ぎるのを待ち、その後なにげなく吉よし乃のと暮らすという選択。できないこともないがそうした場合、その末まつ路ろはどうなるものか。

　奥さんと愛あい人じん。首の皮かわ一枚でつながっていた関係をもっていた小学校の先生はどうなったか。真道は自分と吉乃をその例に照らし合わせ、その末路を想そう像ぞうし、絶望的な気分になった。

　それだけは嫌いやだ。

　キツとはずっと、仲の良い兄妹でいたい。

　真道は奮ふん起きし、携けい帯たい電話を取り出した。画面に呼び出した宛あて名なは当然、吉乃だ。

「キツにメール打ってみる」

　カコカコと文字を打つ。大だい斗とと由梨の安あん堵どのため息が聞こえた。

「そうか。でもよ、メールより電話の方がいいんじゃないか？」

　大斗が至し極ごく当然のことを言う。真道は答えた。

「給きゆう食しよくの時間は緊きん急きゆうの電話以い外がい先生が取らせてくれないらしい。電話したいのは山々だけど個人的な用よう件けんだから……。断じてキツに電話するのを怖こわがっているわけじゃないからね」

「お、おう……そうか」

「とりあえずメールを飛ばして今日きよう中じゆうに話し合いの機き会かいを…………あ、場所はどうしよう。家は土ど壇たん場ばで逃げちゃいそうだからダメだ。じゃあ外か……なんて言って連れ出そう……？」

　由梨が肩をすくめた。

「『今日の放ほう課か後ご、買い物でもどうですか？』で十分よ。それで吉乃ちゃんも本当の用件がなんなのか予想できるだろうし」

「じゃ、じゃあそれで…………。送信、と」

　メールが飛んでいくアニメーションを見み届とどけ、『送信されました』の文字を確かく認にんした。これで吉乃がどういう反応を示すのか。真道は気が気ではなかった。

　やきもきする時間もそこそこに、返事はすぐにきた。恐おそる恐るメールを確認する。

『わかりました。ちょうどオウカお姉ねえちゃん用の着き替がえとか日にち用よう品ひんを買わなきゃと思っていたのでちょうどよかったです。駅前のデパートでどうでしょう？　お財さい布ふは私が持って行きます。オウカお姉ちゃんも一いつ緒しよに連れて行きます』

　真道はほっと息をついた。これできっかけは摑つかめた。

　オウカも一緒という箇か所しよが若じやつ干かんひっかかるが、そこでごねると和わ平へい会談そのものが成立しないかもしれない。ここは我が慢まんだ。

　メールにはまだ続きがある。真道はボタンを操そう作さし、文章を読み進めた。

『──そうそう、学校でオウカお姉ねえちゃんは大だい人にん気きです。見み本ほんの給きゆう食しよくを物もの欲ほしそうに見ていたオウカお姉ちゃんを担たん任にんの先生が見つけて、「可愛かわいいからＯＫ」と言って教室に招いて、いま一いつ緒しよの教室で食べてます。でもオウカお姉ちゃんにはちょっと少ないみたい』

　真さね道みちはカクテルシェイカーの中に入れられて、もみくちゃにされたような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　なぜあのアホ魔ま女じよは小学生に囲まれながら給食をパクついているのだろう。しかも大人気だって？　人が落ち込んでるっていうのに、いいご身み分ぶんじゃないか。グレるぞ。

　だが、首しゆ尾びよく買い物の約束を取り付けることができた。ひとまずは良しとしよう。

「駅前のデパートで買い物か。……ん？　この『オウカお姉ちゃん』って誰だれのことだ？」

　デリカシーの欠片かけらもない男が、真道の携けい帯たいメールをのぞき見ていた。

「うわ！　なんだよ大だい斗とやめろよ！　バンダナ引きちぎるぞ！」

「全ぜん力りよくで阻そ止しさせてもらう。で、オウカお姉ちゃんって誰だ？」

　どう説明したらよいものか。真道は困こん惑わくした。

　異い世せ界かいから来た魔女で、過去に自分が書き溜ためていた妄もう想そう魔ま術じゆつを使う、人ひと並なみはずれた技術と美び貌ぼうをもつ女の子。

　ありのままに伝えればこうなるが、そんな風ふうに説明したら最後、友人二人はその旨むねを病院に伝えてしまうだろう。真道は入院などしたくなかった。

「……し、親しん戚せきの女の子だよ……。……本名はオウカ・ローザっていって……外国の子で、昨日きのうから居い候そうろうしてるんだ……」

　苦しいとは思ったが、こう言うしか道はない。それ以外はデッドエンドまっしぐらだ。

「外国人じんの女の子か。その子っていくつくらいだ？」

　大斗にそう言われて真道は初めて気づいた。そういえば、オウカの年ねん齢れいを聞いたことがない。

　オウカは真道より背が低い。スタイルはいいが体型はスマートだし、年とし上うえではなさそうだ。13か14が妥だ当とうなところだろうか。

「14……かな」

「マジかよ。家が明るくなっていいかもしれないが、お前はそれどころじゃないかもな。……で、可愛かわいいのか？」

「な、なんだよそれ。どうでもいいだろ」

「最さい重じゆう要よう項こう目もくだろ、常じよう識しき的に考えて。隠かくそうとしてるとこみると可愛いんだな？　そうなんだな？　キッちゃんと一緒にデパート来るってんなら、付いていけば見られそうだな」

「うるさいバンダナだな。なんでそんなに気になるんだよ」

「静かなバンダナなどいない。いいじゃん、ちょっとだけでいいからよ」

　真道は懸けん命めいに大斗をいなそうと試みた。諦あきらめそうにないのでバンダナを引っ張ってやった。取っ組み合いになり、二人は騒ぎ始めた。

　バン！

　という音で真さね道みちと大だい斗とは我に返った。音のした方を見やると、無む表ひよう情じようの由ゆ梨りがいた。手て元もとには弁べん当とう箱ばこ。どうやら彼女がフタを乱らん暴ぼうに閉めた音だったようだ。

「何をしているの新しん堂どうくん。早く吉よし乃のちゃんに、私たちも連れて行くって伝えなさい」

　由梨の底そこ冷びえするような声。メガネの奥に秘ひめられた氷のような瞳ひとみ。真道は背中につららをぶち込まれたかのような感覚に陥おちいり、体の芯しんから凍いてついた。

「早く」

　くい、とメガネの縁ふちを持ち上げる由梨。レンズから破は壊かい光こう線せんでも出しそうだった。

「は、はい……」

　真道は撃げき沈ちんした。慌あわててメールを打つが、恐きよう怖ふで指がもたついた。低い声で脅おどされた弊へい害がいであろうか、メールを打っている間、由梨からずっとプレッシャーを感じていた。

　あくせくしながらメールを打ち終える。その頃ころにはもう昼休みが終わりかけていた。

「安心なさい新堂くん。駅前のデパートで買い物するなら、吉乃ちゃんとの仲なか直なおりに使える場所を案内できるわ。話をしている間、そのオウカさんて人の相手は私たちがする。連れて行った方がお得とくでしょ？」

「さようでございますか……」

　人のことを脅しておいて得もくそもない。真道はそう思ったが、口には出さなかった。

「諦あきらめろシン。可愛かわいい居い候そうろうを隠かくそうとしたお前が悪い」

　大斗の言葉を受け、真道は歯ぎしりした。誰だれかさんがメールを盗ぬすみ見なければこんな事じ態たいにはならなかったのに。由梨も由梨だ。なんであんなに怒っているのか理解に苦しむ。

　どちらにせよ、もう吉乃にメールを送ってしまった。色んな意味で逃げ場はなくなった。

　あとはもう、野となれ山となれだ。




　　　　　＊　＊　＊




　野原はいずれ風ふう化かし砂さ漠ばくになり、山は削けずられ更さら地ちとなるということを真道は知った。

　駅前にあるちょっとした広場を待ち合わせ場所にしたのが運の尽き。小さな人だかりを見つけた時点で逃げ出すべきだったのだ。

「シンドー、こっちだ。早く来い」

　人を集めていた中ちゆう心しん人物。オウカ・ローザが大おお声ごえで真道に呼びかけ、手て招まねきしていた。

　真道は死しに神がみが手招きしているようだな、と思いながら人ごみをかき分け、オウカとその陰に隠れていた吉乃と合流する。

「早くここから離れようぜ。さっきからここ通るやつら、皆あたしの方をジロジロ見てきたり、パシャパシャ光るもん向けてきたり、鬱うつ陶とうしいったらありゃしねえ。腹立ってしょうがない」

「そうだね、早く行こうか。──ところで、キミの足あし元もとに倒れている人たちって……」

「ん？　ああ、コイツラが光るもん向けてきたヤツらだ」

　オウカはそう言って、踏み台にしていた一いつ般ぱん人じんをさらに踏みつける。死し屍し累るい々るいといった様よう子すで、人が絨じゆう毯たんのようになっていた。

「思わずぶっ飛ばしちゃったぜ」

「自じ業ごう自じ得とくだとは思うけど、ちょっとやり過ぎじゃ……」

「いや、心なしか穏おだやかな顔で気き絶ぜつしてるぞ」

「うわ、ホントだ。むしろそれが目的だったんじゃないかってくらい、いい笑顔！」

　オウカが肉の絨毯から降り、人の視線を避けるように帽ぼう子しを指で押さえた。真さね道みちたちが来るまでの間、よほど好こう奇きの視線にさらされたのか、かなりイライラしているようだった。

　その格かつ好こうでは仕方がない。真道はオウカの姿すがたを改めて観察した。

　黒い三さん角かく帽子に薄うす紅べに色いろの髪かみ。黒いマントにワンピース。それだけで人ひと目めを惹ひくには十分過すぎる。さらに顔をのぞき見れば、水みず際ぎわ立つほどの可か憐れんな少女。羨せん望ぼうと憧あこがれの眼差まなざしを向けられるのは運うん命めいともいえる。オウカは自分の容よう姿しに自覚がないのだろうか。

「シンドー。お前の後ろにいる頭に怪け我がしたデカイ男と、乳ちちが腫はれてるメガネ女はなんだ」

　オウカは真道の後ろに控えていた大だい斗とと由ゆ梨りをそう表現した。

「僕の友達だよ。男の方は早さ蕨わらび大斗。頭に巻いてるのは血の滲にじんだ包ほう帯たいとかじゃないから。女の子の方は有あり里さと由梨。彼女の胸は腫れてるわけじゃなくて、これは元々──」

　突然ふくらはぎを蹴けられた。真道はその場でひざをつき、呻うめいた。由梨の仕し業わざか。

「初めましてオウカさん。有里由梨と申もうします。新しん堂どうくんとは幼おさな馴な染じみで、昔から、とても、仲良くさせてもらってます。よろしくね」

「あ、そ」

　オウカは由梨から放たれている不ふ穏おんなオーラをものともせず、大斗を見やった。

「あ～、さっきシンが紹しよう介かいしてくれたけど、早蕨大斗ってもんです。俺おれもシンとは昔からのダチで、キッちゃんとも──お、キッちゃん久しぶり。元気してたか？」

「うん。バリバリだよ大斗くん。由梨お姉ねえちゃんもバリバリ？」

「ええ、バリバリよ」

　途と中ちゆう話が飛んだ大斗は吉乃としゃべり出し、由梨もそれに加わった。

　オウカは腕を組み何かを考えているようだったが、やがてポンっと手を叩たたいた。

「ようするにこいつらアレか。荷物持もちか。──いらないから帰ってもらえ」

「ちょ、にべもない態度やめてくれないかな。二人ともせっかく来てくれたのに」

「あたしは頼んでないがな。……まぁいいや、行こうぜヨシノ」

「……うん、オウカお姉ちゃん」

　オウカは吉乃の手を取ってさっさとデパートの入口に向かってしまった。

　右肩かたに手を置かれた。背後を見ると、由梨がいた。

「すごく可愛かわいい子ね、新しん堂どうくん。女の私でも憧あこがれちゃうくらい」

「すごく可愛いって……ああ、キツのこと？」真さね道みちはとぼけた。

「吉よし乃のちゃんが可愛いのは認めるけど。今はオウカさんのことを言ってるの。あんな子と同どう棲せいできるなんて、幸せそうでなによりだわ新堂くん」

「そ、そんなことないよ有あり里さとさん。同棲っていっても、着き替がえを偶ぐう然ぜん見ちゃったりとか、夜中ベッドに潜もぐり込んできたりとか、そんなこと一切ないんだから！　不幸なことばかりだよ！」

「まぁ、新堂くんったら。ふふふ」

　真道の肩に置かれた由ゆ梨りの手が徐じよ々じよに力を増し、肩かた肉にくに食い込み始めた。

「──そういうのいいから」

　暗あん黒こくパワーを宿した由梨のフィンガーが、真道を苛さいなむ。

「い、イタイイタイ！　削そげる！　肩の肉が削げるよ有里さん！」

　真道は由梨から逃のがれようと身をひねるが、万まん力りきで締しめられているかのような力強さに一歩も動けなかった。ものすごい握あく力りよくだ。

「削げた肩肉は精せい肉にく売り場に並べておいてあげるわ」

「お、落ち着けよ有里。そんなことするために来たわけじゃないだろ」

　由梨の恐ろしい計画と、苦しむ真道を見かねた大だい斗とが助け舟を出す。

「今日きようはシンとキッちゃんの仲を修しゆう復ふくするために集まったんだ。オウカさんがどういう子なのかも気になるけどよ。まずは仲直り優ゆう先せんでいこうぜ」

　由梨はそれもそうねと納なつ得とくし、真道の肩から手を離した。

「で、仲直りする場所って、具体的にはどこだ有里？」

　大斗の質問を受け、由梨はデパートの屋おく上じようを指ゆび差さした。

「屋上に景色けしきのいい庭てい園えんがあるわ。カフェもあるけどそんなにうるさくないし、テラスに出ればちょっとしたものよ。そこでダメだったら別の場所をまた案内するわ。とにかくタイミングを見み計はからって、そこから先は新堂くんしだいね」

　真道は肩をさすりながらデパートを見上げた。今までの人生であまりじっくり見るようなことはなかったが、改めて見るとデパートって意い外がいに窓が少ないなという感想をもった。

　屋上付ふ近きんにのみ窓は設せつ置ちされていた。縦たて５メートル、横３メートルほどの大きさで等とう間かん隔かくにガラスが嵌はめ込まれていた。昼ご飯はんを食べていないせいか、ワッフルのようだなと真道は思った。

「どうしたシン。早く行かないと、キッちゃんたちに置いてかれるぞ」

「あ、ああ。ごめん」

　幼おさな馴な染じみ三人は、オウカたちの後を追った。

　だいぶ先に行かれたかもしれないと真道は焦あせるが、オウカはちゃんと入口フロアで待ってくれていた。おそらく吉乃が引き止めたのだろう。いいブレーキ役だ。

　今日きようの買い物はオウカの身の回りに必要な品を調ちよう達たつするということになっている。ならば吉よし乃のに任せてついていけば大だい丈じよう夫ぶだろう。

「んじゃ、とりあえず腹はらごなしでもするか」

　オウカがいきなりセオリーを崩くずしてきた。吉乃の手を引き、一階にあるフードコートへ一いち目もく散さんだ。真さね道みちたちも慌あわてて後を追った。フードコートに到とう達たつすると、

「アメリカンドッグ10本」

　そこでオウカは大量のアメリカンドッグを注ちゆう文もんした。

　レジにいた男の店員はオウカの容よう姿しを見て、まず惚ほうけたような顔を見せた。そして大量注文をブッ込まれた瞬しゆん間かん、啞あ然ぜんとした表情を浮かべた。調ちよう理りスペースにいた店員たちも一いち様ように「ええ!?」と二度見し、そして腕まくりをした。真道は恥はずかしくなった。

　さらに、吉乃が精せい算さんしている横で、オウカが早さつ速そくケチャップとマスタードをかけて食べ始めた。真道はウインナーよりも赤くなった。レジ横に置いてあったウサギのマスコットを見ながら、他た人にんのフリをした。

　溢あふれんばかりのアメリカンドッグを袋ふくろいっぱい抱えるオウカ。１本、さらに１本と頰ほお張ばり満足そうにしている。それを見て楽しそうに笑顔を浮かべる吉乃。

「オウカお姉ねえちゃん。おいし？」

「ウマい。ヨシノも食うか」

「マスタード苦にが手て」

「弱っちいなヨシノは。ホレ、ケチャップだけのヤツやるよ。あ～ん」

「あ～ん」

　真道は姉妹のような二人の微笑ほほえましい光こう景けいを遠とお巻まきに見つめていた。大だい斗とと由ゆ梨りはしょっぱなのフードインパクトにやられ、声も出ないようだった。初しよ見けんでは当然の反応ではあった。

　その後、オウカはエスカレーターに乗った。向かったのは、なぜかおもちゃ売り場だった。

「おいヨシノ。このローラースケート履はいてみろよ。移動がめっちゃ楽になるぞ」

「危ないから！」

　真道は吉乃の足にスケート靴ぐつを装そう着ちやくしようとするオウカを全力で止めた。

　だが、当の吉乃はローラースケートのパッケージをしばらく見つめた後、

「うん。買う」

　と言って、レジに持っていった。店員は吉乃の松まつ葉ば杖づえを見て何か言おうとしていたが、オウカがその後ろから睨にらみをきかせると黙だまってレジ打ちし、せっせと袋に詰め始めた。

　真道はローラースケートの入った袋を持たされた。理解不ふ能のうだった。こんなものを吉乃に買わせるなんて、オウカは一体どういうつもりなんだ。

　売り場に置いてあったウサギの人形が、シャンシャンとシンバルを叩たたいていた。

「うるさいな、もう！」

　真さね道みちはウサギの首を摑つかんで、ぐいっと反対側がわに向けた。ゴキっという音が鳴ったような気がしたが、多分気きのせいだろう。

「お、落ち着けよシン」

「落ち着いてるさ大だい斗と。ほら、二人を追うよ！」

　オウカが次に立ち寄ったのはスポーツ用よう品ひん売り場だった。

「え～と、アンクルウェイトと、足のサポーターと、ついでにサッカーボール買っとくか」

「サッカーボール何に使うのさ！」

　真道はサッカーボールの収められた四角い箱を、元の場所にダンクした。が、吉よし乃のはすぐにそれを手に取り、

「うん。買う」

　と言って、オウカが選んだ商品すべてをレジに持っていった。店員は怪け我がで故こ障しようした選手を見るような目で吉乃を見ていたが、オウカが首で地面をえぐるかのようなメンチを切ると、店員はガタガタと震え出し、落ち着かない手で商品を袋ふくろに詰めた。

　真道はズシリと重いアンクルウェイトの入った袋を持ったまま悄しよう然ぜんとしていた。

　またか、全部使つかえないものばかりじゃないか。今すぐ返品したい。今ならドライブシュートだって撃うてそうな気がする。

　ウサギの人形がホイッスルを吹いていた。ピーピーとやかましかった。

「流行はやりものなのかお前は！」

　真道はウサギの人形をボールに見立て、店にあったバスケットゴール目め掛がけてスリーポイントシュートを放った。リングを通ったウサギはグシャリ、と地面に落ちた。

「ナイスシュートだけど、お店の物を雑ざつに扱っちゃダメよ新しん堂どうくん」

「ごめん、有あり里さとさん。バスケがしたかったんだ」

　オウカと吉乃はもう次の売り場に移動していた。真道は急いで追いかけた。

　最後は下した着ぎ売り場だった。着いた途と端たん、由梨が男二人の前に立ちはだかった。

「新堂くんと早さ蕨わらびくんはこの先さき禁止ね。もし来たら、頭に下着かぶせてから通つう報ほうするからね」

「言い逃のがれできないようにしてからとか、有里さんさすがです」

　真道と大斗は女子三人から離れ、適当に見つけた広場のベンチに座った。

　特になにをすることもなくしばらくボーっとしていると、大斗がなにげなくつぶやき始めた。

「女の買い物は長いって言うから、結けつ構こうかかりそうだな。…………なぁ、シン」

「ん？　なに」

「有里は下着かぶせてから通報するって言ってたけど……それは売り物のか？　それとも……自分のか……？」

「大斗。少年院いんに入っても、僕らはきっと友達だよ」

「そこ『ずっと』じゃねえんだ？　『きっと』って、完全に見み限かぎる前ぜん兆ちようじゃねえか」

「そんなことないよ、ちゃんと証しよう言げんするし。『いつかやると思ってました』って」

「やっぱり見み捨すてやがったな。それ以前に俺おれをネンショウに入れんなよ。お前が通つう報ほうしたのか」

「キミのためを思えば当然だよ大だい斗と。────あれ？　有あり里さとさんだ」

　下した着ぎ売り場で買い物をしていたはずの由ゆ梨りが、スカートが乱れるのも構わずに息を弾はずませながら走り寄ってきた。何かあったのだろうか。

「どうしたの有里さん。買い物は終わったの？」

　真さね道みちはそう聞きながら由梨の様よう子すを観察した。息を弾ませ、どこか焦あせっているようだった。

「ええ、買い物自体は、すぐに終わったんだけど、その後ご二人を見失って、吉よし乃のちゃんに電話してもメール打っても返ってこないし、探すの手伝ってくれないかしら？」

　それを聞いた真道はいてもたってもいられなくなり、すぐさま走り出した。携けい帯たいで吉乃の番号を鳴らすが、由梨が言った通り反応はなかった。

　真道はオウカと吉乃が消えたという下着売り場を中心に捜そう索さくしたが、影も形も見当たらなかった。見つけたのは、ふくよかな婦ふ人じんにこねくり回されるウサギの人形だけだった。動物型がたのブラジャーなのだろうか。

　下着売り場をうろつく真道を、店員が白い目で見つめていた。構わない。妹の行方ゆくえの方がよほど重要だ。

「キツ……一体どこに……？」

　見つからないようなら館かん内ない放送。いや、警けい察さつに。

　そう考え始めた頃ころ、階かい上じようのエスカレーター付近から、妙みような音と悲ひ鳴めいが聞こえてきた。

　真道は騒ぎのする方を見やった。そこには──。

「キャア────ッ！　ヌメヌメすごーいっ！」

「ハ──っハッハッハァ──っ！　ヌメヌメすごいだろ────う！」

　レヴィンにまたがった吉乃が、ジェットコースターのようなスピードでエスカレーターを下っていた。

「何してんの二人ともぉ!?」

　いつの間に再さい召しよう喚かんされたのか。黒の鎧よろいをまとった騎き士しレヴィンストール・Ｃ・ヴォーグバッハもとい、ボディビルダーレヴィンがオイルの飛沫しぶきを撒まき散らしながらエスカレーターを滑り下り、他の買い物客きやくと売り場をヌメヌメにしていった。

「むふぅん！　スト────ップ！　が、間に合わ────んっ！」

　エスカレーターを下り切った先には商品の棚たながあった。スピードを殺せなかったレヴィンは盛せい大だいに激げき突とつしたあと、光とともにあとかたもなく消え去った。レヴィンの上に乗っていた吉乃は慣かん性せいの法ほう則そくに従って、ミサイルのようにポーンと前ぜん方ぽうに投げ出された。

「キ、キツがぁあああ────!?」




　──重じゆう力りよくに縛しばられし魂たましい──世界の果てへと飛び立て──解放は救いなり──っ！




「そしてどこからか呪じゆ文もん詠えい唱しようがぁぁああああああガガガガガッ！」

　絶ぜつ叫きようしながら痙けい攣れんする真さね道みちの横よこ合あいから、柔やわらかな白い光こう線せんが放たれた。放出された光は宙ちゆうに浮いていた吉よし乃のの体を優しく包み込んだ。

　瞬しゆん間かん、吉乃の体は無む重力空間にたゆたう宇う宙ちゆう飛ひ行こう士しのような緩かん慢まんな速度へと変じた。重力の影えい響きようをまったく受けていないかのようだった。

　吉乃はそのまま音もなく床に着ちやく地ちした。怪け我がをしていないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　真道は光が放たれた方ほう角がくを見た。そこには木の杖つえを持ったオウカが泰たい然ぜんと構えていた。

「何してんのオウカ！」

「見りゃわかんだろ。買い物が済んだからヨシノと遊んでる。お前もレヴィンコースターに乗るか？」

「あんな摩ま擦さつ力りよくゼロのマッスルコースター誰だれが乗るか！　危険な乗り物にキツを乗せるな！」

「確かに乗り物を用意したのはあたしだが、乗ったのはヨシノの意い志しだ。文もん句くを言うならアイツに言え」

「キツは足が不ふ自じ由ゆうなんだ。乗り物に乗せたら危険なことくらい、わかるだろ」

「あたしがついてるんだ。怪我なんかあり得ない」

「そういう問題じゃない。キツを心配する僕の気持ちもわかってくれよ」

「本当にヨシノを心配してるんなら、さっさとやるべきことをしろ」

　もっともなことを指し摘てきされる。だが、正し過ぎる。真道は体が熱くなった。売られた言葉をなんでも買ってしまう危険な状態になる。

「だったら、キツにローラースケートを薦すすめたり、サッカーボールを買わせたりしないでくれよ。余よ計けいなお世せ話わだ」

「最終的にアイツは欲しがっただろ。足が治なおったら使うつもりだったんだよきっと」

「憶おく測そくでそんなこと言うな！　人間はそんな単たん純じゆんにできてない！　魔ま術じゆつで何でも解決できるキミとは──魔ま女じよとは何もかも違うんだよ！」

「──なんだとコノヤロウ」

　プルプルと震えるオウカの手を見て、真道はハッとした。僕はもしかしたら今、ひどいことを口走ったのではないか？

　──何をやっているんだ、僕は。

　昨さく夜や吉乃に想おもいを打ち明けられず散さん々ざんに後こう悔かいした。それだけでは飽あきたらず、助じよ言げんし、背中を押してくれたオウカにまで当たり散らすという体ていたらく。このままでは何もかもが上手うまく行かなくなっていく。

　今の言葉は取り消すべきだ。真さね道みちはオウカに謝しや罪ざいしようとした、が──。

「魔ま術じゆつはお前が思っているほど万ばん能のうじゃないんだよ！　このバカヤローっ！」

「えごぉ──っ!?」

　謝あやまる前にオウカの木の杖つえが脳のう天てんに直ちよく撃げきした。

「あたしに八やつ当あたりしてんじゃねえよこのウジ虫が！　すげームカつく！」

「イタイイタイ！　杖でお尻しりを叩たたかないで！　なんでそこだけピンポイントで叩くの!?」

　あえて四よつん這ばいで耐える真道の頭ず上じようから、聞き慣れた声が降り注そそいだ。

「オウカさん。あんまり俺おれのダチをいじめないでくれるか」

「新しん堂どうくんを犬いぬみたいに扱わないで、何かに目覚めたらどうするの」

　追いついた大だい斗とと由ゆ梨りが真道をかばうようにオウカへ詰め寄った。

　真道の心の中にありがたさと惨みじめさが去きよ来らいする。

　やめてくれ、二人とも。今かばわれるのは、辛つらい。

「……お前ら、こいつの幼おさな馴な染じみだったっけ。なら、事故のことも知ってるよな」

　オウカは大斗と由梨にずけずけとそう聞いた。二人は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「……知ってるよ。だから俺はコイツとキッちゃんのために何かしてやりたいと思ってる」

「私もよ。少なくともあなたよりは新堂くんと吉乃ちゃんのこと理解してるつもり」

　オウカは二人の言葉を聞いた後、バカにするようにふん、と鼻を鳴らした。

「ま、お前らは結局他た人にんだからな。何かしてやりたいとか、理解してるだとか、言うだけならタダだ。実際、助けられてないしな」

「た、助けてきたさ。俺達はシンとキッちゃんが日々を穏おだやかに過ごせるように……」

「あまり軽々しく助けるなんて言うなよ。シンドーに遠えん慮りよして、何もできなかった分ぶん際ざいで」

「あ、あ、あなたね……」

　由梨がパクパクと口を開かい閉へいさせる。怒りで何をいうべきか定まっていない様よう子すだった。

「外側をいくら取り繕つくろっても、中なか身みがなけりゃそれは全部ウソだ」

　オウカはそう前置きし、静かにこんこんと説き始めた。

「──太陽の光を浴びても、どれだけ水をやろうと、土が悪けりゃいずれ朽くち果て根っこは腐くさる。土がよけりゃ小こ麦むぎや作さく物もつが芽め生ばえ、家か畜ちくが育ち、それが糧かてになる」

　彼女なりの矜きよう持じを語っているのだろうか。

「欲しいもんを造り上げるためには苦しくても立ち向かう勇気が必要なんだよ」

　大斗と由梨はオウカの説せつ法ぽうに聞き入っているようだった。

「そうすることでようやくできるんだ」

　オウカが袋ふくろからアメリカンドッグを取り出してかぶりついた。

「────このアメリカンドッグがな」

「「今のくだり全部、アメリカンドッグの話だったの!?」」

　大だい斗とと由ゆ梨りがなんじゃそりゃと言わんばかりに叫び、のけぞった。

「〝本当の友情〟とか〝絆きずな〟とか言うと思ってたのに食い物かよ！　俺おれらが食い物にされたわ！」

　大斗がツバを飛ばしながらオウカに抗こう議ぎした。

「あ～うるさい。大おお声ごえ出すと頭からまた出しゆつ血けつするぞデカ男お。包ほう帯たい真まっ赤かだから交換しとけよ」

「俺の頭は別に治ち療りよう中ちゆうじゃねえよ！　てか、血に染そまった包帯巻いて外がい出しゆつなんかするか！」

「早さ蕨わらびくん、もうこんな子ほっときましょ」

　由梨が真さね道みちと大斗の袖そでを引っ張り、オウカから離れようとするが、

「お前こそほっとかれたまま結婚もせずにずっと売れ残れ」

「なんですってぇ!?」

　由梨の怒ど髪はつが天を衝ついた。オウカの暴ぼう言げんは腹に据すえかねたらしい。

　もうシンに近づくな。あなた一体なんなの。大斗と由梨はオウカにそう抗議していた。

　真道はそれをぼんやりと聞いていた。気き遣づかってくれる友人の言葉は優しく、心地ここち良よいもの。今までは確かにそう感じていた。

　だが今は違っていた。オウカの無む茶ちや苦く茶ちやな言葉の方が印いん象しよう的で、離しがたかった。なぜこんなに響ひびいてしまうのか。胸に刺さるのはなぜなのか。

　真道は顔を上げ、吉よし乃のを見た。少し離れた場所で、年とし上うえたちの言い争いをどう止めようか考えあぐねているようだった。

　そういえば、今日きようここに来てから、吉乃と一ひと言ことも会話をしていない。こんな簡かん単たんなことに気を遣やれないほどに自分の内面は腐くさっていたのか。語っていた例えはともかく、オウカの言うことは的まとを射いていたのかもしれない。

　苦しくても立ち向かう勇気。それは真道に最も欠けていた要素だった。そして、欠けたままではいられない心の部ぶ品ひんだった。

「大斗。有あり里さとさん。ありがとう、もう大だい丈じよう夫ぶ」

　オウカを糾きゆう弾だんする二人に感謝の意を示し、これ以上の争いは無む用ようとばかりに手で制す。

　そうしたあと、真道は吉乃の下へ歩み寄り、その小さな手を握った。

「キツ、屋おく上じように庭てい園えんがあるみたいなんだ。ちょっと散歩でもしないか」

「……うん。散歩好すき」

　吉乃の声を久しぶりに聞いたような気がした。静かで、温かだった。

　お互い無む言ごんでエスカレーターへ乗る。幸い昇のぼりのエスカレーターはヌメヌメしていなかった。




　　　　　＊　＊　＊




　屋上フロアは吹き抜けのラウンジになっている。休きゆう憩けい用ようの丸テーブルや木のベンチが設置されており、そこにくっつくような形でカフェやファーストフード店が名を連つらねていた。

　小さな子供を連つれた母親や、放課後ごにだべる学生たち。テーブルに何も載のせていない客もいる。察するに、店の利用者しやでなくとも座ることができるようだった。

　テラスへ出ると、なるほど確かに立りつ派ぱな庭てい園えんが屋おく上じようスペースを彩いろどっていた。敷しき石いしがしてある箇か所しよ以外は緑みどり、緑、緑。そして花か壇だんには色とりどりの花。

　真さね道みちは吉よし乃のと一いつ緒しよに庭園内ないをぐるりと回ることにした。一周する間に話のきっかけを摑つかむ。いや、作ってみせる。そう考えながら、吉乃の手を引き半はん周しゆうほどする。

「キレイだな。キツ」

「うん、そうだね。お兄にいちゃん」

　整った植え込みや花壇はとても綺き麗れいだった。が、真道は未いまだ会話の糸いと口ぐちすら摑むことができていなかった。許しがたいほどに愚ぐ鈍どんだった。

　このままではただいたずらに時とカロリーを消しよう費ひしているだけじゃないか。僕は何をしにここまで来たんだ。ダイエットか？

　真道がそんなふうに自分を卑ひ下げしていると、やがて吉乃の方から声がかかった。

「お兄ちゃん。私ね、決めた事があるの」

　吉乃が花壇に目を向けたままそう言った。そして次の言葉を発する前に、つないでいた手を離し、姿し勢せいを正した。一度深しん呼吸をし、真道の正面に立った。

「私、足が動かなくなってからずっと、歩ける人を羨うらやましく思ってた。また歩けるようになりたかった。けど、お兄ちゃんは事故のことをすごく気にしているみたいだったから……」

「……キツ……」

「私、心のどこかで遠えん慮りよしてたの。──けど、今日きようここで誓ちかう」

　吉乃は右足を支えていた松まつ葉ば杖づえを地面から浮かせた。左足に全ぜん体重をかけ、片足でその場に立ってみせた。その顔には笑えみが浮かんでいた。

「いつか、こうして杖が要いらなくなるように頑がん張ばる。だから、待っててね。──お兄ちゃん」

　吉乃の告こく白はくは確かな目もく標ひようを掲かかげた上での、決けつ意い表ひよう明めいだった。

　兄の本ほん音ねと悲ひ壮そうな苦しみを介かいし、その重責から解放するにはどうしたらいいか必ひつ死しで考えた末、一歩踏ふみ出す決心をしたのだ。

「……キツ。……ごめんな、本当は僕が先に言わなきゃならなかったのに……」

　吉乃だけに決意を語らせるわけにはいかない。

　兄としての意い地じだけではない。新しん堂どう真道が新堂吉乃をどう大切に想おもっているか。どう想ってきたのか。それを今この場で伝えたかった。

　真道は一度深呼吸し、吉乃と向き合った。

　すぐそばで、とさり、と何かが落ちるような音がした。

　花壇に何かがあることに気づいた。ボロボロのウサギの人形だ。なぜこんなところにあるのだろう。行く先々で見かけたウサギになんとなく似ているような気がする。偶ぐう然ぜんだろうか。

　人形がピクリと動いた。真さね道みちは最初、目の錯さつ覚かくかと思った。違うと確信したのは、人形が二本の足で立つ瞬しゆん間かんを目もく撃げきしてからだった。

「コイツ……生きてるのか!?」

　ウサギが四し肢しを広げ、飛びかかってくる。意味不ふ明めいな展開に、真道は反応が遅れる。ウサギの爪つめが、牙きばが、迫る。

　ウサギが突とつ如じよ、進しん路ろを変えた。横よこ合あいから急きゆう襲しゆうしてきた杖つえの一いち撃げきを紙かみ一ひと重えでかわしたのだ。ウサギは宙ちゆう返がえりを披ひ露ろうし、見事に着ちやく地ちしてみせた。とても本ほん能のうのみで動いているとは思えない。このウサギには理り性せいが備わっている。

　真道は自分たちをかばうように飛び出してきた、魔ま女じよの名を呼ぶ。

「──オウカ……っ！」

「おう、ちょっと離れてろ。危ないぞ」

　駆かけつけたオウカはマントをはためかせながらそれだけ言い、正しよう体たい不ふ明めいのウサギと対たい峙じした。杖を構え、今にも飛びかかっていきそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。ウサギが普通ではないことは真道にもわかるが、オウカは最初からそれを知っていたかのようだった。

　ウサギが口を開け、刃は物もののような前まえ歯ばをのぞかせた。

「……いきなり殴なぐりかかってくるなんて、野や蛮ばんも極きわまりましたわね──ローザ」

「しゃ、しゃべった!?」

　真道は驚きよう愕がくした。しゃべるウサギなんて現実の世界では有り得ない存在だ。不ふ思し議ぎの国にでも迷い込んでしまったのか。

「オ、オウカ……コイツは……なに？　……知り合い？」

　真道は緊きん張ちようする腕で吉よし乃のを抱いたまま言った。オウカの名前を呼んだということは知り合いなのは間違いない。となると、このウサギも異い世界の住人なのだろうか。

「まぁな、コイツはメアリー・ゴールド。お察しの通り、魔女だ。高たか飛び車しやで、家が金持ちのいけ好かないヤツ。あと、ウサギになったりもできる。メルヘンだろ？」

「……今日きよう色んな所でウサギを見たけど、まさか……」

「コイツだよ。バレバレだったけどな。──ぷっ、なんでコイツこんなボロボロになってんの？　おもろ～」

　半はん分ぶん以上僕ぼくの仕し業わざです、とは言えなかった。

　ケラケラと笑うオウカに対し、メアリーは妙みように落ち着いた様よう子すで佇たたずんでいた。

「シンドウサネミチと一いつ緒しよに何をしているかと思えば、食べては遊び、遊んでは食べ。任にん務むを放り出して観光とは、いいご身分ですわね。このおバカさん」

　名前を呼ばれて思わずドキリとするが、メアリーの口から気になるワードが飛び出した。

　初しよ日にちからのごたごたで真道は忘れかけていたが、オウカはノートの持ち主ぬしである自分になにかしらの協力を求めてこの世界にやってきた。だが、任にん務むとは一体なんなのか。敵とはどこの誰だれを指しているのか。オウカはその辺りの事情を一いつ切さい話してくれていない。

　メアリー・ゴールドと名乗るこの白ウサギは、どこまで知っているのだろう。

「任務を果たす気がないのなら、ノートを渡しなさい。わたくしが有効に使ってあげますわ。拒否するならば、シンドウサネミチを……いえ、まずはそこにいる足手まといの少女を殺す」

「……っ！　お前──っ！」

　慈じ悲ひの欠片かけらもないメアリーの言葉に、真さね道みちは目の前が真まっ赤かになった。吉よし乃のに危き害がいを加えると宣せん告こくされては、兄として黙だまってはいられない。

「僕はどうなってもいいけど、キツに手を出すなんて許さ──」

　メアリーが四し肢しを強こわ張ばらせた。見る見るうちにメアリーの体が大きくなっていく。巨きよ大だいな影は最終的に、２メートル以上もの大きさになった。強そう。

「ゆ、許さ……ない？」

　見み下おろれた真道は蛇へびに睨にらまれたカエルのように縮こまった。巨大化するなんてズル過ぎる。オウカを始め、魔ま女じよというのはおっかない存在ばかりだ。

　真道の視線をさえぎるように、杖つえがかざされた。

「おいウサギ。お前がどこで何しようと勝かつ手てだが、コイツに手を出すってんなら、あたしが相手になる。ノートも渡さねぇ」

「構いませんわよ。あなたを倒した方が手っ取り早そうですもの。──ノートをこの手に収め、ノイズを倒し、魔女の国を救うのはこのわたくし、メアリー・ゴールドをおいて他にはいませんわ！　あなたの出で番ばんはなくてよローザ！　オーッホッホッホッホ！」

「……あたしを倒すだって？　──上じよう等とうだ。刻んでシチューの具にしてやるから覚かく悟ごしやがれ」

　お互いを挑ちよう発はつしあう、二人の魔女。聞きなれない単たん語ごが飛び交っていた。

　──魔女の国を救う？　ノイズ？　どういうことだ。そこにノートがどう関係するんだ。

「シンドー、向こうにオトモダチがいるはずだ。とっとと逃げろ。邪じや魔まだ」

　オウカが油ゆ断だんなくメアリーを見み据すえながら、テラスの出入口を指ゆび差さした。

「え、あ、うん、わかった……っ！」

　真道は思し考こうを中断した。今は吉乃を逃がすことが先だ。考え事はあとだ。

　真道は落ちていた松まつ葉ば杖づえを拾ってから吉乃をお姫ひめ様さまだっこし、出口に向かって走り出した。もし戦いになったら、人間の自分にはどうにもできない。それに、巻き添ぞえを食うのはごめんだ。

　真道は一いち目もく散さんに駆かけた。何かが頭ず上じようを跳び越えた。テラスの出入口に白い軌き跡せきが舞う。真道は見た。回り込んできたメアリーが刃は物もののような鋭い爪つめを閃ひらめかせ、唯ゆい一いつの逃げ道を塞ふさいでいく姿すがたを。

　乱らん雑ざつにカットされた出入口のガラスとコンクリート壁が、積つみ木きが崩くずれ落ちていくようにガラガラと崩ほう落らくし、耳を塞ふさぎたくなるような破は砕さい音おんが屋おく上じよう庭てい園えんに響ひびき渡り、空を震わせた。

　崩ほう壊かいしたコンクリートが粉ふん塵じんを巻き上げる。真さね道みちはその中で剣けん戟げきのような、ぶつかり反発し合う激しい音を聞いた。

　オウカが舞い上がる埃ほこりの中から飛び出した。メアリーがそれを追いかける。

　メアリーの鎌かまのような爪つめがオウカに迫る。オウカは木の杖つえで防ごうとするが、三み日か月づきを連れん想そうさせる湾わん曲きよくした部分まではカバーし切れず、肩かた口ぐちを刺されてしまう。

　続けてメアリーが、遊ばせていたもう片方の爪を振り下ろそうとする。オウカは舌した打うちしながらスカートがめくれあがるのもかまわず、オーバーヘッドキックの要よう領りようでメアリーの白い腹を蹴けり上げた。

　腹ふく部ぶを打たれたメアリーは呻うめきながらも、花か壇だんに着ちやく地ちしてみせた。だが、体たい勢せいが悪い。

「──数多あまたなる象しよう徴ちよう、赤き輝かがやきに砕くだけ散るべし──」

　オウカがそれを見み逃のがすはずがなかった。目くらましのつもりだろうか、詠えい唱しようしながら三さん角かく帽ぼう子しをフリスビーのように投げつけ、メアリーの視し界かいを遮さえぎる。難なんなく払われるが、効果は十分。

「──《武器破壊の赤光ソード・ブレイカー》──っ！」

　オウカは空中で呪じゆ文もんを完成させ、左手に宿った赤い光を右手の杖の先せん端たんになでつけた。赤しやつ光こうは水すい晶しようを赤く染そめ上げ、力を宿した。

　オウカが特とく殊しゆな力が付ふ与よされた杖を打ち下ろした。回かい避ひは困こん難なんと判はん断だんしたメアリーは両前まえ足あしの爪を交こう差ささせ防ぼう御ぎよする。オウカの杖がかぎ爪に触れる。

　次の瞬しゆん間かん、メアリーは目を見み開ひらいた。

　防げると目もく算さんしていたメアリーの爪は、まるで飴あめ細ざい工くのようにぱきんと砕け散った。

　防御を突とつ破ぱしたオウカの得え物ものが、メアリーの眉み間けんを打擲ちようちやくした。

「────ウグゥッ──っ!?」

　オウカの一いち撃げきをもろに食らい、メアリーは花壇の土に沈んだ。衝しよう撃げきで巻き上がった土くれがボトボトと庭園の敷しき石いしの上に落ちた。

　真道は驚きよう愕がくした。メアリーの姿すがたが徐じよ々じよに縮んでいき、人間の姿すがたへと変じていったのだ。

　目にも鮮あざやかな金きん髪ぱつ。高こう貴きさが窺うかがえる顔立ち。白い服。これがメアリー・ゴールドの真の姿なのだろうか。

　メアリーが動かなくなったのを確かく認にんしたオウカは右手を天てん高たかくかかげた。メアリーに払われ空中を漂ただよっていた三角帽子が、その手にふわりとおさまった。オウカは帽子をかぶり薄うす紅べに色いろの髪かみをさらりとなでつけた。

　真道はその場から逃げるのも忘れ、魔ま女じよの戦いに魅み入いっていた。

「お兄にいちゃん……」

「あ、ああ、そうだな。出口を探さないとな……」

　真道は我に返り、抱えていた吉よし乃のを下ろした。当面の危き機きは去ったようだが、状況はよろしくない。コンクリートの隙すき間まから脱だつ出しゆつできないか見回っていると、

「シン！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　廃はい材ざいのわずかな隙すき間まから、大だい斗とが顔をのぞかせた。

「大斗！　こっちは大丈夫。でもガレキが邪じや魔まで出られないんだ！」

「いま有あり里さとが連れん絡らくに行った！　助けが来るまでそこにいてくれよ！」

　わかった、と答えてから、真さね道みちはすぐにでも助かる方法を思いついた。

　オウカだ。彼女は壊こわれた建物を元もと通どおりに修しゆう復ふくする《復元再構成レストレーシヨン》の魔ま術じゆつを使える。それでこの状況を打だ開かいできる。呪じゆ文もん詠えい唱しようをされるのは胃い腸ちようがねじ切れるそうになるくらいストレスが溜たまるので嫌いやだが、一晩寝ねればきっと胃腸は《復元再構成レストレーシヨン》する。ここは我が慢まんだ。

　そこへちょうどオウカがやってくる。真道は手を振った。

「オウカ、お願いがあるんだ！」

「わーってるよ。そこのガレキをどけりゃいいんだろ」

　オウカは杖つえをコンクリート片へんに向けた。意を汲くんでくれたようだ──一応、念を押す。

「言っとくけどオウカ。直す魔術でいいんだからね。僕の部屋を吹き飛ばした魔術じゃないからね。わかってる？」

「はいはい。《大火炎弾アトミック・バズーカ》じゃないほうね────────チッ」

「舌した打うちすんな！　あんなもん直ちよく撃げきしたら破は片へんがとんで──」

　真道はオウカの背後に猛もう然ぜんと迫る、白い影を見た。

「オウカ！　後ろ！」

　オウカが即そく座ざに反応した。復ふつ活かつし、再度巨きよ大だいなウサギに変へん身しんしたメアリーの牙きば攻こう撃げきを、杖で防いでみせた。恐ろしいほどの超ちよう反応。だが、真に恐ろしいのはどちらだろうか。

「──許しませんわよローザ……このわたくしに……ドロを塗るなんて……よくもォ！」

　メアリーの声に背せ筋すじがゾッとした。短く明めい瞭りような殺さつ意いの言こと霊だま。本ほん能のうが教えてくれた。いま唸うなりを上げ猛たけり狂くるっているウサギは、触れるものすべてを刻み続ける、一匹ぴきの猛もう獣じゆうだ。頭に血を昇のぼらせた手て負おいの獣けものは、ただでは止まらない。

「ぬぐぐぐ……」

　つばぜり合うオウカの耐える声。メアリーが腕を振り上げ、力ちから任まかせにブン回した。

　先ほどと圧あつ倒とう的てきに違っていたのは、周しゆう囲いへの影えい響きよう。すなわち容よう赦しやのない破は壊かいだ。

　突とつ風ぷうが吹いた。ガーデニングされた屋おく上じようの草くさ木きや花を粉ふん砕さいする。外がい周しゆうフェンスの一部が負ふ荷かに耐え切れず弾はじけ飛び、地上に向けてヤナギのように垂れ下がった。

　遅れて追い風が吹いた。真道は血の気が引くサーッという音を聞いた。

　吉よし乃のの体が、屋上の外側に向かって、地上に向けて、投げ出された。

「キツウウウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ────────────っ!!」

　真道は絶ぜつ叫きようしながら左手でちぎれたフェンスの端はしを摑つかみ、落ちていく吉乃を追い右手を伸ばした。

　間かん一いつ髪ぱつ、右手に手ごたえアリ。奇き跡せき的てきに間に合った真さね道みちの手には、最さい愛あいの妹が確かに存在していた。

　だが、右手だけでは踏ん張り切れなかった。無む理りな体勢もたたり、真道は腕にかかる荷か重じゆうに耐えられず、自身も屋おく上じようの外側へと落らつ下かした。

　真道は左手に握ったフェンスにありったけの力を込めた。わずかな浮ふ遊ゆう感かんのあと、ちぎれて垂れ下がったフェンスがデパートの外がい壁へきにぶつかりシャン！　と音を立てた。衝しよう撃げきで振り落とされそうになるが、この手だけは断じて離すわけにはいかなかった。

　真道と吉よし乃のは今、本来の強きよう度どと役やく目めを失ったちぎれたフェンスだけを頼りに、かろうじて命をつなぎとめていた。それは生命いのちの糸そのものだった。切れたら最後、一いつ巻かんの終わりだ。

「……お、お兄にい……ちゃん…………」

　真道は両腕うでにかかる痛みに歯を食いしばる。そのとき、上でフェンスがさらにちぎれたのか、がくんと高度が下がる。左手の指に金かな網あみが食い込み、真道は悲ひ鳴めいを上げそうになる。

　落らつ下かの恐きよう怖ふにおののきながら、吉乃を見やった。それで真道は否いや応おうなく思い知ることになった。自分達たちの置かれた状況を。

　デパートは屋上込みで十階建て。高さは40メートル以上はあるだろうか。遥はるか下に硬い地面が見える。落ちればまず助からない。

　駅前を行き交かう人々が、屋上からぶら下がる新しん堂どう兄妹に気付いた。多くの人が指を差し、どよめいていた。デパートの店員らしき人が、落下予測地ち点てんから人を遠ざけているのも見えた。

「……心配するなキツ。すぐに助けが来るさ……っ！」

　吉乃を不安にさせまいと、真道はそう言った。引き裂さかれそうな痛みが、現実の厳きびしさが、体にのしかかってくる。助けは本当に来るのだろうか。理り想そうに裏うら切ぎられたことは幾いく度どとなくあったが、それにしてもこれは群を抜いている。

　落下地点に何かが用意されているのに気付いた。平たい長ちよう方ほう形けいで深ふか緑みどり色いろの、おそらくマットのようなものだろう。デパートの人間が用意したに違いない。この高さでは役に立つかどうかは怪あやしい。

「……手を離して、お兄ちゃん」

「……っ！　何を言ってるんだ！　そんなことをしたら…………お前が──」

「……このままじゃ、二人とも……落ちちゃう……」

　吉乃が言いたいことはわかる。助けがくるまでに真道の左手は限げん界かいを迎え、いずれもろともに落下してしまう。そうなれば二人とも死ぬ。誤ご魔ま化かしようもない事実だった。

「お兄ちゃんだけなら、フェンスをよじ登って屋上に戻れる。……大だい丈じよう夫ぶ。下にマットがあるみたいだから、きっと私も助かるよ」

　吉乃の顔に恐怖はなかった。

「────お願い、お兄ちゃんだけでも」

　少女の顔には、兄の生せい還かんを願う、悲しくも決けつ意いに満ちた笑顔が浮かんでいた。

　真さね道みちは右手に力を込め、吉よし乃のの手を握り締しめた。

「──お前が死んだら、僕は生きていけない」

　堰せきを切ったように、言葉が、想おもいが、あふれて止まらない。

「……けど、死ぬわけにはいかない。僕は生き延びてお前を幸せにしなきゃならない。足だって、僕がすぐに治なおしてみせる。──父とうさんと母かあさんのためにもな」

「……お兄にいちゃん……」

「もう二度と、お前を離さないぞキツ」

　真道は慈いつくしみを込めた声で、長く伝えることができなかった言葉を口にした。

　吉乃が頷うなずくのが見えた。心に張っていた氷が溶けていくのを感じる。

　ああ、ようやく言えた。長い５年間だった……。

　危き機き的てき状況だというのに、真道は心が晴れやかになるのを感じた。それを自じ覚かくした瞬しゆん間かん。雲くも間まから光が差し込むように、目に入ってきたものがあった。

　真道たちはデパートの外がい壁へきに沿って垂れたフェンスにしがみついている。今いる位置から５メートルほど下に、小さな足あし場ばがあった。

　デパートに入る前、真道は上じよう階かい付近にのみ存在するワッフルのような窓まどガラス群ぐんを見た。ハメ殺しの窓まど枠わくから、コンクリートが飛び出るような形で縁ふちが作られている。ひと一人分くらいのスペースはありそうだ。

「……キツ、あそこに、下に足場があるのが見えるか？」

　言われて吉乃はワッフル窓と、そこに存在するわずかな足場を確かく認にんした。

「今からお前をあそこに向けて投げる。……足の動かないお前を高いところから落とすことになるけど……いけるか？」

「────うん」

　吉乃が短くそう応こたえた。表情にはもう悲ひ哀あいはなく、兄を信じる妹の顔があった。

　真道は腹を決めた。あまり時間もない。腕はとっくに限げん界かいを超えている。感情に火がついている今しか、チャンスはない。

　最後かもしれない力を振り絞しぼり、真道はデパートの外壁に足をついた。壁を蹴けり、振り子の要よう領りようで吉乃の体に勢いをつけ、最さい良りようと思われるタイミングで手を離した。

　吉乃は下の足場目め掛がけて落らつ下かし、できうるかぎりの受け身をとりながら見事着ちやく地ちした。吉乃は足場に転がったまま真道に向けて元気よくサムズアップした。

「ハハ……やった……やったぞ……っ」

　真ま下したで行方ゆくえをうかがっていた人々からの歓かん声せいが聞こえた。間違いなく吉乃は助かったのだ。真道も雄叫おたけびのひとつでも上げたかったが、自分の状況を鑑かんがみ、それは自じ重ちようした。

　吉よし乃ののいる足あし場ばからはデパート内には入れないが、待たい機きしていればレスキューが来て降ろしてくれるだろう。あとはプロに任せる。次は自分が助かる番だ。

　吉よし乃のが助ったことによって、両手が自由に使えるようになった。空あいた右手を持ち上げてフェンスを摑つかむ。そうすれば、よじ登って屋おく上じように戻ることが可能だ。

　真さね道みちは右手を持ち上げようとした。

「──う────くっ」

　が、上がらない。すでに限げん界かいを超えた右手は感覚すらなかった。

　──そういえば、昼ご飯はん食べてなかったっけ。……食べるべきだったかな。

　真道はブラリと動かなくなった右手を見下ろし、その先の風景も見てしまった。

　眼がん下かには人。マット。見れば大だい斗とと由ゆ梨りの姿すがたもあった。両手をメガホンのようにして何かを必ひつ死しに叫んでいる。頑がん張ばれ。しっかりして。そう言っている気がした。

　もう一度右みぎ手てを上げようとするが、やはり上がらない。左手の感覚もなくなってきた。

　くそ、マズイぞ。真道はパニックを起こしかけていた。

　唐とう突とつに、視し界かいが歪ゆがんでいくのを感じた。キィン、と耳みみ鳴なりが聞こえた。景色が歪む。

　真ま下したを見る。人、人、マット、人、人。

　そして──地面。

　真道は急に体が軽くなったような気がした。左手が空を摑んでいる。落ちている。

　──ごめん、父とうさん。母かあさん。

　──キツ。

　この状況を打だ開かいし、ハッピーエンドを迎えたかった。だが、運うん命めいは残ざん酷こくだった。

　これは罰ばつだろうか。

　吉乃に罪つみを告こく白はくし、許された気になっていた。これからの人生を思い描いていた。幸せになる気でいた。そう勘かん違ちがいした自分に対する罰だろうか。

　気持ち悪いほどの浮ふ遊ゆう感かん。真道はまっさかさまに落ちていきながら空を見上げていた。




　オウカはメアリーの攻こう撃げきを避さけ続け、機きをうかがっていた。

　怒りで冷静さを失ったウサギなどに負けるわけがないと思っていたが、予想よりもメアリーは強かった。ノートを必ず手に入れるという執しゆう念ねんがそうさせているのか、ひと雫しずく分ぶんの理り性せいを頭に残しておける精神の強さは驚きよう嘆たんすべきものだった。

　こんな相手に一いつ瞬しゆんでも油ゆ断だんすれば、確実に頭と胴どう体たいがオサラバする。

「あなたを倒してでも、ノートを手に入れる！　さっさと降こう参さんしなさいローザ！」

「……うるさいキンパツだな」

　オウカは焦あせっていた。早くメアリーを倒さないと、真道と吉乃が死んでしまうからだ。

　二人がフェンスの外へ落ちた瞬しゆん間かん。オウカはすぐさま飛び出そうと、屋上の縁ふちに足をかけた。オウカは眼がん下かの光こう景けいに驚いた。二人は落ちず、フェンスに摑まっていた。

　オウカは真さね道みちの胆たん力りよくに感心した。人間をよく知っているわけではないが、それでも並の神しん経けいで屋おく上じようから飛んでみせたり、重じゆう力りよくに耐えながらフェンスにぶらさがるなんて芸げい当とうはできない。その点、真道は大たいした人間のようだった。とはいえ、長くはもたないだろう。

　真道を死なせるわけにはいかなかった。まだこの世界に来た目的を達していない。吉よし乃のも死なせない。

　オウカは空を飛ぶことができた。自分が屋おく上じようから降り二人を助ければ万ばん事じ解決だ。

　吼ほえ声が思し考こうを中ちゆう断だんさせる。オウカは舌した打うちした。メアリーが迫っていた。

「お前の相手をしてるヒマはねえんだ……よっ！」

　オウカは《武器破壊の赤光ソード・ブレイカー》を付ふ与よした杖つえを振るい、メアリーのかぎ爪づめを再び叩たたき折った。腹を蹴けり、距離を空あける。オウカはすぐさま屋上から飛び立とうとした。

　それは焦あせりから生まれた油ゆ断だんだった。

　背後に気け配はい。振り返ると目の前にはメアリー。口くちの端はしを持ち上げニヤリと笑っていた。その開いた口をさらに広げ、メアリーはオウカの首めがけて、牙きばを突き下ろした。

「───っ！　───痛うぅぅ──っ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、首が狙ねらいだと瞬しゆん時じに看かん破ぱしたオウカは体を横にズラし、致ち命めい傷しようを避ける。が、完全には避け切れず、左肩かたから鮮せん血けつが飛び散った。

　オウカは痛みで頭に血が昇のぼるのを感じた。二度も肩を刺されて冷静ではいられない。メアリーの牙はどんどん食い込んでくる。このまま首をかき切るつもりだろうか。

　オウカは後ろ手に右腕うでを伸ばした。メアリーの胴どう体たいに手を当て、すかさず唱となえた。

「──《皇帝のため息カイザーブレス》──っ！」

　オウカの右手ての平ひらから数センチの小さい範はん囲いで、極きよく限げんに圧あつ縮しゆくされた空気砲ほうが発はつ射しやされた。パァンという乾いた音と、メアリーの胴体を打つドズン！　という鈍にぶい音が鳴った。

《皇帝のため息カイザーブレス》の有効距離は50センチと極きよく小しようであり、使いにくいものだった。だが、効果のある距離まで接せつ近きんして使えば、何の問題もなかった。

　要するに、相手に肉にく薄はくして、ゼロ距離でぶっぱなす。

　最大威い力りよくの空くう圧あつ破はを受けたメアリーは吹っ飛び、きりもみしながら地面に落らつ下かした。今度こそオウカは勝利を確信した。敵を屠ほふった満足感かんで頭も冷えたが、傷を深く負った。膝ひざをつくが、《簡易治癒レストヒール》をかけて応おう急きゆう処しよ置ちをする。

　さぁ、今度は兄妹を助けなければ。そう思い立ち上がったそのとき、絶望という感情を内ない包ほうした悲ひ鳴めいが耳朶じだを打った。心なしか、聞き覚えがある声だった。

「────っ────まさかっ！」

　嫌いやな予感がした。オウカは考える前に屋上から飛び出し、急きゆう降こう下かした。




　何かが、屋上から飛び出した。それは人の形に見えた。女の子のシルエットだ。

　真さね道みちは何をバカな、と自じ嘲ちようした。屋上から飛び降りる人間なんているわけがない。いるとしたら自じ殺さつ志し願がん者しやか、妹を助けようとするバカ兄あに貴きくらいだろう。

　影が猛もう然ぜんと迫ってくる。落ちる速度は一いつ緒しよのはずなのに、どんどん近づいてくる。まるで獲え物ものを狙ねらって急きゆう降こう下かするハヤブサのような速さだ。

　影から帽ぼう子しのようなものが風に煽あおられ脱げた。顔が見えた。

「────…………オウカ？」

　彼女にしてはめずらしい必ひつ死しの形ぎよう相そう。手が伸ばされ、オウカの腕にがしりと抱かれた。

「──重じゆう力りよくに縛しばられし魂たましい──世界の果てへと飛び立て──解放は救いなり──っ！」

　真道はどこかで聞いたような詠えい唱しようだな、と思った。どこで聞いたんだっけ。

「──《林檎は砕けず地に落ちたゼロ・グラビティ》っ！」

　耳みみ元もとでオウカがそう叫んだ。真道は自身の体が白くぼんやりとした光を帯び始めたことに気付いた。それは、レヴィンコースターから投げ出された吉よし乃のを覆おおった光と同じだった。わずかに上空へ引っ張られるような感覚を覚える。

　魔ま術じゆつの光に包まれた体は少しずつ重力に逆らい、落らつ下かの勢いを殺しているようだった。これが《林檎は砕けず地に落ちたゼロ・グラビティ》とやらの効果だろうか。真道はオウカの背に手を回し、言った。

「──オウカ。僕、言えたよ。キツに、ちゃんと言えた……」

「ったく、遅いっての……ば～か」

「そうだね……僕はバカだ」

「ふん。……まぁでも、頑がん張ばったじゃないか」

　地上に敷しかれたマットが眼がん前ぜんに迫る。真道はオウカの腕に抱かれたまま、深ふか緑みどり色いろのクッションに静かに落下した。

　ぼうん、とマットの緩かん衝しよう材ざいが働く音が耳に響ひびく。痛みはなかった。耳のすぐそばで、オウカの熱い吐と息いきを感じた。

　死んでいない。──生きている。

　真道はマットの上で四し肢しを投げ出し、生命いのちがあることに深く感謝した。




　真道は現げん場ばに駆かけつけた救きゆう急きゆう車しやの中で両手の応おう急きゆう処しよ置ちを受けていた。簡単な検けん査さ。それといくつかの質問。両腕以い外がいに痛みはないか。意い識しきはハッキリしているか。前後の記き憶おくはあるか。そんな感じだ。真道は大だい丈じよう夫ぶです、とだけ答えた。

　救急隊たい員いんも含め、現場にいたすべての人間が不ふ可か解かいな現げん象しように首を傾かしげているようだった。マットがあったとはいえ、40メートル以上ある高さから落ちて無む傷きずなど、考えられないからだ。

　真道はそれを説明するつもりはなかった。

『ふん、……まぁでも、頑張ったじゃないか』

　オウカの言葉がリフレインする。気持ちが妙みように浮ついていた。

　念ねんのため病院に行って検けん査さを受けるよう隊たい員いんに言われた。真さね道みちは妹が助けられてから、と言ってひとまず解放してもらった。指に包ほう帯たいを巻かれた状態で救きゆう急きゆう車しやから降りると、大だい斗とと由ゆ梨りが待ち構えていた。心配してくれていたようだ。

「……大斗……有あり里さとさん……」

　そうつぶやくと、目に涙を浮かべた由梨が抱きついてきた。

「……死んじゃうのかと思ったわよ……ばか……」

「……ごめん……有里さん」

　由梨の背中を優しく叩たたく。由梨がゆっくりと離れると、すかさず大斗が大きな手を真道の両肩かたに置いた。

「オウカさんの言う通り……俺おれは口ばっかりの大おおバカ野や郎ろうだ……許してくれシン……」

　親友が本当に苦しいときに助けてやれなかった。そんな後こう悔かいをしているようだった。真道は包帯がされた手のこぶしを握り、大斗の腹を小こ突づいた。

「謝あやまるようなことなんか、何もないよ大斗」

　大斗が微笑を浮かべながら、真道の腹を小突き返した。

　突然、駅前周しゆう囲いから拍はく手しゆが湧わいた。レスキュー隊が吉よし乃のを救きゆう出しゆつしたのだ。

　隊員と吉乃を乗せたはしご車はゆったりとした動きで高度を下げ、地上を目め指ざした。時間にして１分ほどだったが、真道には永えい遠えんのように長く感じた。

　はしご車から吉乃が降ろされる。落ちたときに松まつ葉ば杖づえを失った吉乃は隊たい員いんに支えられながら、ゆっくりと真道の方へと歩き出した。

「キツ！」

　真道は最さい愛あいの妹の名を呼びながら駆かけ寄った。

　吉乃の手が、レスキュー隊員の体から離れる。

　──そして、

「お兄にいちゃん！」

　吉乃は動かないはずの右足をついに踏み出し、兄の腕の中に飛び込んでいった。

　真道は胸の中で泣きじゃくる妹を、強く強く抱きしめた。吉乃が杖つえなしで歩いてみせた感動も、二人とも無ぶ事じに生せい還かんできたことによる喜びも、すべてその抱ほう擁ように込めた。

　自分が勇気を出せば、吉乃を助けられる。オウカの言った通りだった

　真道は吉乃の耳に口を寄せ、優しくささやいた。

「──キツ。父とうさんと母かあさんはもういない。けど、まだ僕がいる。キツが成せい人じんして大人おとなになって、誰だれかと結婚して幸せになるまで、僕がずっと守ってやる。父さんと母さんの分まで……僕が守ってやるからな」

　吉乃は泣きながらも、腕の中で小さく頷うなずいた。




　吉よし乃のも真さね道みちと同じ検けん査さを、狭い救きゆう急きゆう車しや内で受けた。窓の縁ふちに飛び乗った際にひざをすりむいた程てい度どで、まったく問題なかった。

　それでも念のため病院で検けん査さするよう言われ、二人はそれに従った。

　救急車にゆられること５分。最も寄よりの病院に搬はん送そうされた真道と吉乃は、大おお仰ぎようで偉えらそうな機き械かいにかけられたり、医者に全身のレントゲン写真を見せられながら説明を受けたりしていた。

　医者は最後に「問題無なし」と締しめくくり、その後帰き宅たく許きよ可かを出してくれた。入院する必要がないのはありがたい。今は無む性しように家が恋しかった。

　外はもう暗くなっていた。携けい帯たいを開いて時じ刻こくを確かく認にんすると、夜の８時を回っていた。

　新しん着ちやくメールが２件あった。大だい斗とと由ゆ梨りだ。真道はメールを開いた。

『シン。デパートで買った荷物は家の前に置いておく。明日あした学校で会おう』

『新しん堂どうくん。明日学校で元気な姿すがたを見せて下さい。待ってます』

　短い文章だったが、それで気持ちは十分に伝わった。真道は携帯のボタンを叩たたいた。

『ありがとう二人とも。検査は問題無なし。吉乃もとなりで歩いてる。詳しよう細さいは明日、学校で』

　真道はそう打ち、送信した。

「キツ、疲れてないか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。ゆっくり歩いて帰ろ？」

　真道はその希望に従い、ゆったりと歩くことにした。

　病院の門へと向かう。前方に視線をやると、松まつ葉ば杖づえを持ったオウカが門に寄りかかっているのが見えた。暗くら闇やみに花が輝いているようだった。

「長かったな」

　真道の手の怪け我がを発見したオウカが《簡易治癒レストヒール》をかけた。真道は包ほう帯たいの下で傷が治ち癒ゆされていく確かで、妙みような感覚を覚えた。包帯を外し、手を開いたり閉じたりする。

「ありがとう。──オウカ、キミも肩に怪我してるじゃないか」

　マントに隠かくれて見えづらかったが、オウカの左ひだり肩かたには切り傷きずがあった。

「ん？　ああ、これか。応おう急きゆう処しよ置ちは済ませたから、あとは放っとけば──」

「ダメだよ！　バイキンが入ったら大変なことになる！　消しよう毒どくしないと！」

　真道はかぶりつくようにしてオウカに近寄り、脱ぬがせる勢いきおいでマントをぐいっと引っ張った。治ち癒ゆしかけている傷と、ライスのように白い肌はだが現れた。

「──っ!?　──な、何やってんだお前はぁ!?」

「ごばん──っ!?」

　オウカのヘッドバットが炸さく裂れつ。真道はえび反ぞりながら後こう方ほうにブッ倒れた。

「心に大怪我を負ったぞシンドー。お前を消毒してやろうか」

「マジ、すんませんでした……」

　真さね道みちは止めどなく流れる鼻はな血ぢを押さえながら、陳ちん謝しやした。

「そ、そういえばオウカ、あのウサギとはどうなったの？」

「あたしが勝った。……けど、屋おく上じように戻ったらいなくなってた。多分逃にげたんだろうな。……悪かったな。巻き添ぞえ食わせちまった」

　素直に謝るオウカに面めん食くらった真道は舌したをもつれさせた。

「……そんな、謝あやまることなんて……僕こそごめん。キミには助けられたよ。その、ありが──」

　オウカが腹をく～っと鳴らした。静せい寂じやく。

「なんだヨシノ、腹はら減へったのか。しょうがないやつだな」

「オウカ、自分の腹の虫をキツに寄き生せいさせるのやめてくれない？」

「私、おなかすいた。早くおうちに帰ろ？」吉よし乃のが言った。

　よしきた、とオウカは手に持っていた松まつ葉ば杖づえを吉乃に渡そうとして、やめた。

「もう必要ないみたいだな」

「──うん。お兄にいちゃんのおかげ」

　吉乃の右足は多少のぎこちなさを残してはいたが、しっかりと自分の力で歩いていた。

　──よかった。本当によかった。

　真道は心が躍おどるような嬉うれしさを感じながら、吉乃の手を握る。吉乃が空あいている手でオウカの手を握った。三人は繫つながったまま家いえ路じについた。

　玄げん関かん前にデパートで買った荷物が置かれていた。大だい斗とはメールの通りにしてくれたようだ。それらを家の中に入れ、時じ刻こくを確かく認にんした。もう夜の９時だ。

　テーブルで待つ食しよく欲よく魔ま人じんの腹から出るいななきに急せかされながら、真道は大おお急いそぎで食事の支度したくをする。昨日きのう使わずに余った野や菜さいと念ねんのため買っておいた鳥とり肉にくがあったので、水みず炊たきにした。

「鳥肉と聞いて飛んできたぞサネミチどの！」

「帰れ駄だ肉にく」

　急にレヴィンが現れた。出さなくていいよオウカ。真道はそう思いつつも、ちゃんと器うつわは出してやる。

「むふん、サネミチどのも好きモノだな！　ご主しゆ人じんとヨシノどのに鳥肉を食べさせて巨きよ乳にゆう化かさせる計画を企くわだてるなど。マジ策さく士し」

「ちょ、何なに言ってんだこのナメクジ……。……二人とも、違うからね！」

「……シンドー、お前は鳥肉であたしたちを飼し育いくしようとしてたのか。この愚おろかモンが、育てて何を食べるつもりだったんだ」

「そうだよお兄にいちゃん。オウカお姉ねえちゃんは食べてもいいけど、私は法ほう的てきにマズイよ」

「僕は世間に後ろ指ゆび差さされながらホルスタインを食べる趣しゆ味みはないよ！」

　真さね道みちは誤ご解かいだと言いながら鳥とり肉にくをドサドサと追加する。昨日きのうから完全に鍋なべの世せ話わ係がかりだ。

「ほらオウカ。煮にえたやつ全部取とっていいよ。……言っとくけど、変な意味はないからね！」

「……さっきの話聞きいた後じゃおっかなくて手が出ねえんだけど……」

「変な意味はないっての！　ホラ、僕の分も食べていいからさ！　好きなだけむしゃぶりつきなよ！」

「この流れでドカ食いしたら体にコンプレックスがあるみたいで、なんか嫌いやだ！」

「お子こ様さま体たい型けいにコンプレックスがあるだって!?　ならなおさらその貧ひん相そうな体に鳥とり肉にくを入れて、ハトみたいな胸を手に入れないと！」

「マジぶっ殺されたいのかお前！」

　オウカにしこたま殴なぐられ、罰ばつとして風ふ呂ろの用意とベッドメイキングを命じられた。善ぜん意いの塊かたまりである僕になんて仕し打うちだ。真道はぶーすかと文もん句くを垂れながらも、仕事は完かん璧ぺきにこなした。

　オウカと吉よし乃のが先に入にゆう浴よくを済ませ、真道はその後に続いた。レヴィンは当然最さい後ごだ。

　風呂からあがると、両親の寝しん室しつに向かうクマパジャマ姿すがたのオウカとばったり会った。

「オウカ、キツは？」

「アイツならもう寝たぞ。あたしも疲れたからもう寝る」

「そっか、……ねぇ、オウカ」

「……なんだよ」

「──今日きようはありがとう。おやすみ」

「ん」

　オウカは短く返事をし、寝室に入っていった。真道も自じ室しつへと向かった。

　今日は色んなことが起こった。昨日きのうもオウカが起こす騒ぎに翻ほん弄ろうされたが、今日はまた一段と強きよう烈れつだった。

　死の際きわに立ち、自分と吉乃、お互いが抱えていた昏くらい想おもいと向き合い、克こく服ふくした。

　結果。吉乃の右足には何の障しよう害がいも枷かせもなくなった。それが何より嬉うれしい。

　ベッドに入り、布ふ団とんをかぶる。今日はよく眠れる予感がした。













　　三章　未来へ向けて歩き出すノーフューチャーたち







　目覚まし時計の音とともに真さね道みちは目を覚ました。

　ゆっくり起き上がり軽く伸びをする。バキリと骨が鳴り、ぎゃあと悲ひ鳴めいをあげた。毎朝こうならないためにも、もう少し体を鍛きたえた方がいいかもしれない。

　心は羽う毛もうのように軽かった。快適な朝だ。

　今日きようも学校がある。頑がん張ばろう。そして頑張ろう。

　真道は制せい服ふくに着替えてから階下に降りた。洗せん面めん所じよで身だしなみを整え、リビングへ。

「あ、お兄にいちゃん！」

　すでに起きていた吉よし乃のがキッチンから走り寄り、

「おっは────ようっ！」

「どぶふぅっ!?」

　両足を強く踏み込み、兄の体めがけて頭から突とつ撃げきした。

　真道は体をくの字に折りながら、吉乃とともにどしーんとフローリングの床に倒れた。

「……あ、ごめんねお兄ちゃん。痛かった？」

　吉乃が上に覆おおいかぶさったまま、心配そうな顔を向ける。

「だ、だいじょうぶふぅ。キツ、おはよぶふぅ」

　正常に息ができるようになるまで、まだ時間がかかりそうだった。それだけパワーのあるチャージだった。

「朝ごはん、もうすぐできるから」

　吉乃が体を離し、ぱたぱたとスリッパを鳴らしながらキッチンへと戻っていった。

　そのかわいらしい後ろ姿すがたに、真道は深い感かん慨がいを覚えた。

　昨夜ベッドに入ったとき、そんなわけはないと思いながらも、ある種の不安に襲おそわれた。

　もしも、昨日きのうの出で来き事ごとが全部夢ゆめだったら？　朝起きると吉乃はまだ松まつ葉ば杖づえをついていて、さらけ出した本ほん音ねすらなかったことになっているのではないか、と。

　だがその心配は杞き憂ゆうだった。吉乃の足は、ちゃんと動いている。それを見ていたら愛いとしさと嬉うれしさがこみ上げてきて仕方なくなった。

　真道はキッチンに入り、吉乃を後ろから軽く抱きしめた。

「きゃっ、だ、ダメだよお兄ちゃん……。料理中ちゆうなのに……」

「ごめんキツ、我が慢まんできなかったんだ」

「もう、ちくわにきゅうりを挟む作業が終わらないよ……」

「僕に任せて。大だい丈じよう夫ぶ、怖こわくないよ」

「……あ、ダメ……裂さけちゃう……っ！」

「は、はいった……」

「……お兄にいちゃん……すごい……上手じようず……」

　吉よし乃のとの共同作さ業ぎようにより、ちくわきゅうりが生まれた。二人の愛の結けつ晶しようだ。

　料理中ちゆうの吉乃にずっとくっついているのはさすがに邪じや魔まになるので解放してやる。こんなことだから大だい斗とや由ゆ梨りにシスコンだと言われるのだ、と真さね道みちは反省した。

「足の具ぐ合あいはどうだキツ」

　真道はいつものように皿さらの用意をしながら調ちよう子しを聞いてみた。

「うん、平へい気き。でも……」吉乃は右足のかかとをトントンと鳴らす。

「久しぶりに動かしたから、不ふ思し議ぎな感じ」

「あまり無む理りはするなよ。まだ歩けるようになったばかりだし、激しい運動とかもまだ控えないとな」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。この日のためにリハビリしてきたんだもん。努力は実るのです」

　えへん、と胸を張る吉乃。失っていた右足を取り戻し、気き力りよくに満ち溢あふれているようだ。

「……メシだ……メシの匂においがするぞ……」

　オウカが眠そうな顔をしながらリビングに現れた。髪かみはあちこちに跳ね、まだ寝たりないのか、目が半開きだ。クマパジャマのボタンが外はずれて、新しん雪せつのような白いお腹なかとかわいらしいへそが見えてしまっている。

　いかん。同どう居きよ人にんとしてすぐにでも直してやらなければ。真道はオウカに近ちか寄よろうとした。

　吉乃がオウカに駆かけ寄り、パジャマのすそを直した。なんて速さだ。

「ごめんねオウカお姉ねえちゃん。もうすぐできるから、座って待ってて」

「……くるしゅーない」

　ゾンビのような動きでテーブルに座るオウカ。昨日きのうの疲れが残っているのか、顔を洗いに行く元気は今のところないようだった。

「あれ、オウカ。レヴィンはどこ？」

「消した」

「……昨日とまったく同じ流れだね。わかるけど」

　おちょこのサイズ分だけ、レヴィンのことを不ふ憫びんだと思った。

　吉乃と協力しながら朝食の支度したくをする。オウカがテーブルに座りチンチンと箸はしで食器を打ち鳴らし始めた。待ち切れなくなったのか、オウカがおもむろに立ち上がる。キッチンへ近寄り、フライパンの上にある作りかけの目め玉だま焼やきに手を伸ばした。

「もうちょっと待ってくれよオウカ。すぐにできるから」

「まだできないのか？」

「もうちょっとだから、座っててよ」

　突然、オウカに両りよう目めを突かれた。

「いてぇええええええええええ────っ!?」

「どうだ、できたか？」

「僕の目め玉だまに焼き入れたところでできるわけないだろ！」

「早く料理を食わせろ～死んじゃうぞ～」

「きゅうりならあるよ」

「料理食くわせろって言ってんのに食しよく材ざいのまま提てい供きようとか、手て抜ぬきってレベルじゃねーぞ！」

「こ、このままでは出さないよ……」

　真さね道みちはそう言って塩をひとつまみ取り、きゅうり全体にすり込むように手を上下する。塩が水分と溶け合って白はく濁だくとした液えき体たいとなり、雄お々おしくたくましいきゅうりをてらてらと輝かせた。オウカが落ち着かない様よう子すで、物もの欲ほしそうに真道のピストン運動を凝ぎよう視ししていた。

「はい、我が慢まんできないならこれでも咥くわえてなよ」

「……結けつ構こう大きいな、お前のきゅうり……」

「でしょ？　その点に関しては自信あるんだ」

　いつも利用しているスーパーのきゅうりは大きく瑞みず々みずしくて、最高なのだ。……そう、これは完全に最高のきゅうりに対しての最高の会話なのである。

「そうなのか……少し曲がってるな」

「きゅうりはね、曲がってるくらいの方がおいしいんだよ？」

「し、知らなかった……。きゅうりは神しん秘ぴ的てきだな」

「ああ、最高のウリ科だよ。ほら、早く食べないとカッピカピになるよ」

　しとどに濡ぬれそぼったきゅうりの塩もみをオウカに差し出す。隆りゆう起きしたきゅうりを前にたじろぐオウカ。真道の腕に両手を添え、上うわ目め遣づかい気ぎ味みに口を開ける。

「あ～……んっ！」

　ガブリ。と、オウカは真道の手ごと、きゅうりを一口でかじった。

「あんぎゃぁあああああああ────────っ!?」

　真道の右手は、宇う宙ちゆう的胃い袋ぶくろをもつオウカのブラックホールに吞み込まれた。振り払おうと必ひつ死しに抵てい抗こうしようとするが、腕を固定されていてどうにもならない状態になっていた。並びのよいオウカの歯がギリギリと皮ひ膚ふに食い込んでくる。

「く、食われるぅううう──っ！　肉にく食しよく女子に手ごと食われるぅううう──っ！　僕はただ野や菜さいを食べさせようとしただけなのにぃ──っ！」

「負けちゃダメだよお兄にいちゃん！　フレーフレー！」

　横から声せい援えんが飛ぶ。何を基き準じゆんに勝ち負けを判はん断だんするのか理解に苦しむが、吉よし乃のの期待には応こたえたい。真道はロデオよろしくオウカと踊るように格かく闘とうした。

　耐える真さね道みち。エールを送る吉よし乃の。きゅうりを少しずつ削けずり取り、嚥えん下げするオウカ。

　真道の肉体と精神が焦しよう土どと化すまで、戦いは続いた。

　目め玉だま焼やきも焦こげた。




　　　　　＊　＊　＊




「シンドー、そろそろあたしの目的に協力してもらおうか」

　焦げ付いたフライパンを洗っていた真道のもとに、身だしなみを整えたオウカがやってきた。華はなのある薄うす紅べに色いろの美しい髪かみ。服はいつもの魔ま女じよらしい衣い装しようだ。

　オウカの目的ってなんだっけ。真道は首を傾かしげた。

「……オウカの目的って、この世界の美味おいしいものを食べ歩くこと？」

「じゃあお前、あたしがクマ食いたいって言ったらとってきてくれるのかよ」

「無む理りに決まってるだろ！　ていうかオウカってクマ好きなの？　パジャマもクマだったし、いたるところで関わってくるけど！」

「クマ、強くてかわいいじゃん。あたしの愛あい用ようしてるバッグだってクマっぽいぞ」

　オウカがマントの後ろからクマを模もしたバッグを取り出してみせた。クマの背中には背負い紐ひもがついている。かわいらしいリュックだった。極めて女の子らしい趣しゆ味みだ。

「文もん句くを言うわけじゃないけど、なんでクマ？」

「クマって強くて脚あしも速いくせに、冬になると穴ぐらでずっと丸くなってるんだぜ。その普ふ段だんとのギャップがたまらないんだ。冬とう眠みん中のクマにちょっかい出すと、ピクピクして面白いしな」

「かわいそうだからそっとしておけよ！　眠りを妨さまたげられてピクピクしてるんだよそれ！」

「全然起おきないし、毛がモフモフしてたから、一いつ緒しよに寝たりしたなぁ。ちょい臭くさかったけど」

「冬眠邪じや魔まされた上にダメ出しされるとか、クマが不ふ憫びんで仕方ないんだけど……」

「暖かくなってようやく起き出した後、互いにシャケを捕とり合ってケンカしたり、効こう率りつよく狩かりができるように研究し合ったりしたんだ。あれは楽しかったなぁ」

「どんなシャケ取り物語だよ！　友情芽め生ばえちゃったじゃん！」

「胸に月の模も様ようを持つクマ。そう、ヤツの名前は──シャケ取りのオキナ」

「マジで竹たけ取とり物語っぽくなってきた！　じゃあキミはかぐや姫ひめか！　クマの臭においをかぐや姫ってか！　やかましいわ！」

「シャケ取り名めい人じんとしてその名を馳はせていたオキナだったが、そんなヤツもついに、その命を月に還かえす時が来た」

「そうか、寿じゆ命みようが来ちゃったんだね……お別れは、悲しいね」

「平気だ。アイツはあたしの中で生きている。──血となり、肉となって」

「ちょっと待て！　食ったのか!?　『心のなかで生き続けてる』とかじゃないのか!?」

　感動しかけていた真さね道みちの情じよう緒ちよが、木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。聞かなきゃよかった。

「だからクマはあたしにとって特別な存在なんだ。……おっと、話が逸それたな」

　オウカはバッグの中から、例のノートを取り出した。

「あたしがこの世界に来たのは美味うまいものを食べるためじゃない。このノートに隠かくされた力を引き出して、魔ま女じよの国を脅おびやかす魔ま物もの──〈ノイズ〉を倒すためなんだ」

「魔物？　……ノイズ？」

「そう、魔女とは違う異い貌ぼうの者。それがノイズだ」

　確か昨日きのう、メアリー・ゴールドがそんな単たん語ごを口にしていた。オウカがノートをかざす。

「いつからかはよくわかってないが、ヤツらは魔女の世界に突然現あらわれたんだ。ノイズたちは最初ブラブラとさまよっているだけの存在だったんだが、どこからともなく寄り集まって、自分たちの国を造った」

「それってもしかして……魔女と戦うため、とか？」

「いや、ノイズたちはまず先せん住じゆう民みんである魔女たちにコンタクトをとって争う意い志しはないことを伝えた。お互いに思うところはあったんだろうが、とりあえず仲良くやろうとした」

「それで……共きよう存ぞんはできたの？」

「最初はな」

「最初は、って……」

「……種しゆ族ぞくの壁は思ったよりも大きかったってことさ」

「……」

「諍いさかいや争いごとは当たり前。ことあるごとにぶつかって、いがみ合った。それだけで済んでいた頃ころはよかったんだが……事件が起こった」

　オウカが苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような表情になる。

「……ある日、魔女界かいの重じゆう鎮ちんがノイズに──殺されたんだ」

「こ、殺され……た？」

「ああ、本来なら殺したヤツを引っ張ってきて罰ばつを受けさせればよかったんだが、事件の後、魔女たちはノイズを手当たり次し第だいに虐ぎやく殺さつし始めた」

「な、なんでそんな酷ひどいことを……」

「もちろん最初は皆躊ちゆう躇ちよしたさ。だが、誰だれかが口くち火びを切っちまった。しかも、お偉えらいさんの中にノイズを打だ倒とうするいい機き会かいだと言うヤツがいて、そいつがノイズ殺しを積極的に行うよう魔女たちに働きかけやがったんだ。……胸むな糞くそ悪わるい話だがな」

「……そんな」

　一体それで、どれほどのノイズが犠ぎ牲せいになってしまったのだろうか。真道は胸が苦しくなった。罪つみを犯おかしたノイズだけが裁さばかれればよかったのに……。

「で、当然ノイズたちは報ほう復ふくに出た。殺し殺され……あとは泥どろ沼ぬまさ」

「なんでそんなことに……。そもそも、ノイズって……どこから来たの……？」

「……ノイズを生み出したのは誰だれか、聞きたいか？　──いや、お前は聞くべきだろうな……」

　本ほん能のう的てきに、嫌いやな予よ感かんがした。真さね道みちは耳を塞ふさぎたくなる衝しよう動どうを抑え、そして、聞いてしまう。

「お前なんだよ、シンドー。ノイズを、魔ま女じよの世界に生み落としたのは」

　真道は目の前が一いつ瞬しゆん暗くなった。オウカは今、なんて、言ったんだ……。僕が、生み出した？

「な、何かの、間違いじゃ……」

「……ノートに、異い世せ界かいの国に住む亜あ人じんや魔ま物ものたちについての記き述じゆつがある。これがおそらくノイズの元になった。具ぐ現げん化かしたノイズたちは、魔女界かいで生を受けたんだ。まず間違いない」

　認めたくない事実だった。真道は気分が悪くなり、顔を伏せた。

「だが安心しろ。あたしがノイズを倒す。そんで戦争にケリをつけてやる。だからあたしに協力しろ。すべてが元通りになる日まで」

　真道は顔を上げた。自信に満ちたオウカの表情がまぶしかった。飾らないオウカの言葉が嬉うれしかった。彼女の言葉には力がある。無む条じよう件けんに信じてしまいそうなほどに、輝いていた。

「……うん、わかった。ぜひ協力させてもらうよ」

　異世界で起きた戦争を止める。そのための手助けができる。真道に断る理由はなかった。

「よし、じゃあ早さつ速そくだが一つ頼んでいいか」

「なんでも言ってよ」

　真道の目の前にノートが差し出される。胸むね焼やけするほどの存在感かんに若じやつ干かん気け圧おされる。

　オウカがぱらら、とノートをめくり、言った。

「ノートの最後のページ。この白紙のとこに新しい魔ま術じゆつを書いて欲しいんだよ」

　真道はオウカの手からノートを奪うばい、コンロの火にかけようとした。

「おいふざけんなシンドーテメェ！」

　すんでのところでオウカに腕を摑つかまれる。

「放せェェェェエエ！　僕はこのノートを消し去る！　忌いまわしき記き憶おくとともにぃぃぃい！」

「ノートが燃えたらどうすんだアホ！　言っとくが、お前が新しい魔術を書くまであたしは帰らないからな！」

「わざわざ僕が書かなくてもいいだろ！　キミがノートに書け！」

「それができねえからこんなとこまで来たんだろうが！」

　真道はあふれんばかりの暗あん黒こくパワーでオウカに立ち向かったが、気がつくと腕を取られてひねり上げられていた。手からノートが奪われる。

「か、返せ！　いたたたっ！」

「まったく、油ゆ断だんもスキもねえな」

　オウカに腕を固定され、真道はついに身み動うごきが取れなくなった。

「お前に言われなくても、書くのはもう試した。だが魔ま炭ずみを走らせても、インクを滲にじませても、毛ほどの字も書けなかった。研究してみてわかったのは、ノートを使えるのはあたしだけということと、ノートを書いたのが誰だれかということだけ。つまり、お前だとわかった」

　オウカはそう一気にまくし立てると、ロックしていた腕を離した。

「戦争を終わらせるには、もっと強きよう力りよくな魔ま術じゆつが必要になる。力を貸せ」

　真さね道みちは軋きしむ腕をさすりながら憮ぶ然ぜんとしていた。

「ノートに魔術を書き込めるのは、僕だけってこと……？」

「そうだ。他の誰にも書けないなら、あとはお前しかいないだろう」

「そんなのわからないよ。例えば、世界中を探して僕に似た顔の人を連れてくるんだ。その人に代だい筆ひつしてもらう。……どう？」

「そっくりさん連れてきてもどうにもなんねえよ！」

「……絶対に書かなきゃダメ？」

「お前さっきなんでもするって言ったじゃねえか」

「……ぐぅ……っ」

　ぐぅの音ねも出ない。出ちゃったけど出ない。

「……わかったよ。お、男に二に言ごんはない……」

「そうこなくちゃな」

　オウカが破は顔がんする。ノートのページを開き、両手で差し出すように向けてくる。そんなことをされても、もう取る気はない。

　真道は冷れい蔵ぞう庫こに貼はり付けてあった磁じ石しやく付つきのボールペンを手に取り、ノートに向かう。

　できれば書きたくないな、と真道は思っていた。恥はずかしいからではなかった。

　ノイズという存在。真道は彼らのことを考えていた。

　ノイズを生み出した自分が、今度はそれを葬ほうむるための魔術を書く。今しようとしていることは、そういうことだった。生命を冒ぼう瀆とくしている。彼らがどんな存在なのかはよく知らないが、この世に生を受けた以上、生きる権けん利りがある。奪うばう権利は誰にもない。少なくとも自分にはない。

　そうだ、何も倒さなくてもいいじゃないか。戦いを止められるような魔術を書けばいいんだ。

　真道はそんな魔術を書こうと決め、ペンを走らせる。

「…………あれ？」

　すぐに異常に気づき、ペンが止まる。

「どうした、早く書けよ」

「……書けない……」

　ウソではなかった。いくらペンを押し付けてみても、ページは白いままだった。

「お前……書きたくないからウソついてんだろ」

「この期ごに及んで書けない書けない詐さ欺ぎなんてしないよ！」

「そのペンが書けるものなのか確かく認にんしてみろ。早く！」

　真さね道みちは言われてすぐに冷れい蔵ぞう庫このメモ用紙に棒ぼう線せんを書きつける。ペンは正常だった。

「あたしにも試させろ」

「いいけど、変わらないと思うよ……って、なんで僕の手のひらで試すのさ！　しかも『小さいきゅうり』ってなんだよ腹はら立たつな！」

　どうでもいいことだが、ペンでなぞられた瞬しゆん間かん、背せ筋すじがゾワゾワした。

「……少なくともペンに問題がないことと、お前がバカだということはわかったな」

「そうだね、キミが何もわかってないことがわかったね」

　念のためもう一度ノートで試してみたが、やはり何も書けなかった。すでに記き載さいしてあったページでやってみても同どう様よう。一文字も書けない。

「どういうことだ。なんで書けない？」

「やっぱり僕に魔ま術じゆつを書くなんてできないんじゃ……もしくは、このノートを書いたのって本当は僕じゃないんじゃ……」

「それはない」オウカは断だん言げんした。「何か工く夫ふうが必要なのかもな」

「工夫？　書き込むための条件があるかもってこと？」

「条件ねぇ、……例えば？」

「……な、なんだろうね？」

「踏むぞお前。真面目まじめにやれ」

　オウカがかかとで床をドン！　と鳴らした。踏まれるのか……いやいや、真面目にやろう。

「た、例えば……特とく定ていの場所で書かなきゃダメとか……特別なペンじゃなきゃいけないだとか……一定の状況下とか……」

「？　……よくわからないな」

「僕もそう思う。ペンは……う～ん、普通の市し販はんされてるエンピツだったし、場所はこの家だったからなぁ……」

「一定の状況下ってのは？」

「え～と、テレビとかマンガでよくあるんだけど、ピンチになると主しゆ人じん公こうの隠かくされた力が目覚めて敵を倒すってお話。……僕も好きでよく見てたよ」

　昔のことを思い出す。考えてみれば、幼いころに観かん賞しようしていたそれらすべてが、ノートに刻まれた魔術のルーツとなっているのだ。追つい想そうすることでヒントらしきものが見えてくるかもしれない。遡さかのぼった過去の先に荒こう野やしかなかったとしても、試す価か値ちは十分にある。

　可か能のう性せいを模も索さくし、試し行こうを繰り返していけば、いつか正解にたどり着ける。過か程ていのなかでの失敗など笑い飛ばしてしまえばいいんだ。

「ふぅん、ピンチねぇ……。つまり要よう約やくすると」

「うん」

「シンドーが何かに追い詰められてピンチになってるときにノートに書くってことか」

「ちょっと待って。その方ほう向こう性せいで行くの？　決定なの？」

「いっくぞ～」

「ス、ストップオウカ！　杖つえをおおきく振りかぶって何をするつもりンゴぉッ!?」

　真さね道みちはオウカの杖によりホームランされ、キッチンの場じよう外がいに飛んでいった。ダイニングテーブルの上で背中をしたたかに打ち、解かい剖ぼうされるカエルのような格かつ好こうで着ちやく地ちした。

「いまだシンドー！　書け書け！」

「……ふ……ふぐぅ……」

　真道はペンを受け取り、プルプルと震える手で差し出されたノートに文字を書いてみる。

　失敗。何も記せなかった。

「この程てい度どじゃダメか……なら──」

「な、何する気…………おぼぉおおお──!?」

　真道はオウカに胸ぐらを摑つかまれ、リビングの床に引き倒された。仰あお向むけにされると、小さな足で顔面をグリグリと踏まれた。

「どうだシンドー！　ピンチになったか！」

「ピンチだけどなにか違う！　僕の内側から湧わき上がってくるこれは喜び!?　自分が怖こわい！」

　自らに恐れを抱きながらオウカを下から見上げる。スカートのすそがチラチラと動いていた。肝かん心じんのものは見えなかったが、それが逆に真道の歓かん喜きを呼んだ。これがチラリズムか。

　ひとつ確かなことがある。これは絶対にピンチなどではない。ただヒドイ目に遭あっているだけだ。故ゆえに書けない。真道はそう確信していた。

　予想通どおり、ノートは書けなかった。

「ダメか。これでダメなら、他になにをすればいいってんだ……」

「と、とりあえず僕の顔面踏ふむのをやめてもらっていいかな……」

　二人が様さま々ざまな理由で落ち込んでいると、

「わわ、お兄にいちゃんたち、なにやってるの？」

　出かける支度したくを終えた吉よし乃のがリビングに入室してきた。倒れる真道を踏むオウカの姿すがたを見て、目を丸くしている。オウカが答えた。

「コイツが、追い詰められてピンチになれば覚め醒ざめるかもっていうからさ」

「うおぉおお──いっ!?　誤ご解かいを招まねきそうなこと言うな！」

「よ、よくわからないけど……お顔がすごい熱くなってきたよお兄ちゃん！」

「僕を見るんじゃないキツ！　──ほ、ほら！　早く学校行くぞ！」

　真道は誤ご魔ま化かすようにそう言ってオウカの足から逃のがれ、いつものように登校しようと吉乃を誘った。

「そのことなんだけど、今日きようから一人で行くから。お兄ちゃんも一人で学校行ってね」

　真さね道みちはひざから崩くずれ落ちた。娘むすめに洗せん濯たく物ものを一いつ緒しよに洗わないでと言われた全国の父親の気持ちがなんとなくわかった。心が折れる。

「シンドー、いまがチャンスじゃね？」

　オウカがノートをずいっと差し出したが、ショックでそれどころじゃなかった。

　せめて随ずい伴はん登校を拒きよ否ひする理由が知りたい。真道は壁を支えになんとか立ち上がる。

「キツ……僕のこと嫌きらいかい……？」

「ううん、大だい好すき。だからなの。私と一いつ緒しよに行くと登校大たい変へんでしょ」

　真道の通う王丸おうま高校と吉よし乃のの王丸小学校は反対側に位置しているため、真道はこれまで登校に倍ばい以上の時間をかけていた。それを辛つらいと思ったことはないが、吉乃は苦労する兄に気が引けていたようだった。気持ちはありがたいが、一人で行かせるのはやはり心配だ。

「で、でもなキツ……外には人さらいとか変へん態たいとかがいっぱいいて……」

「足は治なおったし、いざとなれば走って逃げるから大だい丈じよう夫ぶ。心配ご無む用ようです」

　さわやかなサムズアップで返す吉乃。だが、真道の不安は尽きない。吉乃の足は昨日きのうの今日きよう回復したばかりなのだ。

「今日もあたしがついて行く。迎えにも行ってやる。それでいいだろ」

「……オウカが？」

「問題あるか？」

「……いや、お願いするよ。ありがとう」

　昨日とは違い、すんなりと了りよう承しようすることができた。

「んじゃ、行くかな。じゃあなシンドー」

「あ、待ったオウカ！」

　真道は吉乃の手を引いて退たい室しつしようとするオウカを呼び止めた。

「────はい」

　三さん段だん重がさねの弁べん当とう箱ばこをオウカに差し出す。今朝けさ用意したばかりのものだ。

「……なんだ、これ」

　オウカはそれが何なのか理解していないような目で包みを見つめていた。

「オウカのお弁当。僕たちが学校行っている間、昼ご飯はん困るだろ？　どこかで広げるなり、家に戻って食べるなり、好きにしていいよ」

　目の前に突き出された包みを、オウカはおそるおそる受け取った。

「なにを企たくらんでやがる」

「そんな警けい戒かいされるなんて心しん外がいなんだけど……。純じゆん粋すいにキミのお腹なかのことを考えて作ったんだよ。昨日のお礼れいも兼かねて、さ」

　オウカはふ～ん、と鼻を鳴らした。

「じゃあ、一応もらっとく」

「いいなぁ～。お姉ねえちゃんお弁べん当とうなんだ」

　吉よし乃のが羨せん望ぼうの眼差まなざしでオウカを見つめていた。その気持ちは真さね道みちにもわかる。小学生にとってお弁当というものは、妙みように特別なアイテムに見えてくるものだ。

「キツには給きゆう食しよくがあるからな。我が慢まんしてくれ」

「む～」

　吉乃が頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎする。真道はその両頰に手を添えた。

「中学に上がったら、毎日お弁当作ってあげるから」

「約束だよっ」

　にへ～と機き嫌げんを直した吉乃の頰から不満の息がぷしゅう、と排はい出しゆつされた。吐き出した空気を推すい進しん剤ざいにし、玄げん関かんへと走り出す。真道とオウカは追つい従じゆうした。

　三人は靴くつを履はき、門の前で一いち度ど集合した。家の前がそれぞれの通学路ろの分ぶん岐き点てんなのだ。

「じゃあ、お兄にいちゃん。いってきます！」

「ああ、二人とも。いってらっしゃい」

　吉乃がオウカの手を引っ張り、元気よく通学路を歩き出した。その姿すがたを見て真道は思わず涙しそうになった。

　オウカの背を見つめる。吉乃と並び、仲良く手をつないでいる。彼女が来るまでは自分がそこにいた。少し寂しいが、これでいいのだ。

　吉乃はよく彼女に懐なついてるようだし、オウカも吉乃には優しい。大だい丈じよう夫ぶだろう。

　真道はオウカに対する考えが変わりつつあるのを感じていた。彼女のすべてを肯こう定ていするわけではないが、今までよりも好ましい印いん象しようが多くなったのは間違いない。弁当を用意したのも素す直なおな好意からだ。

　オウカの協力にも応こたえたいとも思う。その内容は色々な意味でキツいが。

「新しい魔ま術じゆつを書く、かぁ。精神力りよくがもてばいいけど……」

　真道は吉乃に手を振り返し、

「いってきますキツ。────オウカ」

　二人の姿が見えなくなってから、自分の通学路へと歩き出した。




　　　　　＊　＊　＊




　クラスメイトに昨日きのうの事件のことをしこたま聞かれた。大だい斗とと由ゆ梨りの話によると、どうやら現げん場ばに王丸おうま高校の生徒がいたらしく、そこからウワサが流れたようだった。

　教室内ないに流れる微び妙みような空気。真道はその中心に位置していた。

「え、えっ……と……色々ありましたが、生きてます。……心配してくれてありがとう」

　何かを求められているような気がしたので、真道はかゆくもない後こう頭とう部ぶをかきながら、感謝の言葉を述べた。それがクラスメイトたちの質問責ぜめという流れを引き寄せてしまい、朝のホームルームが始まる頃ころにはもう疲ひ労ろう困こん憊ぱいとしていた。午前の半なかばをすぎる頃にはげっそりとした顔で授業を受け、４時間目めの予よ鈴れいが鳴る頃には寝ね落おちしそうになっていた。

　つ、疲れた……昼休みはまだなのか……。

　真さね道みちはわずかに開いた窓から吹く暖かな風と、春の陽よう光こうに照らされていた。光こう合ごう成せいで体力回かい復ふくしないかな、などと思っていると、眠りに落ちそうになった。一番後うしろの窓まど際ぎわ席せきはこれだからいけない。

　肘ひじをつき少しだけウトウトとし出した頃、クラスメイトの男だん子しが息を切らしながら教室に飛び込んできた。

「皆！　次の時間、ウチのクラスだけ特とく別べつ授業があるらしいぞ！」

　特別授業という面倒めんどくさそうな響ひびきにクラスメイトたちが怪け訝げんそうな顔を向けるが。

「男は泣いて喜べ！　講こう師しの先生は超ちよう絶ぜつカワイイ外国人だ！」

　超絶カワイイというワードで男子たちが色めき立つ。歓かん声せいを上げるもの。身だしなみに気を遣つかい始める者。こういった行動はオスの本ほん能のう故ゆえだろうか。女子はそれを冷ややかな目で見つめていた。

「ウチのクラスだけって……なにするんだろうな？」大だい斗とが言った。

「さぁ？　随ずい分ぶん急な話だと思うけど」

　大斗はだよな、と言い自分の席に戻っていった。まもなく本ほん鈴れいが鳴った。

　まぁ、どんな先生が来てもそんなにひどいことにはならないだろう。

　真道は始し業ぎようのチャイムに身を任せながらそう思った。




　教室のドアが開かれた瞬しゆん間かん。おぉ、という複数の歓声が聞こえた。

　細ほそ身みの少女を着き飾かざる黒いジャケットにタイトスカート。フリルのついたブラウス。

　そして──薄うす紅べに色いろの長い髪かみ。

「特別講師のオウカ・ローザだ。よろしく頼む」

　教きよう卓たくについたオウカがそう挨あい拶さつし、真道は椅い子すから盛せい大だいに転げ落ち背中を強きよう打だした。

「そこ、うるせぇぞ。静かにできねぇのか」

　オウカが杖つえを指し示じ棒ぼう代わりにし、ひっくり返った真道を指した。

「す、すいません。ちょっと背中に毒どく蜘蛛ぐもが這はってまして……」

「あ、そ。早く席につけ」

「はい……」

　席に座りながら、真道は混乱した頭で様さま々ざまなことを思う。こんなところにまで来て何のつもりなんだ。というかどうやって忍び込んで、いつ教きよう師しになったんだ。

　前の席に座る由ゆ梨りも表情だけで、「え、どういうことなの？」と言っていた。大斗も似たような顔をしていた。それはそうだろう。二人には14歳さいくらいの親しん戚せきだと説明しておいて、実は〈教きよう師し〉でしたというオチでは混こん乱らんするに決まっている。

「出席とるぞ。欠けつ席せき者しやがいたら誰だれでもいいから申しん告こくしろ」

　いい加か減げんな出しゆつ欠けつ確かく認にんが始まったが、これは沈ちん黙もくをもって完かん了りようした。欠席者はいない。

「よし、では特とく別べつ授業を始める。といっても、別に難しいことは何もない。ちょっと変わった小テストをやってもらうだけだ」

　テストという響ひびきに呼こ応おうし、え～、という声が上がる。

「テストといってもアンケートに近いものだし、成せい績せきにも特に影えい響きようしないから気き楽らくに受けてかまわない。それくらいなら別にいいだろ？」

　オウカが微笑を浮かべながらフォローを入れると、何人かがほうっ、とため息をついた。

　最初は警けい戒かいしていたクラスメイトも受け入れ態たい勢せいが整ってきたらしく、

「カワイイ」「日に本ほん語ご上手うまいね」「嫁よめにしたい」とか囁ささやきあっていた。

　真さね道みちだけが危き機きを感じていた。

　最初に高こう圧あつ的な態度で警けい戒かいさせ、そのあと優しい口く調ちようと柔にゆう和わな笑顔で安心感を与えた。詐さ欺ぎ師しのような手て口ぐちだ。騙だまされるなと訴えても、今この状況では誰も聞く耳をもたないだろう。オウカの麗うるわしい容よう貌ぼうがさらに拍はく車しやをかけている。

　つまり、もう詰んでいる。

　せめて他人のフリをしたままこの時間を乗り切ろう。真道は怯おびえながらことの成り行きを見守ることにした。

「プリント配るから全員に回せ。合あい図ずするまでは裏うら返がえして待たい機き。もし見たら鼻にチョーク詰めるからな」

　持ってきた教きよう材ざいを確認し、順じゆん番ばんに各席をまわり人数分のプリントを置いていく。意い外がいに先生っぽく見えてくるから不ふ思し議ぎだ。

「書かれている問題は解わからなくても必ず何か書け。未み解かい答とうは許さん。ふざけた答えもダメだ。守れなかった奴やつにはきついオシオキを食らわせてやるからそのつもりでいろ。オシオキ目当てにわざとやる奴は放ほう置ちする。放置が目的のバカは死ね」

　オウカが壁にかかっている時計を確認し、号ごう令れいを発する。

「時間は30分くらいでいいかな。じゃあ、始めっ！」

　一いつ斉せいに紙を裏返す音が響き渡る。真道もそれを追いかけるようにプリントを裏返した。

　オウカがどういうつもりなのかはまったく読めないが、今は黙だまって従うしかない。機き嫌げんを損そこねたら学校を真まっ二ぷたつに割って「分ぶん校こうのできあがりだ。ゲラゲラ」とかやりかねない。

「さて、一問目めは……」

　名前を書き終えた真道は、一問目に取り掛かった。




〈問１〉　新しん堂どう真さね道みちは童どう貞ていである。○か×かで答え、○を選んだ者はそう思う理由を述べよ。




「なんじゃこりゃ!?」

　真道は床にシャーペンを叩たたきつけた。

　息を荒げながら周囲を見み渡わたす。クラスメイト全員が真道に注ちゆう目もくしていた。

　クラスメイトたちは真道の視線から逃のがれるように、淀よどみのない統とう率そつされた動きでプリントに向き直った。

　オウカと目が合う。彼女は教きよう卓たくで頰ほお杖づえをつきながらニヤニヤとほくそ笑えんでいた。

　やはりこれは罠わなだった。とっとと早そう退たいするべきだったのだ。後こう悔かいする真道。

「言っとくがシンドー。お前も書くんだぞ。この際だから自分を見つめなおせ」

「自分の貞てい操そうがどうとかいう自己分ぶん析せきに何の意味があるんだよ！」

　真道はたまらず抗こう議ぎするが、オウカは平へい然ぜんとしていた。

「テスト中だぞ。静かにしろ新しん童どう帝ていチェリ道みち」

「なんだよ新童帝チェリ道って！　新しい童貞の帝てい王おうみたいですごく気持ちが悪い!!」

　今すぐプリントを破いて捨ててしまいたかったが、一いち応おう書かないと授業態たい度どが悪いとか難なん癖くせをつけられるのが嫌いやだった。真道は真面目まじめな自分を恨うらみつつ次の設問に向かった。




〈問２〉　新堂真道はシスコンである。○か×ではなく、これについてどう思うか述べよ。




「か、確定？　これ○×問題でもないんだけどっ!?　こんなのばっかりかよ!!」

　真道は立ち上がって消しゴムを引き裂さき、ゴミ箱にイレイザーした。

　もうまともに受けてられない。こんなものはさっさと書いて終わらせてしまうに限る。




〈問３〉　新堂真道は叩たたかれたり絞しめあげられたりすると喜ぶ変へん態たいである。




　なぜか述べよ、系けいの文ぶん末まつがなくなっていた。

「もうただの内部告こく発はつじゃねぇか!!」

　真道は、ロケット鉛えん筆ぴつを空に向けて思い切り投とう擲てきした。

　クラスメイトの視線を感じる。先生とどういう関係なのか？　変態なのか？　様さま々ざまな思おも惑わくが教室中に弾だん丸がんのごとく飛び交い跳ちよう弾だんし、そのすべてが真道の体にめり込んでいった。

　それから先も似たようなもので、終しゆう始し真道のプライベートな事こと柄がらに集しゆう束そくしていた。解かい答とう欄らんを埋める頃ころ、真道は憔しよう悴すいし切っていた。

「しゅ～りょ～。後ろの奴やつ集めてこい」

　しばし呆ぼう然ぜんとしていた真さね道みちだったが、自分が一番後うしろの席だと気づいて立ち上がる。

　由ゆ梨りも含めたクラスメイトがよそよそしくプリントを差し出し、真道はそれを感じながら用よう紙しを回かい収しゆうした。

　教きよう卓たくに集めたプリントを置くと、オウカがどうだった？　などと聞いてきた。

　真道は答える。

「嫌いやがらせの世界大会があったとしたら、キミは金メダリストだ」

「その様よう子すだと、そうとうお疲れのようだな」

　じゃあ、とオウカが出席簿ぼの下からノートを取り出し開いてみせた。

「……ホレ、今なら書けるかもしれないぞ」

　周りに聞こえないように顔を寄せ、ヒソヒソ声で話すオウカ。

　真道は無む表ひよう情じようでノートに『オウカの貧ひん乳にゆう』と三回書かいてみたがやはり何も記せず、ささやかな復ふく讐しゆうすらも徒と労ろうに終わった。

　と、思いきや、

「誰だれがまな板の上の貧乳だコラァアアアアアアアア──っ!!」

「そこまで書いてなへぶんっ!?」

　書いていた内容が露ろ見けんした。真道は激げつ昂こうしたオウカに後こう頭とう部ぶを摑つかまれ、引き落とされるようにして教卓へ叩たたきつけられた。

「好きでこんな体になったわけじゃねえんだよぉぉぉおおおお────っ!!」

　オウカは血を吐くような声を上げながら、真道に唐から竹たけ割わりチョップからココナッツクラッシュを食らわせ、さらにそこから卍まんじ固がためを極きめるなど嵐あらしのような連続技わざをかけていった。

「し、死ぬ～！　……っ……うへへへ……死む～……っ」

　あまりの痛みに危き機きを感じ、思わず笑いがこぼれる真道。追い詰められると笑うしかなくなるというのはどうやら本当のことのようだった。

　だ、誰か……ヘルプミー……。真道がそう思っていると、

「いけぇー！　落とせ！」「馬ば場ばだ！　女おんな馬場だ！」「教きよう師しと教え子のムフフな特とく別べつ授業……」

「先生と……密みつ着ちやくしたい」「いや、むしろ新しん堂どうとくんずほぐれつしたい」

　このプロレスまがいの状況を楽しんでいるクラスメイトたちの声せい援えんが聞こえてきた。どさくさに聞き捨てならない欲よく望ぼうを吐と露ろした輩やからもいた。それが男の声だったと気づき、真道は尻しりの穴がムズムズした。

　四し面めん楚そ歌かだ。

「ちょ、ちょっとオウカさ……先生！　やめてあげてください！　新堂くんがかわいそうじゃないですか！」

　そのクラスの中にあって、由梨が最初に抗こう議ぎの声を上げた。真道は落ちかけた意い識しきの中で歓かん喜きしていた。さすがだ有あり里さとさん。キミなら僕を助けてくれる。

「違うぞメガネ女、これは喜んでいるんだ。〈問３〉の問題に書いた通り、コイツはひどい目に遭あうと喜んじゃう変へん態たいなんだ。この笑顔が良い証しよう拠こだろ」

　真さね道みちの引きつった顔を見ながらオウカがいいかげんな説明をする。

「白しろ目め剝むいてますけど……」

「快感を感じているんだ」

「むやみにエクスタシーを与えないでください！」

　動物園えんの注意書がきのような由ゆ梨りのセリフを聞きながら、真道は脂あぶら汗あせとよだれを流しながら助けを求める。

「……あ、有あり里さとさ～ん……へへへぇ……おたしゅけ～……」

「きゃあ！　キモい！」

　由梨にビンタされた。真道はショックで尿にようが出そうになった。

「待ってくれオウカ先生！」

　今度は大だい斗との声が聞こえた。頼む大斗、この状況から僕を救ってくれ。人間としての尊そん厳げんを失う前に。真道がそう願っていると、

「シンは耳をいじられる方が好きなんだ！　妹に耳掃そう除じをしてもらったとき危うく天てん国ごくに行きそうになったとか言ってた！　本ほん人にんから聞いたことだから間違いない！」

「だぁぁぁぁああああいぃぃぃぃとぉぉぉおおおおおゴゴゴゴゴゴゴ!!」

　親友の意い図としない裏うら切ぎりに、真道は胃い袋ぶくろごと吐き出しそうになった。

「そうか、じゃあ耳でも嚙かんでやろうかな……って、そんなことするわけねえだろアホ！　うわっ、なんかサブイボが立ってきた……もうヤメよ」

　オウカが心しん底そこ嫌いやそうな声を上げると、不ふ意いに全身の拘こう束そくが解かれた。

「ぐえぇ……っ」

　真道は喉のどの奥からなんともいえない鳴き声を発しながら、糸の切れた人形のようにリノリウムの床へ前のめりで倒れ込む。

　結果として大斗に救われた。だが真道は代わりに何か大切なものを失ったような気がした。

　そこで授業終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。

「お、ちょうど終わったな。そんじゃ解かい散さん。昼休みにしていいぞ」

　オウカのその言葉を皮かわ切きりに、クラスメイトたちは三さん々さん五ご々ごに散っていった。

　オウカは満足気げに謎なぞのプリントの角かどをトントンと叩たたいて揃そろえ、教室を出て行った。

「……け、結局……何が……したかったんだ……」

　真道は倒れたままの姿し勢せいで一いち度ど頭を上げ、そしてまたガクッと沈み込んだ。







「どういうことか説明してくれないかな？」

　暖かな風と東から射さす春の陽よう光こうに照らされながら、真さね道みちは目の前の人物にそう問うた。

「どういうこととは何を指しているんだシンドー。わかりやすく簡かん潔けつに述べよ」

「うわ先生っぽい！　ていうかもうそのノリやめてよ！」

「そのノリとは何か。わかりやすく10文字で答えよ」

「その悪わるノリのことだよ！」

「悪ノリとは何か。わかりやすく５文字で──」

「やかましい！」

　昼休み。大だい斗とと由ゆ梨りに介かい抱ほうされた真道は二人を振り切り、弁べん当とうと水すい筒とうを抱えて逃げるように屋おく上じようへ駆かけ込んだ。プライベートや秘ひ密みつの暴ばく露ろなどの連続でどこかに消えてしまいたかった。

　誰だれとも会わないような場所を求め、いくつかの候こう補ほを絞しぼりここを選んだ。人がいないことを確かく認にんして屋上に踏み込んですぐに背後から何者かの気け配はい。

　振り返るとヤツがいた。スーツ姿すがたのオウカだ。背負っていたクマのリュックがシュールだった。

「大体、なんでこの世界に来たばかりのキミが教きよう師しなんかできるんだよ。務まる務まらない以前に、教員免めん許きよ持ってないだろ」

「務まるんだなぁこれが」

　オウカがどこから調ちよう達たつしたのかわからないフォーマルなジャケットの内側からノートを取り出した。ページを開き、真道に突き出す。




『《ごっこ遊びマネー・ゲーム》。頭の中に思い描いた任にん意いの職しよく業ぎようとふさわしい衣い装しようを得る。選んだ職業と同じ職しよく種しゆに勤つとめる者に対し記き憶おくのすり込みも同時に行う。素す性じようについて追つい及きゆうされることはない。

　詠えい唱しよう：　無む色しよく透とう明めいの持たざる者。勤きん労ろうの徒ととなり、己おのが在あり処かを自らの手で証しよう明めいすべし』




「なにこれ」

「なにこれって、お前が書いたモンだろうが。覚えてないのかよ」

「全部詳しよう細さいに覚えてたら今いま頃ごろ僕はストレスの塊かたまりだよ。うう……やっぱり詠唱部分がヤバイな」

　魔ま術じゆつの名めい称しようにつけられたルビはまだ我が慢まんできる。この際さい許す。効果の説明も認めよう。だが、呪じゆ文もん詠唱だけは耐えられない。

「言っておくけどな、あたしはお前に嫌いやがらせをするためにこんな格かつ好こうしてるわけじゃないぞ。ちゃんと意味があってやってるんだ」

「意味って……僕を貶おとしめて魔術を書かせるためかい？　あんなプリントまで用意して」

「魔術のこともあるが、まぁ……色いろ々いろ使い道があるんだよあれには」

　はぐらかすような口く調ちようでそう言うオウカ。人をおちょくる以外の使い方があるなら教えて欲しいものだ、と真道は思った。

「あんなのただ僕の恥はずかしいところを皆におっぴろげただけじゃないか。しかもクラスメイトにゲイがいるって判はん明めいしたし……最さい悪あくだよ」

　これからの学校生活を想そう像ぞうし、真さね道みちは胃が痛くなりそうだった。

　うなだれる真道に、オウカがフォローするように言った。

「まぁまぁ、そんなに落ち込むことはないぞシンドー。ざっと確かく認にんしてみたんだが、ネガティブな解答はほとんどなかったぞ。『全ぜん国こく民みんの半分が童どう貞ていだから気にしなくてもいいと思う。むしろ新しん堂どうが童貞じゃなかったら右ストレートで真まっ直すぐいってぶっ飛ばす』とか、『あまり話したことはないけど、妹と仲良く歩いてるところを見て、いい兄あに貴きしてるんだなと思った。あれはいいシスコン』なんて、心こころ温あたたまるものばっかりだった」

「優しいクラスメイトに囲まれて僕は幸せだよ……ってなるかバカ！」

「結けつ構こう好こう意い的てきに見られてるみたいでよかったじゃんか。この日に本ほん一いちの幸せ者めっ」

「……ハハッ、そうだろうね。僕は日本一赤せき裸ら々らな高校生だよ」

「お前、泣いてんのか？」

「泣いてねーよ！　心のなかでは血けつ涙るい血けつ尿によう垂たれ流しだけどね！」

　そんな風ふうに真道がツッコんでいると屋おく上じようのドアが開き、

「お、こんなところにいたのかシン。探したぞ」

「介かい抱ほうしてあげたのに黙だまって行くなんてひどいじゃな……オウカさんも一いつ緒しよなの」

　大だい斗とと由ゆ梨りが弁べん当とうを引っさげて現れた。




「すまんシン……ああ言えばオウカさんがお前の耳たぶに食らいつくんじゃないかって思ったんだ。そうすることがお前の幸せにつながると本ほん気きで信じていたんだ。悪わる気ぎはなかった。だから、機き嫌げん直してくれよ」

「叩たたいちゃってごめんなさい新堂くん。あなたの醜しゆう悪あくな顔と下げ卑びた笑い声を認にん識しきした瞬しゆん間かん、一いつ刻こくも早く滅めつするべきだと本ほん能のうが感じ取ったの。真面目まじめで誠せい実じつな新堂くんに戻って、幸せを摑つかんでもらいたかったの。決してあなた自身を否定したわけじゃない。だから、もう許して」

「二人とも幸せとはなんなのか、人生をもって証しよう明めいせよ」

　親友のあまりな仕し打うちに対して真道は先生のような口く調ちようでそうオチをつけた。

　その後、なんともなしに四人で昼食会かいと相あい成なった。

　地べたに座るのは嫌いやだとごねる女子二人の要よう望ぼうに応こたえ、大斗が教室に常備していたレジャーシートを用意してくれた。男二人でそれを広げ、キャンプファイアーを囲むように男女で円を作る。ちょっとした遠えん足そく気分だ。

　それぞれ手持ちの弁当を広げていただきますの挨あい拶さつをする。由梨がオウカの弁当を見た瞬間、怖こわい表情を浮かべながら「ズルイ……」とうらめしそうに呟つぶやいていた。何がズルイのかわからなかったが、真道はとにかくこの昼食会を楽しめるよう努めることにした。

「なぁなぁ、シンドーって昔デカイ剣けんとか長いコート着てたりしてなかった？」

「脈みやく絡らくもなくいきなり何なに聞いてんだよキミはぁ!?」

　オウカがいきなりブッ込んできた。大だい斗とが答える。

「……あ～あったかもな。図ず工こうの時間とかに作って、シンとよくチャンバラしたっけ。『我わが魔ま剣けんを受けてみよっ！』『なんの！　俺おれの魔剣に敵かなうと思っているのか！』みたいな感じで魔剣しかない世界で打ち合ってた。男は武ぶ器きが好きだからな。コートはよくわかんねえけど」

　由ゆ梨りも答える。

「私は木き彫ぼりのペンダントみたいなのもらった。『身に着けていると聖せい天てん使しの加か護ごが得られる。それがキミをあらゆる危険から守ってくれる……』って言って、首にかけてくれたわ。コートはよくわからないけど、そういうの大好きだったわよね」

「二人とも答えなくていいからね!?」

　闇やみの力が濃く、強くなってきている。真さね道みちは早くもこの昼食会かいに暗あん雲うんが立ち込め始めていることに気づいた。

　オウカがふんふんなるほど、と頷うなずきながら、

「今とあんまり変わらないな」

「僕のどこをどう見たらそんな風ふうに言えるんだよ!?」

　真道は鳥の手て羽ば先さきに箸はしを思い切りブッ刺した。

「お前らっていつ頃ごろからシンドーのダチやってんだっけ？」

「お、その辺のところ興きよう味みあるのかオウカさん。よ～し、なら面白おかしくしゃべっちゃうぜ。実はな……」

　オウカの要よう望ぼうに応こたえ、大斗が語り出す。三人が仲良くなるきっかけになった事件の話だ。

　大斗が由梨にちょっかいを出し、真道がそれを見み咎とがめてケンカに発展。だが、次の時間には先生の浮うわ気きを捏ねつ造ぞうするあぶり出しなんてバカな遊びをして、最後は全員仲なか直なおり。

　少々盛もってはいたが、概おおむね事実通どおりだった。

　偶ぐう然ぜんというか、昨日きのうもした話なので真道は弁べん当とうをポップコーン代わりにして流し気ぎ味みにそれを聞いていた。由梨も同どう様ようだ。

「そっからずっと腐くされ縁えんか。仲良いよなお前ら」

「まぁな、できればオウカさんも仲良くしてやってくれ。──特にシンにはな」

　鼻の下をこすりながら、今度は大斗が質問をする。

「それにしても驚いたな。まさかオウカさんが先生だったとは。人は見た目だけじゃわからないもんだな。こっちに来たのはウチの学校に赴ふ任にんするためとか？」

「まぁ、そんなところだな」

　適当な返事をしながら真道お手て製せいの弁当をつまむオウカ。

「ちっちゃいのにすごいよな。それにプリントもさることながら、そのあとのプロレスも見どころがあって面白かった。なかなかエキセントリックな時間だったぜ」

　大だい斗とがドカ弁べんをかき込みながら、今日きようの授業の感想を言った。

「私はやり過ぎだと思う。ほとんど新しん堂どうくんの研究会みたいなノリだったし、あんなの授業とは呼べないわ。それにテストの答えだってあやふやなままだし、せめて〈問１〉の答えくらい教えてくれないとこのままじゃ夜も眠れない……って、友達が言ってたわ」

　由ゆ梨りが忌き憚たんのない意見を述べた。ていうか友達って誰だれだ。

「まぁまぁいいじゃねえか有あり里さと。問題の良し悪あしはともかく、シンがクラスに溶け込めるきっかけになったのは確かだ。そこは評ひよう価かしてもいいだろ」

「そうかしら……新堂くんはあれで溶け込めると思った？」

　由梨はオウカに対して少し懐かい疑ぎ的のようだ。真さね道みちはいじけながら言った。

「溶け込む前に溶けていなくなりそうだよ……」

「腐くさるなよシン。お前も俺おれたちだけじゃなくてもっと他のヤツらと交こう流りゆうを深めるべきだって。事じ故こで動かなくなってたキッちゃんの足も良くなったことだし、そろそろ自分のことも考えろ。オウカさんもきっとそう思ってあんなことをしたんだ。な、オウカさん？」

「デカ男おの言う通りだ」

　うんうんと頷うなずくオウカ。

「ウソつけ！」

　真道は鳥の手て羽ば先さきの関かん節せつをバキリとへし折った。

「大体、シンドーは友達少な過ぎるだろ。デカ男とメガネ女以い外がいのヤツとつるんでるとこ見たことねえぞ」

　オウカの言葉に真道は少しむくれた。この世界に来てたった３日の魔ま女じよが何を言うか。友達くらいいたぞ、バカにするな。

　そんな真道の思いを代だい弁べんするかのように大斗が語る。

「あ～……いるにはいたんだが、他の学校に行ったり引っ越したりとかして疎そ遠えんになったヤツもいるからなぁ。昔は結けつ構こうクラスの中心で人にん気き者ものだったんだぜ。なぁ有里」

「そうね、何をするにも率そつ先せんしてやってたし、クラスの皆もまとまってた。それに……優しかった……ううん、今でもそれだけは変わってないわね」

　今度は真道がうんうんと頷いた。二人のフォローは少し照れくさくもあったが、ありがたいと思えた。過去の栄えい光こうにすがるつもりはない。ただオウカにはきちんと事実を確かく認にんしてもらう必要があると思っただけだ。それ以上の意味は無い。ふふん。

　真道が強きよう敵てきに勝利したような気分を味わっていると、不ふ意いに大斗が何かを思い出したのか、こう言った。

「昔といえば、小学生のときクラスの出し物でシンの書いた創そう作さく劇げきとかやったよな」

「ぶふぅううううううううううううう!?」

　突とつ然ぜん思わぬところに仕掛けられた時限爆ばく弾だんが大だい爆ばく発はつした。真さね道みちは盛せい大だいに噴ふん飯ぱんし、吹き出した米はすべて向かいに座る大だい斗との顔にかかった。

「うわっばっちい！　やめろよなシン！」

「キミが変なこと言うからだろバカ大斗！　バンダナ漂ひよう白はくするぞ！」

「漂白されたバンダナなんかただの布だ。……ったく汚きたねえなぁ」

　やれやれ、とぼやきながらも怒ったりはせず、大斗は静かに米粒を拭ぬぐった。

　真道は額ひたいに浮いた脂あぶら汗あせを拭うのに必ひつ死しだった。まさか過か去こ話でいい気き分ぶんに浸ひたらせてもらった後、奈な落らくに突き落とされるとは思わなかった。完全に油ゆ断だんしていた。

　これ以い上じよう話が変な方向に飛び火しては敵かなわない。そう思った矢や先さき、

「面白そうだから、創そう作さく劇げきの話を詳しく聞かせろ」

　オウカが新しいおもちゃを見つけたような顔で興きよう味みを示した。

「聞かなくていいよ！　面白くないし、そんな昔のことなんか誰だれも憶おぼえてないっての！」

「私は割と憶えてるわよ。その劇の主しゆ役やく、私だったし」

「うげぇ!?　そういえばそうだった！　よりによって当時のメインキャストがここにイタタタ心しん臓ぞうが痛い！」

　由ゆ梨りの爆弾発言により、真道は心しんの臓ぞうが破は裂れつしそうになった。

「俺おれはちょっとうろ覚えかな。……タイトルは確か──テトロドトキシン？　みたいな感じだったような気がする」

「それじゃフグ毒どくになっちゃうわよ早さ蕨わらびくん。正しくはテトラポットじゃなかったかしら？」

　タイトルが定まらずう～んと腕を組む大斗と由梨。

　そんな二人を出し抜くかのように、オウカがおとがいに手をやりながら、

「──ああ、テトラグラマトンのことか」

「それだ！」「それよ！」

　劇の正確なタイトルをズバリと当てた。思わず歓かん声せいを上げる親友二人。

「それだ！　じゃないよ、早く忘れてくれ！」

　そして、悲ひ鳴めいを上げる当時の制作総そう指し揮きが一人。

　だが、大斗と由梨の記き憶おくを辿たどる旅は終わらない。

「どういう話だっけか？　天てん使しとか悪あく魔まが出てきて戦うっていうのは憶えてるんだけどなぁ」

「戦いがメインじゃなかったと思うわ。確か、創そう造ぞうの神から生まれた生命たちが冒ぼう険けんするっていうお話だったような……」

「お、そうそう、最初は登とう場じよう人物みんな、仲なか悪わるいんだよな」

「そうね、でも途と中ちゆうから冒険の苦しみを分かち合うようになって、最後は協力して苦く難なんを乗り越えて奇き跡せきを起こすっていう流れだったと思う。王おう道どうね」

「王道って言えばよ、技とか呪じゆ文もんとかも凝こってたよな」

「呪じゆ文もん詠えい唱しようには特に苦労させられたわ～。さすがに細こまかい部分までは憶おぼえてないけれど……」

「ラストの敵ってどういう風ふうに倒したんだっけ？」

「う～ん、最後は倒すんじゃなくて、封ふう印いんしたんじゃなかったかしら」

「二人ともその辺でやめてくれないかな……吐きそうだから……うっぷ……」

　真さね道みちはえずきながら大だい斗とと由ゆ梨りにそう懇こん願がんした。懐なつかしむように会話しながら詳しよう細さいを詰めていくのはやめてもらいたい。昔むかし話ばなしに花が咲くとはよくいうが、真道にとってそれは毒どく花ばなでしかない。記き憶おくの欠片かけら探しも程ほど々ほどにして欲しい。

　幸いだったのは、二人とも呪じゆ文もんに関しての記憶を一切保ほ存ぞんしていないこと。その一点だけで本当に救われたような気分になった。それでも喉のどはカラカラで、胃い液えきが逆ぎやく流りゆうしそうになっていたが。

　真道は水すい筒とうのお茶を注つぎ、くっ、とあおった。とにかく落ち着こう。

「その劇ってさ、オッドアイで魔ま眼がん持ちのカタナ使いとか出てきたりしない？」

「ごぼぁああああああああああああああ!?」

　真道は含んでいたお茶をプロレスラーの吐く毒どく霧ぎりのごとく噴ふん射しやした。

「ああ、それだ！」「いたいた！」

　記憶を呼び醒さました大斗と由梨が頷うなずきあっていた。二人とも噴ふん霧むされた真道汁じるにまみれながらもそれを拭ふこうともしない。無む茶ちや苦く茶ちや楽しそうだ。

　気を良くしたのか、オウカは片手でノートを開き、

「これは？　──無む象ぞうを切り裂さく爪そう牙がは恐きよう怖ふの象しよう徴ちよう──空を縫ぬい飛ぶ大たい翼よくは王おう者じやの印しるし──」

　今度は詠唱ワードを堂どう々どうと読み上げていた。絨じゆう毯たん爆ばく撃げきだ。

「その感じだぁ！」「それ唱となえたことある！」

「ぶぎょわあああああああああああああ!?」

　真道は顔を隠かくしながらレッドカーペットのごとくゴロゴロと転がり、屋上の隅すみから隅までを行ったり来たりした。

　大斗と由梨がモッシュするかのように湧わき立つ。オウカはそれを受け調子に乗り続ける。

「──形ある物いつか壊こわれ──やがて土に──」

「それだぁあああああ！」「それよぉおおおおお！」

「恥はずか死いぃぃぃぃぃぃぃぃぃいいいいいい──────────っっっ!?」

　真道は土に還かえりそうになった。顔かお中じゆうの穴という穴から液えき体たいを吹き出し、大斗と由梨にぶっかけた。オウカ以外の人間はもう、全身ギトギトになっていた。

「もういやだ！　こんなところに１秒だっていられるか！　僕はもう帰るぞっ!!」

　真道は叫びながら食べかけの弁べん当とうを抱え、立ち上がった。

　そして──。

「──重じゆう力りよくに縛しばられし魂たましい──世界の果てへと飛び立て──解放は救いなり──」

「誰だれか僕を救ってくれぇえええええええええええええ──────────っ!!」

　羞しゆう恥ちプレイもここまでいくと虐ぎやく待たいに近い。

　真さね道みちは魂たましいの解放を求めて屋おく上じようの鉄てつ扉ぴを開け放ち、誰もいない世界の果てを目め指ざし飛び出していった。




　　　　　＊　＊　＊




　あの無む法ほう地ち帯たいから離れられるならと、真道は右へ左へと走り続けた。逃げても意味が無いとわかってはいたが、暴ぼう走そうした車はすぐには止まれない。走り続けるしかないのだ。

　急に足が重くなり、壁に手をついて止まった。

　気がつくと屋おく外がいにいた。無む意い識しきに外に出てしまっていたようだ。しかもうわばきのまま。

　真道は荒い息をつきながら周りを見み渡わたした。園えん芸げい部員が使う作業倉そう庫こ。その近くには動物のいない飼し育いく小ご屋やが見えた。俗ぞくに不ふ良りようと呼ばれる連れん中ちゆうがたむろしていそうな場所だが、今のところ誰もいない。

　真道はそこでこれからどうするかを考えた。

　昼休みはまだ終わりそうになかった。かといって今さらノコノコ屋上には戻れないし、戻る気もなかった。このままここで昼を過ごして、気分が落ち着くのを待とうか。ついでに食べかけの弁べん当とうもやっつけてしまおうか。

「……それにしても……はぁ、創そう作さく劇げきって……テトラグラマトンって……うう」

　否いや応おうなく思い出させられる。原作、新しん堂どう真道による創作劇。高校生になってから蒸むし返されるとは思ってもいなかった。子供の頃ころの思い出話ばなしからなぜあんなことになったのだろう。

　オウカはいつも自分の過去をほじくり返してくる。

　その無ぶ遠えん慮りよさが吉よし乃のの足を回かい復ふくさせるきっかけにもなったのだが、それも程てい度どによる。破は天てん荒こうがすべてを良い方向に導けるなら、日に本ほん全ぜん国こく荒あらくれ者だらけになってしまう。

　真道は思った。そういえば、ノートの魔ま術じゆつとテトラグラマトンは一部リンクしているのだろうか。オウカがいくつかの詠えい唱しようを読み上げ、大だい斗とと由ゆ梨りがそれに反応していた。

　ということは、二人には聞き覚えがあったということだ。ノートに書いてある魔術のいくつかがあの劇に使われているのは間違いなさそうだ。

　もしかすると、あの創作劇を紐ひも解とくことこそが、ノートに新しい魔術を書くきっかけになるのでは。

「……あり得ないな」

　あんなものを読み返すなんて冗じよう談だんじゃない。そもそも台だい本ほんなんてもうどこにあるのかすらわからないし、触れたくもない。触らぬ過去に痛さなしだ。

　テトラグラマトン。ノート。魔術。そして、オウカ。

　ふと、違い和わ感かん。

　そういえば、オウカはあのとき……。

　何かを摑つかみかけた真さね道みちの前に、突とつ然ぜん白ウサギが飼し育いく小ご屋やの陰からぴょこっと飛び出してきた。

　反射的に身み構がまえる真道。昨日きのうの恐きよう怖ふがよみがえる。コイツは……まさか。

「メアリー・ゴールド……っ！」

　デパートで巨きよ大だいなウサギに変化して襲おそいかかってきた魔ま女じよ。

　オウカと同じ魔女で、ノートを狙ねらう敵てき対たい者しやでもある。

　真道は愚おろかで軽けい率そつな自分を呪のろった。

　何をされようとも、オウカのそばを離れるべきではなかった。

　メアリーの目的はノートなのだから、自分は狙ってこない。学校にいれば安全だ。無む意い識しきの内に、そうタカをくくっていたのだろう。見み通とおしが甘かったと言わざるを得ない。

　己おのれのとった行動を後こう悔かいする真道。

　鼻をヒクヒクと動かしながら徐じよ々じよに近づいてくる白ウサギ。

「く、来るな……っ」

　言いながら真道は逃げ足の準備をしようとするが、足がすくんで動かない。

　──情なさけない、くそ！

　真道は心のなかで悪あく態たいをつきながら、それでも虚きよ勢せいだけは張る。

　オウカにばかり頼るのは、男として悔くやしいのだ。

　真道は印いんを結ぶようにバババッ！　と、腕を振り回し、

「ふ、ふふふ……こうなったら封ふう印いんを解くしかあるまいな。さぁ、喰らうがいいメアリー・ゴールド！　我がドコサヘキサエンサンを！　はぁああああああああああああっ!!」

　精せい一いつ杯ぱい適当なことを言って、すごいことをしようとするフリだけ見せた。

　ちなみにドコサヘキサエン酸さんとは、魚に多く含まれる栄えい養ようのことである。

　そんなことは意に介かいさず、白ウサギはどんどん近づいてくる。

「耐えたか……苦しむだけだというのになぜ抗あらがう。──さぁ、我が腕の中で息いき絶たえるがよい！　エイコサペンタエンサン！　破ぁあああああああああああああああああっっっ!!」

　エイコサペンタエン酸。やはり魚に多く含まれる栄養である。

　真道は大おお声ごえで魚の栄養名を張り上げ続けたおかげで、少し元気になっていた。さすが魚は栄養満まん点てんだ。

　なぜか恍こう惚こつとした表情を浮かべ、若じやつ干かん悦えつに入る真道。

　しかし、足あし元もとには白ウサギ。肉にく薄はくされた。

「バ、バカな……ヘキサゴンとペンタゴンを利用した積せき層そう型がた立りつ体たい魔ま法ほう陣じんを突とつ破ぱしただと……」

　真道はもう自分でも何を言っているのかわからなくなっていた。

　ウサギが鼻を鳴らす。真道は体を硬こう直ちよくさせたまま、切り刻まれる覚かく悟ごを決めた。

「……（ヒクヒク）」

「……」

「……（すぴすぴ）」

「……？」

「……じ～」

　が、ウサギは何もしてこず、ただ何かを要求するかのように鼻をヒクつかせたり、見つめてくるだけだった。

「……もしかして……お前って……普通の……ウサギ？」

　ウサギはそうだとばかりに小さくピッ、と鳴いた。

「……っ……っっ……っっっ……っっっっっっ!!」

　真さね道みちは両手で顔を隠かくし、立ったまま悶もん絶ぜつした。

　なんだよ、ヘキサゴンて。ペンタゴンて。どうやったら魚から魔ま法ほう陣じんが作れるんだ……。

　使われていない飼し育いく小ご屋やの陰から出てきたので、完全に勘かん違ちがいしてしまった。とすると、目の前のウサギはただの野の良らということになる。

　真道はハッとし、視線を左右に巡らせて周りに人がいないかを確かく認にんする。あんなものを見られた日には、寺に駆かけ込むしかなくなってしまう。

　周囲には他に誰だれもいない。一人と一いつ匹ぴきだけだった。真道は心から安あん堵どする。

「……もう、まぎわらしいなぁ」

　ウサギがまたピッ、と鳴いた。エサでもねだっているのだろうか。

「キミ、お腹なかすいてるのか。でも僕はエサなんか持ってな──」

　言いかけて、真道は手に持っていた弁べん当とう箱ばこを見やった。そういえば、彩いろどり用に飾り切りしたニンジンがあったっけ。あげてみるか？

　色々あり過ぎてもう昼食をとる気が失うせていた真道はその場にしゃがみ、弁当箱から花びらを模もしたニンジンを取り出し、ウサギに与えた。コリコリという音を立てながらニンジンを咀そ嚼しやくするウサギを見ていると、先さき程ほど晒さらした醜しゆう態たいの痛みが癒いやされていくような気分になった。

　あまり考えたことはなかったが、ペットを飼うというのはアリかもしれない。吉よし乃のの情じよう操そう教育にも役立つ。ウチには大おお食ぐらいの猛もう獣じゆうがすでに幅をきかせているが、このウサギのようにケージで飼えるような大きさなら相談する価か値ちはある。

　ウサギが目め線せんを上げる。急に体を強こわ張ばらせ一ひと際きわ強くピィッ、と鋭く鳴くと食べかけのニンジンを放り出し、なぜか走り去っていってしまった。

　──なんだろう、怖こわがらせるようなことしたかな？

　真道は首を傾かしげた。

　ふと、背後に強い気け配はい。誰かが立っていた。







「ごきげんよう、──シンドウサネミチ」




　透すき通るような声で、名前を呼ばれた。

　真さね道みちの人生の中で、そんな口く調ちようで話す人物は一人しかいなかった。昨日きのう更こう新しんされたばかりの脳のう内ないリスト【危き険けん人物】に属する、

　魔ま女じよ。メアリー・ゴールド。

　真道は地面にひざをついた姿し勢せいで、恐おそる恐る振り返った。

「……メ、メアリー・ゴールどぶふぅ!?」

　突然顔がん面めんを蹴けられた。靴くつ底ぞこがめり込んだと思った次の瞬しゆん間かんには、仰あお向むけに倒されていた。

「呼び捨てにされる謂いわれなんてなくてよ、このおバカさん」

「しゅ……しゅいましぇん……」

　真道は目を白しろ黒くろさせながら顔面の痛みに耐えた。ハイヒールじゃないだけ随ずい分ぶんマシだな、などと考えながら、次の言葉を探す。

「にゃ……にゃにをしにきひゃんだ」

「猫ねこ語ごはわからないの。ちゃんとしゃべりなさい」

　メアリーはそう言うと足を少しだけ横にずらした。

　真道はようやく自分の顔を踏んでいる魔ま女じよの姿すがたを、靴底越ごしに確かく認にんできた。

　白を基き調ちようとした仕立ての良さそうなワンピースを着ていた。織おり物もののような美しさを内ない包ほうした長い髪かみは金きん色いろ。瞳ひとみは碧へき眼がんだった。

　背が高く、スタイルがいい。出るところは遠えん慮りよなくその存在を主張し、引っ込むべきところはとても謙けん虚きよだ。

　オウカが西せい洋よう人形だとすると、メアリーは彫ちよう像ぞうだろうか。どちらも芸術品めいている。

　真道は敵であるメアリーに少々魅み入いってしまうが、すぐに気を取り直す。

「ここに何をしに来たんだ」

「何をしに、ですって？」

　眉まゆをひそめて不快そうな表情を浮かべるメアリー・ゴールド。

「昨日わたくしをあんな目に遭あわせておいて、よくそんなことが言えますわね」

「こっちのセリフだよ。アンタのせいでこっちは死にかけたんだ」

　真道は毅き然ぜんとした態度で臨のぞむ。

「それに、アンタをやったのはオウカだろ」

「あなたでもいいから仕し返かえししてやろうと思いまして」

「セコっ！」

「セコくないですわ！　そもそも、わたくしがローザに負けるなんてことがまずあり得ないの！　何かの間違いですわ！　キィ──ッ！」

「いだだだっ!?　グリグリしないで！　ねじらないで痛い痛い！」

　真さね道みちは荒ぶるメアリーの靴くつドリルを頰ほおで受け続けながら、あることに気づく。自分を踏みつけているメアリーのスカートが目の前で激しく揺れ、その奥に眠る神しん秘ぴを晒さらけ出そうとしていたのだ。

　──うわ、ガーターベルトが見えた。こんなの着けてる人ひと初めて見たよ感かん激げき。

　ふとももを縦たてに走る白い線を目もく撃げきした真道は踏まれながら、若じやつ干かんほっこりとしていた。

「どう、参まいったかしら？」

「参らな……いえ、参りました……」

　ふともも観かん覧らんショーを延長しようとした自分を抑え、素直に降こう参さんした。痛いし。

「ざまぁみなさい！　おーっほっほっほ！」

　メアリーは腰に手を当て勝ち誇るように高たか笑わらいをし、

「……むなしいですわ……」

　その後自己嫌けん悪おに陥おちいったのかガックリと肩を落とし、やがて深いため息いきをついた。

「なんで人間界かいにまで来て、弱い者イジメみたいなマネをしなければならないんですの……」

「そう思うなら、僕の顔がん面めんを踏みつけるのを今すぐやめてくれないかな」

　真道はそう抗こう議ぎしたが、聞こえていないようだった。
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「……思えば、ノートを求めてこの世界に来てから不ふ幸こうの連続ですわ。汚よごれた服を部ぶ下かに洗せん濯たくさせたら裾すそを破かれるし、縫ぬって直すように命じたら貧びん乏ぼう臭くさいパッチを当てられるし……はぁ、この世界に送り出されるときにお父とう様から頂いただいた大だい事じな服なのに……」

「うわ、本当だ……」

　よく見ると上じよう等とうそうなメアリーのワンピースの裾に、微び妙みように色の違う四角い当て布がペタリと貼はり付けてあった。素そ材ざいに合う布が見つからなかったのか、それともただの手て抜ぬきか。おそらく後こう者しやだろう。

　メアリーのグチはなおも止まらない。

「それだけじゃないのよ。あの子ったら食料の買い出しをさせれば帰る途と中ちゆうに半はん分ぶん食べてしまうし、アジトの掃そう除じをさせれば余よ計けいに散らかすし、ノドが渇かわいたからジュースが飲みたいと駄だ々だをこねるし、もう散々……」

「……子供みたいな部下だね。ウチにもいるよそんな子」

「本当わがままで困りますわ。なんでもっと常じよう識しき的に振る舞えないのかしら」

「わかる、わかるよその気持ち」

「特に食料を勝かつ手てに食べるという行為が許せませんわ。わたくしだって食べないといけないのに、どういうつもりなのかしら」

「まったく同どう感かんだよ。少しは遠えん慮りよってものを知るべきだ」

　真さね道みちは敵であるはずのメアリーとともにうんうんと頷うなずきあった。

　二人は妙みようなシンパシーを感じ始めていた。

「大だい体たい僕は自分の食事だって満足にとれてないってのに、オウカはお腹なかを空すかせた僕の目の前で『足りない』とか言い出すんだよ？　考えられないよ。それで、『キミは僕の５倍は食ってるだろ』って言ったら肩にパンチしてくるし、怒るとすぐ暴ぼう力りよくに訴えてくるんだ……」

　今度は真道のグチが止まらなくなった。

「おまけに、クラスメイト全員に僕のオス的なパーソナルデータを公こう開かいするわ、親友に僕の恥はずかしい過去の遺い産さんを暴ばく露ろするわで、……生きるのが……辛つらいよ……うう」

　最後の方は涙なみだ声ごえになっていた。

　スッと顔がん面めんにかかっていた圧あつ力りよくが消える。メアリーが足を離したのだ。

「……あなたも苦労しているのね。ほら、いいかげん立ちなさいな」

　メアリーが手を差し伸べる。真道はその白はく磁じのような綺き麗れいな手を取り、ぐすっと鼻を鳴らしながら立ち上がった。

「顔を踏んでごめんなさいですわ……痛くない？」

「心の方が痛い……」

「そう、何か冷たいものでも飲む？」

「……いえ、気持ちだけで……」

「強く生きなければダメですわよ」

「……うん」

　そう短く答えると、突然背せ中なかをさすられた。どうやらメアリーに同どう情じようされたらしい。敵に情なさけをかけられ、真さね道みちはより一いつ層そうみじめな気持ちになった。

　そのとき、どこからかミョミョミョという奇き妙みような音が鳴り出した。

「あら、ちょっと失しつ礼れいしますわ」

　背中に感じていた手が離れ、メアリーがあさっての方を向いた。懐ふところからクマの顔を象かたどった平たい機き械かいのようなものを取り出し、それを耳に当て、

「わたくしですわ。何かありまして？」

　誰だれかと会話し始めた。携けい帯たい電話だろうか。

　真道は目元を拭ぬぐい、メアリーの手て元もとに注ちゆう目もくした。あれは……クマか？

　もしかしてメアリーもクマが好きなのだろうか。魔ま女じよ界かいでクマはそんなに人気なのか。オウカといい、メアリーといい、どれだけクマが好きなんだ。

「……そう、なら近くにある【体育館】という大きな建物に誘い込みなさい。わたくしもすぐにそちらへ参まいりますから。くれぐれも先さき走ばしらないように。──待て、ですわよ」

　犬に待たい機きを命じるかのようなセリフで会話を終わらせると、メアリーは携帯電話と思おぼしきクマ型の電話を懐ふところにしまった。

　その後、メアリーはしばらく背中を見せたまま沈ちん黙もくしていた。

　電話の向こうにいたのはメアリーの言っていた部ぶ下かだろうか。

　おそらく違いない。その部下に、誰だれかを誘い込めと命じていた。

　誰を？　そんなの決まっている。オウカしかいない。

「シンドウサネミチ」

「……な、なに？」

　先ほどまで優しげだった声に、硬さが宿っていた。

「これからローザに再さい戦せんを申し込みに行きますわ。──あなたも来なさい」

　振り返りながらそう言うメアリー。強く輝く青い瞳ひとみ。彼女は敵になっていた。

「さ、再戦？　なんでそんなことを……」

「わたくしの目的がノートだということをお忘れかしら？」

　真道は正直忘れていた。大だい事じなことなのに。

　忘れてはいけない。ノートを奪うばわれたら、メアリーにもあれを読まれてしまう。それだけは絶対に阻そ止ししなければならない。

「なんであのノートを狙ねらうんだ。魔ま術じゆつを自分の物にするためか」

「あのノートの魔術はローザ以外には使うことができませんの。だから魔術自体に用はないのよ」

　そういえば今朝けさ、オウカがそんなことを言っていた。「ノートの魔ま術じゆつを使えるのはあたしだけ」だと。オウカがよほど特別なのだろうか。

「魔術が使えないなら、なんで……」

「使えなくても利用価か値ちはありますわ。気づかなかったかしら？　あのノートは膨ぼう大だいな魔ま力りよくの塊かたまりなんですのよ。上手うまく魔力を吸い上げて体内に取り込めば、素す晴ばらしい力が手に入る。すべての魔女が強くなれる。そうすればもうノイズなんて恐るるに足りませんわ」

「すべての……魔女に？」

「そう、ローザ一人ではなく、魔女全員に」

　真道は異い世せ界かいに住まうすべての魔女が自分のノートを熟じゆく読どくする光こう景けいを思い浮かべ、塩の柱はしらになりかけた。

「──アンタには絶対に渡せない！　ノートを使うのは、オウカだけで十分だ！」

「ローザ一人で戦争を終わらせられるとでも言いたいの？　随ずい分ぶんな忠ちゆう犬けんぶりですわね」

「オウカを信じているだけだ！　オウカなら戦争を終わらせられる！　だから、ノートを他の魔女なんかには渡せない！　……絶対に渡さないからなマジで！」

　真道はオウカ以外の魔女にノートを読まれんがため、必死になっていた。

「……大した度ど胸きようね。でも、あなたは一つ勘かん違ちがいをしているわ」

　メアリーが背中に手を回し、華か麗れいにくるんと回転しながら何かを引き抜いた。

　そして──、

「あなたにはわたくしに対してそれを叫ぶような権けん利りも、力もないということを」

　ピタリ、と眉み間けんに何かが突きつけられた。それが小型のボウガンだと気づくのに、さほどの時間はいらなかった。

「──っ──」

　思わず息を吞のむ。体は引きつり、石のように硬くなった。

　ウサギ形けい態たいだったときとは違うメアリーの武ぶ装そう。銃じゆうじゃないだけマシだったかもしれないが、至し近きん距離で撃うたれれば命はない。

「きょ、今日きようはウサギに……ならないんだね……」

　恐きよう怖ふを紛まぎらわすためか、軽かる口くちが出た。

「あの状態を維い持じするために必要な魔力が確かく保ほできていませんの。──それに」

「……それに？」

　メアリーが金きん色いろの髪かみをぱらっと払った。

「あなた相手にそんなことをする必要はないですわ」

　真さね道みちは歯は嚙がみする。悔くやしいが、メアリーの言う通りだった。

　わざわざ爪つめや牙きばをもつ獣けものに変へん身しんしなくても、メアリーが指ゆび先さき一つ動かせば、それで終わりだ。もしかするとボウガンすらいらないかもしれない。

　ふいに、メアリーが三歩ほど後ろに下がった。それにより眉み間けんに突きつけられていたボウガンも離れる。だからといって危き機きが去ったわけではない。ボウガンの狙ねらいは眉間につけられたままだ。

「歩きなさい」

　メアリーがボウガンを構えたまま短く命めい令れいする。

「ど、どこへ……？」

「わたくしの部ぶ下かとの会話を聞いていなかったんですの？」

　真さね道みちは、メアリー・ゴールドと部下の電話の内容を思い出す。

「…………体育館かん？」

「その通りですわ。わたくしの部下がローザをそこまでおびき出してくれるはず。あなたには悪いけれど、ノートを安全に手に入れるための人ひと質じちになってもらいますわ」

「よ、弱い者イジメは嫌きらいとか言ってなかったっけ……人質も似たようなものじゃ……」

「黙だまりなさい。わたくしは自身のプライドよりも、ノートの確かく保ほを優ゆう先せんさせますわ」

　プライドの高い人物が自らの矜きよう持じを捨てる。それは恐るべきことだった。メアリーは目的のためならば手段は選ばず、任にん務むを遂すい行こうすると言ったのだ。

「さぁ、体育館までエスコートなさい。お尻しりに矢を喰らいたくなければね」

　真道は尻の穴を押さえたくなる気持ちを抑えながら、両手を上げて静かに歩き出した。

　不ふ意いに、メアリーが口を開く。

「……ところで、さっきウサギ相手にやっていた寸すん劇げきは一体なんですの？」

「見ラレテタァアアアアアアアアアアアアア!?」

　真道は尻だけでなく、顔も押さえたくなった。




　　　　　＊　＊　＊




　真道は両手を上げた状態で体育館までの短い道みち程のりを歩かされていた。

　正確にいうと、背中にボウガンを突きつけられた状態で歩かされていた。

　後ろに控えている金きん色いろの魔ま女じよがそうさせているのだ。圧あつ倒とう的有利な場所からこちらを見下ろしながら。

　気分はまるで死し刑けい囚しゆう。生きた心地ここちがしない。

　このまま体育館まで連れて行かれればどうなるのか、真道にはわかっていた。

　オウカはメアリーとその部下を同時に相あい手て取どらなければならなくなる。

　しかも真道という人質を取られているという最さい悪あくの状態で。

　戦いにすらならず、オウカは一方的にやられてしまうかもしれない。

　オウカの実力うんぬん以前に、状況が悪過ぎる。せめて一対たい一に持ち込めれば……。

　そんなことを考えながら歩いていると、あっという間に体育館かんに辿たどり着いてしまった。飼し育いく小屋があった場所から体育館まで距離が短過ぎた。

　体育館の中から音が聞こえた。バスケ部が練習している騒そう音おんに似ている気がしたが、時とき折おり金きん属ぞくがぶつかり合うようなキンキンという高い音が混じる。何の音なのか真さね道みちにはわからなかった。

「……まったく、待てと言いましたのに……あのおバカ……」

　背後からメアリーの呆あきれるような声。急せかすようにボウガンで背中をつつかれる。若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうな気け配はいも感じた。気に入らないことがあったようだ。

　真道はメアリーの怒ど気きに押されるように体育館に足を踏み入れた。それでメアリーが不機嫌になった理由がわかった。

　体育館はすでに戦せん場じようと化していた。

　館かん内ないのあちこちが隕いん石せきでも落ちてきたかのように歪ゆがみ、たわみ、へこんでいた。ちょっとした廃はい墟きよスポットのようだ。

　ボロボロになった館内で、二人の人物が戦っていた。

　だだっ広い館内を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かける、いつもの魔ま女じよらしい黒い服を着たオウカと、

　迎え撃うつようなスタイルで大たい剣けんを振るう、バケツ兜かぶとをかぶった全身鎧よろいの騎き士し。

「魔女イーリス・フラウ。わたくしの護ご衛えいですわ」

　質問する前にメアリーがそう言った。

「護衛……じゃあ、アンタの言ってた部ぶ下かっていうのは……」

「あの子ですわ。見ての通り、待てという命めい令れいも守れないおバカさんですわ。おびき出すだけでいいのに余よ計けいなことを……」

「……途と中ちゆうでオウカに見つかったのかも。それで戦せん闘とうに……」

　イーリスという騎士がメアリーの評ひよう価かする通りのおバカだったとしたら、十分にあり得ることだった。

「い、いくらあの子でもそんなマヌケなこと……ホホホ」

　メアリーは最後、笑ってごまかした。

「と、とにかく！　あの子が命令を守れなかったという事実は変わりませんわ！」

　背後でメアリーがすぅ、と息を吸い込む音が聞こえた。

「──ローザ！　今すぐ武ぶ器きを捨てて投とう降こうなさい！　──イーリス！　また命令を破りましたわねこのおバカ！」

　メアリーの怒ど号ごうが体育館に響ひびき渡る。

　つばぜり合いをしていた魔女二人はメアリーの声に反応し、弾はじかれるようにバッと飛びすさった。

　オウカはイーリスと距離を空あけた後、真道とその背後にいるメアリーを見て眉まゆをひそめた。一いつ瞬しゆんで事じ態たいを把は握あくしたようだった。

　一方、バケツ兜かぶとの騎き士しは、母親に怒られた子供のようにビクッと体を引きつらせていた。

「メ、メアリー様……遅かったね……」

　見た目に反して子供のような幼い声。バケツに反はん響きようしてくぐもっていてもそれがわかった。真道は目を凝こらしてイーリスを観察してみた。

　身長は高くない。全身を覆おおう金きん属ぞく鎧よろいにマントのおまけ付き。両手に持った大たい剣けんは１メートルほどと目もく算さんした。身長と比べるとミスマッチ。だが、先ほどそれを軽かる々がると振り回す姿すがたを目もく撃げきした。それはつまり、扱うだけの膂りよ力りよくは持ち合わせているということだ。

「遅かったね、じゃないですわよ！　わたくしは戦えなんて一ひと言ことも言った憶おぼえはなくてよ！」

「しょ、しょうがないじゃないか……途と中ちゆうでオウカ・ローザに見つかったんだから……」

「「……」」

　真道は振り返り、メアリーと顔を見合わせた。

　ほらね。ああ、やっぱり……。そんな感じのアイコンタクトを交わす。

　メアリーは頭ず痛つうを堪こらえるように額ひたいに手をやりながら口を開く。

「はぁ……もういいですから、下がってなさい。後はわたくしがやります」

「……私に任せてくれてもいいじゃんか……」

「何か、言いまして？」

「いえ、なんにも……」

　遠とお目めからでもしゅん、と肩を落とすのがわかった。言い訳わけといい、態度といい、イーリスは本当に子供のようだった。これではメアリーも苦労するわけだ、と真道は思った。

　メアリーは仕し切きりなおすように毅き然ぜんとした声を張り上げる。

「さて、ローザ。ご覧らんの通りこちらには人ひと質じちがいますわ。この子をひどい目に遭あわせたくなければ大人おとなしくノートを渡しなさい」

「オウカ！　渡しちゃダメだ！　渡すくらいなら僕はひどい目に遭う方がいい！」

　真道はオウカに大声で訴える。恥はずかしい魔ま術じゆつや設せつ定ていを書きためたノートを読むのはキミ一人でたくさんだと。

　真道は背中に一ひと際きわ強くボウガンを突きつけられるのを感じた。

「うるさい子ね、また顔を踏まれたいの？」

「ノートを渡すよりはマシだ！」

　真道は今日きよう一日だけでオウカとメアリーに踏まれているという事実に気づき、自分の人生ってなんなのだろうと軽く落ち込んだ。こんなことなら女の子に踏まれることに快かい感かんを覚えるような特とく殊しゆな性せい癖へきをもっていればよかった。

「さぁローザ、ノートを渡しなさい！　この子の顔がん面めんが靴くつ跡あとだらけになってもいいというの！」

「ノートを守れオウカ！　他の魔ま女じよに読まれないためにも！」

「勝ち目はなくてよローザ！」

「僕にかまうな！　足あし手でまといになんかなりたくない！」

「人ひと質じちがどうなってもいいの！」

「なんなら僕ごと撃うて！　そして二人を──」

　倒せ、と言い切れなかった。前方から大おお型がたの火か炎えん弾だんが飛んできたからだ。

　轟ごう、と熱ねつ波ぱが迫り、背後の壁に着ちやく弾だんする。

『ギャァアアアア────っ!?』

　真さね道みちとメアリーは爆ばく風ふうで吹き飛ばされた。上下感かん覚かくを失ったまま体育館かんの床をボールのように転がり、壁にゴンッ、と頭をぶつけてようやく止まる。

　真道は頭を押さえながら勢い良く起き上がり、叫んだ。

「殺す気か!?」

　声を発したとき、口から白い煙が出た。

　オウカは木製の杖つえを構えたまま、頭の上にハテナマークを浮かべていた。

「え？　だって、『僕ごと撃て』って言ったから。やっていいのかと……」

「僕はキミの『お前を見み捨すてない』系けいの言葉と奇き跡せきの救きゆう出しゆつ劇げきを期待して、敢あえてああ言ったんだよ！　マジで撃つとは思わなかったよ！」

「期待されるとつい裏うら切ぎりたくなっちゃうよな」

「僕はキミのことを見み限かぎりそうだよ！」

「……な、なんて子なの……人質ごと吹き飛ばすなんて……」

　反対側がわに転がっていったメアリーがヨロヨロと立ち上がるのが見えた。

　真道と比べると、メアリーのダメージは大きそうだった。白いワンピースは所々くすみ、スカートの裾すそはギザギザに破けていた。イーリスに直させたという貧びん乏ぼう臭くさいパッチだけはしぶとく残して。

「ぷっ、人質なんてセコイことまでしてそのザマとか、マジウケる」

「セコくないですわ！　……うくっ……不ふ覚かく……シンドウサネミチがいなければ……」

　そうか、と真道はメアリーが重じゆう傷しようを負った理由に気がついた。

　真道は正面から飛んでくる《大火炎弾アトミック・バズーカ》をいち早く認にん識しきできたが、メアリーは真道の後ろでボウガンを構えていた。絶対的有ゆう利りな場所で安心し切っていた。真道が陰になって、反応が一いつ瞬しゆん遅おくれた。そのせいで完全に避さけきることができなかったのだ。

　オウカはそこまで計算して《大火炎弾アトミック・バズーカ》を撃ったのだろうか。

「……ぶふっ！　なんだよシンドー、お前まえ頭にでかいタンコブできてるぞアハハハハ！」

　絶対考かんがえてなかったな。真道はそう確かく信しんした。

「ボロボロだけど、大だい丈じよう夫ぶなのメアリー様？」イーリスが言った。

「──イーリス！　ローザを倒しなさい！　命令よ！」

「……やっていいんだね？」

「構わなくてよっ！」

「りょ～かいっ」

　敵の魔ま女じよがそれぞれ動き出す。先に動いたのはメアリーだった。

「あなたは動かないで、シンドウサネミチ！」

　遠とお間まからボウガンを構えるメアリー。先さき程ほどよりもずっと距離があるが、小型であろうともボウガンの飛ひ距きよ離りはバカにできない。真さね道みちはヘビに睨にらまれたカエルのようになった。固まっている間にメアリーはじわりじわりと近づいてくる。なすすべがない。

「さぁて、オウカ・ローザ。──やろうか！」

　次に動いたのはイーリスだった。

　鈍どん重じゆうそうな外がい見けんからは想そう像ぞうもつかないほどの踏み込み。オウカと10メートル以上離はなれていたはずの距離を一歩目めで詰め、二歩目で大たい剣けんを振るう。

　対するオウカは迎え撃うつ構え。イーリスの振り上げた大剣が頂ちよう点てんに達したとき、オウカは待ち望んでいたかのように構えていた杖つえを剣の腹に差し込むようにして合わせ、本来たどるべきだった剣の軌き道どうを狂わせ、受け流した。

　そのスキにオウカはイーリスの背後に回り、ずんぐりとした鎧よろいの背に蹴けりを食らわせた。

「──っ──くっ、この！」

　軽くいなされたイーリスが悔くやしそうな声を上げる。オウカの姿すがたを求めて振り向く。そこにはすでにオウカはいない。

　オウカは真道目め掛がけて一いつ直線に走っていた。いや、飛んでいた。低てい空くう飛行をするプロペラ機のように床スレスレを滑かつ走そうし、真道を救きゆう出しゆつせんと急きゆう行こうする。

「行かせないよ！」

　イーリスがオウカの背を狙ねらって何かをしようとしていた。体を正面に向けたまま腰を大きく後こう方ほうにねじり、大剣を振りかぶった。剣に薄いオーラが宿るのがわずかに見えた。

「でえええええ────いっ！」

　イーリスがコマのように回転し、マントがぶわりと翻ひるがえった。大剣が大だい上じよう段だんに打ち下ろされる。すると、切きっ先さきから視し認にん可能な光る斬ざん撃げきが発生し、車しや輪りんのように床を転がりながらオウカを追いかけ始めた。

「──《強敵たちの絆ミステイツク・コネクシヨン》──っ！　来い、レヴィン！」

「むふううううううん！」

　オウカは背後から急きゆう襲しゆうしてくると予よ測そくしていた。すでに詠えい唱しようを終えていた《強敵たちの絆ミステイツク・コネクシヨン》でレヴィンを呼び出し、自らの背後を守るように命じる。

　追いかけてくる攻こう撃げきから主しゆ人じんであるオウカを守らんと、レヴィンが正面から斬撃を見み据すえ、仁に王おう立だちする。防ぼう具ぐもなく、裸はだかのまま。

　無茶むちやだ。

　真さね道みちは刹せつ那なの後の光こう景けいを想そう像ぞうし、目を逸そらした。

　が、レヴィンに血の花を咲かせるはずだった斬ざん撃げきはつるんっ、と滑すべり、あさっての方向へと飛んでいった。

「むはぁ！　私の鎧よろいにぃ！　物理攻こう撃げきはぁ！　効かないのだ！　ハッ！」

「なんだよそれ！　ズルイぞ！　ていうか、鎧なんてどこにあるんだよ！」

「貴き公こうには見えないのか。この黒く輝く美しい鎧が──ふはぁ！」

「ただの小こ麦むぎ色いろに焼けた筋きん肉にくだろ！」

　レヴィンとイーリスのやりとりを見て、どこかで聞いたセリフだなぁ、と真道は思っていた。

「動かないで、シンドウサネミチ」

　いつの間にかメアリーが目の前まで迫っていた。眉み間けんにボウガンを突きつけられる。

「──ローザもそれ以上近づかないで！」

　ちっ、とオウカが舌した打うちをした。彼女ももう少しという距離まで詰めていたが、メアリーの方が素す早ばやかったようだ。失敗した。メアリーが遠くにいる間に少しでも逃げて距離を稼かせいでおくべきだった。

「……おい、キンパツ」

「なぁに、ローザ。命いのち乞ごい？」

「破れたところからパンツ見えてるぞ」

「ええ!?」

「マジで!?」

　メアリーが両手でワンピースの裾すそを押さえた。真道も思わず声を上げ、メアリーの服を凝ぎよう視しする。

「ウソだ。──うらああああああ！」

「だうと!?」

　オウカは杖つえを横よこ薙なぎに払い、無む防ぼう備びになっていたメアリーの横よこ面つらと真道のだらしなくなった顔を叩たたこうとした。メアリーはすんでのところで超ちよう反はん応のうを見せ、ボウガンのグリップでオウカの攻こう撃げきを防いでいたが、真道だけは無ぶ様ざまに殴なぐられ、床に転がった。

「なんで僕だけ殴られてるんだよ!?」

　真道は目の前でギリギリとつばぜり合いをする魔ま女じよ二人に抗こう議ぎした。

「ちっ、決まったと思ったんだがな」

「ナメないでいただきたいものですわね、ローザ」

　まるで見えていないかのように振る舞う二人に対し、真道はこのまま帰ってしまおうかなと思った。もうキミたちだけでやれよ。

「くそっくそっ！　なんだよ、コイツは！」

「ハハッ！　どうやら貴き公こうには筋きん肉にくが足りていないようだ！　私が鍛きたえてやろう！　大だい胸きよう筋きんを借りるつもりでかかってくるがいい！」

　遠くから騎き士し（筋肉バカ含む）たちの声が聞こえる。見ると、イーリスはレヴィンに近づきたくないのか、先ほど見せた追いかけるような斬ざん撃げきを次々に繰り出していた。

　コマのようにぐるぐる回転しながら飛ぶ斬撃を連れん射しやするイーリス。レヴィンはそれをいちいちポージングを決めながら、真夏の太陽も鬱うつ陶とうしさで地ち平へい線せんの彼方かなたへ沈んでいくほどの笑顔を浮かべ受け流していた。

　レヴィンの肉体によって流れた斬撃は無む作さく為いに飛ひ散さんしていき、体育館かんをさらに廃はい墟きよじみた建物に変へん貌ぼうさせていく。

「こんのぉ！　気き色しよく悪いんだよお前ぇ！」

　イーリスが裂れつ帛ぱくの気き合あいとともに、おそらく全力に近いであろう斬撃を放った。

「ハーッハッハッハッ！　筋肉に攻こう撃げきがあたると気色いいなぁ～ハハッ！」

　だがレヴィンにはやはり通つう用ようせず、イーリスの攻撃は逸それていった。

　そのとき、逸れて制せい御ぎよを失ったイーリスの斬撃がオウカとメアリー目め掛がけて飛んでいった。

　オウカは斬撃に対して背中を見せている。完全な無む防ぼう備び。

　メアリーは斬撃に対して正面側がわ。迫り来る危き機きに気づいたのか、目を見み開ひらいた。

「二人とも危ないっ！」

　真さね道みちはほとんどタックルするように、肉にく薄はくしているオウカとメアリーに飛びかかった。

「いてぇ！」

「きゃあ！」

　短い悲ひ鳴めいを上げて倒れる二人の上に、真道は覆おおいかぶさるようにしてかばった。すぐ頭の上をイーリスの斬撃が通り過ぎていった。間かん一いつ髪ぱつ。

「ふぅ、危なかった。二人とも大だい丈じよう夫ぶ──ぶいっ!?」

　下した敷じきにしていたオウカに裏うら拳けんを食らい、真道は悶もん絶ぜつしながら転がった。

「この愚おろかモンが。どさくさに紛まぎれておいしい思いしようたぁ、いい度ど胸きようじゃねえか……」

　ゆらりと立ち上がりながら、手のひらを杖つえでポンポンと叩たたくオウカ。真道は思わずちびりそうになる。

「待って待って！　今のはマジで危なかったんだって！」

「知るかっ。帰ったらヨシノに言いつけてやるからな。『お前の兄あに貴きに押し倒された』って」

「そんなことしたらキツが毎日赤せき飯はん炊たくからやめてくれ！」

　オウカに冤えん罪ざいを訴えていると、もう一人の魔ま女じよが立ち上がり、言った。

「イーリス！　このおバカ！　危うく死ぬところでしたわ！」

「え～、私じゃなくてこの筋肉のせいじゃん！」

「その筋肉オバケに剣が効かないのはわかったでしょう！　考えなしに攻撃するのをやめなさい！」

「……ごめんメアリー様。──でも、大だい丈じよう夫ぶだったから、いいよね？」

「よくありませんわ！　キィ────ッ！」

「むっはははぁ～ん！　大丈夫だったかね、紳しん士し淑しゆく女じよたちよぉぉぉぉぉ！」

　レヴィンが戦いを放ったらかし、バネのおもちゃのごとくバビョーン！　と飛び上がりながら、真さね道みちの元もとに駆かけ寄った。レヴィンに肩を組まれ、真道はオイルまみれになった。

「サネミチどのの筋きん肉にくがなかったら筋きん組そ織しきを切られて、パンプアップできなくなるところだったなご主しゆ人じん！　そして、金きん色いろの乙女おとめよ！　ハッハッ──フゥ～ン！」

　掛け声とともにその場で回転するレヴィン。当然オイルは飛ぶ。

　オイルの飛沫しぶきがメアリーの頰ほおにかかった瞬しゆん間かん。

　ブチッ、という音が聞こえた。

　遅れて、パシュッ、という軽い音が鳴った。

「アーウチ！」

　レヴィンの尻しりの穴にボウガンの矢が刺さっていた。

　真道はそれを見てうわぁ、と思いながら自分の尻を手で押さえた。さすがに物理無む効こうといえども、そこは鍛きたえられなかったのだろう。

　痛がるレヴィンにさらなる追い打ちが加わる。

　メアリーは新たにセットしたボウガンの矢の先せん端たんを、マッチを擦するかのように指ゆび先さきでスッと撫なでた。すると矢の先端が燃え上がり、あっという間に火ひ矢やができあがった。

「──死になさい、筋肉ダルマ！」

　メアリーはレヴィンの尻しり穴あなに容よう赦しやなく火矢を叩たたき込んだ。

「むおおおおおおおん!!　そ、それ以上はぁああああ!!　ば　く　は　つ　す　る　──っ！」

　続けて三発、四発とレヴィンの尻に矢は蓄ちく積せきされていき、やがて黒くろ騎き士しの体が白く輝き始めた。レヴィンは筋肉を隆りゆう起きさせながら堪こらえるような表情を浮かべていたが、やがて──

「アッ────────────!!」

　と叫び、大だい爆ばく発はつを起こした。レヴィンは白い粒つぶになり、霧む散さんした。

「おぎゃあああああああああああ!!」

　真道は爆発に思い切り巻き込まれ、キノコ雲とともに体育館かんの天てん井じようスレスレまで高く飛んでいった。背中に熱と爆ばく風ふうを感じ、焦こげ臭くささが鼻をツンとついた。

　爆発のエネルギーで浮き上がった体が頂ちよう点てんに達し、重じゆう力りよくが働き始める。真道の体は床に向けて落らつ下かを始めた。

　真道は落ちながら下を見た。かなり高い。着ちやく地ち点てんにはイーリスがいた。

　信じられないものを見た。イーリスがバケツ兜かぶと越ごしにこちらを見つめながら、大たい剣けんを脇わきに構え、技を放とうとしていた。レヴィン相手に連れん射しやしていた、あの追いかける斬ざん撃げきを。

「……っ……あ……？」

　息が漏もれるような声が出る。もう落らつ下かは始まっていた。どうしようもできない。

　イーリスから妙みような殺さつ気きが放たれている。バケツ兜かぶとの中で笑えみを浮かべているような錯さつ覚かくを起こす。肌はだが粟あわ立だつ。大たい剣けんが振るわれ、光る線せん状じようの斬ざん撃げきが襲おそいかかってくる。

「──シンドーっ!!」

　斬撃との接せつ触しよくまであとわずかというところで、オウカの腕に抱かれた。黒い三さん角かく帽ぼう子しが体育館かんの狭い空に舞う。オウカが飛んで助けに来てくれたようだ。

　ビリリッという何かが裂さけるような音が、真さね道みちの耳朶じだを叩たたいた。

「──あっ!?」

　オウカの焦あせりを含んだ声。真道はそれに反応し、空中で伸ばされたオウカの手の先を見やる。それで、何が裂けたのかを知った。

　オウカの黒いマントの背が破けていた。そして、その内側に背負われていた、クマのリュックが無む残ざんに裂け、中に入っていたオウカの私し物ぶつがバラバラと床に落ちた。

　そして、ノートも、ぱさりと落ちた。

　目の前にぶら下げられた至し高こうのお宝たからに喜き色しよくを浮かべながら、メアリーが一ひと息いきに走り寄り、

「──いただきですわ！」

　無む造ぞう作さに落ちているノートに手を伸ばし、摑つかんだ。

「この──ヤロウォオオ──っ！」

「ひいぃ!?　お、落ちるぅ！」

　真道はオウカの体にしがみついた。ノートを奪うばわれ逆ぎやく上じようしたオウカが急きゆう降こう下かし始めたからだ。

　雷らい撃げきのようなオウカの憤ふん怒ぬの一いち撃げきはしかし、メアリーに回かい避ひされる。金きん色いろの魔ま女じよはローリングしながら味み方かたであるイーリスの傍かたわらへ寄り、立ち上がる。

「おーっほっほっほ！　ついに手に入れましたわ！　対ノイズの切きり札ふだを！」

　メアリーがノートを掲かかげ、勝ち誇るように宣せん言げんした。

　真道は床に這はいつくばりながらやられた、と思った。ついにノートがメアリーの手に渡ってしまった。オウカがぎりり、と歯は軋ぎしりする。

「ノートを手に入れたんだね、メアリー様」

「そうですわよイーリス！　ホッホッホ！」

　歓かん喜きに打ち震えるメアリーと、その護ご衛えいイーリス。

　最さい悪あくの展開。真道の脳のう裏りにそんな言葉が浮かんでいた。

「──あ……？」

　次の瞬しゆん間かん、メアリーが吐と息いきのような声を漏もらしながら膝ひざをつき、前のめりに倒れた。真道はその光こう景けいがスローモーションで再さい生せいされた映えい像ぞうのように見えた。

　メアリーの誇る美しい金色の髪かみがぱさりと敷しき物もののように広がった。

　イーリスが剣を振り下ろした姿し勢せいのまま立っていた。

　倒れ伏したメアリーの手からノートが奪うばわれる。無ぶ骨こつな籠こ手て。イーリスの手だ。

　イーリスが奪ったノートを目の前にかざし、手を離した。そのまま床に落ちるかと思いきや、ノートは浮ふ遊ゆうしたまま、風に煽あおられたかのようにぱらららっとページを繰り出した。

　赤、青、黄き色いろ、黒、白。ノートは絶たえ間まなく明めい滅めつしながら、湯ゆ気げのような白いもやを噴ふき出す。もやは次し第だいに渦うずとなり、渦はやがてオーラに変へん換かんされる。オーラはイーリスの体内に吸い込まれるように吸きゆう収しゆうされ、その吸い込んだ量に応じてイーリスの気け配はいが強く、濃くなる。

「ハハハッ、すごいぞこのノートは！　力がどんどん溢あふれてくる！」

　ノートから魔ま力りよくを吸い上げた後、イーリスは宙ちゆうに浮かぶノートをぱしっと取り、喜びを抑え切れないのか高たか笑わらいしていた。

「……イ、イーリス……な……ぜ……？」

「今までご苦労だったね、口うるさいメアリーさん。アンタのおかげでノートが手に入ったよ」

　倒れているメアリーを見下ろしながら、イーリスは低い声でそう言った。

「……こんなことをして……タダで済むと……あぐっ！」

　苦しむメアリーをあざ笑うかのように、イーリスの脚甲グリーヴがメアリーの背中に落とされた。傷きず口ぐちをこじるように動かす度たびに、メアリーの口から絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。真道は耳を塞ふさぎたくなった。

「あははは！　アンタもそんな風ふうに叫んだりするんだ？」

「……ううっ…………」

　笑うイーリス。やがて叫ぶ気き力りよくすら失ったのか、メアリーの反はん応のうがなくなる。

「……なんだ、気き絶ぜつしちゃったのか。じゃあ、そろそろ殺すね」

　イーリスはそう言ってノートを持っていない手で大たい剣けんを逆さか手てに持ち、地面に向けて刃やいばを下に構えた。

　ぐんっとイーリスが腕うでを上げ、大剣をメアリーの背に突き立てようとした。

「テメェェエエエエエエエ────!!」

　咆ほう哮こうが上がる。真さね道みちは自分が上げようと思っていた怒りの声を耳に聞いた。

　オウカが憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうを浮かべ、イーリスに躍おどりかかっていた。

　唸うなりを上げながらイーリスに肉にく薄はくするオウカ。イーリスはその行動を予よ期きしていたかのように迎え撃うち、オウカの腹に蹴けりを食らわせた。

「ぐっ！」

　腹を押さえ、後こう方ほうに吹っ飛ばされるオウカ。

「大げさだなぁオウカ・ローザ。ちょっとつま先で小こ突づいただけじゃないか」

　喜びの声を上げるイーリス。体から淀よどんだ瘴しよう気きのようなものが揺らめいていた。

「……返せ、バケツ頭……それは、あたしのノートだ」

　オウカが獣けものめいた気け配はいをまとわせながら、油ゆ断だんなくイーリスを睨にらむ。

「くくく……『あたしのノート』だって？」

　嘲ちよう笑しようするイーリス。何がそんなに面白いのか、今にも笑い転げそうにくつくつと笑う。声はバケツ兜かぶとの中で反はん響きようし、不ふ協きよう和わ音おんのようになる。気き味みが悪かった。

「つまり、アンタはこう言うんだな。ノートの所しよ有ゆう権けんはオウカ・ローザにしかない、と」

「それ以外にどう聞こえるんだ」

「なら、私にも持つ権けん利りがあるじゃないか」

　イーリスがおかしなことを言った。

「何者だ……お前」

　苦にが味みを含んだようなオウカの声。

　イーリスが剣を体育館かんのフローリング床に突き立て、バケツ兜かぶとに手をかけた。ゆっくりと持ち上げて取り去り、もはや不ふ要ようとばかりに投げ捨てた。

　バケツ兜に収まっていた長い髪かみがふぁさと流れた。

　そうして露あらわになったイーリスの相そう貌ぼうは、




「私もオウカ・ローザという名を持つ、魔ま女じよだからだよ」




　オウカと瓜うり二ふたつだった。













　　四章　現在いまを生きる







　イーリスは自らをオウカと名乗り、口くちの端はしを持ち上げ邪じや悪あくな笑えみを浮かべていた。

　真さね道みちはイーリスの素す顔がおを見て、オウカが瞬しゆん間かん移動したのかと思った。キョロキョロと二人を交こう互ごに見やり、さらに混乱した。

「オ、オウカが……二人？」

　真道は鏡かがみ合あわせのような二人を交互に見比べた。

　オウカとイーリスの違いは衣い装しようを除けば髪かみの色と、雰ふん囲い気きだろうか。それ以外は同じだ。

　イーリスも人形のような美しく可愛かわいらしい顔を備えていた。

「……あ、あたしと……同じ顔……っ……ううっ」

　オウカの口から呻うめくような呟つぶやき。自分と同じ顔を見て気き分ぶんが悪くなったのか、口くち元もとを押さえて青ざめている。もし双子ふたごの姉妹ということであれば顔を見てもなんとも思わないだろうが、オウカの反応を見る限り、そういうことはなさそうだ。

　なら、世界に三人はいるというそっくりさんなのだろうか。生き別れの姉妹？　ドッペルゲンガー？　真道は目の前の事じ態たいになんとか説明をつけようと、様さま々ざまな可能性せいを思し案あんする。

「言っておくけど、姉妹じゃないよ」

　真道の考えを読んだかのように、笑えみを張り付かせたままイーリスが言った。

「そして、そっくりさんでもない。この世界でいうところのドッペルなんとかでもない」

「じゃあ、なんだっていうんだ」

「さっきも言ったろ？　私はオウカ・ローザだ。認めろよ、シンドウサネミチ」

「お前はオウカじゃない、イーリス・フラウだ！　お前がオウカだなんて……認められるか！」

　イーリスの残ざん忍にんな所しよ業ぎようはオウカと似ても似つかない。

「……傷つくなぁ……認めてもらえないっていうのはすごい傷つくんだよ？　特に、キミに否定されるのはなおさらヘコむよ。なんて言うか……親に見み捨すてられた子供のような気持ち？」

「なんだ……何を言ってるんだ……？」

「そこで吐きそうになってるヤツに聞いてみれば？　まぁ、聞いても答えないと思うけどね」

　真道はオウカを見た。信じられないといった顔で、イーリスを凝ぎよう視ししている。

「ねえ、オウカ・ローザ。私、シンドウサネミチに否定されちゃったよ。認めないって言われたよ。この絶ぜつ望ぼう感かん、アンタならわかるだろ？」

「……な、お前……っ」

「アンタの気持ちは私にしかわからない。辛つらい。苦しい。悲しい。──ぶっ壊こわしたい」

「……やめろっ」

「だって、私とアンタは同じ存在……同どう一いつ人物なんだから」

「──っ──っっっ！」

　オウカが声なき雄叫おたけびを上げながらイーリスに飛びかかった。杖つえを槍やりのように突き出し、イーリスの心しん臓ぞうを狙ねらう。無む謀ぼうともいえる突とつ撃げき。

　オウカの杖がイーリスの胸きよう甲こうに突き刺さろうとした刹せつ那な、イーリスがノートを盾たてのように胸むな元もとで構えた。オウカは目を見開きながら急きゆう制せい動どうをかける。寸すん前ぜんで止まった。そのまま突とつ進しんしていれば、ノートはオウカの手によって貫つらぬかれていただろう。

「ぐぅっ！」

　目の前で棒ぼう立だちになっているオウカに、イーリスは体を回転させながら大たい剣けんによる横よこ薙なぎを食らわせた。オウカは杖で防ごうとしたが失敗し、脇わき腹ばらを裂さかれる。

　オウカは大きく吹き飛ばされ、脇腹を押さえたままうずくまった。

「オウカ!?　う──っ」

　真さね道みちはオウカの体から流れる血を見て目の前が白くなりかけた。ブンブンと頭を振り、オウカの元へ駆かけ寄る。イーリスからかばうような位置に陣じん取どり、抱き起こした。

「ごめんよオウカ・ローザ、ノートを盾にしちゃって。痛かった？」

「……う、ぐ……」

　オウカが歯を食いしばりながら呻うめく。真道は震える唇くちびるを動かし、慄おののきながら言った。

「……お前が……オウカと……同一人物だって？」

「そうだよ。正確に言うと少し違うんだけど、生み出した親が一いつ緒しよだからね。些さ細さいな違いさ」

「親？」

「わからないかい？　じゃあ、教えてあげるよ。オウカ・ローザを生み出したのはね──」

　イーリスの人ひと差さし指ゆびがピッと向けられ、

「シンドウサネミチ──キミだよ」

「──っ──っっ──な……あ……」

　後こう頭とう部ぶを殴なぐられたような衝しよう撃げき。真道は魚のようにパクパクと口を開かい閉へいしながら、腕に抱いたオウカを見やった。

「……」

　オウカは目を伏せ、何も答えない。

「──僕が、オウカを……？　そんなわけ……」

「あるんだよ。キミはこのノートにある願いを込めていた。忘れたとは言わせないよ」

「……ああ」

　真道は思い出した。

　幼い頃ころ、魔ま術じゆつや奇き跡せきなど様さま々ざまな設せつ定ていをノートに書きながら空くう想そうの世界に浸ひたり、没ぼつ入にゆうした。

　多た様ような世界で真さね道みちは勇ゆう者しや、魔ま王おう、そして神を演じた。世界を救う者。滅ほろぼす者。創そう造ぞう主しゆになった自分を妄もう想そうした。想そう像ぞうは無む限げん大だいで、限りなくおおらかだった。

　だが、現実の世界はどこまでもリアルだった。

　ライバル。伝でん説せつの武ぶ器き。必ひつ殺さつ技わざ。強きよう力りよくな呪じゆ文もん。そんなものは一いつ切さい存在しなかった。

　真道はある頃ころから純じゆん粋すいに、ひたむきに願うようになった。

　──僕の考えた魔ま術じゆつが使える、ヒロインが欲しい。

　真道は仮か想そうの世界で現実と戦いながら、傍かたわらに立つべきヒロインを想像していた。

　強く、美しく、誰だれにも負けない、魔術のエキスパートを。

　真道はようやくわかった。だからオウカはノートの魔術を自由に使えたのだ。

　オウカ・ローザは、新しん堂どう真道の願いから生まれた存在だから。

　真道の腕の中で血を流し、苦しむ魔ま女じよは、かつて自分が望んだヒロインだったのだ。

「キミの願いは叶かない、オウカ・ローザは生まれた。シンドウサネミチの考えた魔術を使える唯ゆい一いつの魔女として、魔女界かいで生きていくはずだったんだ」

　イーリスの籠こ手てからぎりり、と音が鳴った。

「……それなのに、生まれた時には肝かん心じんのノートを持っていなかった。最さい低てい限げんの魔術すら使えずに魔女界をさまよった。魔女たちに迫はく害がいされながら毎日ドロをすすり、ゴミの山から腐くさった食べ物を漁あさりながら日々を凌しのいだ。人生の半はん分ぶん以上をそうして過ごしてきたんだ」

「……あ……あ」

　真道はオウカの凄せい惨さんな過去に、言葉を失っていた。

「オウカ・ローザは世の中のすべてを恨うらみ、憎にくんだ。そんなとき、ついに現れたんだ。ノートが！　それでようやく知ることができた。私を魔女界に放り込み、不幸な目に遭あわせた元げん凶きよう。シンドウサネミチという存在を！」

「ぼ、僕は……不幸に……なんて」

　ほとんど絶ぜつ叫きように近いイーリスの声に、真道は打ちひしがれそうになる。

「オウカ・ローザはシンドウサネミチを殺してやりたいと願った。そのドス黒い怨おん念ねんがノイズとなって形を成したもの。それがオウカ・ローザの影、私イーリス・フラウの正しよう体たいだ！」

「……ウ、ウソだ……っ」

　手が痺しびれていた。イーリスから放たれている妖よう気きのような圧力がそうさせているのだろうか。唇くちびるは震え、ともすれば歯の根がカチカチと鳴りそうだった。

　ぐらりと景色けしきが揺れた。

　救いを求めるように、腕の中にいるオウカを見る。歯を食いしばり、堪たえるような表情。

　イーリスの告こく白はくに対し、反はん論ろんもしない。沈ちん黙もくは肯こう定ていと同じだった。

　──オウカ、本当なのか？　キミは僕を、殺したいほど憎んでいたのかい……？

　信じたくなかった。確かにオウカにはひどい目に遭わされた。だが、それに伴う感情は決して殺さつ意いに満ちたものではなかったはずだ。

「さて、告こく白はくタイムは終わりだよ。ノートも手に入ったし、まずはオウカ・ローザ。アンタの魔ま力りよくをもらうよ。そして、今日きようから私が本当のオウカになるんだ」

「……な、に？」

　オウカが顔を歪ゆがめながら呻うめいた。

「元々私たちは一つなんだ。分かれている今の状態がおかしいんだよ。心配しなくてもいいよ。シンドウサネミチは、ちゃ[image: ～][image: ～]んと私が殺しておいてあげるからさ」

　そう言うとイーリスは真さね道みちをオウカの体から引き剝はがし、無む造ぞう作さにブン投げた。

「う、ぐ！」

　背中をしたたかに打ち、呼吸が一いつ瞬しゆん止まる。

　真道は咳せき込みながら体を起こした。

「ぐあああああっ！」

　苦く痛つうの叫びはオウカのものだった。

　真道は見た。イーリスがオウカの胸きよう部ぶを踏みつけながら笑っている様さまを。

　真道にはどうすればいいのかわからなかった。明かされた秘ひ密みつと、抱えている感情に頭の整理が追いつかない。目の前に掲かかげられたこの問題に正解などあるのだろうか。

　イーリスは無む抵てい抗こうのオウカを嬲なぶり続けていた。

　何度も。

　何度も。

　踏みつけ、足あし蹴げにしていた。

　イーリスの哄こう笑しようが響ひびき渡っていた。オウカの苦く悶もんの声が耳朶じだを叩たたき続けている。

　──やめてくれ、やめてくれ……！

「やめろイーリス！」

　真道は床に落ちていたメアリーのボウガンを拾い、一発撃うった。当たらなかったが、それでイーリスの気は引けた。

「ふぅん？　なんのつもりかな」

　イーリスがゆっくりと振り返りながら、余よ裕ゆうの表情で真道を見つめる。

「オウカから離れろ。次は本ほん気きで撃つぞ」

　真道はそう言いながら、震える手でボウガンの狙ねらいをつける。

「わからないな」イーリスが首を傾かしげる。「どうしてオウカ・ローザをかばうのさ。コイツはキミを殺したいと思ってるんだよ。キミの身み勝がつ手てな願いのせいで、オウカ・ローザという魔ま女じよは不幸で最さい悪あくな人生を歩まされたんだ」

「……オ、オウカを……放せ」

「魔ま法ほうが使えないことをバカにされて魔女たちに石を投げられたり、魔法の実験台だいにされたり、山の頂ちよう上じように置き去りにされたこともあった。殺人の罪つみを着せられそうになったり、殺されそうになったこともあった。生きるのが辛つらくて、自じ殺さつを考えたことさえあるんだ」

「……うう……オ、オウカ……」

「シンドウサネミチを憎にくんでいたというのは紛まぎれもない事実さ。なぜならオウカ・ローザの気持ちは、オウカ・ローザだった私が一番よく理解しているからだ。ねぇ、そうだろ？」

「……ぐっ」

　イーリスの問いかけに、オウカが悔くやしそうに唸うなる。

　真さね道みちはボウガンの引き金に指をかける。撃うつことはできなかった。指が曲がらないのだ。

　オウカを助けたいという気持ちと、恨うらまれていたという未み知ちの感情をぶつけられ、心が麻ま痺ひしていた。オウカの歩んできた人生と苦しみを想そう像ぞうし、涙が出そうになった。

　不幸を味わったことがあるから。絶望を感じたことがあるから。真道は歯を剝むき出しにしながらワナワナと震え、みっともなくボウガンを構えて立ち尽くしていた。吐きそうになり、口元がだらしなく歪ゆがんだ。

「あははは！　なんて顔してるんだよシンドウサネミチ！　そんな顔されたらもっと──苦しめたくなるじゃないか。……このまま二人とも殺して終わらせるのはもったいないなぁ。もっともっと苦しんで欲しいなぁ」

　イーリスがオウカの胸から足を下ろし、ニヤけながら言った。

「……そうだ、イイことを思い付いた。この街に大きな公園があるだろ？　今夜、そこで最高のショーをお見せするよ」

　イーリスがマントを翻ひるがえしながら、ふわりと浮き上がった。

「二人で必ず来てね。来ないとキミたちは──大切なものを失うことになる」

　待ってるよ、と言いながらイーリスはマントにくるまった。天に向かい風が吹き上がり、次の瞬しゆん間かんにはイーリスの姿すがたはどこにもいなくなっていた。




　ほとんど廃はい墟きよと化した体たい育いく館かんに残されたのは、ボウガンを抱えたままひざをつく真道。仰あお向むけに倒れたままのオウカ。そして──、

「……くっ……まさか、イーリスが……ノイズだったなんて」

　声はメアリーのものだった。真道は満まん身しん創そう痍いで近づいて来る金きん色いろの魔ま女じよを振り返ることもできずに呆ぼう然ぜんとしていた。

「それにしても公園だなんて、いやらしい場所を指定してきたものですわね」

「……」

「忠ちゆう告こくしておきますわ。公園には行かない方がいい」

「……どうして」

　自分のものとは思えないほど、かすれた声が出た。

「わたくしたちは魔ま女じよ界かいからゲートを通ってこの世界に来たの。公園にはそのゲートがある。そしてゲートはまだ生きている。任にん務むを終えたらそこから帰るつもりでいたから」

「……なんで、イーリスはそこを？」

「ゲートは世せ界かい間かんの行き来だけではなく、魔ま力りよくを供きよう給きゆうするためのオアシスとしても利用できるんですの。イーリスはゲートから漏もれ出している魔力を集めて、何かをしようとしている」

「……つまり？」

「罠わなだということですわ。無む策さくのまま近ちか寄よれば、搦からめ取られますわよ」

　真さね道みちの手に握られていたボウガンが、メアリーの白い手によって回かい収しゆうされた。

　メアリーは風のように体育館かんから去っていった。彼女がこれからどうするかなど、考える余よ地ちもなかった。

　真道は倒れているオウカに歩み寄った。血は止まっているようだったが、未いまだ苦しそうな表情を浮かべ、体育館の天てん井じようを仰あおいでいた。

「オウカ……」

　真道は自身の願いより生まれた、魔女の名を呼ぶ。次にかけるべき言葉が見つからない。

　励はげませばいいのか。謝あやまればいいのか。なにもかもがわからない。

　だから、ごく常じよう識しき的てきで機き械かい的な言葉が出た。

「怪け我がの応おう急きゆう処しよ置ちをしよう。保健室しつに──」

「さ、触るな！」

　差し出した手を払われた。悲ひ痛つうな叫び。聞いたこともない声が迸ほとばしる。

「……くっ！」

　オウカが気き丈じようにもふらふらと立ち上がり、体育館の出口へと走って行く。彼女がいつも身につけていた木の杖つえと、黒い三さん角かく帽ぼう子しを置き去りにして。

　手がジンジンと痺しびれていた。指ゆび先さきは冷え、死人のようだった。心は氷ひよう点てん下か。

　──お前のせいで。

　──殺してやる。

　そう罵ば倒とうしてくれた方がマシだったかもしれない。

　オウカは、どこかへ行ってしまった。何もせず。悲しげな顔で。

　真道は、落ちていたオウカの杖と帽子、そして破れたクマのリュックを拾い上げ、それを胸に抱いた。




　体育館と校こう舎しやをつなぐ連れん絡らく通路を渡り、一階の廊下を歩いていると大だい斗とが迎えに来てくれた。

　どこに行ってたんだシン、授業始はじまってるぞ。なんだその荷物、そういえばオウカさんがそんなの持ってたな。まぁいいか、とにかく教室に戻るぞ。そんなことを言われた。

　いつの間にか昼休みは終わっていたらしい。チャイムが聞こえなかった。

　大だい斗ととともに教室に戻り午後の授業を受ける。ボーッとしていると、校内アナウンス。おそらく体育館かんの惨さん状じようが明るみに出たのだろう。

　そう考えていると、予想通どおりの答え。授業は中ちゆう断だんされ、学校全ぜん体たいが慌あわただしくなる。

　５時間目めの終わり頃ごろまで教室でカンヅメにされたが、やがて担たん任にんがやってくる。

　本ほん日じつはもう帰き宅たくするように。そう言われた。

　沸わき上がる生徒と、不ふ審しんに思う生徒で教室が満たされる。

　そんな中で真さね道みちはふらふらと立ち上がり、教室を出た。

　心ここにあらずといった真道を見た大斗と由ゆ梨りが、顔かお色いろ悪いぞ、保健室しつで休む？　と心配したが真道は大だい丈じよう夫ぶ、と一ひと言ことだけ残し、帰宅の途とに着いた。




　　　　　＊　＊　＊




　どこをどう歩いて家に帰ってきたのか、まるで記き憶おくになかった。ほとんど無む意い識しきのままでも足が家の方へと向かうのは、帰き巣そう本ほん能のうなのだろうか。

　５時間目の終わりで解放されたのに、現げん在ざい午後４時。帰りは遅かった。

　玄げん関かんドアを開けたとき、真道は安あん堵どのため息をついた。

　下げ足そく場ばにオウカの靴くつ。彼女はこの家にちゃんと帰ってきてくれていた。

　真道は逸はやる気持ちを抑え、オウカの寝室としてあてがっている、両親の部屋へと向かった。

　部屋の前に立ち、ノックする。返事はなかったが、気け配はいがした。

　持っていた荷物を足あし元もとに置いてドアノブに手をかける。

「……オウカ、入るよ」

　一いち応おう断ことわり、ドアノブをひねった。

　ガツッ、と何か硬いものにぶつかった。わずかに隙すき間まができたが、それ以上は開かなかった。

「来るなっ！」

　部屋の中からオウカの拒きよ絶ぜつする声が響ひびいた。手がビクッと震える。オウカはやはりいた。しかし、ドアが開かないのはなぜだろう。真道はできた隙間から中の様よう子すをうかがった。

　どうやら部屋の中に置いてあった鏡きよう台だいやサイドボードでバリケードを作ったらしい。力を込めるが、ビクともしない。部屋の中は暗かったが、さらに目を凝こらす。

　ベッドの上でこんもりと何かがせり上がっていた。毛もう布ふにくるまったオウカ。ひざを抱えて体育座ずわりをしているようだった。

「……来るなよ……あっちいけ……！」

　さらにオウカの声。

「……オウカ」

　何かを言おうとしたが、出ない。言葉はオウカの名前とともに、暗くら闇やみの中へと吸い込まれた。覚かく悟ごが定まらない状態でここに来るべきではなかった。

　ふいに、ポケットに入れていたケータイが鳴った。表ひよう示じされている名前は吉よし乃のだった。

　そういえば、下げ足そく場ばで吉乃の靴くつを見かけなかった。まだ帰っていないのか。

　──待て、おかしいぞ。

　真さね道みちは違い和わ感かんを覚える。今朝けさオウカは吉乃を迎えに行くと言っていた。当のオウカはベッドの上で丸くなっている。吉乃から電話が来るということは、どういうことだ？

「……もしもし、キツか。今どこだ？」

　震える指で通話ボタンを押し、安あん否ぴを確かめる。

　すると──。

「やあ、サネミチお兄にいちゃん。私が誰だれだかわかる～？」

　吉乃ではない誰かが電話に出た。この声は──

「──お、お前！　イーリスか……っ！」

「ハハハハ！　正せい解かい～。よくわかったね」

　嘲あざけるようなイーリスの口く調ちように真道は我を失いかけたが、懸けん命めいに抑えた。

「キツはどうした。なんでお前がこの電話を──」

「そんなの、誘ゆう　拐かい　し　た　か　ら　に決まってるだろ」

「……なっ!?」

　真道は目の前が暗くなったが、壁に手をついて耐える。それから家いえ中じゆうを走り回り、吉乃の姿すがたを探す。どこにもいない。イーリスの言っていることは本当のようだった。

「薄はく情じような兄あに貴きだね。妹がいなくなっていることに気づかないなんてさ」

　真道は荒い息をつきながらリビングのソファに手を置く。

　イーリスの満足そうな笑いが聞こえた。

「キミの妹が学校から出た瞬しゆん間かん、オウカ・ローザの目の前でさらってやったんだ。アイツ、杖つえも持ってなかったから楽らく勝しようだったよ。あのときの顔、あれは見み物ものだったなぁ」

　あんなことが起こった後だというのに、オウカは約束を守ろうとしたのだ。今いま部屋で塞ふさぎ込んでいるのも、そのことが影えい響きようしているに違いない。

「なんでキツを……誘拐したんだ」

「言ったろ、『大切なものを失うことになる』って。ノートのことだと思ってたのかい？　そんなわけないだろ。私はキミが絶望するところを見たいんだ。そのための布ふ石せきさ」

「キツは無ぶ事じなんだろうな！　声を聞かせろ！」

「ふん、まぁいいだろ。特別サービスだ」

　電話の向こうで「何かしゃべれ」と言っているのが聞こえた。ほどなく、

「お兄ちゃん……！」

「キツ！　無事か!?　怪け我がはしてないか!?」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。でも、オウカお姉ねえちゃんが……私をかばおうとして……怪け我がを」

　吉よし乃のが天てん使しのように思えた。大変な目に遭あっている自分よりも、オウカの心配をする。その在あり方に真さね道みちは兄として、とても誇らしい気持ちになった。

「はい、終了～。大切な妹が無ぶ事じでよかったね、シンドウサネミチ」

　励はげまそうと口を開きかけたところで、またイーリスの声。思わず携けい帯たい電話を強く握りしめる。

「頼む、イーリス……キツを、返してくれ……」

「ダメダメ、返して欲しければ公園まで来なよ」

　真道の懇こん願がんは無む慈じ悲ひに一いつ蹴しゆうされた。

「ああ、そうだ。こうして電話をかけたのはそのことに関係あるんだ。今夜とは言ったけど時間を指定していなかったからね。時間はそうだな……今夜の10時にしよう。もちろんオウカ・ローザも連れて来てね。もし、来なかったら妹がどうなるか──わかるよね？」

「……ううっ……お願いだ……お願いします……キツを……」

「くくくっ、じゃあ、待ってるからね。逃げないでよ？」

　イーリスが低く笑いながら、電話を切った。

「……も、もしもし……もしもし？」

　──なんで、キツが、こんな目に……。

「……くそっ……なんで」

　ひざから頽くずおれ、力なく座り込む。

　真道はかつて似た絶望を味わったことがあった。両親の死だ。

　親を失い、この上うえ吉乃まで失ってしまったら、今度こそ自分は耐えられないだろう。自じ我がを無くし、世のすべてを恨うらみ、そして自分自じ身しんに失しつ望ぼうしながら緩ゆるやかに死を選ぶ。きっとそうなる。

　イーリスに与えられた猶ゆう予よは、懺ざん悔げの時間となる。おそらくそれも計算の内だろう。

　自分のノートが原因で、皆が不幸になる。世界が黒ずんでいく。

「……キツ……オウカ……全部……僕のせいだ……っ」

　魂たましいの抜けた表情で嘆なげく真道。

　リビングの床は冷たかった。日は傾き、夜の帳とばりが下りようとしていた。

　そのとき──、耳をつんざくような、ガラスの割れる音。顔を上げる。

「ぶぐぅ!?」

　顔面にフットスタンプ。真道はもんどり打ちながら倒れる。

「お邪じや魔ましますわ、シンドウサネミチ」

　透すき通るような声に、優ゆう雅がな口く調ちよう。

　金きん色いろの魔ま女じよメアリー・ゴールドが、リビングのガラス戸からダイナミックにエントリーしてきていた。マントのようなもので誤ご魔ま化かしてはいるが、服はボロボロのままだった。

「メ、メアリー……ゴールド」

「呼び捨てにされる謂いわれはないと言ったはずですわよ……。まぁ、いいですけれど」

　割れたガラスを踏みつけながら近ちか寄よってくるメアリー。

「何の用だよ。ノートを持っていない僕なんかに、今さら会いに来る必要なんかないだろ……」

　ひりつく顔がん面めんに手をやりながら真さね道みちは言った。

「ノートが目的なら、その通りですわね」

「え？　……じゃあ、なんで……」

「今夜、イーリスの下もとへ行くのでしょう。殺されるとわかった上で」

「行かなきゃキツが……妹が殺される。僕が身み代がわりになって──」

「無む駄だですわよ」メアリーが切り捨てる。「イーリスはあなたを苦しめることだけを考えて行動している。一いつ片ぺんの慈じ悲ひすらかけずに、容よう赦しやなく復ふく讐しゆうを遂とげるでしょうね」

　最後の希望すら打ち砕くだく、メアリーの現実的な意見。頭ではわかっていても、断じられるとより気分が落ち着かなくなる。閉へい塞そく感かんで頭がパンクしそうになる。

「だからって、このままキツを見み捨すてるなんてできるわけないだろ！」

「落ち着きなさい。わたくしは無む策さくで突っ込むなと言っているの」

「どういうことだ」

　メアリーが金きん色いろの髪かみを払い、

「わたくしが一いつ緒しよに行ってあげますわ」

「──なっ!?」

　思いもかけない一ひと言ことを口にした。

「……手を貸してくれるって言うのか。でも、どうして？」

「別に不ふ思し議ぎなことではないでしょう。わたくしは言ったはず『自身のプライドよりも、ノートの確かく保ほを優ゆう先せんさせる』と。ノートを欲した理由はノイズを倒すため。そのノートは今やイーリスの手の中。そして、イーリスはノイズ。協力しない理由はなくてよ」

　堂どう々どうと腰に手を当てるメアリー。彼女は自分の正せい義ぎを貫つらぬくと宣せん言げんしたのだ。

　しかし、メアリーが加わったとして、なんとかなるものなのだろうか。

　真道の考えを見み透すかすように、メアリーが形の良い唇くちびるを開いた。

「でも、わたくしだけでは今のイーリスには勝てない。勝つためにはあなたと、ローザの力が必要なの。……ローザはどこに？」

「家にいるよ。……部屋に、閉じ込もってる……」

「ならばシンドウサネミチ、ローザを連れて来なさい」

　醬しよう油ゆ取って、みたいな口く調ちようで軽く言われる。

　確かにオウカの説得は必要だった。イーリスは二人で来いと言っていた。このままオウカが部屋から出なかった場合、吉よし乃のの命は無いも同どう然ぜんになる。

　しかし、どうやって説せつ得とくする？　真道は未いまだ答えを見つけられずにいた。

「……簡単に言うなよ……僕はオウカに……なんて言えばいい？　なんて言って謝あやまればいい？　僕はオウカに……何一つ気の利きいた言葉をかけることができないんだ……」

　真さね道みちは床を見つめながら、自身の気持ちを吐と露ろした。

「気の利いた言葉なんてかける必要はないですわ」

「……え？」

　真道はわけがわからず、ただ聞き返した。メアリーは言う。

「ローザはそんなもの望んではいない。あの子が求めているのは、あなた自身の言葉。素直な気持ち。飾った言葉なんて、すぐに見み透すかされてしまいますわよ。堂どう々どうと胸を張ってローザと向かい合えばいいの」

「僕の……気持ち」

「裸はだかでぶつかっていきなさい。……ローザも、そう願っているはずですわ」

「どうして、そう……？」

「考えてもみなさい。ローザはあんなことがあった後だというのに、この家に帰ってきた。憎にくむべき相手とはいえ、あの子にはあなた以外に頼る者がいなかったから……」

　真道はハッとし、目を大きく開く。

「そして、あなたにしかローザを救うことはできない。あの子の最さい大だいの理解者しやは、ノートを創つくり、ローザを生み出した」

　メアリーはすぅ、と息を吸い、

「シンドウサネミチ──あなただけなのだから」

　そう、言った。

　真道の目に、徐じよ々じよに光がよみがえる。体に血が巡り、思し考こうがクリアになっていく。やるべきことが定まり、新しん堂どう真道という人間の在あり処かが確かなものになる。

　オウカ・ローザがノートの魔ま術じゆつを使う魔ま女じよだというなら、

　新堂真道は言葉という最大の武ぶ器きを持つ人間だった。

　──僕だけが、オウカを理解できる──救えるんだ！

　真道は立ち上がった。目め指ざすは両親の寝室。オウカのいる部屋。

「メアリー、──ありがとう」

　短く礼れいを言う。メアリーは腕を組みながらそっぽを向き、

「わたくしはノイズを倒して、ノートを取り戻したいだけ。礼には及びま──」

「行ってくるよ！」

「あ、お待ちなさい！　わたくしはノートのために戦うんですからね！　勘かん違ちがいなさらないで！　聞いているのシンドウサネミチ！」

　メアリーの言い訳わけじみた言葉は真道には届かなかった。真道はもう走り出していた。

　現在、午後５時。

　約束の時間まで、あと５時間。







　真さね道みちは再び両親の部屋の前に立つ。先せん刻こくとは違い、心は澄すんでいる。

「オウカ、話がしたい」

　ドアを開け、隙すき間まに向かって話しかける。同時にドアを強く押し、バリケードの強きよう度どを確かめる。かなり硬い。破るには骨が折れそうだった。

「……話すことなんか、ない」

「僕にはある」

　真道はドアに体を押し付け、力を込めた。ギギギと音が鳴り、わずかに隙間が大きくなる。

「──やめろ！　入って……くるなっ」

　部屋の中からドタドタと動く気け配はい。ドアがグンッと重くなる。オウカが内側から押さえつけ始めたようだった。だが、近づいてきてくれたおかげで顔が見えた。

　オウカの顔は少しやつれているようだった。

　真道は、昔むかし似にたようなことをしたな、と思った。

　５年前、両親の死に深く傷つき引きこもった吉よし乃のを部屋から出すため、ドアの外から励はげまし続けた。ようやく出てきた吉乃はひどくやつれていて、今にも倒れそうだった。

　真道は慣れない手付きでおかゆを作り、吉乃に食べさせた。料理を覚えたのは、吉乃がきっかけだったのだ。

「……もう放ほっといてくれ……イーリスに全部ぶちまけられて……ノートどころかヨシノまで奪うばわれて……あたしのせいで……全部……」

「──キミのせいじゃない」

　いつかオウカに言われた言葉を、そのまま彼女に返した。

　そして、それ以上が届くように、オウカの目をまっすぐに見る。

「オウカ、僕はキミに感謝しているんだ。キミのおかげで、僕はキツと真剣に向かい合えた。キツの右足を取り戻せた。家族の絆きずなを確かめられた」

「……」

「そして何より兄として、人として大だい事じなものを思い出させてくれた」

「……何を……言って」

　オウカが後あとずさる。岩のようだったバリケードの重じゆう圧あつが柔やわらかくなった。力を込める。

「キミは僕の願いでもあり、希望だ。だから僕は、キミのすべてを肯こう定ていする！　責任はとる！」

「……あ」

　バリケードが徐じよ々じよに押し出されていく。まだ重い。くそ、レヴィンの言うようにもう少し体を鍛きたえておけばよかった。なんでもっと強ごう引いんに筋きんトレに誘ってくれなかったんだ。

　真さね道みちはそう思いながらも、自分でも信じられないような力が出るのを感じていた。

　心の赴おもむくまま、言葉を放つ。

「オウカ！　僕は！　キミが生まれてきてくれて嬉うれしかったんだ！」

「……っ!!」

　一いち度ど体を引いて歯を食いしばり、ドアに体当たりするように一いつ気きに押し出す。鏡きよう台だいがけたたましい音を立てながら横よこ倒だおしになった。ガラスが割れてしまったようだ。許してくれ母かあさん。

　なだれ込むように中に入ると、白い毛もう布ふにくるまった、シスターのような格かつ好こうをしたオウカが立っていた。勢いが付き過ぎて止まれない。そのままオウカに抱きつくようにして、ベッドの上に押し倒した。

　とさっ、と優しく倒れ込むが痛みはない。スプリングが衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうしてくれたようだ。オウカがフワフワ過ぎて落ち着かないと言っていたベッドだが、役に立った。これいいよ父とうさん。

「捕つかまえた」

　真道はオウカの上に重なり合うような体たい勢せいでそう言った。気づけば、オウカの両手首を押さえ、張り付けにしてしまっている。比ひ喩ゆではなく本当に捕まえていた。

「……は、放せよ……」

　オウカの薄うす紅べに色いろの髪かみが放ほう射しや状じように広がり、絨じゆう毯たんのようになっていた。うるんだ瞳ひとみは遠えん慮りよがちに真道を見つめている。

「僕が憎にくいの？」

　しばしの沈ちん黙もく、お互い目だけは、逸そらさない。

「……憎んで、ない」

　オウカはそう言った。

「……本当に？」

「本当だ。確かに……昔はお前のことを恨うらんでた。殺したいと思ってた。……でも、今は違う」

　この言葉にウソはない。オウカの目からわかる。

「イーリスの言っていたことは、半分は本当だ。だけど少し違う……。あたしも、ほんの少しだけまともな生活を送っていたこともあるんだ。屋根のあるところで眠れたし、暖かい場所でメシも食えた。そこそこには過ごせていたんだ」

「……そうだったんだ」

　不幸ばかりではなかったというオウカの言葉に、少し安あん堵どする。イーリスの『人生の半分以上が不幸だった』という言葉には、そういう意味も含まれていたのだ。

「だがある日、また路ろ頭とうに迷いかけた。いいかげん生きるのが嫌いやになってきた時、ノートが現れた。──６年前のことだ」

　６年前。両親の死よりも１年前。そのときにはもう、ノートはオウカの手に渡っていたのか。

「そしてお前のことを知った。復ふく讐しゆう心しんを生きる糧かてにして、あたしはシンドウサネミチを観察することにした。ノートの魔ま術じゆつを使ってな。お前に思い知らせてやる日のことを想おもいながら、魔ま女じよ界かいからお前を見ていた。公園の砂すな場ばで魔ま方ほう陣じんを描いたり、黒いコート姿すがたでチャンバラしているのも全部見みていた……時間だけはたっぷりあったからな」

　その話を聞き、真さね道みちはようやく昼の違い和わ感かんの正しよう体たいに気づいた。

　大だい斗とと由ゆ梨りの昔むかし話ばなし。特に創そう作さく劇げきの話をしていたとき、オウカは過去の出で来き事ごとをやたらピタリと当てていた。偶ぐう然ぜんというにはでき過ぎていた。監かん視しされていたと考えれば、納なつ得とくがいく。

「……その内に、お前の親が死んで……妹の足は動かなくなって……それでも苦しみながら頑がん張ばるお前の姿を見ていたら……少しずつ……なんていうか、別の気持ちになっていったというか……とにかく恨うらみとかそんなもんは消えていったんだ。たぶん、イーリスはそのときに生まれたんだろ……」

「ノイズを倒そうと思ったのは、なんで？」

「ノイズがお前の存在に気づく日はそう遠くない。ヤツらはこぞってお前の命を狙ねらってくるだろう。そうさせないために、あたしは魔女界で上り詰めてこの任にん務むに就ついた。他にも……事情はあるんだが、ノイズを倒したいって気持ちにウソはない。戦争もあたしが終わらせる……つもりだった……」

　そこでオウカがため息をつく。

「……だけど、ノートを奪うばわれちまって……ヨシノも……これからどうしたらいいのか……」

　オウカは迷っているようだった。それならば、道を示せばいい。

「僕と一いつ緒しよに行こう。そして、キツを救うんだ」

「……で、でも、ノートがないとあたしは……」

「ノートも取り返す。心配いらない」

「……死ぬかもしれないんだぞ」

「僕は死なないし、キミも死なせない」

「なんで、そんなことが言えるんだよ……」

　そんなの、決まっている。真道は息を吸った。

「『諦あきらめない』ってことをキミから教わったからだ」

　破は天てん荒こうで、いつでも自信ありげで、不ふ思し議ぎな魅み力りよくにあふれていたオウカ。

「だから僕は行く。キツを救って、ノートを取り返し、イーリスを倒す」

　萎しおれた花のように元気を無くし、うなだれた姿すがたは見たくない。

「一人じゃ無む理りでも、二人ならきっとできる！」

　オウカは爛らん漫まんと咲き誇る、桜さくらの花のようであって欲しい。




「一いつ緒しよに戦ってくれオウカ！　僕には──キミが必要なんだ！」




　ノートにあらん限りの青春を尽くし謳おう歌かした、新しん堂どう真さね道みちの魔ま女じよとして。







　オウカはビー玉のような目をぱちくりと動かし、真道を見つめていた。

　真道はオウカの両手て首くびを摑つかんだまま、その瞳ひとみを覗のぞき込んでいた。

　昏くらく沈んでいた眼めに、希望の火が灯ともる。真道はそれで、想おもいは伝わったのだと確信した。

「……一つ聞きたいんだが」

　オウカが口を開く。真道はうん、と頷うなずく。

「二人でならって言ってたが、お前は何をするんだ」

　痛いところを突かれる。真道は少し考え、

「え？　あ、えーと……お、応おう援えんとか？」

「ブッ飛ばすぞお前」

「うぐぅ……ごめん」

　結局オウカに頼る形となることに歯は痒がゆさを感じた。

「ふん、まぁいいや。元からお前に期待なんかしてねえし」

「ひどいよ、オウカ」

「当然のことだと思うがな……どいてくれ」

　真道はそう言われて、オウカの上から離れようとした。

「話はついたようですわね。では準備の方……を……」

　そのとき、入口からメアリーの声。真道とオウカはそちらを見やる。

「な、なな、何をしているんですのあなたたち！　──シンドウサネミチ、確かにわたくしは裸はだかでぶつかりなさいとは言いましたけど、ぶ、物理的にそうしろという意味ではないんですのよこのケダモノ！」

　顔を赤くして指を差すメアリー。真道とオウカはそれで、自分たちがどういう体たい勢せいをしているかに気づいた。

　真道はオウカの上にまたがり、両の手首を摑つかんでいる。オウカの服ははだけて髪かみは乱れ、瞳はうるみを増していた。どうみても、真道が弱っているオウカを無む理り矢や理り押さえつけているようにしか見えない。犯はん罪ざい臭しゆうたっぷりに。

「メ、メアリー！　これは違うんだ！　僕はオウカにどぶぅ!?」

　腹に衝しよう撃げき。オウカが巴ともえ投なげのような格かつ好こうで天てん井じように足を向けているのが見えた。蹴けられたらしい。吹っ飛んだ真道は壁に激げき突とつし、その拍ひよう子しに何かがバラバラと倒れた。掃そう除じのし直しだ。

「おいシンドー、どういうことだ。なんでコイツがここにいる」

　腹を押さえてうずくまる真道の目の前に、オウカが仁に王おう立だちする。真道は、立ち上がる怒ど気きに気け圧おされていたが、その言葉に答える。

「イ、イーリスを倒すために、協力してくれるらしい……よ」

「協力ぅ？」

　オウカが懐かい疑ぎ的てきな表情を浮かべる。気持ちはわかるが、事実だからしょうがない。

「そ、そういうことですわ」気を取り直したメアリーが言った。「ノートを手に入れるためにはイーリスを倒さなければならない。だから一時的に、ね」

「反吐へどが出るな」

　オウカが吐き捨てる。

「我が慢まんなさい。わたくしだって今にもえずいてしまいそうなんですのよ？」

　メアリーはそう言って、退たい室しつしていった。

　オウカが舌した打うちする。が、それ以上文もん句くは言わなかった。厳きびしい状況に置かれているということは理解しているのだ。メアリーの協力は必要不ふ可か欠けつだ。

「シンドー、イーリスは何時に来いとか言ってたか？」

「え、と、今夜の10時だって……」

「まだ時間はあるな。とりあえずメシを食わせろ。戦いの前に腹をいっぱいにする」

「わ、わかった……」

　本当は今すぐにでも吉よし乃のを助けに行きたかったが、急がば回れという言葉もある。ここはオウカに従おう。真さね道みちはそう納なつ得とくし、部屋を出ようとした。

「おい、オレンジジュース忘れんな……かなり飲むからな。メガにしろよメガに！」

　はいはい、と返事をしながら退室する真道。




「…………ありがとな──シンドー」




　オウカが小さく何かをつぶやいたが、真道にはよく聞こえなかった。

　午後６時。

　あと、４時間。







　真道は戦せん場じようとなった厨ちゆう房ぼうでせわしなく動いていた。オウカとメアリーの食事を作り続け、できたらテーブルへ、皿さらを出したらまたキッチン。その繰り返しだった。

「料理に品ひんがありませんわ。食しよく前ぜん酒しゆから入って、スープ、前ぜん菜さい、魚さかな料理、肉にく料理、そしてデザートという流れが欲しかったんですのに。シンドウサネミチの庶しよ民みん的てき過ぎる感覚には閉へい口こうせざるを得ませんわ」

　多た国こく籍せきな料理を前にし、メアリーが文もん句くを言う。

「そもそも、シンドウサネミチには男性らしさというものが欠けつ如じよしていますわ。腕は細いし背も高いわけじゃない。そのくせ肌はだはキレイで女の子みたい。なんなのあなたは、女じよ装そうでもしたらどうですの？」

「おい、キンパツ。確かにシンドーは男らしさの欠片かけらもないもやしで、妹が大好きなシスコンでロリコン。おまけにツッコミしか脳のうのないドＭというどうしようもないヤツだが、お前はそいつの作ったメシを食ってるんだ。文もん句く言うんじゃねえよ、お米こめに失礼だろ」

「キミたち二人とも失礼極きわまりないよ！　戦う前から僕フルボッコなんですけど!?」

　真さね道みちはフライパンの上で踊おどるあんかけを二人の魔ま女じよにぶっかけたくなった。

「大体、なんでお前までメシ食ってんだよキンパツ」

「ともに戦うのであれば、当然わたくしにもいただく権けん利りがありましてよ？」

「お前にはパセリで十分だ。ホレ、くれてやる」

「あなたの食べかけなんて死んでも口にしたくありませんわ！」

　小こ競ぜり合いをする魔女たち。前ぜん途と多た難なんだ。

「そういえばメアリー。キミは無む策さくのまま行くなと言っていたけど、何か秘ひ策さくはあるの？」

　らちが明かなそうだったので、真道は質問してみた。

「もちろん、ありますわよ。そのために一度アジトへ帰ったんですの」

　メアリは豊かな胸を張りながらそう言い、懐ふところから１本の矢を取り出した。

「イーリスはノートだけではなく、公園にできたゲートからも魔ま力りよくを吸収している。この矢は公園のゲートを閉じるための、いわば楔くさびのようなものですわ」

「楔……？」

「そう、これをゲートに撃うち込めば、魔ま女じよ界かいと人間界をつなぐ穴を封じることができる。ゲートは閉じ、二度と開くことはない」

「そうなんだ。……あれ、でもそんなことしたらメアリーは──」

「帰れなくなるでしょうね」

　さらっと当たり前のように言うメアリー。彼女は続けた。

「ノートをノイズに奪うばわれるよりはマシよ。それに、公園のゲートが閉じても二度と帰れないというわけではなくてよ。そのうちに魔女界からの迎えが来るでしょうから」

　本当だろうか。真道には、メアリーが自分に言い聞かせているように聞こえた。

「ゲートを閉じればイーリスは動どう揺ようするはず、スキをついてあなたの妹を救きゆう出しゆつし、あわよくばノートを取り返す。上手うまく行けばなんとかなるはずですわ」

「ちなみに、ゲートは公園のどこに？」

　ここは重要だった。イーリスはきっとそこを守ろうとするだろうから。

　メアリーがわずかに言い淀よどみながら、言った。

「……の……かん」

「え？」

「筋きん肉にく男おとこの像ぞうの股こ間かんと言ったのですわ！」

　顔を真まっ赤かにして、メアリーは叫ぶように言った。

「なんでよりによって、あんなところに……」

　真さね道みちは呆あきれながら頭を抱えた。公園の景けい観かんを損そこね、地ち域いき住民に疎うとまれ続けるモニュメント時計。その股間にゲート。顔を伏せながら唸うなるメアリーの気持ちが痛いほどにわかった。

「ふん、じゃあ役割はこうだな」オウカが冷静に言った。「あたしはイーリスと正面から当たる。キンパツは雑ざつ用よう。シンドーは……シスコン」

「それ役割じゃなくてただの悪わる口くちだろ！」

「冗じよう談だんだ。お前はヨシノを助けろ。しくじるな」

「う、うんわかった。……オウカは、大だい丈じよう夫ぶ？　ノートがないと魔ま術じゆつは使えないんじゃ……」

「ノートが手元になくても、近くに行けば魔術は使える。今はノートから供きよう給きゆうされていた魔ま力りよくが途と絶だえてるから長くは戦えないが、時間を稼かせぐくらいならなんとかなる。それに……」

「それに？」

「魔術の扱いに関してなら、あたしに一いち日じつの長ちようがある。イーリスが今夜10時なんて遅い時間を指定したのは、ノートを使いこなす自信がなかったからだ。ノートに秘められた魔力を媒ばい介かいにして、書かれている魔術を行こう使しするなんて芸げい当とうは、半はん日にち程てい度どじゃ身につかない」

　そう言って、ニッと笑ってみせる。オウカには自信があるようだった。その頼もしさに、真道は胸がすくような気持ちになった。

　復ふつ活かつしたオウカ。メアリーの加か入にゆう。真道の想おもいは芽めを出し、実ろうとしていた。

　なんとかなる。いや、なんとかするんだ。この三人で。

　午後９時まで食事を続け、作さく戦せんの内容を詰めた。

「あ、そうだオウカ──これ」

　家を出る前、真道は回かい収しゆうしていたオウカの杖つえを手渡し、帽ぼう子しをかぶせてやった。

「よく似に合あってるよ」

　軽かる口くちのつもりで言うと、オウカにビンタされた。わけがわからなかった。

　そして、午後９時半。三人は伴ともなって、家を出た。

　舞台を公こう園えんに移し、決けつ戦せんの幕まくが上がる。




　　　　　＊　＊　＊




　夜中の公園を仄ほの暗ぐらく照らす外がい灯とうは、頼りないほどであった。

　真道はそんな暗くら闇やみの中でも、太陽のように輝く少女を見つけることができた。

「キツ！」

「……っ……お兄にいちゃん！」

「待ってろ！　今すぐに助けて──」

　真さね道みちは吉よし乃のの縛しばられている場所を見て、驚きよう愕がくした。

　芝しば生ふ広場に設置された公園のモニュメント時計。10メートル級のマッスル紳しん士しの股こ間かんに、吉乃はロープで張り付けにされていた。

「やぁ、時間通どおりだね。待ちかねたよ」

　時計の台だい座ざの根ね本もとにイーリスはいた。オウカとは違う種類の笑えみを浮かべながら、真道たちを見ている。

「イーリス！　よくもキツをあんな汚きたないところに縛り付けてくれたな！」

「怒るなよ、これでも結けつ構こう悩んだんだから。お、オウカ・ローザもちゃんといるね。結構結構」

「ノートを取り返しに来たぞ、コソドロ。シンドーの股間に沈めて切ない想おもいをさせてやるから覚かく悟ごしろ」

「さりげなく僕の股間を汚お物ぶつみたいに言うのやめてくんない!?」

　股間は毎日ちゃんと念ねん入いりに洗っている。どこに出しても恥はずかしくないほどに清せい潔けつだ。

「はん、できるもんならやってみなよ。……おや、小こ姑じゆうとのメアリー様もいたんだ。オウカ・ローザに味み方かたするなんて、どういう風の吹き回し？」

「わたくしの目的はノイズを倒すことだからよおバカさん。おとなしくシンドウサネミチの股間に還かえりなさい」

「僕の股間で墓はか石いし立てるのはやめろ！　ある意味タツけどさ、って何なに言ってんだバカか！」

「お兄にいちゃん！　オウカお姉ねえちゃんを生んだって本当!?　コウノトリさんなの!?」

「キツまで僕の金きん的てきを打つのか！　心という名の翼つばさがもがれそうだよ！」

　真道の叫びを聞き、イーリスはほくそ笑んだ。

「皆がそんなに死にたがりだったとは思わなかったよ。私に勝てると思ってるの？　言っておくけど、キミたちは私に近づくことすらできず、死ぬ運命にあるんだ」

　そう言うとイーリスは腕を薙なぐように振った。芝生のあちこちに光が一いつ瞬しゆんだけ煌きらめいて消えた。

　罠わなだ。おそらく、設置型がたの地じ雷らいのようなもの。予想はしていたが、数が多い。

「ま、せっかくだからゲームをしようか。私のところまで辿たどり着けるかな？」

「なんの、そんなもんじゃあたしは止められないぜ！　見てろ！」

　オウカが、イーリスをバカにするように挑ちよう発はつした。さすがオウカだ。真道は感かん心しんした。空を飛べば地面にある罠なんて意味を為なさない。長くノートに触れてきた彼女ならではの余よ裕ゆうだった。

「よし、行けシンドー！」

　オウカがビシっと指を差しながら言った。

「…………………………え？」

　真さね道みちはマヌケな顔で聞き返した。打ち合わせと違う。

「突とつ撃げきだシンドー。罠わながどこにあるか調べてこい」

「死ぬわ！　キミが空を飛べば済む話だろ！」

「魔ま力りよくの無む駄だ遣づかいはしたくないんだよ。アイツをぶっ飛ばすまで節せつ約やくしなきゃな」

「僕の命は大おお盤ばん振る舞いか！　生なま身みであんな危き険けん地帯歩あるけるわけないだろ！」

「うるさいやつだな……じゃあ、お前に武ぶ器きを貸してやるよ」

　オウカはそう言って芝しば生ふに落ちていた木の棒ぼうを拾い、真道に渡した。

「棒切れ１本でどうしろっていうんだよ！　これで罠を調べろってか！」

「レヴィンを呼ぶまでの間、お前がつなげ。危なくなったらすぐに引っ込んでいいから」

「危なくなる頃ころにはもう空の彼方かなたまで吹っ飛んでそうなんだけど……」

「ぐだぐだ言わずに早く行け！　ヨシノを救うんだろ！」

「ひぃぃ……」

　真道は引きつりながら棒をブンブンと振り、慎しん重ちように地じ雷らい原げんを歩き始めた。死ぬほど怖こわい。どういう性質の罠が仕掛けられているのかがわからないという恐きよう怖ふ。

　なんで僕が、こんな役やく目め？　真道がそう思っていると、

「──《強敵たちの絆ミステイツク・コネクシヨン》──レヴィン！」

「ほっ、はっ、ふぅ～ん！」

　援えん軍ぐんが到とう着ちやくした。レヴィンはアブラを撒まき散らしながらポーズを取り、

「我われ鍛きたえる。故ゆえに我あり。筋きん肉にくあるところ、我はあり。──黒くろ騎き士しレヴィン！　推すい参さん！」

　両腕うでを後こう頭とう部ぶに添えながら、満まん点てんの笑顔で口こう上じようを述べた。こんな状況でも鬱うつ陶とうしさは相変わらずだった。今はそれが頼もしく見えるから不ふ思し議ぎだ。

「サネミチどの！　私が来たからにはもう大だい丈じよう夫ぶ！　貴き公こうだけに辛つらい想おもいはヌワ──ッ!!」

　レヴィンが真道の遥はるか先を走り始めた瞬しゆん間かん、カチリと何かが作さ動どうする音が鳴り、レヴィンはきりもみしながらイーリスの頭ず上じようを飛んでいった。マッスル像ぞうの大だい胸きよう筋きんにぶつかり、レヴィンは光となった。

「はえーよ！　何しに出てきた!?」

　真道は棒をへし折りたくなる衝しよう動どうをなんとか抑えた。

「うわっ！　くそ、またこのアブラか！」

「お兄にいちゃん！　こんなときになんだけど、ヌメヌメがすごいよ！」

「そうだね！　帰ったら肌はだが擦すり切れるくらいよく洗おうな！」

　イーリスと吉よし乃のは、レヴィンが消える際に残したオイルの飛沫しぶきを浴びていた。マッスル像からもオイルがしたたり、妖あやしいテカリを湛たたえていた。

　スキをつき、メアリーが駆かけ出した。ボウガンに通常の矢をセットしながら。

　マッスル像の股こ間かんに吉乃が磔はりつけにされている以上、ゲート封じの矢で狙ねらいをつけることはできない。まずは吉よし乃のの救きゆう出しゆつが最さい優ゆう先せんと判はん断だんしたのだ。

　それに合わせて真さね道みちも駆かけ出す。罠わなは恐ろしいが、イーリスが怯ひるんでいる今がチャンスだった。

　足あし元もとにカチリと沈み込むような感かん触しよく。真道は青ざめた。イーリスの両りよう脇わきから砲ほう台だいのようなものがせりあがってきていた。

「避よけろ、シンドー！」

　オウカの声が聞こえた。言われなくともそのつもりだった。

　幸いにも口こう径けいは大きく、動きは鈍どん重じゆうだった。射しや角かくを見み極きわめて動き回ればなんとか回かい避ひできるかもしれない。

　ドォン！　と全身が震えるほどの衝しよう撃げき。炸さく裂れつ音おん。弾だん丸がんが放ほう射しやされ、真道は目を見開いた。

　細かく白い散さん弾だんが眼がん前ぜんいっぱいに広がり、他に何も見えなくなった。完かん璧ぺきな面めん制せい圧あつ。

「無む理りゲー！」

　真道は抵てい抗こうする間もなく体からだ中じゆうに砲ほう撃げきを浴びた。しかし痛みはない。代わりに床に縫ぬい付けられ、自由を奪うばわれる。

「……シンドウサネミチの……おバカ」

　見ると、メアリーも巻き添えを食っていた。仰あお向むけの状態で真道に恨うらみ言ごとをつぶやく。

「あははは！　せっかくのチャンスだったのに、残念だったね！　その粘ねん着ちやくゴム弾だんはちょっとやそっとじゃとれないよ！」

　イーリスが体についたオイルを払いながら嘲ちよう笑しようした。

「ザコが雁がん首くび揃そろえて来た結果がこれさ！　オウカ・ローザも災さい難なん……」

「──無む象ぞうを切り裂さく爪そう牙がは恐きよう怖ふの象しよう徴ちよう──空を縫ぬい飛ぶ大たい翼よくは王おう者じやの印しるし──」

　オウカが詠えい唱しようしていた。真道には何度か聞いたことのある小しよう節せつだった。

「へぇ～？　少ない魔ま力りよくでまだそれが使えるなんて驚きだよ。でも、無む駄だだと思うけどなぁ」

　イーリスが余よ裕ゆうを見せていた。オウカの体から立ち昇のぼる魔力の奔ほん流りゆうから察するに、強力な魔ま術じゆつの一つなのだろう。それをオウカはこの局きよく面めんで使うつもりらしい。

「火ひの司つかさの国に生まれいでし竜りゆう王おうよ──這はうものすべて、汝なんじへの供く物もつなり！」

　今までに感じたことのないほどの熱ねつ量りよう。オウカの髪かみが、マントが、燃えるようにゆらめく。

「──《火竜炎波メガ・ドレイク》──っ!!」

　炎ほのおの化け身しんとなったオウカの渾こん身しんの一いち撃げきが、イーリスに襲おそいかかった。最高摂せつ氏し二千度を誇る熱ねつ線せんが炎を噴ふき上げながら公園の地面を抉えぐり、周囲が火の海になる。

「はっ！　こんなもの！」

　オウカの両手から発せられた火か竜りゆうのブレスは、しかし、イーリスの突き出した手によって霧む散さんしていた。

「そんな──っ」

　真さね道みちは、絶望にも似た声を上げた。イーリスは両手ではなく、片手でオウカの攻こう撃げきを防いでみせたのだ。しかもまだ余よ裕ゆうがありそうに、口くち元もとに笑えみを浮かべている。

「最高の気き分ぶんだよ！　ノートを持っていればこんな攻撃だって難なく防げるんだ！」

　オウカの《火竜炎波メガ・ドレイク》が徐じよ々じよに勢いを無くし、次し第だいに消しよう失しつしていった。オウカが肩で息をしながら、杖つえで体を支えていた。やはり無む理りがあったのだ。

「これがあればもう誰だれにも負けない！　誰にもバカになんかさせない！　ノートがあれば……あ？」

　イーリスが足あし元もとから昇のぼってくる火に驚き、間まの抜けたような声を出す。

「くそっ、マントが！　──ノートが！」

　イーリスが身に着けていたマントの裾すそが燃えていた。慌あわてて脱ぬぎ捨て、ノートの端はしについた火を必ひつ死しに叩たたいて消していた。

「……ははっ、オイルまみれにした甲斐かいがあったぜ……」

「お前──っ──ノートが燃えてもいいのか！　これがなかったら……また私は……っ！」

「それがどうした。テメエにくれてやるくらいなら、燃えた方がマシだ」

「……な、な……」

　イーリスがオウカの言葉に動どう揺ようを見せる。ノートが絶対だと思い込んでいたイーリスには考えられないことだったのだろう。

　真道は、二人のオウカを見ていた。すると、足元から熱。

「う、うわぁ!?　火が、火が迫ってきてるぅ──!!　このままじゃこんがり上手じようずに焼けてウルトラ炎ほのおの中心でヘルプを叫び続けるよ助けてくださ──いっ!!」

「無茶むちやしやがって、シンドー……」

「敬けい礼れいしながら悲しそうな顔で見み捨すてるな！」

「お兄にいちゃん！」

　吉よし乃のの悲ひ鳴めいに反はん応のうし、そちらを見やる。

「キツ！」

　吉乃の足元からも火の手。オウカの炎が燃え移り、なめるようにマッスル像ぞうの体を登っていく。

「殺す！　オウカ・ローザぁ！」

　動揺から立ち直ったイーリスが咆ほう哮こうを上げながらオウカに向かって突とつ撃げきしていく。

　イーリスがマッスル像から離れた瞬しゆん間かんを逃のがさず、オウカが叫んだ。

「キンパツ！　行け！」

「──っ──わかってますわ！　命令しないで！」

　オウカの《火竜炎波メガ・ドレイク》がもたらした炎の熱は、真道とメアリーを縫ぬい付けていた粘ねん着ちやくゴムを溶よう解かいさせた。メアリーが素す早ばやく態たい勢せいを整え、吉乃の元へ走り出す。真道もそれにならうかのように抜け出し、メアリーに追つい従じゆうする。

「ちっ、しまった！　ゲートが狙ねらいか！」

　イーリスが両足を突っ張り急きゆう制せい動どうをかけ、マッスル像ぞうに取って返した。

「キツ！」

　今や炎ほのおは、吉よし乃のの足の先にまで到とう達たつしていた。火ひ炙あぶりなんて、あってはならない。

「フッ！」

　メアリーが手のひらをあごの先から伸ばすようにして添え、息を吹きかけた。息は吹雪ふぶきとなり、吉乃の足あし元もとをガードする氷ひよう結けつ晶しようを作り上げた。炎が堰せき止められる。

　メアリーが跳んだ。吉乃の腕を縛しばっているロープに狙ねらいをつけ、ボウガンを撃うつ。寸すん分ぶん違たがわず矢はロープだけを射い抜ぬいた。真道はメアリーの急せくような行動に文もん句くが出かけたが、もう吉乃の体は宙ちゆうに投げ出されている。

「キツ！　くそ、間に合えっ！」

　吉乃の体が地面に向かって落らつ下かする。真道は受け止めるため、着ちやく地ち点てんへと走る。

「──《林檎は砕けず地に落ちたゼロ・グラビティ》──っ！」

　遠とお間まからオウカの魔ま術じゆつ。光は吉乃の体を包み込み、落下スピードをごく緩ゆるやかなものにした。真道の腕の中に悠ゆう々ゆうと吉乃が収まる。救きゆう出しゆつは成ったのだ。

「キツ！　怪け我がはないか!?」

「……うん、全然平へい気き」

　イーリスの手中にあったというのに、吉乃の体には傷一つついていなかった。

　真道は二人の魔ま女じよを見る。彼女たちの流れるような連れん携けいに背せ筋すじが痺しびれるのを感じた。オウカは炎をもって真道とメアリーを救い、イーリスを銅どう像ぞうから引き離す。メアリーはオウカの炎に伴うリスクを軽けい減げんし、吉乃の拘こう束そくを解く。

　強きよう大だいな力をもち、圧あつ倒とう的てきな力を有していたはずのイーリスは、完全に翻ほん弄ろうされていた。

　その事実が、イーリスの秘ひめたる実力を引き出すことになった。

「死ねメアリー・ゴールド！　──《大火炎弾アトミック・バズーカ》──っ！」

「!!」

　イーリスの剣けん先さきからオウカの得とく意い技わざである《大火炎弾アトミック・バズーカ》が放たれた。だが、オウカのものとは大きさが違う。

　メアリーが空中でウサギの姿すがたに変へん身しんした。小さな体をひねりながら回かい避ひする。

　安あん堵どした瞬しゆん間かん、背後で爆ばく発はつ。メアリーの変身が解け、ボロボロになりながら吹き飛ぶ。

「メアリー！　……あ」

　真道は見た。メアリーがきりもみ回転しながら、手元で何かを操そう作さしていた。ボウガンをゲートのある場所に向けて構える。

　──まさか、あれは……。

　真さね道みちの想そう像ぞう通りのことが起こった。メアリーのボウガンから放たれた矢は、マッスル像ぞうの股こ間かんに突き刺さった。空間が収しゆう縮しゆくしていくように歪わい曲きよくし、マッスル像の股間に、クモの巣す状じようのヒビが入った。

　ゲート封じの矢。メアリーは正まさに、最後の一いつ矢しを報むくいたのだ。

　だが、死んではいなかった。メアリーは空中でネコのように体たい勢せいを整えて、自じ力りきで地面に着ちやく地ちした。そして一いつ瞬しゆん膠こう着ちやくした後、仰あお向むけに倒れた。

「メアリー！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　真道は吉よし乃のを抱えたまま、メアリーに駆かけ寄った。白いワンピースはただの布ぬの切きれ同どう然ぜんになっていた。普ふ段だんならば目のやり場に困るところだが、今は心配の方が勝っていた。ふとももを走るガーターベルトなど断じて見てはいない。

「キンパツ！　お前はヨシノを連れて家に戻ってろ！」

　いつの間にか空を飛んで回り込んできたオウカが、メアリーにそう言った。イーリスから全ぜん員いんをかばうような位置取どりで、オウカは油ゆ断だんなくイーリスを見み据すえる。

「……ふふ、あなたに心配されるなんて……わたくしも……落ちぶれたものですわね」

「お前じゃなくてヨシノの心配をしてるんだ。それに、お前みたいな足あし手でまといがいると戦えない。とっとと帰れ。そして、涙でまくらを濡ぬらせ」

「……くっ、わたくしだってまだ──」

「頼む、メアリー」

　オウカの真剣な表情。メアリーは驚いているようだったが、やがて、

「……了りよう解かいしましたわ。その代わり、必ず勝つように」

　頷うなずき、フラフラと立ち上がった。吉乃がその脇わきにつき、メアリーを支える。一度襲おそいかかってきた相手でも、助けられた恩おんは忘れない。吉乃はそういう子だった。

「キツ、メアリーを頼んだよ」

「任まかせてお兄にいちゃん。送り狼おおかみになったつもりで頑がん張ばる。先生が言ってた」

「ヨシノ、帰ったら夜や食しよくを用意しておいてくれ。飲んで食べて騒ぎまくるぞ」

「うん、『今夜は寝かさないぞ』ってヤツだね。先生が言ってた」

「キツ、帰ったら担たん任にんの住所詳くわしく」

　担任の生なま皮がわを剝はがすまでは死ねない。必ず無ぶ事じに生きて帰る。

「お兄ちゃん」

「なんだいキツ」

　吉乃に呼ばれ、耳を寄せる。何か言い残したことでもあるのだろうか。

　吉乃は言った。




「──お願い。お姉ねえちゃんを、助けてあげて──」













　　五章　オウカの魔ま女じよ







　吉よし乃のとメアリーが戦せん線せんから離り脱だつした。四月の夜よ風かぜはまだ冷たく凍こごえそうなほどだったが、周しゆう囲いに燃えさかる炎ほのおがそれらの一切をかき消していた。

　その中で、イーリスは逃げる吉乃とメアリーを追いかけることもなく、ゲートのあった場所をただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「残念だったなイーリス。ゲートが閉じちまって。魔ま力りよくの供きよう給きゆうがなくなって、魔ま女じよ界かいにも帰れなくなって、今どんな気持ちだ？」

「……ふっ」

　オウカの挑ちよう発はつに、イーリスは撥はねつけるように笑った。妙みように落ち着いた様よう子すで、それが逆に不ぶ気き味みに感じられた。

「ふふっ……ハハハ！　あんなものなくても、ノートがあればすべて事こと足たりる。忘れたか、魔力の確かく保ほも、異い世界への行き来も魔ま術じゆつでどうとでもなることを」

「おお、よくわかったな。ちゃんとノートを読んでお勉強してたらしい。いい子でちゅね～」

「……減らず口もいい加か減げんにしておけよオウカ・ローザ。お前なんか私の敵じゃない」

「ノートを手に入れていい気になってるガキに、このあたしが負けるかよ」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気。張り詰めて、爆ばく発はつする予感。

　イーリスが大たい剣けんを大きく振り、構えた。オウカもそれに応じるかのように、木の杖つえを構える。

　芝生しばふを燃やす火のゆらめきが、二人の心しん情じようを表しているようだった。

　ここからが正しよう念ねん場ばだった。次はノートを取り返さなければならない。

　二人は同時に地を蹴けった。鏡かがみ合あわせのような動き。だが実力には埋めがたい差がある。

　どちらが打ち勝つのか、真さね道みちは固唾かたずを飲んで見守った。

　オウカとイーリスがぶつかり合う瞬しゆん間かん、

「「あ」」

　寸すん前ぜんで足あし元もとが滑すべり、二人は前のめりのまま芝生を滑かつ走そうした。

「「うごっ!?」」

　互いの頭を車くるま止どめのようにぶつけ合って止まり、二人はその場で悶もん絶ぜつし始めた。

　真道は目の前でゴリラが両りよう腕うでを羽ばたかせて空を飛んでいく姿すがたを見たような顔で、二人が頭を押さえている現げん場ばを、ただ黙もく視ししていた。

　──何してんの、二人とも。

　呆あきれる真道をよそに、オウカとイーリスが立ち上がり、睨にらみ合う。

「なかなかやるな……」

「お前こそ……」

　そうお互いを讃たたえ合うと、再び飛びかかり、

「「ぐがぁ!?」」

　また滑すべり、頭をぶつける。

「なんてヤロウだ……」

「こいつ、ノートもなしに……」

「「ぐわー!?」」

　三回ほどそれを繰り返した後、

「真面目まじめにやれよ！　いいかげん背中にスベリ汗あせが浮いてきたよ！」

　耐え切れず真さね道みちは叫んだ。

「くそ！　レヴィンのオイルで地面がギトギトになってて戦いづらい！」

「あの筋きん肉にくダルマのせいでとんだとばっちりだよ！」

　接せつ近きん戦せんは互いに不ふ利りだと悟さとった二人は後こう方ほうに大きく飛びすさり、距離を空あけた。

　ということは、魔ま術じゆつ戦になる。これはオウカに不利だ。彼女には魔ま力りよくの回かい復ふく手段が残されていない。長ちよう期き戦になればなるほど苦しくなっていく。

「──《大火炎弾アトミック・バズーカ》──っ！」

　イーリスの放った火か球きゆうがオウカに向かって飛んでいく。

　オウカは極きわめて冷静に手をかざし、唱となえた。

「──《皇帝のため息カイザーブレス》──っ！」

　手ての平ひらから発はつ射しやされた空気砲ほうが、《大火炎弾アトミック・バズーカ》の軌き道どうを完かん璧ぺきに逸そらした。あさっての方向へ飛んでいった火の玉の行き先は、

「え？　──ぎゃあああ!?」

　真道の立っている場所だった。運うん良よく逃のがれるが、ポイ捨てされた空き缶かんのように爆ばく風ふうで吹っ飛ばされる。

「あ、悪いシンドー。いたのか」

「いまくってるよ！　なんでもういなくなってると思ったんだよ！」

「ちっ、味なマネを……シンドウサネミチもしぶといな」

　イーリスが大たい剣けんを構え、腰をひねる。少しの溜ためを作り、

「これなら、どうだぁあああ──!!」

　大だい上じよう段だんからの振り下ろし。レヴィンに対して執しつ拗ように使用していた追いかける斬ざん撃げきだ。

「──《武器破壊の赤光ソード・ブレイカー》──っ！」

　イーリスの構えを見て、すでに詠えい唱しようを完成させていたオウカは即そく座ざに魔術を発はつ動どうし、赤く光る杖つえを飛んでくる斬撃に合わせた。斬撃は真まっ二ぷたつに砕くだけ散り、それぞれ別の方向に投げ出された。そのうちの一つが、

「ホァワアアア──イ!?」

　ブーメランのように、真さね道みちの下へと飛ひ来らいした。ブリッジし、難なんを逃のがれる。

「シンドー、ヒトが真剣に戦ってるっていうのに遊んでんじゃねえよ」

「これが遊びだったとしたら、僕の人生おかしなことになっちゃうよ！」

「心配しなくてもいいぞ、シンドウサネミチ。お前たちの人生は、ここで終わるのだから」

　イーリスが本ほん気きになったのか、大小様さま々ざまな魔ま術じゆつの弾だん丸がんが鎧よろいの周りを浮ふ遊ゆうし始める。がちゃりと籠こ手てを鳴らすと、それらが一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

「ひぃい!?」

　真道は逃げ惑まどった。オウカなら先に披ひ露ろうしたように、少ない魔ま力りよくでもイーリスの魔術をいなす方法を熟じゆく知ちしているのだろうが、ただの人間である真道には無む理りな話だった。公園の燃える芝しば生ふを避け、右う往おう左さ往おうしながら命が無くならないことを祈る。

「あ──っ」

　祈りは通じなかった。突然足あし元もとが滑すべり、真道は無ぶ様ざまに地面の上を転がった。レヴィンのオイルだ。これが潤じゆん滑かつ剤ざいとなっていたのだ。目の前でオウカとイーリスがコケるのを見ていたのに、なんてザマだ。

「シンドウサネミチ──覚かく悟ごしろっ！」

　コケた瞬しゆん間かんを目もく撃げきされたのか。イーリスが名前を呼ぶ声が聞こえた。顔を上げると、大きな光こう弾だんが目の前に迫っていた。避けるには距離が近過ぎる。体たい勢せいも悪い。

「シンドー！」

　立ちふさがる黒い影。逆ぎやつ光こうでよく見えなかった。勇ゆう姿しというには自己犠ぎ牲せいが過ぎる。そんなことをしたら──。

「う──っ──ぐぁあああ──っ!!」

　正面から立ち向かう彼女の背中を見ていた。かぶっていた黒い三さん角かく帽ぼう子しがどこかに飛んでいった。杖つえを立て、懸けん命めいに耐えていた。

　攻こう撃げきをすべて受け止めると、桜さくら色いろの髪かみの魔ま女じよは、ゆっくりと真道の腕の中へと倒れていった。

「オウカ!!」

「……へ……へへ、その気になれば、耐えられるもんだな……」

「こんなボロボロになるまで……どうして」

「……それなんだがな……あたしにも……わからん……くそ、なんでだろうな」

　息も絶たえ絶だえに強がるオウカ。

　だが、わかってしまった。彼女の命はすでに、風ふう前ぜんの灯ともし火びだ。

　オウカの頰ほおを撫なでた。彼女は温かかった。薄い唇くちびるから漏もれる吐と息いきは今にも消えてしまいそうだったが、まだ確かに息づいていた。

　真さね道みちは、目め頭がしらが熱くなるのを感じた。

　魔ま術じゆつが使えるパートナーが欲しいと願った。そんなヒロインと一いつ緒しよにいたいと願った。だが、こんな風ふうに傷ついて欲しくはなかった。

　ノートの魔術を使って遊ぶオウカ。戦うオウカ。それらは彼女の魅み力りよくのほんの一部でしかない。乱らん暴ぼうで、がさつで、大おお食ぐらいで、いたずら好きで、人が嫌いやがることを平へい気きでして、触れられたくない過去に土ど足そくで踏み込んできて、助けてくれた。

　両親の死を経験して、何かを得たり失ったりすることに対して臆おく病びようになっていた。今は違う。何かを失ったら、何かを得られる。それをオウカに教わったのだ。

　──オウカが助けてくれるなら、僕もオウカを助けてみせる。

　そう思っていたはずなのに、彼女は今、自分のせいで息いき絶たえようとしていた。

「オウカ……ぼ、僕のせいで……」

「た、大したこと……ねえよ……ちょっと日につ光こう浴よくし過ぎただけで……」

「なら次は、いたぶられながら月げつ光こう浴よくというのはどう？」

　イーリスが眼がん前ぜんにまで迫っていた。オウカが顔を蹴けり飛ばされ、真道もろとも地面に転がされる。

「名残なごり惜しいけど、そろそろ幕まくを引こう。まずは──」

「ぐあぁっ！」

　イーリスがオウカの心しん臓ぞうに脚甲グリーヴを乗せ、踏みつけ始めた。

「オウカ・ローザ、お前からだ。お前を殺して一つになり、より完かん璧ぺきな存在へと近づく。魔ま女じよもノイズも滅ほろぼし、そして世界のすべてを壊こわす！　この壮そう大だいな茶ちや番ばん劇げきに終しゆう止し符ふを打つんだ！」

　イーリスの脚甲が、トドメとも言わんばかりに一ひと際きわ高く上げられる。

「──やめろぉ!!」

　真道は絶ぜつ叫きようしながら立ち上がり、イーリスに向かって突とつ撃げきする。

　それを予期していたかのように、イーリスの脚甲が、真道の顔がん面めんを狙ねらい打つ。

　真道はそれを──避けた。

　一日に何度も顔面を踏まれ続けてきたおかげで、パターンを読むことができた。情なさけないサンプルだけは豊富だった。

　イーリスの脇わき腹ばら辺りに狙いをすまし、体当たりする。肩に鈍い痛みが走る。当然だ。金きん属ぞくに対して生なま身みでぶつかったのだから。だが効果はあった。よろけたイーリスのふところからノートがポロリとこぼれ落ちる。

　肩の痛みは感じない。感覚が麻ま痺ひしているのだ。四よつん這ばいになりながら、ノートをその手に握った。

「貴き様さまぁ!!」

　激げつ昂こうしたイーリスに腹ふく部ぶを思い切り蹴り上げられる。今度こそ骨に異常をきたしたのがわかった。肋ろつ骨こつがジクジクと痛み出す。仰あお向むけにされ、首にイーリスの籠こ手てが巻き付いた。

「殺してやるぞ！　シンドウサネミチ！」

「うぐっ……！」

　のしかかられ、首に圧力がかかる。イーリスは剣ではなく、自らの腕によって終わらせることを選択したようだった。

「私を生んだお前が憎にくい！　私を足あし蹴げにしてきたヤツらが憎い！　世界が憎い！　こんな世界は滅ほろびるべきなんだ！」

　とてつもないほどの怨えん嗟さ。呪のろわれているのではないかと思う。いや、呪われているのは世界か。少なくともイーリスにとってはそうなのだろう。

「だから死んでくれ、シンドウサネミチ！　お前が消えてくれないと私は……一歩も前に進むことができないんだ！」

「……イー……リス……キミは……」

　イーリスの吐き出すような声は、感情の波に揺られさまよう、一いつ隻せきの小こ舟ぶねのようだった。




　──お願い。お姉ねえちゃんを、助けてあげて──




　薄れゆく意い識しきの中で、吉よし乃のの言っていた言葉を思い出した。

　上うわ書がきするかのように、オウカの顔が浮かぶ。

　真さね道みちはオウカが倒れている方を見た。彼女も倒れたままだったがうっすらと目を開け、真道の方に向けて手を伸ばしていた。

　真道も手を伸ばし、ノートをオウカに向けて差し出す。

「オウ……カ……ノー……ト……」

　景色けしきが白くなっていく。イーリスの獣けもののような唸うなり声。オウカにノートを渡せば。手に力が入らなくなってきた。それでも伸ばす。手を。救いの手を。オウカのために。

　──もう大切な人を、失いたくない。

「……サネ……ミチ……」

　名前を呼ばれた瞬しゆん間かん。オウカの爪つま先さきにノートが触れた。

　ノートに光が溢あふれ始め、キイィンという高い音が辺りに鳴り響ひびいた。真道の手からノートが離れ、オウカの目の前に意い志しを持っているかのように移動する。

　ぱらららっ、とページがめくれる。焼け焦こげた裏うら表びよう紙しと最後のページがのぞいていた。何も書かれていないはずのそのページに、文字が浮かび上がっていた。

　黒で描かれた文字に、七なな色いろの光が上うわ塗ぬりされたかのように、煌こう々こうと輝いている。

　オウカはそれを惚ほうけたように見つめ、読み上げる。

「──争い無き──黎れい明めいの世界へ──誘いざなえ──」

　ノートが鳴めい動どうし、一ひと際きわ強く輝き始める。オウカは確かな意い志しをもって──




「──《平和の創源ピース》──」




　最後の魔ま術じゆつを、発はつ動どうさせた。
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　魔術が発動した瞬しゆん間かん。目が眩くらむほどの光に包まれた。

　時が止まり、空間に、世界にヒビが入った。

　ヒビは徐じよ々じよに大きくなり、やがてガラスが割れるような音を響ひびかせ、白い世界へと変わっていった。地ち平へい線せんは此方こなたより続き、彼方かなたまで広がっていた。

　どこまでも、どこまでも白い幻げん想そうの世界だった。

　風が凪ないでいた。

　白はく銀ぎんの草原に広がる稲いな穂ほのような植物がさあぁっと音を鳴らしていた。

　何もない世界ではあったが、いるだけで心が満たされていくような感覚をもたらした。

　太たい古この昔。生せい命めいが誕たん生じようする以前の世界には争いなど皆かい無むだった。

　この世界に戦いなどなく、平和だけがあった。

　真さね道みちとオウカはその世界に立っていた。そして、イーリスも。

「な、なんだここは？　い、一体……」

　真道の首を絞しめていた格かつ好こうのまま、イーリスは戸と惑まどいの声をあげていた。それはそうだろう。先ほどまで組み伏していたはずの真道が消え、目の前に立っていたのだから。

　イーリスは勝利を確信していたはずだった。真道は万ばん策さく尽き、オウカは虫の息。勝敗はすでに揺るぎないものになっていたはずだった。

　しかし、今はわけのわからない世界に放り込まれ、困こん惑わくするばかり。自身の命めい運うんすらもわからず、すべてに霞かすみがかっていた。

「ようこそイーリス。《平和の創源ピース》の世界へ」

　オウカが真道の肩を借りながらそう言った。傷ついてはいるが、ノートの所しよ有ゆう権けんが移ったおかげで魔ま力りよくの供きよう給きゆうがオウカにシフトされた。今や彼女は無限のガソリンを積んでいるのと同じ状態になっている。

「《平和の創源ピース》……だと？　バカな！　そんな魔術、私は知らないぞ！　一体どこにそんな魔術が載のっていたと言うんだ！　こんなことは認めない──認められるか！」

　イーリスが大たい剣けんを振りかぶるが、振り上げた姿し勢せいのまま固まり動かなくなる。錆さびついた機き械かいのように動どう作さが鈍くなっていく。

「こ、こんな……バカな……！　剣が……振れない！　体も、動かない……うおお……」

「ここではね、武ぶ器きは使えないんだ」

　真さね道みちはオウカを支えたまま、イーリスにそう言った。

「この世界では、戦いそのものが禁止されている。争いをもたらす者は世界から嫌きらわれ、粛しゆく清せいの対たい象しようになる。魔ま術じゆつの設せつ定てい上じよう、それは絶対だ」

「戦えないだと？　そんなバカなことが……」

「それがあるんだよ。僕はそんなバカなことばかり考えながら、このノートを書いていたんだから！」

　ぬうう、と唸うなるイーリス。未いまだ真しん偽ぎを測りかねているようだった。

「シンドー、唱となえておいてなんだが、あたしにもわけがわからん。説明してくれ。なんで、急に魔術が現れたんだ？」

「ああ、うん」

　オウカの要よう望ぼうに応こたえることにする。彼女はこの世界を具ぐ現げん化かさせた立たて役やく者しやだから。

　真道は《平和の創源ピース》の効こう力りよくをすべて思い出していた。この魔術だけは特とく殊しゆな書き方を施ほどこしていたから、一いち度ど引き出せばあとは早い。

「このノートの最後のページ。この前まで僕は最初、ただの白はく紙しのページだと思っていたんだ。書くには特殊な条件が必要なんだと思い込んでいた。でも、それは間違いだった。ノートにはもう魔術が記されていた。だから僕が書こうとしても書けなかったんだ」

「もう書かれていた？」

「パッと見では気づかない。このページの文字、何か変だと思わないかい」

　オウカがノートを覗のぞき込みながら唸り、

「……ペンにしては、黒ずみが……いや、これは……焦こげか？」

「そう、あぶり出しだったんだよ」

　真道はオウカの答えに満足する。

「オウカの炎ほのおでイーリスのマントが燃えた時、ノートの方にも少し引いん火かしてた。火は消えたけど、公園は火の海だ。熱にさらされて、隠されていた文字が浮うかび上がったんだ」

　ページの表面をなでる。浮かび上がった文字に懐なつかしさを感じる。昔大だい斗とと仲良くなるきっかけになった遊びが、まさかこんな形で役に立つとは。

「じゃあ、ヘタしたらイーリスに使われていた可能性もあったんじゃ……」

「この魔術は、詠えい唱しよう呪じゆ文もんを読み上げるだけじゃダメなんだ。もう一つ条件があって……」

　真道はごにょごにょと言い淀よどむ。この先って、言わなきゃダメ？

「条件ってなんだよ？　……もったいぶらずに早く言え」

　少し苛いらついた表情を浮うかべるオウカ。……言わなければダメそうだ。数秒後、微び妙みような空気になったらどうしよう。オウカはこれを聞いて、どう思うだろうか。どんな反応をするだろうか。

「ええ、と……『お互いの気持ちが通い合った時に一度だけ発はつ動どうする魔ま術じゆつ』って設せつ定てい、なんだけど……その、僕と、オウカの……」

「……」

「……」

「……あ、う」

　オウカは言葉の意味を理解したのか、ほのかに肌はだが上じよう気きし始めた。

　真さね道みちも後こう頭とう部ぶをかきながら、窺うかがうようにオウカの美び貌ぼうを見つめる。
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　オウカが何度か口を開きかけるが、ただ呼こ気きが漏もれるばかりで何も発はつせられなかった。帽ぼう子しで顔を隠そうと手を頭の上にやるが、肝かん心じんの帽子は地面に落ちたまま。空くうを切った手の行き先は顔の前へ。オウカは真道の視線から逃れようと必ひつ死しに努力しているようだった。

　……今の気持ち、すごくわかるよオウカ。確かに僕らは通つうじ合ってるみたいだ。

「……ふん、なんだこれは……こんなもので、勝ったつもりかよ」

　イーリスが両膝ひざをついた体たい勢せいで、諧かい謔ぎやく的てきな笑えみを浮かべていた。

「戦せん闘とうが禁止されているなら、お前たちも私に手を出すことはできないじゃないか。くだらないな。殺したくても殺せないなら、どうやって決けつ着ちやくをつけるつもりだアホめ」

「アホはお前だ。ノートもなしにあたしに勝てるつもりなのかよ」

　オウカが真道の体から離れ、落ちていた三さん角かく帽子を拾いかぶった。地面を踏みしめると光が弾はじけ、空へと昇のぼった。

「この世界から解放されたら、態たい勢せいを整えてまた戦いに来るぞ。何度でも、何度でも、どちらかが倒れるまで、終わらない……」

　うわごとのようにつぶやくイーリスに、真さね道みちは言った。

「《平和の創源ピース》の効こう力りよくは戦せん闘とう禁きん止しだけじゃないよ。これだけでも強きよう力りよくだけど、それはまだ効果の一部でしかない。この魔ま術じゆつの真しん価かは《奇き跡せき》にあるんだ」

　オウカとイーリスが何を言っているのかわからないといった顔をしていた。抽ちゆう象しよう的過すぎたか。

　真道は説明せずに、イーリスの元へと歩き出し、目の前にしゃがんで顔を見た。

　本当にオウカそっくりだ。目付きは悪いし、ひねくれてはいるが。

「聞きたいことがあるんだ。いいかな」

　イーリスは答えなかったが、沈ちん黙もくは肯こう定ていと取ることにしている。

「イーリス、キミはどうして、キツに暴ぼう力りよくを振るわなかったんだい？」

　吉よし乃のを助け、怪け我がの有う無むを確かめた。妹の体には傷一つついていなかった。多た少しよう腕にロープの痕あとがついていたが、それ以外は問題なかったのだ。

　イーリスが、ふっ、と笑った。

「別に……ただ、ヒマだったから、昔むかし話ばなしとかして、そうしてたら、拷ごう問もんする時間が無くなってた……それだけだ……」

　真道はそれで吉よし乃のの言葉が理解できた。吉乃はイーリスに、同どう情じようしたのだ。

「初めてだった、あんな風ふうに私の話を親しん身みになって聞いてくれたヤツは……。今まで誰だれにも……話したことがなかったのに……どうせコイツは死ぬんだからと思ってたのかな……今いま思えば、あり得ないな……」

　イーリスから毒どつ気けが抜けていくのを感じる。彼女にも伝えなければ。真道は決けつ心しんした。

「ありがとう、イーリス。……やっぱりキミも、オウカなんだって確信したよ」

「……何を言ってるんだ」

「キミは、恨うらみや憎にくしみを抱えただけの存在じゃない。僕とオウカをつなぐための、架かけ橋はしになってくれた恩おん人じんなんだよ。キミがオウカの感情を半はん分ぶん請うけ負ってくれたから。だから、恩人」

「……恩……人……」

「キミがどれほどの想おもいを抱えて生きてきたのか、僕には想そう像ぞうするしかない。でも、責任は取る。僕は無責任に首を縦たてに振ったりはしない。だから──」

　真道は両手を広げて、イーリスを受け入れる。

「イーリス、僕の中へ来てくれ。……僕たちにはきっと時間が必要なんだ。気持ちの整理がつくその時まで、僕の中で、おやすみ──」

「わ……私……」

　真道はわななくイーリスを、そっと抱きしめた。

　オウカ・ローザから分かたれ、復ふく讐しゆうの騎き士しイーリス・フラウとして生を受けたノイズの瞳ひとみから、一ひと筋すじの涙が流れた。

　涙は流れ星のように煌かがやき、一いつ瞬しゆんの内に地ち表ひように向けて落ちていった。

　そして、願いは成じよう就じゆされた。

　少年の願い通りに、少女が願った通りに──




　　　　　＊　＊　＊




　眩まばゆい閃せん光こうとともに、元の世界に送そう還かんされた。元いた公園の芝しば生ふ広場。帰ってきたのだ。

《平和の創源ピース》が起こす奇き跡せきは成った。真さね道みちはイーリスを体内に《封ふう印いん》することを選び、彼女に猶ゆう予よを与えた。

「ほんとお前は甘い奴やつだな。倒さずに《封印》しちまうなんて、大おお甘あまだ」

　オウカがしきりに文もん句くを言っている。

「ごめん、オウカ。でも、彼女もキミの一部だから……」

「ふん、まぁいい。好きにすればいいさ。アイツも反省して清きよい体になれば白カビでも、白い便べん器きでも、白いイメージで売ってる政せい治じ家かとか、なんにでもなれるだろうしな」

「基本汚よごれしか目立ってないんだけど」

　オウカが封ふう印いんに同どう意いしてくれたのは意い外がいだった。真さね道みちは生き死にに関して、深く考えざるを得ない人生を送ってきた。それを肯こう定ていされたようで嬉うれしかった。

「おい、そろそろノート返せ」

　真道の手からノートが奪うばわれる。その行為に文もん句くを言おうとして、やめた。ノートはあるべき人物の手に委ゆだねられるべきと考えたのだ。

　オウカはそのまま歩き出そうとしたが千ち鳥どり足あしのようになり、倒れかける。真道は、素す早ばやくオウカに駆かけ寄って体を支えた。

「う、うわ、なんだよ。平へい気きだっての」

「平気って……ふらふらじゃないか。無む理りしないでよ」

「無理なんかしてねえ……うっ」

「ほらまた……もう、しょうがないなぁ」

　真道はオウカの前で屈かがみ、背中を向けて促うながした。

「なんのマネだ……」

「疲れたろ？　おんぶしてあげるから乗りなよ」

「やだよ！　なんか遊び疲れた子供が親におんぶされるみたいだ！」

「考え過ぎだと思うけど……ていうか詳しいなその辺の事情」

　ほら、と再さい度ど促すと、しぶしぶオウカは真道の背にまたがった。

「……落としたらしばくぞ。あと、変なとこ触ったらヨシノに言いつける」

「はいはい、わかったわかった」

「あ、そうだ。ヨシノに夜や食しよくを頼んでたんだった。サネミチ、死ぬ気で急げ！　ダッシュ！」

「はいはい、ダッシュでターボでね」

　体の電でん池ちが一いつ瞬しゆん切れたのか、背中にこてっ、と小さな頭が乗せられた。オウカが身を預けてくれたことが嬉しかった。

　真道はこの温ぬくもりだけは生しよう涯がい忘れることはないだろうなと思いながら大だい事じな人の待つ、家族の住まう家へと歩き始めた。













　　エピローグ







　初めて学校をズル休みした。

　ズル休みというか、目を覚ましたらすでに始し業ぎよう時間を過ぎていて、ついでにいうと家はしっちゃかめっちゃかになっていた。

　昨日きのうの夜は帰ってからも大変だった。家のテーブルを埋め尽くさんばかりの料理の数々。一週間分ぶんの食料はキレイさっぱりなくなり、吉よし乃のはすっからかんになった冷れい蔵ぞう庫こを見て爆ばく笑しようしていた。

　そして形けい成せいされるカオス空間。メアリーが料理酒しゆの入った料理を食べ、顔を真まっ赤かにして暴あばれていた。食しよく前ぜん酒しゆがどうとか言っていた割に酒しゆ気きに弱いらしい。あとで年ねん齢れいを聞いたら16だと言っていた。未み成せい年ねんじゃないか。

　仕方なくオウカが睡すい眠みんを促うながす魔ま術じゆつをかけて黙だまらせた。オウカの取り分が増えた。

　レヴィンは相変わらず鬱うつ陶とうしい笑顔とオイルを振りまきながら肉を食べていた。彼の手にかかればどんな料理もオイリーになる。

　すかさずオウカが眠らせた。レヴィンは眠りながら肉を頰ほお張ばっていた。そんなに肉が好きならもう精せい肉にく場じように住めばいいのに、と真さね道みちは思った。

　吉乃は時間も遅かったので、遅めの夕食をとったあと眠りについた。まだ小さいし、次の日も学校だからしょうがない。

　夜が明けると、リビングには死し屍し累るい々るいといった感じでレヴィンとメアリーが雑魚ざこ寝ねしていた。テーブルには吉乃の書き置き。『学校には連れん絡らくを入れておきました。おやすみなさいお兄にいちゃん』とあった。機き転てんがきく妹をもって、真道は幸せだと思った。吉乃を嫁よめにもらうヤツはさらに幸せだ。そんなヤツが現れたら、僕がボコボコにしてやるけどな。

　オウカの姿すがたが見当たらなかったので、真道は両親の寝室を覗のぞいてみた。

　──いた。彼女は静かな寝ね息いきを立てながら、かわいらしい寝顔で熟じゆく睡すいしていた。

　そして、今どういう状況かというと……。

　真道はオウカの傍かたわらに椅い子すを寄せ、ノートを読んでいた。改めて見ると、やはりすごい破は壊かい力りよくだった。新しい拷ごう問もんなのかもしれなかった。ヤバさが天を突き抜けて、天てん界かいの神の尻しりに刺さるんじゃないかと危き惧ぐしたくらいだ。

《平和の創源ピース》のページをめくる。そこにはもう何も書かれていない。あぶり出しを再さい度ど試してみても、何も起きなかった。昨夜オウカと一いつ緒しよに首を傾かしげたが、どうしようもないので保ほ留りゆうにした。世の中には不ふ思し議ぎがいっぱいだ。

　ベッドで眠る桜さくら色いろの髪かみの美び少しよう女じよは、『不ふ思し議ぎ』の体たい現げん者しやだ。彼女がこの家に来たのは……３日前だ。もう随ずい分ぶん経たったような気がしたが、今日きようで４日だ。

　オウカがこの家に来てから、色々なことが良い方へと変わった気がする。吉よし乃のとの関係。学校での立ち位置、友ゆう人じん関係。そして、過去の清せい算さん。自分自じ身しんの生き方。オウカがいなければ、どれもあいまいなまま、人生を終えていただろう。感謝の念に尽きない。

　破は天てん荒こうなことばかり起こして迷めい惑わくを被こうむることも多かったけど、そういう人生も楽しいのかもしれない。肉体言げん語ごに訴えるところばかりは遠えん慮りよして欲しいが。

　穏おだやかな顔で眠るオウカを見ていた真さね道みちのまぶたが、重くなっていく。まだ睡すい眠みんが足りなかったようだ。自分の部屋まで戻って眠ってしまおうか。面倒めんど臭くさいから、ここでいいか。

　おやすみ、オウカ。真道は目を閉じ、ベツドの端はしにもたれかかるようにして眠りに落ちた。







　ドタバタと騒がしい音に気付き、時計を見れば午後５時。もう夕方だ。それにしても騒がしい。何事だろう。

　そう思っていると、入口のドアがバーン！　と開かれ、目を覚ましたメアリーと、親友二人が姿すがたを現した。三人とも目を見み開ひらいて、真道を見つめている。

「うわ、皆、どうしたの？」

　そう聞くと、由ゆ梨りがワナワナと震えながら指を差し、

「し、新しん堂どうくん……まさか……本当だったなんて……」

　と、言った。何が本当だって？　真道にはよくわからなかった。

　赤いバンダナを目ま深ぶかに身につけた男。早さ蕨わらび大だい斗とが羨うらやむような視線を向け、

「シン……後でナニが起こったのかゆっくりと聞かせてくれ」

　サムズアップした。何だコイツは。バンダナ燃やすぞ。

「シンドウサネミチ！　寝ね込こみを襲おそうなんて相手がローザとはいえ……恥はじを知りなさい！」

　金きん色いろの魔ま女じよメアリー・ゴールドが汚お物ぶつを見るかのような視線を浴びせてくる。なんだよ、こっち見んな。

　それにしても、寝込みだって？　真道は自分の状況を顧かえりみた。

　目の前いっぱいにオウカの顔。いつの間にかベッドの上に移り、寝てしまったらしい。

　つまり、他た者しやからすれば、同どう衾きんしているようにしか見えない。

「What!?」

　真道は飛び上がり、アメリカに高たか飛とびしたくなった。

「新堂くん、私言ったわよね。下か半はん身しんがだらしない人は嫌きらいだって」

「シン、俺おれに詳しく教えてくれれば、学校でのお前の安全は保ほ障しようしてやる」

「シンドウサネミチの不ふ潔けつゴミ虫ケダモノ」

　しかし包ほう囲い網もうはすでに完成されている。逃げようがない。

「お兄にいちゃん、起きたんだ？」

　吉よし乃のが三人の後ろからひょこっと顔を出した。天の助けだ。そう思って安心していたら、

「メモに残しておいたけど、ちゃんと学校に『オウカお姉ねえちゃんとヌルヌルになって疲れて一いつ緒しよに家で眠ってます』って言っておいたから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「全然大丈夫じゃねえ──っ!?」

　地じ獄ごくの顎あぎとがこんにちは。

「私たちのクラスはあなたのおかげで学級崩ほう壊かい寸すん前ぜんよ。どういうことか説明しなさい新しん堂どうくん。返答しだいでは……」

「誤ご解かいだよ有あり里さとさん！　何もしてないよ！　ただちょっと一いつ緒しよに寝ちゃっただけで……」

「してるじゃないの！」

「日に本ほん語ごって難しい！」

　由ゆ梨りに耳をちぎられそうになる。首の代わりに持っていくつもりか。

「もういいですから、ノートを渡しなさいシンドウサネミチ！　協力してあげたでしょう！」

「オウカの許きよ可か無しに渡せるわけないだろ！　僕が三途さんずの川を渡されちゃうよ！」

「シン、お前に貸したアレ、そろそろ返してくれないか」

「なんでこんな最さい悪あくのタイミングで言うんだ！　お前を天に還かえすぞ！」

「筋きん肉にく！」レヴィンが現れた。

「お前は今すぐに還れ！」

「うるせ──っ！　寝られねえだろうがぁ！」

「へぶっ!?　な、なんで僕が殴なぐられるの……？」

「お前が一番やかましかったからだ。……あ～叫んだらノドが渇かわいた。サネミチ、オレンジジュース持ってこい。５秒で」

「なんでいつも厳きびしい条件つけるのさ！　縛しばりプレイなの？」

「そうか、お前、縛られたいのか……ふふふ」

　オウカが初めて出会った時に見せた、闇やみ属ぞく性せいの微笑ほほえみを浮かべていた。

「──心に潜ひそむ内なる大たい望ぼう──其その声を聴きけ──《自由解放フリーダム・ライダーズ》──っ！」

「な、何を唱となえて……うぎょわ!?　手、手が縛られて……ぎゃあ！　パンツがすごい食い込んでくるイタイイタイ！　なんなんだよこれはぁ!?」

「何って、『心が解放されて自由になる』魔ま術じゆつだけど。スカッとするだろ？」

「パンツが食い込んでお尻しりがスカスカしてんだよ！　フリーダム過ぎて意味がわかぶっ!?」

　突然横よこ合あいからビンタが飛んできた。見ると、由梨が右手を振り抜いた姿し勢せいで固まっていた。

「ご、ごめんなさい新堂くん……どうしてかわからないけど、手が勝かつ手てに……この豚ぶた野や郎ろう」

　困こん惑わくする真道をあざ笑うかのように、今度は頭を踏みつけられる。

「あ、あら？　ごめん遊ばせシンドウサネミチ。足が勝かつ手てに動いてしまいましたわ……ウジ虫」

　うごご、と地じ鳴なりのような声を上げる真さね道みち。そこに誰だれかが覆おおいかぶさってきた。

「シン……お前、よく見ると……結けつ構こうかわいいな……俺おれとネヴァーランドに行こうぜ……」

「サネミチどの！　肉の祭さい典てんにいざ参まいらん！」

　大だい斗ととレヴィンが怖気おぞけの走るようなことを口くち走ばしった。今年で一番キモイ。

「お兄にいちゃん、婚こん姻いん届けあるよ。名前書かいて書いて！」

　真道は戦せん慄りつした。オウカの唱となえた魔ま術じゆつは、彼女の解かい釈しやくによって周囲に影えい響きようを及ぼし、果か敢かんに自分を責め立てているようだった。自由というよりカオス。なんて恐ろしい魔術だ。吉よし乃のとの婚姻届けなんて、天てん地ちがひっくり返っても役所には受じゆ理りされないという蛇へびの生なま殺ごろし。妹と結婚できるような法律に変わればいいのに。

「サネミチ、ジュースはどうした。急がないと、今度は切せつない目に遭あわせてやるぞ」

「もうすでにとんでもなく切ないよ！　生き急いでるかのようだよ！　うわ、やめろ大斗！　服の中に手を滑すべり込ませるなキメェ！　レヴィン！　ヌメヌメするのはヤメロォ！」

　真道は全力で大斗とレヴィンの魔の手から抜け出し、離れた。それが契けい機きであったかのように、皆みな正気に返り、目をぱちくりとさせた。

「また新しん堂どうくんを叩たたいちゃった……」「ロクな魔術が載のってませんわねホント！」「筋きん肉にく！」

「シン……お互い忘れよう……マジで」「お兄ちゃんと、結婚……にへへ、恥はずかしい」

　──なんて悪い冗じよう談だんだ。悪あく夢むだ。……まったく、本当にオウカはしょうもないな。

　真道はブツブツと文もん句くを言いながら、これ以上被ひ害がいが出ないうちに、とオウカのジュースを取りに行こうとした。

（ふん……）

「え？」

　わずかに、声が聞こえたような気がした。耳ではなく、体の内側から。だが、悪い感じはしなかった。仕方のないヤツらだとでもいうような、そんな感情のこもった声だった。

「サネミチ、早くしろ！」

「は、はいはい、かしこまり！」

　オウカに急せかされ、部屋を出ようとし、もう一度振り返った。

　オウカは、メアリーからノートを渡せと迫られ、「はいはい」と適当に答え、吉乃に「夕ゆうメシの献こん立だては何だ？　すき焼きか？　すき焼きなのか？」と聞いていた。落ち込む大斗に、「お前ってアッチ系けいなのか？」と追い打ちをかけ、由ゆ梨りには「暴ぼう力りよくメガネ」と新たな呼び名をつけていた。




　世界を救いたいと考えていた時代があった。

　焦こがれた虚きよ構こうの世界を、現実のものとしたかった。

　魔ま導どう・魔ま術じゆつが飛び交う戦せん場じようを共に駆かけ抜けてくれる、そんなパートナーが欲しかった。

　微笑ほほえましくも幼い、純じゆん粋すいな気持ちで────そう願っていた。

　願いは成じよう就じゆした。時が経たち、オウカ・ローザは新しん堂どう真さね道みちを憎ぞう悪おし、やがて影が満ちた。

　ノートを巡る争いの果て、少年は闇やみを受け入れ、光とともにあることを選んだ。

　四月の春。

　小さな暖かみを帯びた風が運んできたものは、過去の遺い産さんと、一人の少女。




　満まん開かいの桜さくらを彷ほう彿ふつとさせるオウカの髪かみが揺れていた。笑顔がとても美しく、輝いていた。

　真道は賑にぎやかになった両親の部屋を俯ふ瞰かんし、心からの笑えみを浮かべながら、こう思った。

　──今この時こそが、僕の思い描いていた、最高の魔術に違いない。










　あとがき




　ビクンビクンッ。皆様はじめまして。此こ乃の亭てい多た楽らくと申します。突然の痙けい攣れん失礼致しました。

　なぜこのような奇き行こうに走ったかというと、痙攣から入るあとがきというものがまだ世の中に存在していないのでは？　と思ったからです。初はつモノ狙ねらいのインパクト勝負です。もし他にもやっている作家さんがいたらぜひ教えて下さい。師し事じします。

　さて、この本のことを少し紹しよう介かいさせていただきます。本作は第20回電でん撃げき小説大たい賞しようにおいて三次選せん考こうを通過した作品を改かい稿こうしたものです。残念ながら賞は逃のがしましたが、拾う神アリとはよく言ったもので、こうして本を出させていただく運びとなりました。声をかけて下さった担たん当とう様は神です。今こん後ご足を向けて寝たりしないように立ったまま寝ます。

　本の内容と致しまして、主しゆ人じん公こうが書きためていた黒くろ歴史ノートの魔ま術じゆつを本当に使える魔ま女じよが現れて、現げん代だい世界で楽しく暴あばれる話です。主人公はヒロインに振り回されながら頭ず痛つう、鼻はな水みず、吐き気、辛つらい疲れを誘ゆう発はつさせながらドリンクをガブ飲みし、胃いの痛みに耐えながら病院を立てるといったサクセスストーリーです。……すいません、後半はウソです。ですが、少しでも皆様に楽しんでいただこうという想おもいで本作を描き上げたことは、紛まぎれも無い真実です。読み終えた後に、「面白いじゃん」と思っていただければこれ幸いです。

　ところで、読者の皆様はご自身の妄もう想そうノートをお持ちでしょうか。幼き日の思い出として、押入れの中に封ふう印いんしている方。もしまだお持ちであれば、気が向いた時にでも懐なつかしみながら読み返してみるのもいいかもしれません。その際、エチケット袋ぶくろを用意しておくことをオススメします。ゲ●なんか吐いたりしたら掃そう除じも大変ですからね。僕は謎なぞの高こう熱ねつを出しました。

　汚きたない話はやめてキレイな話をしましょう。そう、謝しや辞じを忘れてはなりません。

　本作のイラストを描いてくださった山やま田だマコ様。ヒロインのラフ絵を初めて見たときイメージ通り過ぎて体が震えました。最初は部屋が寒いせいなのかなと思いましたが、ストーブをつけても止まりませんでした。やはり歓かん喜きの震え。絶望的に絵え心ごころがない僕にとって、あなたは魔ま法ほう使つかいに等しい存在です。

　担当してくださった粂くめ田た様。根こん気きよく付き合って下さってありがとうございます。僕の遅ち筆ひつぶりにさぞかし胃が痛いことでしょうが、それでもアドバイスを下さるその鋼はがねの意い志しと胃い腸ちよう、感かん服ぷくいたします。お体には気をつけて下さい。カレーを飲むことが好きな友人Ｙ。天使の名を持つ隊たい員いんたち。かつてともに学んだ仲間たち。皆ありがとう。

　そして、読んでくださった読者の皆様方がたに深い感謝を。

　名残なごり惜しいですが、紙し幅ふくも限界のようです。次巻でぜひまたお会いしましょう。無ぶ事じに出版できればいいのですが、もしものことを考えると僕はもう……ビクンビクンッ。


２０１４年　５月　此乃亭多楽
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此こ乃の亭てい多た楽らく

東京都に狭く生息している牡牛座のＯ型。サイコサスペンスやミステリーが好きなのに、書き始めると優しい話になる。まさにミステリー。注射が超嫌い。
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イラスト／山やま田だマコ

はじめまして、山田マコと申します。

新しいチャレンジにどきどきですが、オウカちゃんと一緒に走っていけたらいいなと思います。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「此乃亭多楽先生」係

「山田マコ先生」係











本書は書き下ろしです。
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※2014年5月10日発行の電撃文庫『オウカの魔女』初版に基づき制作
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